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藤岡市には、旧石器時代から近代にいたるまで数多くの遺跡が残され

ています。中でも国史跡である白石稲荷山古墳や七輿山古墳に代表され

る古墳、中世の関東管領の居城であった平井城跡などの城跡、そして世

界文化遺産に登録された国史跡の高山社跡を始めとした養蚕文化など、

市内には著名な史跡・遺跡があり、これらは藤岡地域の歴史を語る上で

欠くことのできない資産です。これらの遺跡を保護・保存しながら、未

来へのまちづくりに活用することが文化財行政に求められている重要な

課題であります。

本報告書は、三ツ木地区および上落合地区の毛野国白石丘陵公園整備

事業に伴って平成 年度に実施した三ツ木東原Ｃ遺跡・上落合七輿遺跡

の発掘調査結果を報告するものです。本遺跡では、旧石器時代の遺跡、

縄文時代の住居跡、及び古墳時代から平安時代までの古代の住居跡など

が見つかっています。これらは藤岡の先史時代・古代を考える上で非常

に重要な資料であると考えられます。この成果を広く公開することによ

って、本報告書が藤岡地域の歴史をより深く理解するための一助となれ

ば幸いに存じます。

最後に、埋蔵文化財発掘調査にご協力いただいた関係諸機関の方々、

並びに市民の皆様のご理解とご協力に厚くお礼申し上げます。

令和３年３月

藤岡市教育委員会

教育長 田中 政文
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本報告書は、平成 30 年度に実施された毛野国白石丘陵公園外周道路建設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

である。

調査は、藤岡市都市建設部都市施設課の委託を受け、藤岡市教育委員会の指導・監督のもと、有限会社毛野

考古学研究所が実施した。

発掘調査・整理調査の要項は次のとおりである。

　[三ツ木東原Ｃ遺跡 ]　　 

　　　　　　　　　　　　　　遺　跡　所　在　地 :群馬県藤岡市白石・三ツ木地内

　　　　　　　　　遺 跡 略 称 ： F49

　　　　　　　　　発 掘 調 査 期 間 : 平成 30 年 7 月 18 日～平成 31 年 3 月 25 日

　　　　　　　　　整 理 調 査 期 間 : 令和 2年 6月 16 日～令和 3年 2月 26 日

　[上落合七輿遺跡 ]　　 

　　　　　　　　　遺　跡　所　在　地：群馬県藤岡市上落合地内

　　　　　　　　　遺 跡 略 称 ： D57

　　　　　　　　　発 掘 調 査 期 間：平成 30 年 7 月 18 日～平成 31 年 3 月 25 日

　　　　　　　　　整 理 調 査 期 間 : 令和 2年 6月 16 日～令和 3年 2月 26 日

発掘調査は三ツ木東原Ｃ遺跡は小此木真理・髙橋清文・春里桃子（㈲毛野考古学研究所）、上落合七輿遺跡

は小此木・山本千春（同）・春里が担当し、遺構測量・空撮は小出拓磨・石塚伸輝（同）が行った。

整理調査は常深尚・髙橋・春里・志村哲・有山径世・和久裕昭・山本・宮本久子・渡辺博子（㈲毛野考古学

研究所）が担当した。本書の編集は常深が行った。原稿執筆は、第Ⅰ章を井上勉（藤岡市教育委員会）、第Ⅱ・

Ⅴ章を山本、第Ⅲ章を春里、第Ⅳ章第 4節 1・第 6節 9・第Ⅵ章 2を髙橋、第Ⅳ章第 5節 1・第Ⅵ章 3を志村、

その他を常深が担当した。また、遺物写真撮影は常深が担当し、遺物実測は志村・和久・常深・土井道昭（㈲

毛野考古学研究所）が担当した。自然科学分析は、三ツ木東原Ｃ遺跡のテフラ分析を早田勉氏（㈱火山灰考

古学研究所）、上落合七輿遺跡のテフラ・重軽鉱物・珪藻化石・植物珪酸体分析をパリノ・サーヴェイ㈱に

依頼し、それぞれの成果を第Ⅳ章第 7節、第Ⅴ章第 6節に掲載した。なお旧石器時代の石器の整理全般にわ

たって、軽部達也氏（藤岡市教育委員会文化財保護課長）に多大なご指導を頂いた。

調査に関わる資料は、一括して藤岡市教育委員会が保管している。

調査組織

教育委員会

　教育長　　　　　田中　政文

　教育部長　　　　御供　英宏（平成 30 年度）、塚本　良（令和 2年度）

　文化財保護課長　軽部　達也

　埋蔵文化財係長　井上　勉

　事務担当　　　　文挾健太郎

　調査担当（三ツ木東原Ｃ遺跡）　小此木　真理・髙橋　清文・春里　桃子（有限会社毛野考古学研究所）

　調査担当（上落合七輿遺跡）　　小此木　真理・山本　千春・春里　桃子（有限会社毛野考古学研究所）

都市建設部

　都市建設部長　　田島　恒夫（平成 30 年度）、根岸　実（令和 2年度）

　都市施設課長　　小林　直樹

　都市施設係長　　堀越　丞（平成 30 年度）、塚本　真詞（令和 2年度）

　事務担当　　　　松本　拓也



本書で用いた座標は世界測地系第Ⅳ系である。方位は真北、水平水準は海抜高である。

遺構は、種別を示す以下の記号と番号の組合せで標記した。

Ｊ：竪穴住居跡（縄文）　Ｈ：竪穴住居跡（古墳～平安）　Ｂ：掘立柱建物跡　Ｔ：竪穴状遺構

Ｍ：溝状遺構　Ｄ：土坑　Ｐ：ピット　ＳＵ：隧道状遺構　ＳＣ：石器集中地点

本文の遺構計測値及び遺物観察表の法量では、推定値を（　）、残存値を〈　〉で示した。

土層・遺物の色調は『新版標準土色帖』（小山正忠・竹原秀雄著　財団法人日本色彩研究所）を使用した。

挿図中の網掛けは次のとおりである。

旧石器石材については、以下の略号を使用した。

An：安山岩　BAn：黒色安山岩　BSh：黒色頁岩　HSh：硬質頁岩　Sh：頁岩　Ob�黒曜石　Ch：チャート

RCh：赤チャート　WCh：白チャート　HMd：硬質泥岩　Sc：結晶片岩　SS：砂岩　GS：流紋岩　Ag：瑪瑙

旧石器時代の遺物分布図では、以下の記号を使用した。

器種別　▲：ナイフ形石器・台形様石器　◇：両面調整石器　★：スクレイパー　☆：使用痕を有する剥片

　　　　◎：二次調整痕を有する剥片　▶：縦長剥片　⦿：敲石　　：台石　□：石核・残核

　　　　■：石核調整・打面作成剥片　▽：作業面調整・再生剥片　●：剥片　● ：砕片

石材別　●：黒色安山岩　◎：安山岩　■：黒色頁岩　□：硬質頁岩　▶：頁岩　☆：チャート

　　　　★：黒曜石　⦿：メノウ　▲：結晶片岩　◇：砂岩　▼：硬質泥岩　▽：緑色岩

発掘調査・整理作業に関わった方々は、下記のとおりである。(五十音順・敬称略 )　　　

【発掘調査】　

赤見公一　秋山文男　天田眞由美　市川英一　稲田康夫　井上正三　今井志郎　入山孝司　上原美淑

大竹努　岡庭秋男　荻野俊　織田秀雄　金井美由紀　川端勝　菊池噢　菊池文男　岸ふじ江　北野進二

木村茂　木村知里　久保安美　小金澤均　小暮崇靖　小関泰洋　小林平　小林正和　齋藤勝　桜井豊

佐藤昭二　佐藤鬨雄　佐藤秀子　篠崎英男　清水孝子　清水隆二　鈴木武　須永明　須永一輝　関通世

武井みち子　永井述史　橋元裕児　蓮沼利夫　星雄二　正木祐子　松井昭光　松井勝　松本明雄　松本幸男

三原昭夫　山田重雄　山田久志　山本勇　吉田豊信　四ツ栁亘　

【整理調査】　

阿原智子　池内麻美　石川陽子　石原理久子　磯洋子　内田恵美子　大塚規子　鬼形敦子　小野澤絹子

閑野一枝　合田幸子　下條真美代　須藤朋子　瀬尾則子　武士久美子　竹中美保子　永島美和子　半澤利江

日沖美奈子　深谷道子　桝田光代　山口昌子　吉村光恵　

発掘調査の実施から報告書刊行に至る間、以下の方々に御指導・御協力を賜った。記して感謝の意を表した

い。(順不同・敬称略 )

阿久澤智和　岩崎泰一　小原俊行　角張憲子　栗島義明　小菅将夫　城倉正祥　進藤瑞生　須藤隆司

関口博幸　芹澤清八　早田勉　大工原豊　田辺凌基　津島秀章　戸塚瞬翼　外山政子　長崎潤一

前原豊　山崎芳春　
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凡　例

剥離内黒灰釉磨面 被熱 ガジリ遺　物：

被熱範囲遺　構：
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　　　 Ｄ -43 号土坑全景（南から）

       Ｄ -12 号土坑全景（北東から）

       Ｄ -12 号土坑遺物出土状況（北西から）

       Ｄ -15 ｂ号土坑全景（北西から）

       Ｄ -20 号土坑遺物出土状況（西から）

       Ｄ -21 号土坑遺物出土状況（東から）

PL.16　Ｄ -22 号土坑全景（南から）

       Ｄ -22 号土坑遺物出土状況（東から）

       Ｄ -23 号土坑全景（北西から）

       Ｄ -23 号土坑遺物出土状況（北西から）

       Ｄ -52 号土坑全景（西から）

       Ｄ -54 号土坑全景（東から）

       Ｄ -56 号土坑遺物出土状況（西から）

       Ｄ -64 号土坑全景（北から）

PL.17　Ｄ -64 号土坑遺物出土状況（北から）

       Ｄ -69 号土坑遺物出土状況（東から）

       Ｄ -86 号土坑全景（南から）

       Ｄ -88 号土坑全景（南東から）

       Ｄ -86 号土坑遺物出土状況（南から）

PL.18　Ｈ -１号住居跡全景（北西から）

       Ｈ - ３号住居跡全景（西から）

PL.19　Ｈ -３号住居跡遺物出土状況（西から）

       Ｈ -３号住居跡カマド遺物出土状況（西から）

       Ｈ-３号住居跡旧カマド遺物出土状況（東から）

       Ｈ - ３号住居跡貯蔵穴全景（西から）

       Ｈ - ３号住居跡掘り方全景（西から）

PL.20　Ｈ -５号住居跡全景（北から）

　　　 Ｈ -６号住居跡全景（北から）

       Ｈ-６号住居跡遺物出土状況（北西から）

　　　 Ｈ-７号住居跡遺物出土状況（南東から）

       Ｈ - ７号住居跡遺物出土状況（北から）

PL.21　Ｈ -８号住居跡全景（西から）

       Ｈ - ８号住居跡カマド全景（西から）

       Ｈ - ８b 号住居跡全景（西から）

       Ｈ - ８号住居跡Ｄ -２・３全景（南から）

       Ｈ - ８号住居跡掘り方全景（西から）

PL.22　Ｈ -９号住居跡遺物出土状況（北から）

       Ｈ - ９号住居跡掘り方全景（西から）

       Ｈ-10号住居跡遺物出土状況（北西から）

       Ｈ -11 号住居跡全景（南東から）
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       Ｈ - ４号住居跡炉跡全景（北から）
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       土坑列Ｄ -58 号土坑全景（東から）

       土坑列Ｄ -59 号土坑全景（東から）

       土坑列Ｄ -65 号土坑全景（東から）

       土坑列Ｄ -67 号土坑全景（東から）

PL.29　土坑列全景（北から）

       土坑列Ｄ -60 号土坑土層断面（東から）

     　土坑列Ｄ -63 号土坑土層断面（東から）

       土坑列Ｄ -67 号土坑土層断面（南から）

       土坑列Ｄ -73 号土坑土層断面（南から）

PL.30　ＳＵ -１号隧道状遺構全景（東から）

       ＳＵ -１号隧道状遺構全景（北から）

PL.31　ＳＵ -１号隧道状遺構近景（西から）

       ＳＵ-１号隧道状遺構出入り口（北から）

       ＳＵ-１号隧道状遺構土層断面（北から）

       ＳＵ-１号隧道状遺構土層断面（北から）

       埋没谷及びＳＵ-１号隧道状遺構全景（北東から）
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PL.37　２・３区遠景（西から）

       ２区北側〜３区全景（南東から）

PL.38　３区北側全景（西から）

       １区６号トレンチ全景（南西から）

       １区 10 号トレンチ全景（南西から）

       １区 11号トレンチ遺物出土状況（北から）

       １区５号トレンチ断面（東から）

       ２区 18 号トレンチ断面（東から）

PL.39　Ｈ -１号住居跡全景（西から）

       Ｈ -１号住居跡カマド遺物出土状況（西から）

       Ｈ - １号住居跡掘り方全景（西から）      

       Ｈ-１号住居跡カマド掘り方全景（西から）　

PL.40　Ｈ -２号住居跡遺物出土状況（西から）

       Ｈ - ２号住居跡掘り方全景（西から）

       Ｍ - １号溝全景（南西から）

PL.41　Ｍ -１号溝全景（北西から）

       Ｍ - １号溝断面（東から）

       Ｍ - １号溝断面（西から）　

PL.42  Ｈ - ３号住居跡全景（東から）

       Ｈ - ３号住居跡断面（北西から）

       Ｈ - ３号住居跡掘り方全景（西から）

       Ｈ - ４号住居跡遺物出土状況（西から）

PL.43　Ｈ -４号住居跡全景（西から）

　　　 Ｈ -４号住居跡カマド全景（西から）                             

       Ｈ - ４号住居跡貯蔵穴全景（西から）

       Ｈ-４号住居跡カマド掘り方全景（西から）

       Ｈ - ４号住居跡掘り方全景（西から）　     

PL.44　１区水田跡全景（南東から）

       １区水田跡断面（南から）

       Ｄ - ２号土坑全景（西から）

       Ｄ - ６号土坑全景（南から）

       Ｄ - ７号土坑全景（東から）

       １区ピット列全景（北西から）

【三ツ木東原Ｃ遺跡】

PL.45　１・３・４・５ブロック出土石器

PL.46　６・７ブロック出土石器

PL.47　７ブロック出土石器

PL.48　８・９ブロック出土石器、接合資料 1・2

PL.49　接合資料3・4・12

PL.50　接合資料5

PL.51　接合資料10・11

PL.52　接合資料13・19

PL.53　接合資料17

PL.54　接合資料17

PL.55　接合資料14・20

PL.56　接合資料15・21

PL.57　接合資料6・16、ブロック外出土石器
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PL.58　接合資料7・8・9

PL.59　接合資料18

PL.60　Ｊ-１号住居跡出土遺物

PL.61　Ｊ-２・３号住居跡出土遺物

PL.62　Ｊ-３号住居跡出土遺物

PL.63　Ｊ-１・２号住居跡出土遺物

PL.64　Ｊ-３号住居跡出土遺物

PL.65　Ｄ-12・20号土坑出土遺物

PL.66　Ｄ-２・10・11・20・21・22・23・43・61・64・

　　69号土坑、Ｐ-37号ピット、遺構外出土遺物

PL.67　Ｄ-64・69・86・88号土坑出土遺物

PL.68　Ｄ-20・22・86号土坑出土遺物

PL.69　Ｄ-21・54・56号土坑出土遺物、遺構外出土遺物

PL.70　遺構外出土遺物

PL.71　Ｊ-１・３号住居跡出土遺物、遺構外出土遺物

PL.72　Ｈ -１・３号住居跡出土遺物

PL.73　Ｈ -１・３・５・６号住居跡出土遺物

PL.74　Ｈ -３号住居跡出土遺物

PL.75　Ｈ -１・３号住居跡出土遺物

PL.76　Ｈ -３・５号住居跡出土遺物

PL.77　Ｈ -５・６号住居跡出土遺物

PL.78　Ｈ -６・７・10・11・13・14・15 号

　　　 住居跡出土遺物

PL.79　Ｈ -６・７・８号住居跡出土遺物

PL.80　Ｈ -８・９号住居跡出土遺物

PL.81　Ｈ -10・11・12 号住居跡出土遺物

PL.82　Ｈ -12 号住居跡出土遺物

PL.83　Ｈ -12 号住居跡出土遺物

PL.84　Ｈ -13・15・16 号住居跡出土遺物

PL.85　Ｈ -16 号住居跡出土遺物、遺構外出土遺物

PL.86　Ｄ-６号土坑出土遺物

PL.87　Ｈ -４・19 号住居跡出土遺物

PL.88　Ｈ -２・４・19 号住居跡出土遺物、

　　　 Ｄ -48・58・60・65 号土坑出土遺物、

       Ｍ - １号溝出土遺物、遺構外出土遺物

PL.89　Ｄ -17・37 号土坑出土遺物、

       Ｍ - １号溝出土遺物

PL.90　遺構外出土遺物

【上落合七輿遺跡】

PL.91　遺構外出土遺物

PL.92　遺構外出土遺物

PL.93　Ｈ -１・２・３号住居跡出土遺物、

       Ｍ - １号溝出土遺物、遺構外出土遺物

PL.94　Ｈ -４号住居跡出土遺物、

       Ｐ -65 号ピット出土遺物

PL.95　遺構外出土遺物
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第Ⅰ章　調査に至る経緯

　三ツ木東原 C 遺跡・上落合七輿遺跡の発掘調査は、毛野国白石丘陵公園外周道路建設工事に伴い、平成 30 年

7 月 18 日から同 31 年 3 月 25 日にかけて実施された。

平成 27 年 8 月 11 日に藤岡市都市計画課より毛野国白石丘陵公園外周道路新設工事について文化財保護法第

94 条通知が提出されたことを受けて、文化財保護課で平成 28 年 1 月 26 日から 2 月 5 日にかけて試掘調査を行

った結果、遺跡の存在が確認されたため、工事に先立って「発掘調査」を平成 28 年 3 月 31 日付藤教文発第 367

号により指導した。

発掘調査については担当課と協議を続け、群馬県登録民間発掘調査組織に委託して発掘調査に臨むことにな

った。平成 30 年 6 月 19 日付で藤岡市長新井雅博と有限会社毛野考古学研究所との間で埋蔵文化財発掘調査業務

委託契約が締結され、同日に藤岡市教育委員会を加えた三者協定を締結、また文化財保護法第 92 条の届出が有

限会社毛野考古学研究所より提出され、藤岡市教育委員会から群馬県教育委員会へ進達した。その後、群馬県教

育委員会より「文化財保護法」「群馬県埋蔵文化財発掘調査取り扱い基準」「群馬県埋蔵文化財発掘調査基準」を

遵守するよう通知が出されたため、調査組織へ伝達し、発掘調査の実施となった。

なお、発掘調査開始時には、遺跡名を「F49 三ツ木東原 C 遺跡」として台地上の三ツ木地区をⅠ区、台地下の

上落合地区をⅡ区として調査を進めていたが、三ツ木地区と上落合地区との間に地形・遺跡の断絶があることか

ら、上落合地区については新たに「D57 上落合七輿遺跡」と呼称することとなった。

第Ⅱ章　調査の方法と経過

第１節　調査の方法

　現地における発掘調査は、藤岡市教育委員会による試掘調査結果に基づき、重機で表土等を掘削した後、人力

による遺構精査を行った。遺構の掘削はジョレン・移植ゴテなどの掘削用具にて行った。遺構の掘り下げにあたっ

ては、遺物の出土状態に留意すると共に、土層観察用のベルトを残し、遺構の埋没状態を確認した。記録作業は

測量および写真撮影で対応し、作業の進捗状況に応じて適宜行った。遺構の写真撮影及び実測図作成については、

埋没土の堆積状態、完掘状態の各局面を記録した。測量杭は日本測地系（国家座標Ⅸ系）に基づき設置した。位

置表示の基準となるグリッド杭はＸ＝ 29480、Ｙ＝－ 71540 を起点とした。４ｍ四方のグリッドを基本単位とし

南北方向は 100 ｍ毎に大文字のＡ・Ｂ・Ｃ�と付し、100 ｍの間は北から４ｍ毎に小文字のａ・ｂ・ｃ�ｙと付

した。東西方向は４ｍ毎に１・２・３�と通し番号で呼称し、Ａａ－１グリッドのように呼称した。平面測量はトー

タルステーション、断面測量は基準点からの測り込みによって行った。写真撮影には、35mm 判のフィルムカメ

ラ（モノクロ・リバーサル）、デジタルカメラ（NikonD3400）を使用し、航空写真はドローン（DJIFC300C）で行っ

た。なお、現地調査では現況で使用されている道路や畑、国指定史跡七輿山古墳の散策路に面していることに鑑み、

周辺への発掘調査実施の周知化、安全柵・注意喚起の看板・常夜灯の設置など出来得る限りの安全対策を講じた。

　整理作業・報告書作成にあたっては、出土遺物は洗浄・注記の後、遺構毎に接合作業を行った。遺物の接合

にはセメダインＣ、補強・復元にはエポキシ系樹脂を使用し、デジタル一眼レフカメラ（NikonD850）で撮影し

た。写真撮影後は実測、デジタルトレースを実施した。遺構図は修正を加えた第二次原図を作成し、デジタルト
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上落合七輿遺跡

レースを行った。デジタルトレースには Adobe　Illustrator CS6 を用い、これらの挿図及び入稿用のデータは

Adobe InDesign CS6 を用いて編集した。

第２節　調査の経過

【発掘調査】

三ツ木東原Ｃ遺跡 ( 平成 30 年７月～平成 31 年３月 )

７月　18 日：調査区位置確認作業開始。除草作業開始。31 日：調査区位置確認作業終了。除草作業終了。

８月　20 日：２区の竹林範囲伐採作業（重機）開始。トイレ搬入。22 日：現場事務所（プレハブ）搬入。23 日：

　　　現場事務所（プレハブ）電気工事。25 日：２区の竹林範囲伐採作業終了。27 日：除草器材等搬入。28 日：

第１図　調査位置図
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　　　調査区設定。２区 1面の表土除去（重機）開始。30 日：２区 1面の表土除去終了。

９月　４日：発掘器材搬入。５日：作業員による作業開始。安全柵設置・環境整備。２区 1面の遺構確認作業開

　　　始。７日：２区西端から遺構調査開始。28 日：台風対策。

10月　４日：２区 1面の遺構確認作業終了。12 日：排土置場への安全柵設置。15 日：１区の表土除去（重機）開始。

　　　１区の遺構確認作業開始。19 日：１区の表土除去終了。

11月　18 日：調査員２名体制による調査開始。20 日：１区の遺構確認作業終了。

12月　８日：１区・２区 1面の空中写真撮影実施。13 日：藤岡市教育委員会による１区・２区１面の現場終了検査。

　　　25 日：年末年始の長期休業に対応した排土の安全柵強化。　　　

１月　７日：調査員交代。旧石器時代試掘トレンチ調査開始。21日：１区の埋め戻し。２区東側２面（縄文時代対象）

　　　の確認。22 日：旧石器時代調査時の排土搬出通路造成を兼ねた２区東側の埋め戻し開始。旧石器時代試

　　　掘トレンチ調査終了。23 日：２区東側の埋め戻し終了。24 日：夏期の繁茂する樹木により掘削を避けて

　　　いた２区西端埋没谷部分の表土除去（重機）。25 日：２区西側３面（旧石器時代調査区）の表土除去。28 日：

　　　埋没谷部分の調査開始。２区西側３面の調査開始。

２月　８日：埋没谷部分の調査終了。藤岡市教育委員会による埋没谷部分の現場終了検査。15 日：自然科学分

　　　析土壌採取（火山灰考古学研究所）。

３月　11 日：２区西側３面（旧石器時代調査区）の空中写真撮影準備。12 日：２区西側３面の空中写真撮影実

　　　施。13 日：２区西側３面の調査区拡張（重機）。３区の表土除去（重機）開始・終了。15 日：遺構調査・

　　　旧石器時代調査の終了。藤岡市教育委員会による２区西側３面・３区の現場終了検査。16 日：２・３区

　　　の埋め戻し（重機）開始。18 日：安全柵撤去開始。器材撤収開始。21 日：２・３区の埋め戻し終了。22 日：

　　　安全柵撤去終了。25 日：現場事務所（プレハブ）・トイレ搬出。器材撤収終了。

上落合七輿遺跡 ( 平成 31 年１月～平成 31 年３月 )

１月　７日：２区南側より重機による表土掘削を開始する。安全柵の設置は作業の進捗状況に応じ順次行う。　

　　　16・23 日：２区基準点測量。17 日：２区の表土掘削を終了する。21 日：１区南側の遺構調査を開始する。

　　　25 日：３区は工事用の砂利置き場となっていたため境界杭と合わせ現地確認をする。30 日：１区南側

　　　の空撮及び完了検査を実施する。31 日：３区に重機を搬入し、砂利を借用地へ移動。一部の木柵を撤去。

２月　１日：３区南側の重機掘削を開始する。調査当初は廃土置場の関係上、反転返しでの調査方針であったが、

　　　工場跡地であったこともあり、廃材を含む埋土が現地表面より２ｍを超えて堆積し、地山面は湧水する灰

　　　褐色砂質土層であったため、藤岡市教育委員会による指導の下、安全管理等を考慮し、記録作業をもって

　　　３区南側の調査は終了することとなった。同区北側についても同様の状況であったため、記録作業を行っ

　　　て調査を終了した。６日：３区の重機による埋め戻しを実施する。借用地に移動した砂利を３区へ移動。

　　　借用地の整地を行い、重機を搬出した。７日：１区北側のトレンチ調査を行う（～ 13 日）。14 日：２区

　　　の遺構調査を開始する。19 日：１区北側低地内に堆積する土壌のテフラ分析に使用するサンプル採取を

　　　行う。26 日：１区北側・２区の空撮を実施。27 日：１区北側・２区の完了検査を実施。

３月　１日：発掘器材の撤収。５日：１・２区の重機による埋め戻しを実施する。12 日：重機による埋め戻し

　　　を終了する。現地における全行程を終了する。

【整理調査】

（令和 2年 6月～令和 3年 2月）

　出土遺物の整理、発掘調査報告書の作成を行う。
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第Ⅲ章　遺跡の環境

第１節　地理的環境

　本遺跡が所在する藤岡市は、群馬県南部に位置し、市域の北半部が関東平野の北西端、南半部が関東山地の北

縁にあたる。また市域の北半部は河川に囲まれる形となっており、北側では烏川や鏑川が高崎市との市境をなし、

東側では、神流川が埼玉県との県境となっている。市域北半部の地形は、烏川・鏑川・神流川の各流域に沿って

広がる低地・微高地と、神流川と鮎川の間に発達した藤岡台地に分けられる。藤岡台地は、神流川と鮎川によっ

て形成された扇状地が開析され段丘化することで台地となったものである。さらに藤岡台地の西側では、鮎川や

鏑川によって発達した河岸段丘による地形が広がり、市域南半部を占める山地へと続いている。市域南半部では、

赤久縄山や西御荷鉾山、東御荷鉾山などの山々が連なり、起伏に富んだ地形をなしている。

三ツ木東原 C 遺跡・上落合七輿遺跡は、鮎川左岸の河岸段丘に立地し、この段丘面は２段に分けられる。上

位段丘は本遺跡の約 1.2 ㎞北東にある鏑川と鮎川の合流点付近から南西方向に形成され、高崎市吉井町の黒熊地

域へと続いている。また、複数の小支谷に開析されており、本遺跡の南側には東西方向の谷が存在するほか、三

第３図　周辺の地形



- 6 -

ツ木東原 C遺跡の調査でも埋没谷の存在が明らかとなっている。一方で下位段丘は前述の合流点付近から両河川

沿いに展開している。さらに、本遺跡の約 400m 北東では鮎川とその支流である猿田川が合流し、猿田川流域には、

上位段丘崖に沿って狭い帯状の低地帯が形成されている。

三ツ木東原 C 遺跡は、上位段丘面北側の縁辺付近に位置し、段丘面の北側及び西側は下位段丘に至る段丘崖

となっている。同遺跡の調査区は、段丘面上の平坦面から谷地形へと至る緩斜面で構成され、標高は約 107 ～

111 ｍを測る。

一方、上落合七輿遺跡は、下位段丘面に位置し、標高は約 92 ～ 97m を測る。同遺跡の調査区は、南側が上位段

丘へと至る段丘崖の裾にあたり、そこから下った調査区中央付近では南西から北東方向に小支谷が開析している。

また、北側は谷地形から下位段丘面へと至る緩斜面にまたがる形となっており、こうした地形の状況が各時代に

おける遺構の分布に反映されている。

第２節　歴史的環境

本遺跡 ( 第４図１) が立地する鮎川左岸における生活の営みは藤岡市内でも古くから始まり、旧石器時代から

その歴史を辿ることができる。本遺跡の調査では、主に旧石器時代から中世に至るまでの遺構が確認されており、

以下、周辺遺跡の調査を踏まえて各時代の状況を概観する。

旧石器時代の遺跡や遺物は、本遺跡が立地する鮎川左岸の段丘上で広く確認されており、白石北原遺跡 (9)

では AT 層下位の石器群が検出されている。同遺跡は、本遺跡の約 200 ｍ南に立地し、谷を挟んで北側に位置す

る本遺跡や三ツ木東原 B 遺跡 (3) の調査で確認された AT 層下位の石器群との関係が注目される。また、三ツ木

東原遺跡 (6)、白石中郷遺跡 (36)、上落合上野遺跡 (14)、緑埜上郷遺跡 (48)、竹沼遺跡 (52)、島遺跡 (53) で

当該期の石器が出土・採集されており、鮎川左岸における遺跡の分布状況を示している。このほか、藤岡台地中

央付近に位置する独立丘陵上では、藤岡北山遺跡 (66) で As-BP 層上位の石器と AT 層下位の石器群、藤岡北山 B

遺跡 (67) で AT 層上位～下位の石器群がそれぞれ調査されている。

縄文時代草創期や早期の遺跡は、遺物の出土を含めて例が少なく、本遺跡周辺では藤岡北山遺跡 (66) で早期

の撚糸文系土器、東原遺跡 (4) で早期の押型文土器が出土している。その後、前期になると、前時代から生活が

営まれた独立丘陵上や鮎川左岸の段丘上のほか、鮎川右岸の微高地や藤岡台地上でも集落が確認され、中期から

後期にかけてはさらに広がりをみせるようになる。前期の集落としては、白石根岸遺跡 (40)、滝下遺跡 (79)、

滝遺跡 (26)、猿田遺跡 (19) が挙げられ、藤岡北山 B 遺跡 (67) では後期までの継続性が認められる。中期の集

落としては、竹沼遺跡 (52)、西原遺跡 (102)、藤岡北山遺跡 (66) があり、さらに中期末葉から後期前葉にかけ

ては中大塚縄文時代敷石住居跡 (72)、白石大御堂遺跡 (39)、上落合上野遺跡 (14)、上栗須寺前遺跡群 (97)、藥

師裏遺跡 (103)、高崎市田端遺跡 (108) などで柄鏡形を含む敷石住居跡が検出されている。また本遺跡周辺では、

白石北原遺跡 (9) で部分的ではあるものの環状集落が確認されており、中期末葉から後期初頭のまとまった集落

跡として把握される。後期から晩期は藤岡台地北端から低地にかけて立地する谷地遺跡や中栗須滝川Ⅱ遺跡で集

落が確認されているほか、鮎川左岸ではシモ田遺跡 (42) で土坑状の遺構が検出されている。

弥生時代の遺跡は、藤岡台地や河岸段丘周辺の低地や微高地に位置する傾向があるが、藤岡市内の調査例は

少ない。代表的な遺跡としては沖Ⅱ遺跡が挙げられ、再葬墓とみられる弥生時代初頭の土器埋設土坑群が検出さ

れている。また集落は、本遺跡周辺の上落合岡遺跡 (15) で中期を含む住居跡 2軒が、竹沼遺跡 (52) で後期の住

居跡 1 軒が報告されているが、その様相や分布の広がりは未だ明らかでない。このほか、白石大御堂遺跡 (39)

では、縄文時代晩期から弥生時代初頭にかけての土器が出土し、その中に群馬県内では類例が少ない遠賀川系の
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壺形土器が含まれる点は特筆される。

古墳時代前期の遺跡は、藤岡市域においては小規模かつ分散的な傾向があり、神流川左岸のほか、本遺跡周

辺では藤岡台地の縁辺部や鮎川左岸の微高地を中心に立地する。集落は、上落合岡遺跡(15)、上落合岡B遺跡(16)、

上落合上野遺跡 (14)、竹沼遺跡 (52) で確認されているが、古墳に関しては例が少なく、藤岡市域で初めて造ら

れるようになるのは、4 世紀後半から末葉の三本木地域であるとされている。中期になると、集落は鮎川左岸の

段丘上にも広がりをみせるが、前期同様に数は少なく、その様相や周辺に存在する古墳との関係は明らかでな

い。上落合岡遺跡 (15) で前期からの継続性が認められるほか、滝遺跡 (26)、竹沼遺跡 (52)、緑埜水押遺跡 (45)、

緑埜上郷遺跡 (48)、猿田遺跡 (19) でも調査されている。また当該期には、鮎川左岸や藤岡台地で古墳が造られ

るようになり、主要な古墳として、5 世紀前半では白石稲荷山古墳 (28) や十二天塚古墳 (29)、十二天塚北古墳

(30)、5 世紀後半では舟形石棺を有したとされる宗永寺裏東塚古墳 (11) が挙げられる。白石稲荷山古墳 (28) は、

東西２つの礫槨を主体部とする墳丘長 155m の前方後円墳（註１）であり、滑石製模造品や、仿製鏡、家形埴輪

などを特色とする豊富な遺物が出土した。また、5 世紀前半から 7 世紀末まで造営された白石古墳群 ( ア ) を構

成する首長墓として藤岡市域のみならず、利根川以西の西毛地域一帯で影響力を示したと考えられている。後期

になると、古墳や古墳群の数は著しく増加し、本遺跡が立地する鮎川左岸の段丘上では白石古墳群 (ア )や緑埜

古墳群 ( イ )、鮎川右岸では、鮎川古墳群 ( エ ) や東平井古墳群 ( ウ )、藤岡台地上では篠塚古墳群 ( オ ) や上

栗須古墳群 ( カ ) などが展開する。本遺跡が含まれる白石古墳群 ( ア ) では、6 世紀前半に首長墓として七輿山

古墳 (10) が出現するほか、６世紀後半には円頭大刀・単鳳環頭大刀を出土した平井地区 1 号古墳 (7) や、単龍

環頭大刀・金銅製馬具飾金具を出土した皇子塚古墳 (8) などが築造された。特に七輿山古墳 (10) は、三重の堀

を巡らせる墳丘長 150m の前方後円墳（註２）であり、古墳の墳形や円筒埴輪の特徴から、畿内地域との関係が

想定されている。一方で集落も、古墳群に対応して広がりをみせる。鮎川左岸では、上落合岡遺跡 (15) や上落

合上野遺跡 (14)、上落合岡 B 遺跡 (16)、緑埜上郷遺跡 (48)、竹沼遺跡 (52) で 10 軒～ 50 軒ほどのまとまった

集落が確認されている。また、白石古墳群中 (ア )に位置する本遺跡周辺の状況をみると、本遺跡や三ツ木東原

遺跡 (6)、三ツ木東原 B 遺跡 (3) で、後期古墳に隣接してほぼ同時期の集落が確認されている点が特徴として挙

げられる。これに対して鮎川右岸や藤岡台地上では、滝前遺跡 (74) や滝前 E 遺跡 (77)、原屋敷遺跡・原屋敷 B

遺跡 (86)、上栗須 A 遺跡 (96) などが当該期の集落として挙げられる。さらに、生産に関連する遺構として、竹

沼遺跡 (52) で滑石製品製作工房跡が複数検出されたほか、猿田川沿いの段丘斜面に位置する猿田Ⅱ遺跡 (20) で

6 世紀代を中心に操業した埴輪窯跡 4 基や灰原が調査され、周辺地域の古墳に埴輪を供給していたと推定されて

いる。

奈良・平安時代になると文献史料の側面からも、藤岡市域の歴史を知ることができる。平安時代の承平年間（931

年～ 937 年）に編さんされた『倭名類聚抄』によると、大化の改新（645 年）以降、律令制下の上野国では 14

の郡が存在したとされ、このうち藤岡市周辺は緑野郡に属する。「緑野」の名称については、『日本書紀』の安閑

天皇２年 (532 年 ) に緑野屯倉がおかれたという記録に見ることができ、緑野屯倉は、当時の社会において軍事

的・政治的拠点となっていたと考えられている。また、文献史料と考古資料を結びつけるものとして、本遺跡周

辺には上野三碑の 1つである山ノ上碑及び山ノ上古墳 (114) が存在し、律令制が施行された古墳時代終末期から

奈良時代における歴史の一端を今に伝えている。一方で考古資料にみる奈良・平安時代は、集落が古墳時代から

さらに増加の傾向を示し、鮎川及び鏑川の段丘上や河川沿いの微高地、藤岡台地で広く調査されている。とりわ

け顕著であるのが、現市街地周辺にあたる藤岡台地北側であり、上栗須遺跡 (95) や上栗須 A 遺跡 (96)、上栗須

寺前遺跡群 (97) の例が示すように、７世紀後半から奈良・平安時代にかけて集落の数が大きく増加する。また、
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上栗須遺跡 (95) で富本銭が出土したほか、上栗須 A遺跡 (96) で倉庫群と想定される布掘りや溝を伴う掘立柱建

物跡群、中栗須邸前遺跡で布掘り総柱の掘立柱建物跡が検出され、この地域一帯が官衙的な性格を有していたと

想定されている（伊藤 2018、友廣 2020）。一方で、本遺跡が立地する鮎川左岸では、古墳時代後期と比べ集落の

規模が縮小する傾向がみられる。上落合岡遺跡 (15)、上落合上野遺跡 (14) で古墳時代から平安時代までの継続

性が認められ、上落合岡遺跡 (15) では、倉庫として機能したとみられる布掘りや溝を伴う掘立柱建物跡が検出

された点が藤岡台地北側の状況と対応する。また、東原遺跡 (4)、東原Ⅱ遺跡 (5)、緑埜押出シ B遺跡 (47) で平

安時代の集落が確認されている。このほか、鮎川右岸の稲荷屋敷遺跡 (81) で平安時代の集落が、鏑川左岸の山

名柳沢遺跡 (112)、山名戸矢遺跡 (109)、山名原口Ⅰ遺跡 (110)、田端遺跡 (108) で奈良時代から平安時代の集

落がまとまった規模で検出されている。生産に関連するものとしては、上落合岡遺跡(15)や上落合岡B遺跡(16)、

稲荷屋敷遺跡 (81)、原屋敷遺跡・原屋敷 B 遺跡 (86) などで製鉄・鍛冶関連の遺構が検出されている。また、河

川沿いや藤岡台地北側の低地に位置する上落合岡 B遺跡（16）、猿田川水田址遺跡 (22)、緑埜地区水田址遺跡 (43)、

緑埜遺跡群 (44)、緑埜上郷遺跡 (48)、白石根岸遺跡 (40)、小野地区水田址遺跡 (106) などで平安時代の水田跡

が検出され、このうち緑埜地区水田址遺跡 (43)、緑埜遺跡群 (44) では水田跡と併存する形で平安時代の畠跡が

確認されている。さらに、古くから粘土の産地として知られる藤岡市域南部の山地や丘陵地帯では、下日野・金

井窯址群や竹沼窯址群などで須恵器や瓦の窯跡が調査されている。

　中世は、律令制の崩壊後、各地の荘園領主や有力豪族が武士団をつくり台頭した時代であり、その痕跡は城館

跡をはじめとして各所にみられる。藤岡市域の地方武士団では、鎌倉時代から室町時代にかけて高山氏とその分

流である小林氏が権勢を振った。その後、室町時代になると、藤岡市域には関東管領山内上杉氏の居城である平

井城がつくられ、動堂城 (I) や中大塚城 (G) をはじめとする多くの城館がその支堡であると想定されている。さ

らに発掘調査でも当該期の遺構が確認され、白石大御堂遺跡 (39) では臨池伽藍形式の中世寺院跡と園池遺構、

薬師原遺跡 (41) では円光寺に関連するとみられる掘立柱建物跡やピット列などが検出されている。また、上栗

須寺前遺跡群 (97)、本動堂屋敷前遺跡 (98)、原屋敷・原屋敷 B遺跡 (86) で方形区画の堀跡や柱穴などが確認さ

れ、城館跡であると考えられている。

（註１）墳丘長は、早稲田大学東アジア都域・シルクロード考古学研究所 2019『地中レーダー探査による結果』

を出典とする。

（註２）墳丘長は、早稲田大学東アジア都域・シルクロード考古学研究所 2020『群馬県藤岡市七輿山古墳の測量・

GPR 調査』を出典とする。
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第１表　周辺遺跡一覧表①

№ 遺跡名 主な時代・遺構・遺物 主な文献

1 三ツ木東原C遺跡
旧石器時代AT層序の石器群、As-YP層下位の砕石集中、縄文時代後期集落（柄鏡形敷石住居跡を含
む）、古墳時代後期集落、奈良・平安時代集落・土坑列、中世溝(館の堀跡ヵ)、古代～中世隧道状遺構 本報告

2 上落合七輿遺跡
古墳時代後期集落、平安時代集落、平安時代～As-B以降水田跡、平安時代以前溝状遺構、近世以降溝
状遺構 本報告

3 三ツ木東原B遺跡 旧石器時代AT層下位の石器群（環状ブロック群）、縄文時代土坑・巣穴状遺構、古墳時代後期集落・
後期古墳、平安時代集落（鍛冶遺構) 藤岡市教育委員会2021『三ツ木東原Ｂ遺跡』

4 東原遺跡 後期・終末期古墳、平安時代集落、縄文早期の押型文土器が出土 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

5 東原Ⅱ遺跡 奈良・平安時代集落、中世土坑 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

6 三ツ木東原遺跡 縄文時代前期以降土坑、古墳時代後期集落、後期～終末期古墳、旧石器時代As-BP層直上で台石出
土

群馬県藤岡市教育委員会2008『三ツ木東原遺跡』、藤岡市史
編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・中世』

7 平井地区1号古墳 6世紀後半の円墳。主体部は横穴式石室。単鳳環頭大刀・円頭大刀出土。 群馬県藤岡市教育委員会1993『平井地区1号古墳』、群馬県藤
岡市教育委員会2016『平井地区1号古墳』

8 皇子塚古墳 6世紀後半の円墳。主体部は複室構造の横穴式石室。単龍環頭大刀、金銅製馬具飾金具出土。 群馬県藤岡市教育委員会2015『皇子塚古墳』

9 白石北原遺跡 旧石器時代AT層下位の石器群、縄文時代中期末～後期初頭の環状集落（一部）・埋設土器・集石遺
構・遺物集中

群馬県藤岡市教育委員会2012『白石北原遺跡(旧石器時代
編)』、群馬県藤岡市教育委員会2015『白石北原遺跡(縄文時代
編１)』

10 七輿山古墳 6世紀前半の前方後円墳で白石古墳群七輿山支群の盟主的な古墳。三段築成で三重の堀を有する。
七条突帯の大型普通円筒埴輪が出土。

群埋文2010『七輿山古墳』、藤岡市史編さん委員会(編)1993
『藤岡市史資料編　原始・古代・中世』

11 宗永寺裏東塚古墳 5世紀後半～6世紀初頭の前方後円墳。主体部は舟形石棺と推定。 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

12 伊勢塚古墳 7世紀前半の円墳。主体部は模様積の横穴式石室。 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

13 鍋塚古墳 6世紀後半の円墳。主体部は横穴式石室と推定。白石古墳群猿田支群の盟主的な古墳。 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

14 上落合上野遺跡 縄文時代中期・後期集落・配石遺構、弥生時代末～古墳時代前期・後期集落・掘立柱建物跡、奈良時代
集落・平安時代集落、旧石器時代細石刃石核削片・スクレイパー出土 群馬県藤岡市教育委員会2003『D49上落合上野遺跡』

15 上落合岡遺跡 弥生時代中期以降集落・竪穴状遺構、古墳時代前期・中期・後期集落・後期～終末期古墳、奈良・平安
時代集落・掘立・小鍛治遺構、As-B以前畠跡、As-B以降集石・溝状遺構、近世溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会2004『上落合岡遺跡《本文編》』

16 上落合岡B遺跡 古墳時代前期・後期集落、平安時代集落・鍛冶遺構・水田跡、近世溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会2001『上落合岡B遺跡』

17 上落合城山遺跡 古墳時代後期集落・後期古墳、中世井戸跡 群馬県藤岡市教育委員会2002『上落合城山遺跡・白石稲荷原
遺跡・猿田川水田址遺跡』

18 上落合猿田遺跡 後期古墳、平安時代溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1993『市内遺跡Ⅰ』

19 猿田遺跡 縄文時代前期～中期初頭集落・後期土坑、古墳時代中期集落・古墳 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

20 猿田Ⅱ遺跡 古墳時代後期埴輪窯跡・灰原・土坑群、前方後円墳周溝カ
杉山晋作・日高慎・志村哲・萩原禎・伝田郁夫・山田俊輔・今村
峯雄・辻誠一郎2004「猿田Ⅱ遺跡の調査」『国立歴史民俗博物
館研究報告』第120集 　国立歴史民俗博物館

21 猿田Ⅲ遺跡 古墳周溝、奈良時代以降溝状遺構・土坑 群馬県藤岡市教育委員会2014『年報(30)』

22 猿田川水田址遺跡 平安時代水田跡、古墳～平安時代溝状遺構、旧河川跡 群馬県藤岡市教育委員会2002『上落合城山遺跡・白石稲荷原
遺跡・猿田川水田址遺跡』

23 白石洞遺跡 古墳時代後期集落、Ａs-Ａ以降溝、土坑 群馬県藤岡市教育委員会2007『年報(23)』

24 白石稲荷原遺跡 平安時代溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会2002『上落合城山遺跡・白石稲荷原
遺跡・猿田川水田址遺跡』

25 下郷古墳群A地点 後期～終末期古墳(市指定史跡堀越塚古墳を含む白石古墳群下郷支群の調査) 群馬県藤岡市教育委員会1994『年報(9)』

26 滝遺跡 縄文時代前期集落・竪穴状遺構、古墳時代中期・後期集落・後期古墳、平安時代溝状遺構、中近世溝状
遺構・井戸跡、近世屋敷跡 群馬県藤岡市教育委員会1999『F27滝遺跡』

27 滝B遺跡 中近世溝状遺構、土坑 群馬県藤岡市教育委員会2000『F27b滝B遺跡・F32白石前原
遺跡』

28 白石稲荷山古墳 5世紀前半の前方後円墳。三段築成で主体部には東西2つの礫槨を有する。家形埴輪、滑石製模造品、
小型の仿製鏡などが出土。

藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

29 十二天塚古墳 5世紀前半の長方形を呈する古墳。主体部は竪穴式の礫槨と推定。 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

30 十二天塚北古墳 5世紀前半の方形を呈する古墳。主体部は竪穴式の礫槨と推定。紡錘車・勾玉・管玉・臼玉などが出
土。

藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

31 二子山古墳 6世紀後半の前方後円墳。主体部は横穴式石室。白石古墳群下郷支群の盟主的な古墳。頭椎大刀、方
頭大刀、刀装具、馬具、乳文鏡、渦文鏡などが出土。

藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

32 萩原塚古墳 6世紀後半と推定される前方後円墳。主体部は自然石乱石積の横穴式石室。白石古墳群下郷支群の
盟主的な古墳。銀製圭頭大刀、甲小札、銅製鈴が出土したと伝わる。

藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

33 喜蔵塚古墳 7世紀末葉の方墳と推定。主体部は截石切組積の横穴式石室。 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

34 白石上郷遺跡 奈良時代集落、近世溝状遺構・土坑・柵列を伴う溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1995『年報(1)』

35 白石上郷Ⅱ遺跡 ピット・土坑(屋敷跡の痕跡ヵ） 群馬県藤岡市教育委員会2005『年報(21)』

36 白石中郷遺跡 旧石器時代槍先形尖頭器が表採 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

37 白石前原遺跡 As-Ａ降下以前畠跡 群馬県藤岡市教育委員会2000『F27b滝B遺跡・F32白石前原
遺跡』

38 大御堂遺跡 縄文時代晩期埋設土器、As-B以降掘立柱建物跡・溝状遺構、As-A以降掘立柱建物跡 群馬県藤岡市教育委員会1987『F2緑埜地区遺跡群Ⅱ』

39 白石大御堂遺跡
縄文中期集落（柄鏡形敷石住居跡含む）、古墳時代後期集落・古墳周溝状遺構ヵ、平安時代集落、中世
寺院跡・園池遺構・土坑墓・火葬墓・配石墓、中近世道路跡(鎌倉街道ヵ)・掘立柱建物跡・館跡・溝状遺
構、近世畠、旧石器時代～縄文時代草創期の木葉形槍先形尖頭器・弥生時代初頭遠賀川系壺形土器

群埋文1991『白石大御堂遺跡』

40 白石根岸遺跡 縄文時代前期集落、奈良・平安時代集落・平安時代水田跡 群埋文1994『多比良平野遺跡・白石根岸遺跡』

41 薬師原遺跡 縄文中期～後期集落・埋設土器、古墳時代中期集落、後期古墳、中世掘立柱建物跡・ピット列・溝状遺
構(円光寺に関連ヵ）

群馬県藤岡市教育委員会1985『F9薬師原遺跡』、藤岡市史編
さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・中世』

42 シモ田遺跡 縄文時代晩期土坑状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

43 緑埜地区水田址遺
跡

平安時代水田跡・畝状遺構(畠跡)・溝状遺構、As-B以降溝状遺構・畝状遺構(畠跡)、As-A以降畝状遺構
(畠跡)・溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1987『F2緑埜地区遺跡群Ⅱ』

44 緑埜遺跡群 平安時代水田跡・畠跡、As-B以降道路跡（鎌倉街道）・石敷遺構、As-A以前畠跡 群埋文1997『緑埜遺跡群・緑埜上郷遺跡・竹沼遺跡』

45 緑埜水押遺跡 古墳時代中期集落・溝状遺構、平安時代土坑 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』
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№ 遺跡名 主な時代・遺構・遺物 主な文献

46 緑埜押出シ遺跡 縄文時代後期土坑、平安時代集落・掘立柱建物跡 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

47 緑埜押出シB遺跡 古墳時代後期集落、平安時代集落、中世集石墓 群馬県藤岡市教育委員会2001『F30緑埜押出シB遺跡』

48 緑埜上郷遺跡 古墳時代中期・後期集落、平安時代水田跡・溝状遺構、近世溝状遺構・屋敷跡、旧石器時代AT層序か
らリタッチドフレイクの剥片が出土

群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』、群埋
文1997『緑埜遺跡群・緑埜上郷遺跡・竹沼遺跡』

49 緑埜中郷遺跡 縄文時代中期土坑 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

50 鍛冶谷戸遺跡 縄文時代後期土坑墓、配石墓 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

51 鍛冶谷戸B遺跡 古墳時代後期～平安時代集落・竪穴状遺構、古墳、中世集石墓・溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1999『年報(14)』

52 竹沼遺跡 縄文時代中期集落、弥生時代後期集落、古墳時代前期・中期・後期集落、奈良・平安時代集落、古墳時
代後期の滑石製品製作工房跡が検出、旧石器時代の掻器を含む石器が出土

群馬県藤岡市教育委員会1978『F1竹沼遺跡』、群埋文1997『緑
埜遺跡群・緑埜上郷遺跡・竹沼遺跡』

53 島遺跡 古墳時代後期集落・土坑、旧石器時代ナイフ形石器出土 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

54 中里遺跡 古墳時代末～奈良時代集落、平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

55 大工ケ谷戸遺跡 縄文時代前期・中期土坑・竪穴状遺構、古墳時代後期集落、奈良・平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

56 五領遺跡 縄文時代前期土器出土 群馬県藤岡市教育委員会1986『F2緑埜地区遺跡群Ⅰ』

57 西平井島遺跡 古墳時代後期集落、平安時代集落、中世竪穴状遺構・墓坑、中近世溝状遺構 群馬県教育委員会・群馬県藤岡市教育委員会1997『西平井島遺
跡・西平井天神遺跡・西平井八幡遺跡・竹沼窯址群切通シ窯址』

58 時沢遺跡 奈良時代溝状遺構、古墳時代土坑 群馬県藤岡市教育委員会2000『年報(15)』

59 鮎川藤ノ木遺跡 奈良・平安時代集落・溝状遺構、近世以降道路跡、漆紙文書付着の須恵器坏が出土 群埋文2007『上大塚南原遺跡・鮎川藤ノ木遺跡』

60 鮎川藤ノ木B遺跡 平安時代集落・竪穴状遺構、中世井戸跡・溝状遺構・畝状遺構・土坑（火葬跡）等 群馬県藤岡市教育委員会2009『年報(25)』

61 鮎川藤ノ木C遺跡 奈良時代集落、平安時代集落、As-B以降竪穴状遺構・溝状遺構・畝状遺構、中世墓地跡 群馬県藤岡市教育委員会2013『F44鮎川藤ノ木C遺跡』

62 上大塚南原遺跡 奈良・平安時代集落・竪穴状遺構・溝状遺構、近世以降畠跡、As-A災害復旧溝群 群埋文2007『上大塚南原遺跡・鮎川藤ノ木遺跡』

63 上大塚水押遺跡 As-B以前の水田跡ヵ、As-A以前の水田跡ヵ、溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会2007『年報(23)』

64 上大塚駒形遺跡 近代以降溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会2000『年報(15)』

65 出口遺跡 平安時代溝状遺構(旧河川跡ヵ)、土坑 群馬県藤岡市教育委員会1994『年報(9)』

66 藤岡北山遺跡 旧石器時代As-BP上層で単独石器・AT層下位の石器群、縄文中期集落・溝状遺構・後期集落、縄文時
代早期の撚糸文土器や弥生時代後期の磨製石鏃出土

藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古
代・中世』

67 藤岡北山B遺跡 旧石器時代AT層上位～下位の石器群、縄文時代前期集落・中期集落・後期集落・集石遺構、平安時代
集落(小鍛冶遺構）、近世墓坑 群馬県藤岡市教育委員会1995『藤岡北山B遺跡』

68 中大塚的場遺跡 中世以降ピット・土坑 群馬県藤岡市教育委員会1994『年報(9)』

69 中大塚遺跡 奈良・平安時代集落・掘立柱建物跡、As-B以降道路跡・竪穴状遺構・溝状遺構・掘立柱建物跡 群埋文1989『上栗須遺跡・下大塚遺跡・中大塚遺跡《本文編》』

70 中大塚市海道遺跡 奈良・平安時代掘立柱建物跡、As-B以降道路跡、中世以降井戸跡 群馬県藤岡市教育委員会2001『年報(16)』

71 中大塚塚越遺跡 古墳周溝、古墳時代後期～平安時代集落・竪穴状遺構(鍛冶炉検出)、古墳時代～中世溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会2001『年報(16)』

72 中大塚縄文時代敷
石住居跡 縄文中期集落、埋設土器 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古

代・中世』

73 中大塚宮西遺跡 古墳時代後期集落、中世溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1998『年報(13)』

74 滝前遺跡 縄文早期～後期包含層、古墳時代中期方形周溝状遺構墓・後期集落、平安時代集落・掘立柱建物跡・
畠跡・竪穴状遺構・小鍛冶遺構検出

山武考古学研究所1988『群馬県藤岡市滝前・滝下遺跡発掘調
査報告書』

75 滝前C遺跡 古墳時代後期集落、平安時代以降畝状遺構(畠跡)、中世溝状遺構 群埋文1997『滝前C遺跡・稲荷屋敷遺跡』

76 滝前D遺跡 古墳時代溝状遺構、平安時代以降溝状遺構・土坑 群馬県藤岡市教育委員会1999『D27滝下B遺跡・D35滝前D遺
跡・D34道下B遺跡』

77 滝前E遺跡 古墳時代後期集落、奈良・平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会2000『年報(15)』

78 道下B遺跡 古墳時代後期～奈良時代祭祀遺構（土器集積）、奈良時代集落 群馬県藤岡市教育委員会1999『D27滝下B遺跡・D35滝前D遺
跡・D34道下B遺跡』

79 滝下遺跡 縄文時代前期集落、古墳時代後期集落、中期古墳 山武考古学研究所1988『群馬県藤岡市滝前・滝下遺跡発掘調
査報告書』

80 滝下遺跡B遺跡 縄文時代前期土坑・中期集石土坑、古墳時代後期集落、平安時代以降溝状遺構・土坑 群馬県藤岡市教育委員会1999『D27滝下B遺跡・D35滝前D遺
跡・D34道下B遺跡』

81 稲荷屋敷遺跡 縄文時代後期埋設土器、平安時代集落・製錬炉・鍛冶遺構・溝状遺構・掘立柱建物跡、As-B以降畝状遺
構、中世溝状遺構・井戸跡・土坑墓、近世溝状遺構・土坑墓、平安時代の溝より和鏡が出土 群埋文1997『滝前C遺跡・稲荷屋敷遺跡』

82 稲荷屋敷B遺跡 平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会1995『年報(10)』

83 稲荷屋敷C遺跡 縄文時代中期集落・土坑・埋設土器、平安時代集落・土坑 群馬県藤岡市教育委員会1995『年報(11)』

84 新堀遺跡 平安時代集落、溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1985『年報(1)』

85 新堀Ⅱ遺跡 奈良～平安時代溝状遺構(平安時代の遺物多量出土、用水路ヵ) 群馬県藤岡市教育委員会2019『年報(34)』

86 原屋敷遺跡・原屋敷
B遺跡

古墳時代後期集落、平安時代集落・製鉄炉を含む製鉄関連遺構、中世館跡に伴う一辺が約60mの薬
研状堀跡・火葬墓を含む墓坑

群馬県藤岡市教育委員会1994『市内遺跡Ⅱ』、群馬県藤岡市
教育委員会1995『年報(10)』

87 下大塚別所遺跡 縄文時代中期土坑、古墳時代溝状遺構、平安時代溝状遺構・旧河川跡 群馬県藤岡市教育委員会1994『年報(9)』

88 下大塚遺跡 奈良・平安時代集落・掘立柱建物跡(布掘りを含む)・溝状遺構・井戸跡・土器集積遺構、溝状遺構から
重弧文宇瓦が出土

群埋文1989『上栗須遺跡・下大塚遺跡・中大塚遺跡《本文
編》』、藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原
始・古代・中世』

89 藤岡境遺跡 奈良時代集落、平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会1985『年報(1)』

90 藤岡境B遺跡 平安時代集落・溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1999『年報(14)』

91 藤岡境C遺跡 奈良・平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会2004『C47藤岡境C遺跡』

第２表　周辺遺跡一覧表②



- 12 -

第３表　周辺遺跡一覧表③

№ 遺跡名 主な時代・遺構・遺物 主な文献

92 藤岡境D遺跡 奈良・平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会2001『年報(16)』

93 藤岡境Ⅲ遺跡 奈良・平安時代集落 群馬県藤岡市教育委員会2001『年報(16)』

94 岡の西遺跡 平安時代集落 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・
中世』

95 上栗須遺跡 古墳時代中期方形周溝墓、中期・後期古墳、奈良・平安時代集落・掘立柱建物跡・溝状遺構、As-B以
降溝状遺構、近世墓坑群、富本銭出土 群埋文1989『上栗須遺跡・下大塚遺跡・中大塚遺跡《本文編》』

96 上栗須A遺跡 古墳時代後期～平安時代末集落、古墳時代～中世掘立柱建物跡(奈良・平安時代の倉庫群と推定
される布掘りや溝を伴う掘立柱建物跡を含む)・竪穴状遺構・井戸跡・溝状遺構・土坑 群馬県藤岡市教育委員会2002『上栗須A遺跡』

97 上栗須寺前遺跡群 縄文時代中期～後期集落、古墳時代中期～後期古墳、奈良・平安時代集落・掘立柱建物跡、As-B以
降水田カ、中世方形区画溝・柵列、密教法具の銅製火舎香炉出土

群埋文1992『上栗須寺前遺跡群Ⅰ』、群埋文1994『上栗須寺前遺
跡群Ⅱ』、群埋文1996『上栗須寺前遺跡群Ⅲ』

98 本動堂屋敷前遺跡 中世方形区画遺構(館跡と推定）・土坑墓、近世溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1999『年報(14)』

99 北原遺跡 奈良・平安時代集落 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・
中世』

100 篠塚塚越遺跡 古墳時代後期集落・終末期古墳(篠塚古墳群に含む)、平安時代以降火葬墓・土坑墓・井戸跡・溝状
遺構 群馬県藤岡市教育委員会1999『年報(14)』

101 下木戸遺跡 奈良時代集落、平安時代集落・掘立柱建物跡・溝状遺構 群馬県藤岡市教育委員会1994『年報(9)』

102 西原遺跡 縄文時代中期集落・土坑、平安時代集落・溝状遺構 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・
中世』

103 藥師裏遺跡 縄文時代前期土坑・後期集落(敷石住居跡含む）・配石遺構 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・
中世』

104 藥師裏B遺跡 縄文時代前期～中期炉跡・土器集中・配石遺構・集石遺構 群馬県藤岡市教育委員会1992『C18藥師裏B遺跡・小野地区水
田址遺跡』

105 藥師裏D遺跡 縄文時代、古墳時代、平安時代の土坑・ピット(掘立柱建物跡含む) 群馬県藤岡市教育委員会1995『年報(10)』

106 小野地区水田址遺
跡 平安時代水田跡・畝状遺構・溝状遺構、As-B以降溝状遺構、近世以降溝状遺構・旧河川跡

群馬県藤岡市教育委員会1982『C4小野地区遺跡群発掘調査報
告書』、群馬県藤岡市教育委員会1992『C18藥師裏B遺跡・小野
地区水田址遺跡』

107 中Ⅰ遺跡 平安時代溝状遺構(遺物多量出土、自然流路ヵ)等 群埋文1983『森遺跡・中Ⅰ遺跡・中Ⅱ遺跡』

108 田端遺跡
縄文時代後期集落(敷石住居跡）、古墳時代後期中心の集落・掘立柱建物跡・集石遺構、奈良時代
掘立柱建物跡・洪水層下水田跡、奈良・平安時代集落・集石遺構・製鉄関連遺構・溝状遺構、平安時
代の住居跡から瓦が多く出土

群埋文1988『田端遺跡』

109 山名戸矢遺跡 縄文時代後期集落、古墳時代後期集落、奈良・平安時代集落(灰釉陶器多量・緑釉陶器出土)、中世
集石遺構・溝状遺構、近世～近代溝状遺構 高崎市遺跡調査会1993『山名戸矢遺跡』

110 山名原口Ⅰ遺跡 後期古墳、奈良・平安時代集落、中世竪穴状遺構、As-A以前畠跡 群馬県高崎市教育委員会1990『山名原口Ⅰ遺跡』

111 山名原口2遺跡 後期古墳 高崎市教育委員会1991『山名原口2遺跡』

112 山名柳沢遺跡 縄文前期集落、終末期古墳、平安時代集落、中世溝と堀で囲まれた郭(館跡)・掘立柱建物跡、近世
土坑墓 高崎市遺跡調査会1998『山名柳沢遺跡』

113 山名伊勢塚古墳 6世紀後半の前方後円墳。主体部は横穴式石室。山名古墳群の盟主的な古墳。胴丸式桂甲や馬具
類が出土した。 専修大学文学部考古学研究室2008『山名伊勢塚古墳』

114 山ノ上古墳 7世紀中頃の円墳。主体部は横穴式石室。被葬者の墓碑として681年に山ノ上碑が建てられた。 高崎市編さん委員会(編)2003『新編高崎市史　通史編1原始古
代』

ア 白石古墳群
鮎川左岸・鏑川右岸段丘上に立地する5世紀前半から7世紀末の古墳群。七輿山支群・猿田支群・
稲荷山支群・下郷支群に分けられる。6基の前方後円墳を含む264基の古墳で構成され、80基ほど
現存。

藤岡市史編さん委員会(編)2000『藤岡市史通史編　原始・古代・
中世』

イ 緑埜古墳群 鮎川左岸に立地する6世紀～7世紀代の古墳群。1基の前方後円墳を含む27基の古墳で構成され、
2～3基が現存。

ウ 東平井古墳群 鮎川右岸に立地する6世紀中葉から7世紀後半の古墳群。368基の古墳で構成され、150基ほどが
現存。

エ 鮎川古墳群 鮎川右岸に立地する6世紀～7世紀代の古墳群。1～数基が現存。

オ 篠塚古墳群 藤岡台地に立地する古墳群で、7世紀代と推定。13基の古墳で構成されるが、ほとんど現存しな
い。

カ 上栗須古墳群 藤岡台地に立地する5世紀後半～6世紀代の古墳群。ほとんど現存しないが、発掘調査にて計14
基が確認される。

キ 山名古墳群 鏑川左岸段丘上に立地する6世紀前半～7世紀前半の古墳群。山名伊勢塚古墳を盟主墳とする60
基前後の古墳で構成される。

高崎市教育委員会2008『山名古墳群』、専修大学文学部考古学
研究室2008『山名伊勢塚古墳』

A 落合の砦 一辺70mほどの方形の砦跡。平井城の支堡と推定。 藤岡市史編さん委員会(編)1993『藤岡市史資料編　原始・古代・
中世』

B 岡の砦 一辺80mの方形の砦跡。平井城の支堡と推定。

C 三ツ木城 南北150m、東西175mの城域を測り、本丸(東西70m、南北60mほどの規模)と二の丸を有する。平
井城の支堡と推定。

D 白石の砦 一辺75mの単郭堡だが、現存しない。平井城の支堡と推定。

E 鮎川城 東西250m、南北200mほどの城域の中心部に東西90m、南北70mの本郭を有する。平井上杉氏の
家臣である小林氏の居城と推定。

F 上大塚の砦 一辺75mの単郭堡で、平井城の支堡と推定。

G 中大塚城 南北220m、東西230mほどを城域とする複郭形式。高山氏の分流である小林氏の居城。平井城の
支堡と推定。

H 下大塚館 南北80m、東西40mの規模を有し、堀が残存する。

I 動堂城 長さ250m四方の範囲に、本丸(東西100m、南北80mの規模)と二の丸から成る。平井城の支堡と推
定。

J 篠塚館 30m×50mほどの規模と考えられており、土居のみが残存する。

K 中城 東西170m、南北270mほどが城域とされる。平井城の支堡と推定。

Ｌ 森西館 館域が東西160m、南北180mで、中心に内郭を有する。小林氏に関係するとされる。
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TR-7SC-2(TR-2)

埋没谷最深部

SC-４

Ⅰ　表土

Ⅱ　浅間 A軽石（As-A、1783年降下）

Ⅲ　暗褐色土　浅間B軽石（As-B、1108年降下）混入土　

Ⅳa 黒褐色土　古墳時代～平安時代遺物包含層

Ⅳb 暗褐色土　

Ⅳc 褐色土

Ⅴ　暗褐色土　縄文時代遺物包含層

Ⅵ　暗褐色土　漸移層

Ⅶ　浅間黄色軽石（As-YP）

Ⅷa　灰褐色土　浅間大窪沢第1軽石（As-OK1）含む

Ⅷb　灰褐色土

Ⅷc　黄褐色土　砂質

Ⅸ　浅間褐色軽石群（As-BP グループ）

Ⅹ　浅間褐色軽石群（As-BP グループ）　暗灰色土

Ⅺ　浅間褐色軽石群（As-BP グループ）

　　　　　　　　　　浅間室田軽石（As-MP）

Ⅻ　褐灰色粘質土　姶良 Tn 火山灰（AT）含む

XⅢ 暗灰褐色粘質土　暗色帯

XⅣa青灰色粘土層　

XⅣb青灰色粘土層

XⅣc青灰色粘土層

第５図　基本層序図

第Ⅳ章　三ツ木東原Ｃ遺跡

第１節　調査の概要

　調査区は 1区～ 3区に分かれ、2区西端の埋没谷より東側に縄文時代以降の遺構が分布する（第 2・84 ～ 95 図）。

縄文時代の遺構は、2 区で後期前葉の敷石住居跡 3 軒、1 区から 2 区にかけては中期後葉～後期前葉を中心とし

た土坑が分布する。縄文土器は前期後葉～後期前葉、晩期後葉のものがあり、土偶や石棒も出土した。古墳時代

は後期の竪穴住居跡 14 軒があり、1 区から 2 区にかけて重複なく広く分布する。奈良時代は遺構が少なく、井

戸跡とした大型土坑 1 基がある。平安時代は 2 区に竪穴住居跡 3 軒と掘立柱建物跡 1 棟があり、1 区では南北に

軸を揃えた土坑列が検出された。中世には 2区の薬研堀の溝があり、館跡の可能性がある。多数検出された隅丸

長方形の土坑の多くも中世に帰属すると考えられる。近世以降は1区の柵跡のほか、2区に土坑がある。このほか、

埋没谷の斜面地にはトンネル状遺構があり、類例の存在からアナグマの巣穴と考えられる。

　以上の調査の終了後、2 区西側から 3 区において旧石器時代のトレンチ調査を行った。その結果、As-YP 層下

で砕石集中が 1 箇所、AT 層下暗色帯から石器集中を 4 箇所検出した。石器集中には複数のブロックに分けられ

るものがあり、黒色安山岩、黒曜石、黒色頁岩を主体とした石器群を検出した。

第２節　基本層序

　旧石器時代のトレンチ調査により、As-YP、As-BP グループ、AT などのテフラを確認した（第 5図、第Ⅳ章第 7節）。

埋没谷は深さ 1.5 ｍほどあり、下層に縄文土器、中層から上層に古墳～平安時代の土器を含む。縄文時代以降の

遺構確認面であるⅦ層は 2区はほぼ平坦に推移し、1区では南へ下る緩斜面となる。

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第３節　旧石器時代

１.第１文化層

　旧石器時代のトレンチ調査 1 ～ 8 トレンチのうち、2a トレンチではⅩⅢ層に達する前に、As-YP（Ⅶ層）付近

で砕石集中を検出した（第 6・7図、第 4・5表、PL.11）。東西 4.0 ｍ、南北 2.4 ｍ以上の範囲内に散漫に分布す

る。西寄りに安山岩の加工礫があり、そこから剥離したと思われるチップが 45 点確認された。ほかに硬質泥岩

の剥片 1点・チップ 2点、頁岩のチップ 3点が出土した。土器片が 4点出土したが、土師器が含まれたため、植

栽等の攪乱が及んでいる可能性がある。他のトレンチでは確認されておらず、石器の広がりは明らかではない。

２.第２文化層

　旧石器時代調査の 1 ～ 5・8 トレンチにおいて、AT 層下位暗色帯（ⅩⅢ層）から石器が出土した。その後、ト

レンチを拡張した結果、2区で 3箇所、3区で 1箇所の石器集中地点を確認し、SC-1・2・3・4 の名称を付した（第

6 図）。SC-1・2 の石器分布には複数のブロックが認められ、全体で 9 箇所のブロックを認識した（第 8 図、1 ～

第６図　旧石器調査トレンチ位置図（上：第１文化層、下：第２文化層）
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石材別

器種別

第４表　第１文化層出土石器器種組成表

第５表　第１文化層出土石器石材組成表

合計

点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数

重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ

ブロック

その他

トレンチ

合計

点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数 ％ 点数

重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ ％ 重量ｇ

その他

2a トレンチ

使用痕のある剥片 石刃 石斧 敲石 台石

ブロック

ナイフ形石器 石核 砕片 剥片 二次加工剥片
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Cr14 Cr15 Cr16 Cr17 Cr18 Cr19 Cr20 Cr21 Cr22 Cr23 Cr24 Cr25 Cr26 Cr27 Cr28 Cr29 Cr30 Cr31 Cr32 Cr33 Cr34 Cr35 Cr36 Cr37 Cr38 Cr39 Cr40 Cr41 Cr42

Cs14 Cs15 Cs16 Cs17 Cs18 Cs19 Cs20 Cs21 Cs22 Cs23 Cs24 Cs25 Cs26 Cs27 Cs28 Cs29 Cs30 Cs31 Cs32 Cs33 Cs34 Cs35 Cs36 Cs37 Cs38 Cs39 Cs40 Cs41 Cs42

Ct14 Ct15 Ct16 Ct17 Ct18 Ct19 Ct20 Ct21 Ct22 Ct23 Ct24 Ct25 Ct26 Ct27 Ct28 Ct29 Ct30 Ct31 Ct32 Ct33 Ct34 Ct35 Ct36 Ct37 Ct38 Ct39 Ct40 Ct41 Ct42

Cu14 Cu15 Cu16 Cu17 Cu18 Cu19 Cu20 Cu21 Cu22 Cu23 Cu24 Cu25 Cu26 Cu27 Cu28 Cu29 Cu30 Cu31 Cu32 Cu33 Cu34 Cu35 Cu36 Cu37 Cu38 Cu39 Cu40 Cu41 Cu42

Cv14 Cv15 Cv16 Cv17 Cv18 Cv19 Cv20 Cv21 Cv22 Cv23 Cv24 Cv25 Cv26 Cv27 Cv28 Cv29 Cv30 Cv31 Cv32 Cv33 Cv34 Cv35 Cv36 Cv37 Cv38 Cv39 Cv40 Cv41 Cv42

Cw14 Cw15 Cw16 Cw17 Cw18 Cw19 Cw20 Cw21 Cw22 Cw23 Cw24 Cw25 Cw26 Cw27 Cw28 Cw29 Cw30 Cw31 Cw32 Cw33 Cw34 Cw35 Cw36 Cw37 Cw38 Cw39 Cw40 Cw41 Cw42

Cx14 Cx15 Cx16 Cx17 Cx18 Cx19 Cx20 Cx21 Cx22 Cx23 Cx24 Cx25 Cx26 Cx27 Cx28 Cx29 Cx30 Cx31 Cx32 Cx33 Cx34 Cx35 Cx36 Cx37 Cx38 Cx39 Cx40 Cx41 Cx42

Cy14 Cy15 Cy16 Cy17 Cy18 Cy19 Cy20 Cy21 Cy22 Cy23 Cy24 Cy25 Cy26 Cy27 Cy28 Cy29 Cy30 Cy31 Cy32 Cy33 Cy34 Cy35 Cy36 Cy37 Cy38 Cy39 Cy40 Cy41 Cy42

Da14 Da15 Da16 Da17 Da18 Da19 Da20 Da21 Da22 Da23 Da24 Da25 Da26 Da27 Da28 Da29 Da30 Da31 Da32 Da33 Da34 Da35 Da36 Da37 Da38 Da39 Da40 Da41 Da42

Db14 Db15 Db16 Db17 Db18 Db19 Db20 Db21 Db22 Db23 Db24 Db25 Db26 Db27 Db28 Db29 Db30 Db31 Db32 Db33 Db34 Db35 Db36 Db37 Db38 Db39 Db40 Db41 Db42

Dc14 Dc15 Dc16 Dc17 Dc18 Dc19 Dc20 Dc21 Dc22 Dc23 Dc24 Dc25 Dc26 Dc27 Dc28 Dc29 Dc30 Dc31 Dc32 Dc33 Dc34 Dc35 Dc36 Dc37 Dc38 Dc39 Dc40 Dc41 Dc42

Dd14 Dd15 Dd16 Dd17 Dd18 Dd19 Dd20 Dd21 Dd22 Dd23 Dd24 Dd25 Dd26 Dd27 Dd28 Dd29 Dd30 Dd31 Dd32 Dd33 Dd34 Dd35 Dd36 Dd37 Dd38 Dd39 Dd40 Dd41 Dd42

De14 De15 De16 De17 De18 De19 De20 De21 De22 De23 De24 De25 De26 De27 De28 De29 De30 De31 De32 De33 De34 De35 De36 De37 De38 De39 De40 De41 De42

N

Sc-4

Sc-1

Sc-2

Sc-3

２区

３区

0 50m

1/ 800

1

9

8
7

6

543
2

9 ブロック）。SC-1 は東西 5.6 ｍ、南北 5.8 ｍの範囲内に 2・3 ブロックが存在する。SC-2 は東西 19.2 ｍ、南北

7.6 ｍの範囲内に 4 ～ 8 ブロックが存在する。それぞれの石器集中地点内部での接合関係はあるが、集中地点同

士の接合は確認できなかった。各ブロック出土石器の器種と石材の組成は第6・7表に示した。器種は、剥片とチッ

プが 94.2％を占め、ほかにナイフ形石器 3 点、石核 7 点、石刃 1 点、石斧（刃部破片）1 点、敲石 5 点、台石 8

点などがある。石材は、全体では黒色安山岩が 41.6％、黒曜石が 36.3％、黒色頁岩が 13.3％、赤チャートが 2.0％

などとなる。

1 ブロック（第 9・13 ～ 16 図、PL.11・45）

　埋没谷西側の狭い尾根の北端に立地し、3区の SC-4 内に所在する。石器の総数は 30 点である。分布は、径 4.6

ｍの円形範囲内の中心に集中し、北西側の周縁部で敲石（3）が出土している。石材は黒色安山岩が 83％を占める。

器種は剥片・チップが 86％を占め、ほかに石斧刃部片（1）、接合資料 21 の石核（43）が出土した。敲石は、安

山岩（2）と結晶片岩（3）の 2点があり、台石は出土していない。剥片の平均値は長さ 39.9 ㎜、幅 35.8 ㎜、厚

さ 12.8 ㎜、重量 16.2g である。

2 ブロック（第 9・13・17・18 図）

　2 区埋没谷の東岸にある SC-1 内に所在する。石器の総数は 18 点である。分布は、径 3.7 ｍの円形範囲内の南

東側にまとまりがあるが、全体的には散漫である。石材は黒色安山岩が 72％、チャートが 16％、硬質頁岩・砂

岩が 5％を占める。器種は剥片・チップが 89％を占め、ツール類は出土していない。3 ブロックと接合資料が 3

点ある（32・34・35）。剥片の平均値は長さ 26.4 ㎜、幅 21.4 ㎜、厚さ 6.7 ㎜、重量 4.0g である。

3 ブロック（第 9・13・17 ～ 19 図、PL.7・45）

　2 区埋没谷の東岸にある SC-1 内に所在する。石器の総数は 88 点である。分布は、径 4.7 ｍの円形範囲内の中

心から西側に集中し、それ以外は散漫である。石材は黒色安山岩が 95％を占め、硬質頁岩が 2％ある。器種は剥

第８図　第２文化層ブロック位置図
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第８表　第２文化層ブロック別器種法量（平均値）

第９表　第２文化層石材別石器組成表

ブロック 平均値
ナイフ形
石器

石核 砕片 剥片
二次加工

剥片
使用痕の
ある剥片

石刃 石斧 敲石 台石

長さ

幅

厚さ

重量

長さ

幅

厚さ

重量
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幅
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長さ

幅
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幅
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石器

石核 砕片 剥片
二次加工

剥片
使用痕の
ある剥片

石刃 石斧 敲石 台石
その他

全体

合計 ％

器　種

石材
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第９図　石器集中地点全体図・ブロック配置図
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第 10 図　石器集中地点 SC-2 ブロック配置図（器種別）
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第 11 図　石器集中地点 SC-2 ブロック配置図（石材別）
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第 12 図　石器集中地点 SC-2 接合関係図
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第 13 図　石器集中地点 SC-1・3・4 接合関係図
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第 14 図　1ブロック遺物分布図①

片・チップが 100％となり、ツール類は出土していない。2ブロックとの接合資料が 3点ある（32・34・35）。剥

片の平均値は長さ 26.3 ㎜、幅 26.4 ㎜、厚さ 9.4 ㎜、重量 9.4g である。

4 ブロック（第 9～ 12・20 ～ 22 図、PL.8・9・45）

　2区埋没谷の東方 40 ｍ付近の平坦地に立地し、SC-2 内の西側に所在する。石器の総数は 61 点である。分布は、

径約 4.5 ｍの円形範囲内で、北東にある台石（7）周辺に集中し、南西側は散漫である。石材は黒曜石が 87％を

占め、安山岩、黒色頁岩、瑪瑙が 3～ 4％ずつある。器種は剥片・チップが 95％を占め、ほかに黒曜石のナイフ

形石器の欠損品 1 点、使用痕のある黒色頁岩の剥片 1 点が出土した。台石は安山岩（7）が 1 点あり、敲石は出

土していない。ブロックの内外での接合関係は認識できなかった。剥片の平均値は長さ 22.3 ㎜、幅 20.6 ㎜、厚

さ 6.3 ㎜、重量 4.4g で、全ブロック中で最も小さい。

器種別

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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5ブロック（第 9～ 12・19 ～ 21 図、PL.9・45）

　2区埋没谷の東方 40 ｍ付近の平坦地に立地し、SC-2 内の西側に所在する。第 1文化層において砕石集中のあっ

た地点の下層である。石器の総数は 15 点である。分布は、推定径 3.0 ｍの円形範囲内で散漫である。石材は黒

曜石が 60％を占め、安山岩が 27％、頁岩と瑪瑙が 6％ずつある。器種は剥片・チップが 87％を占め、ほかに二

次加工のある剥片、使用痕のある剥片（8）が 1 点ずつ出土した。敲石、台石は出土していない。剥片の平均値

は長さ 29.3 ㎜、幅 28.3 ㎜、厚さ 7.7 ㎜、重量 10.7g である。ブロックの中心部付近で炭化物が出土している。

6 ブロック（第 9～ 12・23 ～ 25 図、PL.8・9・46）

　2区埋没谷の東方 40 ｍ付近の平坦地に立地し、SC-2 内の南側に所在する。石器の総数は 47 点である。分布は、

径 5.5 ｍの円形範囲内で散漫である。ブロックの中心部で敲石（11）と台石（12・13）が近接して出土し、その

南側からナイフ形石器（9）が出土した。石材は黒曜石が 74％を占め、黒色頁岩が 8％、安山岩が 6％ある。器

種は剥片・チップが 89％を占め、ほかに黒曜石のナイフ形石器（9）、接合資料（48）の中に使用痕のある黒曜

第 15 図　1ブロック遺物分布図②
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第 17 図　2・3ブロック遺物分布図①
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第 18 図　2・3ブロック遺物分布図②
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第 20 図　4・5ブロック遺物分布図①
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第 23 図　6ブロック遺物分布図①

器種別

石剥片が出土した。敲石は黒色安山岩の 11、台石は流紋岩の 12と安山岩の 13が出土した。接合資料は 3点あり、

37・48 は 7 ブロックとの接合関係がある。剥片の平均値は長さ 33.5 ㎜、幅 29.7 ㎜、厚さ 9.2 ㎜、重量 16.4g で、

SC-2 の中では最も大きい。

7 ブロック（第 9～ 12・26 ～ 30 図、PL.8・9・46・47）

　2区埋没谷の東方 40 ｍ付近の平坦地に立地し、SC-2 内の南東側に所在する。石器の総数は 242 点で、全ブロッ

クのなかで最多である。分布は、径 6.8 ｍの円形範囲内の中央に集中している。中心部に台石（26）が、南東寄

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 24 図　6ブロック遺物分布図②

りに敲石（24）と台石（25）がある。石材は安山岩・黒色安山岩・黒色頁岩が 27 ～ 28％ずつ、黒曜石が 12％で

ある。器種は剥片・チップが約96％を占め、ほかに黒色頁岩のナイフ形石器（14）、二次加工のある黒曜石剥片（48）、

黒色安山岩の石核 2 点（36・39）が出土した。敲石は安山岩の 24、台石は安山岩の 25・26 がある。接合資料は

9点あり、6・8ブロックと接合関係がある。8ブロックとの接合が多い。剥片の平均値は長さ 32.3 ㎜、幅 29.6 ㎜、

厚さ 10.5 ㎜、重量 12.4g である。
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第 26 図　7ブロック遺物分布図①
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第 34 図　9ブロック遺物分布図①

8 ブロック（第 9～ 12・19・31・32 図、PL.8・48）

　2区埋没谷の東方 40 ｍ付近の平坦地に立地し、SC-2 内の東側に所在する。石器の総数は 19 点である。分布は、

推定径 6.0 ｍの円形範囲内で散漫である。石材は黒色頁岩が約 58％を占め、黒色安山岩が 21％、安山岩・黒曜

石が 10％ずつである。器種は剥片・チップが約 95％を占め、ほかに黒色頁岩の石核（27）が出土した。敲石・

台石は出土していない。接合資料は 4 点あり、7 ブロックと接合関係がある。剥片の平均値は長さ 30.3 ㎜、幅

30.0 ㎜、厚さ 10.2 ㎜、重量 10.0g である。

9 ブロック（第 9・13・33 ～ 35 図、PL.10・48）

　2区埋没谷の東方60ｍ付近、東側に下り始める緩斜面に立地し、SC-3内に所在する。石器の総数は118点である。

器種別

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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分布は径4.9ｍの円形範囲内に集中している。石材は黒曜石が84％を占め、赤チャートが11％ある。器種は剥片・

チップが 94％を占め、ほかに使用痕のある黒曜石剥片 2点、石刃 2点（28）、黒曜石の石核 2点、接合資料（50）

に含まれる赤チャートの石核が出土した。敲石・台石は出土していない。接合関係はブロック内に収まる。剥片

の平均値は長さ 25.8 ㎜、幅 17.9 ㎜、厚さ 6.4 ㎜、重量 2.9g である。

母岩分類

　石材には安山岩、黒色安山岩、黒色頁岩、硬質頁岩、頁岩、黒曜石、チャート（赤チャート・白チャートを含む）、

硬質泥岩、結晶片岩、砂岩、流紋岩、瑪瑙がある。内、母岩別分類を行ったのは安山岩、黒色安山岩、黒色頁岩、

石材別

第 35 図　9ブロック遺物分布図②
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頁岩、黒曜石、チャートである。この分類は剥離面の斑晶などの岩石的特徴で分類したもので、部分によって異

なるものもあるが、別母岩としている。剥片など 1点としたものは単品搬入品である。

　安山岩

　An1　7ブロックで 1点を確認した。石核調整剥片 1点である。総重量 26.8g。

　An2　7ブロックで 1点を確認した。剥片 1点である。総重量 1.9g。

　An3　7ブロックで 1点を確認した。剥片 1点である。総重量 39.2g。

　An4　7ブロックで 2点を確認した。石核調整剥片 2点である。総重量 24.0g。

　An5　7ブロックで 1点を確認した。剥片 1点である。総重量 39.7g。

　An6・7　70 点を確認した。内訳は 7 ブロック 60 点、5 ブロック 4 点、4・6・8 ブロック 2 点ずつで、全て剥

片ないしチップである。総重量 698.1g。

　黒色安山岩

　BAn1　25点を確認した。7ブロックは 22点と多く、石核 2点（36・39）を含み、他は剥片である。6ブロック 1点、

8ブロックは 2点で、いずれも剥片である。総重量 440.3g。

　BAn2　46 点を確認した。内訳は 7 ブロック 44 点、8 ブロック 2 点で、いずれも剥片ないしチップである。総

重量 28.3g。

　黒色頁岩

　BSh1　10 点を確認した。内訳は 7 ブロック 9 点、4 ブロック 1 点で、いずれも剥片（6・20・22）ないしチッ

プである。接合資料（44）が含まれる。総重量 221.0g。

　BSh2　5 点を確認した。内訳は 7 ブロック 4 点、8 ブロック 1 点である。7 ブロックのナイフ形石器（14）以

外は剥片である。7・8ブロックでの接合資料（45）が含まれる。総重量 90.5g。

　BSh3　47 点を確認した。内訳は 7ブロックが 36 点と多く、8ブロック 7点、6ブロック 3点、4ブロック 1点

である。8 ブロックに石核（27）があり、他は剥片（15 ～ 18）ないしチップである。7・8 ブロックでの接合資

料（46）が含まれる。総重量 607.2g。

　BSh4　7ブロックで 2点の剥片（19・23）を確認した。総重量 351.4g。

　BSh5　21 点を確認した。内訳は 7 ブロック 18 点、8 ブロック 3 点である。いずれも剥片ないしチップで、接

合資料はない。総重量 39.7g。

　頁岩

　Sh1　2点を確認した。5・6ブロックで剥片が 1点ずつ出土した。総重量 39.7g。

　黒曜石

　Ob1　57 点を確認した。内訳は 4 ブロックが 20 点、5 ブロック 5 点、6 ブロック 16 点、7 ブロック 13 点、

SC-2 のブロック外 3 点である。6 ブロックにナイフ形石器（9）、4 ブロックにナイフ形石器の欠損品、5 ブロッ

クに二次加工のある剥片があるほかは、いずれも剥片ないしチップである。接合資料はない。総重量 56.2g。

　Ob2　19 点を確認した。内訳は 4ブロック 5点、5ブロック 3点、6ブロック 10 点、7ブロック 1点である。7

ブロックに二次加工のある剥片（48）、5・6ブロックに使用痕のある剥片（8・48）があるほかは、剥片ないしチッ

プである。接合資料は 2点あり（47・48）、48 は 6・7 ブロック間で接合した。総重量 63.2g。

　Ob3　灰色。10 点を確認した。内訳は 4ブロック 3点、6ブロック 4点、7ブロック 1点、8ブロック 2点であ

る。いずれも剥片ないしチップである。ブロック内の接合資料（49）がある。総重量 19.3g。

　Ob4　23 点を確認した。内訳は 4 ブロック 2 点、5 ブロック 1 点、6 ブロック 5 点、7 ブロック 15 点である。

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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32（接合資料 2）
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すべてチップである。接合資料はない。総重量 2.7g。

　チャート

　Ch1　6ブロックで剥片 1点が出土した。総重量 3.5g。

　赤チャート

　RCh1　13 点が 9ブロック内で接合した（50）。1点の石核以外は剥片ないしチップである。総重量 142.2g。

　白チャート

　WCh1　9ブロックで 2点を確認した。石刃（28）と縦長剥片（30）がある。総重量 5.8g。

接合資料

　21 個体の接合資料が確認され、接合資料 1 ～ 5・10 ～ 13・17・19 ～ 21 が黒色安山岩、接合資料 6 が安山岩、

接合資料 7～ 9が黒曜石、接合資料 14 ～ 16 が黒色頁岩、18 が赤チャートである。

　接合資料 1（31）（第 13・36・37 図、PL.48）

　黒色安山岩。3 ブロック内の剥片 2 点の接合である。残存値は長さ 5.59 ㎝、幅 3.26 ㎝、厚さ 3.87 ㎝、重量

48.7g である。石核作業面再生剥片が含まれる。接合の距離は 50 ㎝である。

　接合資料 2（32）（第 13・38・39 図、PL.48）

　黒色安山岩。2・3 ブロックの剥片 2 点の接合である。残存値は長さ 2.81 ㎝、幅 4.20 ㎝、厚さ 2.62 ㎝、重量

17.1g である。作業面調整剥片が含まれる。接合の距離は 2.06 ｍである。

　接合資料 3（33）（第 13・40 ～ 42 図、PL.49）

　黒色安山岩。3 ブロックの剥片 3 点が接合したものである。残存値は長さ 3.09 ㎝、幅 5.90 ㎝、厚さ 2.69 ㎝、

重量 28.5g である。石核調整剥片、作業面調整剥片が含まれる。接合の最大距離は 1.54 ｍである。

　接合資料 4（34）（第 13・43・44 図、PL.49）

　黒色安山岩。剥片5点が接合した。2ブロックの2点と3ブロックの3点である。残存値は長さ4.40㎝、幅4.86

㎝、厚さ 2.12 ㎝、重量 27.3g である。作業面調整剥片が含まれる。接合の最大距離は 3.65 ｍである。

　接合資料 5（35）（第 13・45・46 図、PL.50）

　黒色安山岩。剥片5点が接合した。2ブロックの1点と3ブロックの4点である。残存値は長さ6.50㎝、幅9.00㎝、

厚さ 3.56 ㎝、重量 142.7g である。石核調整、石核打面作成、石核作業面作成、作業面調整の剥片がある。接合

の最大距離は 4.00 ｍである。

　接合資料 6（51）（第 47・48 図、PL.57）

　安山岩。SC-2のブロック外で2点が接合した台石である。85㎝の近距離で接合し、完形品が割れたものである。

長さ 9.69 ㎝、幅 12.42 ㎝、厚さ 5.51 ㎝、重量 1000.1g である。

　接合資料 7（47）（第 12・49・50 図、PL.58）

　母岩 Ob2。6 ブロックの剥片 3点が接合したものである。残存値は長さ 4.98 ㎝、幅 2.51 ㎝、厚さ 1.26 ㎝、重

量 7.8g である。石核調整剥片が含まれる。接合の最大距離は 52 ㎝の近距離である。

　接合資料 8（48）（第 12・51・52 図、PL.58）

　母岩 Ob2。6 ブロックの使用痕のある剥片、7 ブロックの二次加工のある剥片が接合したものである。残存値

は長さ 5.72 ㎝、幅 2.08 ㎝、厚さ 0.88 ㎝、重量 9.9g である。接合の距離は 4.02 ｍである。

　接合資料 9（49）（第 12・53・54 図、PL.58）

　母岩 Ob3。8 ブロックの石核調整剥片 2点が接合したものである。残存値は長さ 3.94 ㎝、幅 3.18 ㎝、厚さ 1.06

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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33（接合資料 3）
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34（接合資料 4）
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第 44 図　接合資料 4実測図

㎝、重量 10.8g である。接合の距離は 44 ㎝の近距離である。

　接合資料 10（36）（第 12・55・56 図、PL.51）

　母岩 BAn1。7ブロックで石核 1点と石核調整剥片 1点が接合した。残存値は長さ 6.92 ㎝、幅 6.99 ㎝、厚さ 3.52

㎝、重量 140.0g である。接合の距離は 2.84 ｍである。

　接合資料 11（37）（第 12・57・58 図、PL.51）

　母岩BAn1。6ブロックの作業面調整剥片1点と7ブロックの剥片2点が接合した。残存値は長さ3.57㎝、幅3.51

㎝、厚さ 1.54 ㎝、重量 10.8g である。接合の最大距離は 5.48 ｍである。

　接合資料 12（38）（第 12・59・60 図、PL.49）

　母岩BAn1。7ブロックの剥片2点が接合した。残存値は長さ4.62㎝、幅3.17㎝、厚さ0.76㎝、重量10.7gである。

接合の距離は 58 ㎝である。

　接合資料 13（39）（第 12・61・63 図、PL.52）

　母岩 BAn1。7 ブロックの石核 1 点と剥片 1 点が接合した。残存値は長さ 3.01 ㎝、幅 4.82 ㎝、厚さ 3.25 ㎝、
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第 45 図　接合資料 5遺物分布図
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重量 51.7g である。接合の距離は 1.50 ｍである。

　接合資料 14（44）（第 12・62・64 図、PL.55）

　母岩 BSh1。7 ブロックの石核調整剥片 1点と破砕礫 1点が接合した。残存値は長さ 4.09 ㎝、幅 3.06 ㎝、厚さ

0.84 ㎝、重量 9.5g である。接合の距離は 1.50 ｍである。

　接合資料 15（45）（第 12・65 ～ 67 図、PL.56）

　母岩 BSh2。7 ブロックの石核調整剥片を含む剥片 2点と 8ブロックの石核作業面調整剥片 1点が接合した。残

存値は長さ 5.57 ㎝、幅 6.55 ㎝、厚さ 2.55 ㎝、重量 84.9g である。接合の最大距離は 2.57 ｍである。

　接合資料 16（46）（第 12・68・69 図、PL.57）

　母岩 BSh3。7・8 ブロックの石核調整剥片が接合したものである。残存値は長さ 4.86 ㎝、幅 7.51 ㎝、厚さ 3.15

㎝、重量 86.3g である。接合の距離は 5.09 ｍである。
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第 48 図　接合資料 6実測図

第 47 図　接合資料 6遺物分布図
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第 50 図　接合資料 7実測図
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第 52 図　接合資料 8実測図

第 51 図　接合資料 8遺物分布図
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第 54 図　接合資料 9実測図

第 53 図　接合資料 9遺物分布図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 62 -

242

300

Cy33 Cy34 Cy35

Da33 Da34 Da35

Db33 Db34 Db35

7
(SC-2)

0

1/60

2m

242

300

36

第 55 図　接合資料 10 遺物分布図

　接合資料 17（40）（第 12・70 ～ 72 図、PL.53・54）

　母岩 BAn1。16 点の剥片が接合した。7ブロック 14 点、8ブロック 2点の剥片が接合したもので、石核調整剥片、

石核作業面調整剥片が含まれる。残存値は長さ 7.75 ㎝、幅 8.60 ㎝、厚さ 5.76 ㎝、重量 227.1g である。接合の

最大距離は 5.19 ｍである。

　接合資料 18（50）（第 13・73 ～ 76 図、PL.59）

　母岩 RCh1。9 ブロック内で石核 1 点、剥片 9 点、チップ 3 点の計 13 点が接合した。縦長剥片が含まれる。残

存値は長さ 8.87 ㎝、幅 7.00 ㎝、厚さ 2.47 ㎝、重量 142.2g である。接合の最大距離は 2.13 ｍである。

　接合資料 19（41）（第 13・77・78 図、PL.52）

　黒色安山岩。1ブロックの石核調整剥片 1点と作業面調整剥片 1点が接合した。残存値は長さ 5.72 ㎝、幅 6.22

㎝、厚さ 1.67 ㎝、重量 43.6g である。接合の最大距離は 69 ㎝である。

　接合資料 20（42）（第 13・79・80 図、PL.55）

　黒色安山岩。1ブロックの剥片 4点が接合した。石核調整剥片が含まれる。残存値は長さ 8.97 ㎝、幅 4.64 ㎝、

厚さ 3.12 ㎝、重量 101.2g である。接合の最大距離は 80 ㎝である。
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第 57 図　接合資料 11 遺物分布図

第 58 図　接合資料 11 実測図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 64 - - 65 -

38（接合資料 12）

BAn

SC2-127

BAn
SC2-133

BAn

0 5cm

2/3

127

133

Cy33 Cy34 Cy35

Da33 Da34 Da35

Db33 Db34 Db35

7
(SC-2)

0

1/60

2m

127
133

38

第 59 図　接合資料 12 遺物分布図

第 60 図　接合資料 12 実測図
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第 61 図　接合資料 13 遺物分布図

第 62 図　接合資料 14 遺物分布図
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第 63 図　接合資料 13 実測図

第 64 図　接合資料 14 実測図
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第 65 図　接合資料 15 遺物分布図

第 66 図　接合資料 15 実測図①
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第 67 図　接合資料 15 実測図②

第 68 図　接合資料 16 遺物分布図
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第 70 図　接合資料 17 遺物分布図
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第 73 図　接合資料 18 遺物分布図

第 74 図　接合資料 18 実測図①
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第 75 図　接合資料 18 実測図②
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第 77 図　接合資料 19 遺物分布図

第 76 図　接合資料 18 実測図③
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第 79 図　接合資料 20 実測図

　接合資料 21（43）（第 13・81・82 図、PL.56）

　黒色安山岩。1 ブロックの石核 1 点、剥片 1 点が接合した。残存値は長さ 6.58 ㎝、幅 5.20 ㎝、厚さ 2.16 ㎝、

重量 65.7g である。接合の最大距離は 75 ㎝である。
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第 81 図　接合資料 21 遺物分布図

第 80 図　接合資料 20 遺物分布図
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第 83 図　ブロック外出土石器実測図

ブロック外出土石器（第 20・34・83 図、PL.57）

　SC-3・4 にそれぞれブロック外となる石器が 7点ずつある。SC-2 では 5・6・7ブロックに囲まれた範囲に出土

し、51 の台石（接合資料 6）のほか、安山岩の台石（54）や石核調整剥片が出土した。SC-3 では 9 ブロックの

北東側で出土し、瑪瑙の縦長剥片（52）、安山岩の敲石（53）のほか、黒曜石や硬質頁岩の剥片が出土した。
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類

接
合

資
料

挿
図

番
号

番
号

器
種

地
点

名

作
業
面
調
整

接
合

資
料

2
第

3
9
図

打
面
調
整

作
業
面
調
整

作
業
面
調
整

作
業
面
調
整

作
業
面
調
整

打
面
調
整

打
面
調
整

打
面
調
整

打
面
調
整

剥
片

打
面
再
生
剥
片

打
面
調
整

石
核
調
整

石
核
調
整

石
核
調
整

第
1
9
図

打
面
調
整

石
核
調
整

打
面
調
整

打
面
調
整

打
面
調
整

石
核
調
整

打
面
調
整

打
面
調
整

作
業
面
調
整

作
業
面
調
整

打
面
調
整

作
業
面
調
整

作
業
面
調
整
剥
片

打
面
調
整

打
面
調
整

作
業
面
調
整

接
合

資
料

3
第

4
2
図

打
面
調
整

打
面
調
整

石
核
調
整

打
面
調
整

石
核
調
整

石
核
作
業
面
再
生
剥
片

接
合

資
料

1
第

3
7
図

打
面
調
整

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 86 -

取
上

№
ブ

ロ
ッ

ク
掲

載
№

石
質

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

重
量

母
岩

分
類

接
合

資
料

挿
図

番
号

番
号

器
種

地
点

名

打
面
調
整

石
核
調
整

接
合

資
料

5
第

4
6
図

打
面
調
整

打
面
調
整

剥
片

接
合

資
料

3
第

4
2
図

打
面
調
整

石
核
調
整

剥
片

石
核
調
整

作
業
面
調
整

接
合

資
料

5
第

4
6
図

剥
片

接
合

資
料

1
第

3
7
図

打
面
調
整

石
核
調
整

第
1
9
図

調
整

調
整

打
面
調
整

打
面
調
整

作
業
面
調
整

接
合

資
料

4
第

4
4
図

打
面
調
整

石
核
調
整

石
核
調
整
（
ガ
ジ
リ
）

A
n
6
・

7

ナ
イ
フ
形
石
器
（
先
端
欠
）

破
砕
レ
キ

石
核
調
整

石
核
調
整

作
業
面
調
整

第
2
2
図

砕
片

調
整
？

調
整

調
整
（
ガ
ジ
リ
）

調
整

調
整

剥
片
（
折
れ
）

砕
片

砕
片

調
整
（
ガ
ジ
リ
）

石
核
作
業
面
調
整

調
整

調
整

調
整

調
整

第
1
4
表
　
第

2
文
化
層
出
土
石
器
計
測
表
③

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 86 - - 87 -

取
上

№
ブ

ロ
ッ

ク
掲

載
№

石
質

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

重
量

母
岩

分
類

接
合

資
料

挿
図

番
号

番
号

器
種

地
点

名

調
整

調
整

調
整

石
核
調
整

調
整

調
整
（
ガ
ジ
リ
）

剥
片

調
整

剥
片

調
整

砕
片

調
整
（
使
用
痕
）

石
核
調
整

剥
片

A
n
6
・

7

剥
片

砕
片

剥
片

A
n
6
・

7

剥
片

剥
片

石
核
作
業
面
調
整

A
n
6
・

7

剥
片

砕
片

石
核
調
整

剥
片

A
n
6
・

7

ナ
イ
フ
形
石
器
（
基
部
）
？

F
l
a
k
e
？

破
砕
レ
キ

打
面
調
整

石
核
作
業
面
調
整

使
用
痕
の
あ
る
剥
片

第
1
9
図

石
核
調
整

A
n
6
・

7

調
整

打
面
調
整

打
面
調
整
砕
片

調
整

調
整

調
整

石
核
調
整

接
合

資
料

7
第

5
0
図

使
用
痕
の
あ
る
剥
片

接
合

資
料

8
第

5
2
図

剥
片

剥
片

調
整

第
1
5
表
　
第

2
文
化
層
出
土
石
器
計
測
表
④

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 88 -

取
上

№
ブ

ロ
ッ

ク
掲

載
№

石
質

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

重
量

母
岩

分
類

接
合

資
料

挿
図

番
号

番
号

器
種

地
点

名

石
核
調
整
砕
片

調
整

調
整

剥
片

剥
片

石
核
調
整

A
n
6
・

7

調
整

調
整
（
ガ
ジ
リ
）

砕
片

調
整

接
合

資
料

7
第

5
0
図

調
整

調
整

調
整

ナ
イ
フ
形
石
器
（
2
側
縁
、
小
）

第
2
5
図

石
核
調
整

調
整

調
整

砕
片

砕
片

調
整

剥
片

調
整

調
整

砕
片

石
核
調
整

剥
片

A
n
6
・

7

砕
片

剥
片
（
大
形
）

第
2
5
図

剥
片

作
業
面
調
整

接
合

資
料

1
1

第
5
8
図

石
核
調
整

石
核
調
整

接
合

2
9
2

石
核
調
整

破
砕
礫

ナ
イ
フ
基
部
?

接
合

資
料

8
第

5
2
図

た
た
き
石
（
部
分
?
）

石
核
調
整

接
合

資
料

1
7

第
7
1
図

P
L
.
5
3
・

5
4

剥
片

石
核
調
整

A
n
6
・

7

石
核
作
業
面
調
整

調
整

第
1
6
表
　
第

2
文
化
層
出
土
石
器
計
測
表
⑤

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 88 - - 89 -

取
上

№
ブ

ロ
ッ

ク
掲

載
№

石
質

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

重
量

母
岩

分
類

接
合

資
料

挿
図

番
号

番
号

器
種

地
点

名

剥
片

A
n
6
・

7

調
整

剥
片

石
核
調
整

剥
片

A
n
6
・

7

調
整

調
整

調
整

調
整

石
核
調
整

石
核
調
整

接
合

資
料

1
6

第
6
9
図

石
核
調
整

砕
片

砕
片

作
業
面
調
整

剥
片

接
合

資
料

1
2

第
6
0
図

打
面
調
整

調
整

調
整

剥
片

調
整

剥
片

接
合

資
料

1
2

第
6
0
図

砕
片

調
整

調
整

調
整

調
整

調
整

調
整

調
整

調
整

調
整

調
整

調
整

調
整

剥
片

石
核
調
整

石
核
調
整

作
業
面
調
整

第
2
8
図

石
核
調
整

石
核
調
整

第
1
7
表
　
第

2
文
化
層
出
土
石
器
計
測
表
⑥

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 90 -

取
上

№
ブ

ロ
ッ

ク
掲

載
№

石
質

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

重
量

母
岩

分
類

接
合

資
料

挿
図

番
号

番
号

器
種

地
点

名

石
核
調
整

調
整

石
核
調
整

石
核
調
整

石
核
調
整

剥
片

A
n
6
・

7

調
整

A
n
6
・

7

剥
片

石
核
調
整

剥
片

接
合

資
料

1
7

第
7
1
図

P
L
.
5
3
・

5
4

剥
片

A
n
6
・

7

石
核
調
整

調
整

剥
片

第
2
8
図

剥
片

接
合

資
料

1
3

第
6
3
図

調
整

調
整

接
合

資
料

1
7

第
7
1
図

P
L
.
5
3
・

5
4

調
整

調
整

調
整

調
整

A
n
6
・

7

作
業
面
調
整

A
n
6
・

7

剥
片

A
n
6
・

7

砕
片

石
核

接
合

資
料

1
3

第
6
3
図

調
整

剥
片

A
n
6
・

7

石
核
作
業
面
調
整

A
n
6
・

7

調
整

剥
片

剥
片

調
整

石
核
調
整

A
n
6
・

7

調
整

石
核
調
整

接
合

資
料

1
7

第
7
1
図

P
L
.
5
3
・

5
4

石
核
作
業
面
調
整

A
n
6
・

7

石
核
作
業
面
調
整

第
2
8
図

調
整

A
n
6
・

7

作
業
面
調
整

A
n
6
・

7

調
整

A
n
6
・

7

石
核
調
整

第
1
8
表
　
第

2
文
化
層
出
土
石
器
計
測
表
⑦

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 90 - - 91 -

取
上

№
ブ

ロ
ッ

ク
掲

載
№

石
質

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

重
量

母
岩

分
類

接
合

資
料

挿
図

番
号

番
号

器
種

地
点

名

縦
長
剥
片

石
核
調
整

作
業
面
調
整

A
n
6
・

7

調
整

A
n
6
・

7

調
整

調
整

A
n
6
・

7

剥
片

接
合

資
料

1
7

第
7
2
図

P
L
.
5
3
・

5
4

剥
片

A
n
6
・

7

調
整

石
核
調
整

石
核
調
整

接
合

資
料

1
7

第
7
2
図

P
L
.
5
3
・

5
4

作
業
面
調
整

A
n
6
・

7

剥
片

A
n
6
・

7

調
整

調
整

剥
片

接
合

資
料

1
7

第
7
2
図

P
L
.
5
3
・

5
4

剥
片

A
n
6
・

7

調
整

A
n
6
・

7

石
核
調
整

A
n
6
・

7

剥
片

A
n
6
・

7

剥
片

接
合

資
料

1
7

第
7
2
図

P
L
.
5
3
・

5
4

作
業
面
調
整

打
面
調
整

F
l
a
k
e
？

破
砕
礫

石
核
調
整

A
n
6
・

7

剥
片

接
合

資
料

1
7

第
7
2
図

P
L
.
5
3
・

5
4

石
核
調
整

石
核
調
整

A
n
6
・

7

打
面
調
整

A
n
6
・

7

調
整

剥
片

石
核
調
整

接
合

資
料

1
5

第
6
7
図

調
整

作
業
面
調
整

A
n
6
・

7

調
整

石
核
調
整

接
合

資
料

1
7

第
7
2
図

P
L
.
5
3
・

5
4

打
面
作
成

第
2
8
図

調
整

剥
片

接
合

資
料

1
7

第
7
2
図

P
L
.
5
3
・

5
4

剥
片

剥
片

第
1
9
表
　
第

2
文
化
層
出
土
石
器
計
測
表
⑧

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 92 -

取
上

№
ブ

ロ
ッ

ク
掲

載
№

石
質

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

重
量

母
岩

分
類

接
合

資
料

挿
図

番
号

番
号

器
種

地
点

名

剥
片

A
n
6
・

7

剥
片

石
核
調
整

調
整

石
核

接
合

資
料

1
0

第
5
6
図

調
整

石
核
調
整

A
n
6
・

7

剥
片

A
n
6
・

7

調
整

石
核
調
整

調
整

調
整

調
整

A
n
6
・

7

石
核
打
面
作
成
剥
片

第
2
8
図

調
整

A
n
6
・

7

調
整

調
整

石
核
調
整

第
2
8
図

剥
片

剥
片

A
n
6
・

7

作
業
面
調
整

剥
片

A
n
6
・

7
第

2
8
図

石
核
調
整

接
合

資
料

1
7

第
7
2
図

P
L
.
5
3
・

5
4

K
n
i
f
e
？

ナ
イ
フ
形
石
器
（
基
部
2
側
縁
）
?

第
2
8
図

砕
片

作
業
面
調
整

A
n
6
・

7

調
整

A
n
6
・

7

調
整

石
核
調
整

第
2
9
図

調
整

A
n
6
・

7

調
整

調
整

調
整

調
整

調
整

調
整

作
業
面
調
整

A
n
6
・

7

石
核
調
整

接
合

資
料

1
7

第
7
2
図

P
L
.
5
3
・

5
4

石
核
調
整

調
整

調
整

第
2
0
表
　
第

2
文
化
層
出
土
石
器
計
測
表
⑨

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 92 - - 93 -

取
上

№
ブ

ロ
ッ

ク
掲

載
№

石
質

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

重
量

母
岩

分
類

接
合

資
料

挿
図

番
号

番
号

器
種

地
点

名

調
整

剥
片

調
整

調
整

石
核
調
整

調
整

A
n
6
・

7

石
核
調
整

A
n
6
・

7

石
核
調
整

接
合

資
料

1
7

第
7
2
図

P
L
.
5
3
・

5
4

石
核
作
業
面
調
整

接
合

資
料

1
5

第
6
7
図

調
整

石
核
調
整

接
合

資
料

9
第

5
4
図

石
核
調
整

接
合

資
料

9
第

5
4
図

石
核
調
整

接
合

資
料

1
6

第
6
9
図

打
面
調
整

打
面
調
整

石
核

第
1
9
図

作
業
面
調
整

A
n
6
・

7

調
整

作
業
面
調
整

石
核
調
整

接
合

資
料

1
0

第
5
6
図

剥
片

調
整

調
整

調
整

石
核
調
整

A
n
6
・

7

調
整

接
合

資
料

1
5

第
6
7
図

剥
片

A
n
6
・

7

調
整

A
n
6
・

7

調
整

縦
長
剥
片

調
整

調
整

A
n
6
・

7

破
砕
礫

接
合

資
料

1
4

第
6
4
図

調
整

調
整

調
整

A
n
6
・

7

調
整

石
核
調
整

A
n
6
・

7

剥
片

接
合

資
料

1
1

第
5
8
図

石
核
作
業
面
調
整

石
核
作
業
面
調
整

A
n
6
・

7

第
2
1
表
　
第

2
文
化
層
出
土
石
器
計
測
表
⑩

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 94 -

取
上

№
ブ

ロ
ッ

ク
掲

載
№

石
質

最
大
長

最
大
幅

最
大
厚

重
量

母
岩

分
類

接
合

資
料

挿
図

番
号

番
号

器
種

地
点

名

調
整

調
整

砕
片

調
整

調
整

剥
片

接
合

資
料

1
1

第
5
8
図

石
核
調
整

A
n
6
・

7

石
核
調
整

第
2
9
図

調
整

調
整

調
整

石
核
調
整

A
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第４節　縄文時代

１.竪穴住居跡

Ｊ -１号住居跡（第 96 ～ 101 図、第 28・29 表、PL.5・12・60・63・71）

位置：２区。Da-37・38、Db-36 ～ 38、Dc-37 グリッド。平面形態：柄鏡形。カクランや削平により平面形は不

明確で、柱穴や敷石の配置から推測した。敷石は部分的に施される。重複：Ｐ -60・61 と重複する。規模：長軸

（7.05）ｍ、主体部幅（5.67）ｍ、張出部幅（1.73）ｍ。深度：主体部 0.03 ～ 0.22 ｍ、張出部 0.14 ｍ。主軸方

位：Ｎ -10˚- Ｅ。炉：石囲炉。主体部の中央やや南側に位置すると推測される。平面方形の土坑状を呈し、四方

に大型の安山岩を据える。規模は 0.68 × 0.58 ｍ・深さ 0.20 ｍを測り、深さ 0.10 ｍの掘り方を有する。底面に

被熱痕はないが、側礫の被熱による折損が著しい。ピット：地山と覆土の区別が難しく、その検出を助けるため

に主体部を 10 ㎝ほど掘り下げた。26 基確認。規則的に巡る深いＰ 8 ～ 11・13 ～ 17・20 が柱穴に、Ｐ５・６が

連結部の対ピットに想定される。柱穴のＰ９・11・14 はやや暗い褐灰色の覆土で締りが弱いことから地山と区

別ができた。他の柱穴も下層では判別しやすくなる傾向にあった。張出部では中央に深いＰ 1や張出南端に対の

Ｐ３・４が配される。床面の状態：ローム層を地床とし、張出部の床面が段状に低くなる。敷石は炉周囲・連結

部・張出部に設けられる。炉の周囲は中型の棒状扁平礫で平面長方形状（1.42 × 0.94 ｍ）に囲まれていた。連

１

２
３ ６

４
５

７

８ ９
11 12

10

第 96 図　Ｊ -１号住居跡遺物実測図①
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Ｊ-１土層注記

１　黄褐色土　　　　締りあり　粘性弱　ローム粒多量

２　暗褐色土　　　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒中量　

３　暗褐色土　　　　締りあり　粘性弱　焼土粒中量　炭化物粒微量

４　褐色土　　　　　締り・粘性やや弱　ロームブロックφ0.5〜2.0cm 少量　黒褐色土φ1.0cm 微量

５　褐色土　　　　　締り・粘性やや弱　ローム粒・白色軽石φ0.2cm 少量

６　褐色土　　　　　締りやや弱　粘性ややあり　ローム粒中量　白色軽石φ0.2cm 少量　As-YPφ0.2cm 微量

７　にぶい黄褐色土　締りやや弱　粘性弱　白色軽石φ0.2cm・黄褐色土軽石φ0.2cm・焼土粒微量　

８　にぶい黄褐色土　締りややあり　粘性やや強　ローム主体層　白色軽石φ0.2cm・炭化物少量

９　にぶい黄褐色土　締り・粘性ややあり　ローム粒中量　白色軽石φ0.2cm・炭化物少量　As-YPφ0.5cm 微量　

10　にぶい黄褐色土　締り・粘性やや弱　ローム主体層　白色軽石φ0.2cm 少量　As-YPφ0.2cm 微量

11　にぶい黄褐色土　締りやや弱　粘性ややあり　白色軽石φ0.2cm 少量　As-YPφ0.2cm・炭化物微量　

12　にぶい黄褐色土　締りやや弱　粘性やや弱　ローム主体層　白色軽石φ0.2cm・炭化物微量

13　にぶい黄褐色土　締りやや弱　粘性あり　ローム主体層　炭化物少量　白色軽石φ0.2cm 微量

14　暗褐色土　　　　締り・粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜2.0cm・黒褐色土・焼土φ0.5〜0.8cm・白色軽石少量

15　にぶい黄褐色土　締りややあり　粘性あり　白色軽石φ0.2cm 少量

16　褐色土　　　　　締り弱　粘性やや弱　As-YPφ0.5〜1.0cm・黒褐色土・炭化物少量

掘り方

第 98 図　Ｊ -１号住居跡遺構図②

J-1 ピット計測表

番号 長径 短径 深さ

P1 37 36 68

P2 26 24 31

P3 32 24 29

P4 25 20 31

P5 30 26 40

P6 43 36 49

P7 25 25 28

P8 36 33 32

P9 34 32 51

P10 34 28 68

P11 35 29 70

P12 欠番 - -

P13 21 20 51

P14 28 28 54

P15 28 26 52

P16 23 21 62

P17 36 31 69

P18 59 47 20

P19 〈35〉〈20〉 38

P20 27 22 60

P21 32 30 51

P22 30 27 27

P23 59 50 15

P24 20 18 29

P25 31 20 34

P26 44 39 16

単位：㎝

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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遺物出土状況図

敷石の石材分類

：安山岩

：緑色岩類

：砂岩

：結晶片岩

：凝灰岩

：緑泥片岩
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第 100 図　Ｊ -１号住居跡遺物実測図②

結部では大型扁平の河原石や板状の片岩などが整然と配置される。張出部では西・南壁面に沿って中型礫が列状

に並ぶ。西壁側には列が２条みられ、段状を呈する掘り込みを反映して標高が異なる。覆土：地山ローム層に似

た黄褐色土・褐灰色土が埋没する。掘り方：連結部がやや深くなり、張出部南側に平面方形の掘り込みがみられ

る。出土遺物：出土量はやや多く、連結部に集中する。縄文土器（深鉢・注口土器）、石器（石鏃・石錘・石棒・

石核）が検出された。縄文土器は小片が主体を占める。時期：出土遺物から後期前葉堀之内２式期に比定される。

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 101 図　Ｊ -１号住居跡遺物実測図③

第 28 表　Ｊ -１号住居跡出土遺物観察表①

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 7.5YR6/6
橙 7.5YR6/8

白色粒 普通 内・外面とも横位ナデ。外面、沈線文と比較的密な列点文。覆土一括
後期初頭称名寺
Ⅱ式

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 橙 5YR6/6
橙 7.5YR6/6

白色粒、チャ
ート

普通 内面横位ナデ。外面、無数の畝をなす横位の調整痕。 後期初頭

３
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい橙 7.5YR6/4
にぶい橙 7.5YR6/4

白色粒、チャ
ート

普通 内面ナデ。外面、櫛歯状工具によるまばらな縦位条線。 後期初頭

４
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
胴部破片

褐 7.5YR4/3
褐 7.5YR4/3

白色粒、チャ
ート

普通 内・外面とも横位ナデ。外面口縁部、横位鎖状隆線、８字
状貼付文。胴部、沈線による渦巻状文、単節ＬＲによる充
填縄文。

後期前葉
堀之内２式

５
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい赤褐 5YR5/4
明赤褐 5YR5/6

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内面横位ナデ、外面ナデ。外面口縁部、８字状貼付文。胴
部、沈線による幾何学文、単節ＬＲによる充填縄文。

後期前葉
堀之内２式

６
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい褐 7.5YR5/4
明赤褐 5YR5/6

白色粒、チャ
ート

普通 内・外面とも横位ナデ。外面口縁部、横位沈線１条。直下
の胴部、格子目状とおぼしき沈線文。単節縄文ＲＬ。

後期前葉
堀之内２式

７
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 灰黄褐 10YR6/2
灰黄褐 10YR6/2

白色粒 良好 内・外面とも横位ナデ。口唇部および頸部に浅い段あり。
外面、縦位および横位の鎖状隆線、８字状および紡錘状の
貼付文。

後期前葉
堀之内２式

８
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 7.5YR6/6
にぶい橙 7.5YR7/4

白色粒、チャ
ート

普通 内・外面ともナデ。外面、渦巻状に近似する沈線文、単節
ＬＲによる充填縄文。

後期前葉
堀之内２式

９
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい黄橙 10YR6/4
橙 7.5YR6/6

白色粒、チャ
ート

普通 内面横位ナデ。外面、地文として単節縄文ＬＲ。格子目状文。覆土一括
後期前葉
堀之内２式

10
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
12.0
－

底部破片 にぶい赤褐 5YR5/4
10YR5/2 灰黄褐

白色粒、チャ
ート

良好 内・外面ともナデ。残存範囲において無文。 後期前葉

11
縄文土器
注口土器

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい赤褐 5YR5/4
にぶい橙 7.5YR6/4

白色粒、チャ
ート、褐色粒

良好 内・外面とも横位ナデ。外面、渦巻状に近似する沈線文、
単節ＬＲによる充填縄文。

後期前葉
堀之内２式

12
縄文土器
注口土器

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 褐灰 10YR5/1
にぶい黄橙 10YR7/3

白色粒 普通 内面横位ナデ、外面ナデ。注口部付近の部位。外面、横位
および斜位の低い隆帯に単節縄文ＬＲを付加。

後期前葉
堀之内２式

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｊ -２号住居跡（第 102・103 図、第 30 表、PL.13・61・63）

位置：２区。Di-57・58、Dj-57・58 グリッド。平面形態：不明。表土やカクランで著しく削平され、浅い掘り込

みと炉跡のみの検出にとどまる。重複：Ｐ-102・103と重複する。規模：長軸〈5.35〉ｍ、短軸〈1.77〉ｍ。深度：0.18ｍ。

主軸方位：Ｎ-28˚-Ｗ。炉：1.08× 0.76ｍを測る平面楕円形の範囲に被熱痕がみられる。柱穴：確認されなかった。

床面の状態：ほとんど削平されている。ローム層を地床とし、炉を通る主軸線に沿ってやや窪むものと推測される。

覆土：暗褐色土が埋没する。出土遺物：出土量は少ない。縄文土器（深鉢・注口土器）、石器（凹石）が出土し、

縄文土器は細片のみである。板状礫・扁平礫が散見される。時期：出土遺物から、縄文時代後期前半に比定される。

１

３
２ ４

５ ６

第 102 図　Ｊ -２号住居跡遺物実測図

0

1/3

10cm

第 29 表　Ｊ -１号住居跡出土遺物観察表②

番

号
器 種

法　　　量

（残存値）
残 存 石材 特　　　徴

備 考

（出土層位等）

13 石鏃
長さ1.79㎝、幅1.54㎝、厚さ0.49㎝
重さ0.98g

基部欠損 黒曜石 剥片素材。凹基石鏃。

14 石錘
長さ8.71㎝、幅4.30㎝、厚さ1.27㎝
重さ74.94g

完形 輝石安山
岩

礫素材。両端に敲打あるいは剥離によって抉りが形成され
る。抉り部分には部分的に磨耗痕が残る。

15 石錘
長さ5.11㎝、幅3.78㎝、厚さ1.27㎝
重さ34.48g

上端部欠損 結晶片岩 礫素材。両端に敲打あるいは剥離によって抉りが形成され
る。抉り部分には部分的に磨耗痕が残る。

16 石錘
長さ5.35㎝、幅2.50㎝、厚さ1.46㎝
重さ37.70g

完形 輝石安山
岩

礫素材。両端に敲打あるいは剥離によって抉りが形成され
る。抉り部分には部分的に磨耗痕が残る。

17 石棒
長さ25.88㎝、幅6.23㎝、厚さ5.40㎝
重さ1345.80g

完形 緑泥片岩 礫素材。棒状礫の平坦部分に散漫に凹みが形成される。 床面出土

18 石核
長さ12.44㎝、幅9.88㎝、厚さ5.52㎝
重さ1081.66g

完形 ホルンフ
ェルス

礫素材。扁平礫を素材にし、不規則な方向から剥離される。

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｊ-２土層注記

１　褐色土　　締りやや弱　粘性ややあり　Ⅳ層粒多量

２　暗褐色土　締りあり　粘性弱　Ⅲ層粒子中量　掘り方残存部

３　暗褐色土　締りあり　粘性なし　Ⅲ層粒子主体

１

７

第 103 図　Ｊ -２号住居跡遺構図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 120 -

Ｊ -３号住居跡（第 104 ～ 111 図、第 31・32 表、PL.6・14・61・62・63・64・71）

位置：２区。Da-33・34、Db-33・34 グリッド。平面形態：柄鏡形。主体部は削平により不明瞭であった。張出

部は台形状を呈する。敷石が部分的に施される。重複：Ｈ - ３・19 号住居跡と重複し、本遺構が古い。規模：

長軸 5.89 ｍ、主体部幅（4.45）ｍ、張出部幅（1.50 ～ 2.52）ｍ。深度：主体部 0.06 ～ 0.16 ｍ、張出部 0.22 ｍ。

主軸方位：Ｎ -70˚- Ｗ。炉：主体部のほぼ中央に位置する。平面円形の土坑状を呈し、規模は径 0.38 ｍ・深さ 0.12

ｍを測る。東側に小ピット状の掘り込みが穿たれていた。その掘り込みに沿って著しく被熱した土器片が検出さ

れており、小ピット壁面に据えられていたものの一部と考えられる。西壁・底面がやや被熱し、その下には深さ

0.15 ｍの掘り方を有する。周囲には礫が散見された。ピット：20 基確認。主体部の壁面近くを規則的に巡る深

いＰ２・３・４・５が柱穴に、Ｐ 11・12 が連結部の対ピットに想定される。張出部には副軸方向に並ぶＰ８・９・

10、Ｐ 15・16・17 や張出部隅のＰ 13・14 が配される。Ｐ 19 は炉跡より古い。床面の状態：ローム層を地床と

し、主体部中央から張出部にかけて床面が低くなる。敷石は主に連結部や張出部に設けられる。連結部では大型

扁平の河原石や板状の砂岩が規則的に、その北西側には板状剝離した大型片岩が密に配置される。張出部には側

壁面に沿って中～大型礫が帯状に並び、中型礫による副軸方向の列が 2条みられる。なお、小型の礫も多く大型

礫の間を塞いでいるものも散見される。覆土：地山ローム層に似たにぶい黄褐色土が埋没する。掘り方：連結部

から張出部にわたる帯状の浅い掘り込みや壁面に沿った周溝状の掘り込みがみられる。出土遺物：出土量は多く、

主体部中央から張出部にかけて集中する。縄文土器（深鉢・小型深鉢・注口土器・蓋）、石器（石鏃・打製石斧・

磨製石斧・凹石・磨石・石皿・台石・石錘・敲打石製品）が検出された。縄文土器は細片が主体を占めるものの、

張出部北東側において深鉢の大型片（８・９）がまとまって出土している。９は底部を除いて復元できた。なお、

凹石・磨石が敷石に再利用されている。時期：出土遺物から後期前葉堀之内１式期に比定される。

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 明赤褐 5YR5/8
明赤褐 5YR5/8

白色粒、チャ
ート、褐色粒

普通 内面横位ナデ、外面縦位ナデ。外面、微隆起線文、縦位回
転押捺による単節縄文ＬＲ。

中期後葉
加曽利ＥⅣ式

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 明赤褐 5YR4/6
褐 7.5YR4/4

白色粒 普通 内面横位ナデ、外面ナデ。内面口唇部に稜あり。外面沈線
文、単節ＬＲによる充填縄文。

覆土一括
後期初頭
称名寺Ⅰ式

３
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい赤褐 5YR4/3
にぶい赤褐 5YR4/3

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内面横位ナデ、外面ナデ。内・外面口唇部に稜あり。外面
沈線文、単節ＬＲによる充填縄文。２とは縄文施文域が逆。

覆土一括
後期初頭
称名寺Ⅰ式

４
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 褐 7.5YR4/4
にぶい橙 5YR6/4

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内・外面ともナデ。外面、沈線および単節縄文ＬＲ。 覆土一括
後期初頭
称名寺Ⅰ式

５
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい黄橙 10YR7/4
にぶい黄橙 10YR7/4

白色粒、チャ
ート

普通 内・外面とも横位ナデ。外面、鎖状隆線の直下に沈線およ
び単節縄文ＬＲ。

トレンチ出土
後期前葉
堀之内２式

６
縄文土器
注口土器

口径
底径
器高

－
－
－

把手破片 にぶい橙 10YR6/4
にぶい橙 10YR6/4

白色粒、褐色
粒

良好 表面ナデ。刺突文１か所、２条１組の沈線文。 トレンチ出土
後期前葉
堀之内２式

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

７ 凹石
長さ8.52㎝、幅7.97㎝、厚さ5.72㎝
重さ543.72g

完形 輝石安山
岩

礫素材。扁平な礫を素材として、表裏の平坦面中央部に集
中して凹みが形成される。表面には磨り痕が残る。

第 30 表　Ｊ -２号住居跡出土遺物観察表
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Ｊ-３土層注記

１　にぶい黄褐色土　締りやや強　粘性なし　ロームブロックφ2.0〜3.0cm 多量

　　　　　　　　　　ローム粒 (As-YP) 少量　炭化物微量　

２　にぶい黄褐色土　締りやや強　粘性なし　ローム主体層　

　　　　　　　　　　灰黄褐色土ブロックφ1.0〜3.0cm やや多量

３　黄褐色土　　　　締りやや強　粘性ややあり　ローム主体層　ローム粒 (As-YP) 少量

４　ローム主体　　　炭化物微量

５　ローム主体　　　炭化物微量

Ｊ-３炉 土層注記

１　灰黄褐色土　　　締り弱　粘性なし　ローム・焼土微量　

　　　　　　　　　　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 微量　炭微量

２　にぶい黄褐色土　締り弱　粘性なし　ロームブロック・

　　　　　　　　　　焼土ブロックφ1.0〜2.0cm 多量

３　黒褐色土　　　　締り弱　粘性なし　ローム・焼土多量

４　浅黄色土　　　　締り弱　粘性なし　焼土やや多量

５　黄褐色土　　　　締り弱　粘性なし　ローム主体層　

６　浅黄色土　　　　締り弱　粘性なし　焼土少量

第 104 図　Ｊ -３号住居跡遺構図①
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遺物出土状況図

敷石の石材分類
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第 106 図　Ｊ -３号住居跡遺構図③

J-3 ピット計測表

番号 長径 短径 深さ

P1 26 20 17

P2 34 34 75

P3 27 26 58

P4 35 30 69

P5 31 26 68

P6 24 22 49

P7 29 26 36

P8 28 26 42

P9 21 18 22

P10 32 31 61

P11 42 30 42

P12 45 38 71

P13 25 24 40

P14 30 27 37

P15 32 31 36

P16 26 〈23〉 32

P17 23 20 20

P18 34 27 35

P19 29 〈21〉 54

P20 22 19 36

単位：㎝

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 31 表　Ｊ -３号住居跡出土遺物観察表①

番

号
器 種

法量（㎝）

（推定値）
残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴

備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい黄橙 10YR6/4
にぶい黄橙 10YR6/4

白色粒、片岩、
長石

普通 内面横位ナデ、外面ナデ。波長部内面に刺突文。外面、沈
線文および単節ＬＲによる充填縄文。

後期初頭
称名寺Ⅰ式

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい褐 7.5YR5/4
にぶい褐 7.5YR5/4

白色粒、褐色
粒

普通 内面横位ナデ。外面沈線文、単節ＬＲによる充填縄文。 後期初頭
称名寺Ⅰ式

３
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい橙 7.5YR6/4
明赤褐 5YR5/6

白色粒、チャ
ート

普通 内面横位ナデ、外面ナデ。小波状口縁の波頂部。外面、捻
転状突起に類する装飾。胴部、沈線文の一部。

後期初頭
称名寺Ⅰ～Ⅱ式

４
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい橙 7.5YR6/4
明赤褐 5YR5/8

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内面横位ナデ、外面ナデ。外面、沈線文および列点文。 後期初頭
称名寺Ⅱ式

５
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 明赤褐 5YR5/8
明赤褐 5YR5/8

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内面横位ナデ、外面ナデ。外面、簡略化された沈線文。 後期初頭
称名寺Ⅱ式

６
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 7.5YR6/6
明赤褐 5YR5/8

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内面横位ナデ、外面ナデ。外面、沈線文と比較的密な列点文。後期初頭
称名寺Ⅱ式

７
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 橙 5YR6/6
にぶい橙 7.5YR6/4

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内面横位ナデ、外面ナデ。外面、口縁部下位に横位沈線１
条、その直下に櫛歯状工具によるまばらな縦位条線。

後期初頭
称名寺Ⅱ式

８
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
12.0
－

口縁部～
胴部破片

橙 5YR7/6
にぶい橙 10R5/6

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内面横位ナデ、外面ナデ。外面、口縁部に凹点が周回。直下
にＪ字状文などの沈線文。充填文の範囲がＪ字状文の外側に
反転。充填列点文の代わりに櫛歯状工具を用いた短めの条線。

後期初頭
称名寺Ⅱ式

９
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

(37.4)
－

〔49.5〕

口縁部～
胴部破片

にぶい黄橙 10YR7/3
にぶい黄橙 10YR7/3

白色粒、チャ
ート

普通 内面横位ナデ、外面ナデ。外面、退嬰化したＲ字状文、縦
位垂下文。内面口唇部、わずかな凹みが周回。

後期前葉
堀之内１～２式
（下北原類型）

10
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 明赤褐 5YR5/8
明赤褐 5YR5/8

白色粒、褐色
粒

普通 内・外面とも横位ナデ。外面口縁部、凹文の周囲に円形沈
線文。両脇に横位沈線文。

後期前葉
堀之内１式

11
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい橙 7.5YR6/4
明赤褐 2.5YR5/6

白色粒、チャ
ート、褐色粒

普通 内・外面とも横位ナデ。ゆるやかに内屈する口縁。外面口
縁部、凹文の両脇に重弧文。

後期前葉
堀之内１式

12
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
胴部破片

明赤褐 2.5YR5/6
明赤褐 5YR5/6

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内・外面とも横位ナデ。外面、口唇部に横位沈線１条。頸
部無文。胴部、同心円文および垂下文、それらを連繋する
斜位沈線文。地文として単節縄文ＬＲ。

後期前葉
堀之内１式

13
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
胴部破片

褐灰 7.5YR4/1
にぶい褐 7.5YR5/3

白色粒、褐色
粒

普通 内・外面とも横位ナデ。外面、口唇部に横位沈線１条。く
びれ部分に横位沈線３条および円形刺突文。胴部垂下文、
地文として単節縄文ＬＲ。

No.31
後期前葉
堀之内１式

14
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 5YR7/8
にぶい橙 2.5YR6/4

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内・外面とも横位ナデ。外面頸部無文。胴部、渦巻状文お
よびそれらを連繋する斜位沈線文。地文として単節縄文Ｌ
Ｒ。

後期前葉
堀之内１式

15
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 7.5YR7/6
橙 5YR6/6

白色粒、褐色
粒

普通 内・外面とも横位ナデ。外面沈線による垂下文および同心
円文、単節縄文ＬＲ。

後期前葉
堀之内１式

16
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 5YR7/6
橙 2.5YR6/6

白色粒、チャ
ート、褐色粒

普通 内・外面とも横位ナデ。外面頸部無文。胴部、凹文、渦巻
状文およびそれらを連繋する斜位沈線文。地文として単節
縄文ＬＲ。

後期前葉
堀之内１式

17
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 5YR7/6
橙 2.5YR6/6

白色粒、チャ
ート

普通 内・外面とも横位ナデ。外面、渦巻状文およびそれらを連
繋する斜位沈線文。地文として単節縄文ＬＲ。

後期前葉
堀之内１式

18
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい橙 7.5YR6/4
にぶい橙 5YR6/4

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内・外面とも横位ナデ。外面、渦巻状文およびそれらを連
繋する斜位沈線文。地文として単節縄文ＬＲ。

後期前葉
堀之内１式

19
縄文土器
小形深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
底部破片

橙 5YR6/6
橙 5YR6/6

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内・外面ともナデ。外面、粗雑な横位・斜位沈線文。地文
として単節縄文ＬＲ。

後期前葉
堀之内１式

20
縄文土器
鉢または注口土器

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
胴部破片

にぶい赤褐 5YR5/3
橙 5YR6/6

白色粒、片岩 良好 内・外面とも横位ナデ。外面、渦巻状文およびそれらを連
繋する斜位沈線文。単節ＬＲによる充填縄文。

後期前葉
堀之内１式

21
縄文土器
注口土器

口径
底径
器高

－
－
－

注口部・
胴部破片

浅黄橙 7.5YR8/4
浅黄橙 7.5YR8/4

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内・外面ともナデ。残存範囲において無文。 後期前葉
堀之内１～２式

22
縄文土器
注口土器

口径
底径
器高

－
－
－

注口部破片 橙 5YR7/6
橙 5YR7/6

白色粒、チャ
ート

普通 内・外面ともナデ。残存範囲において無文。 後期前葉
堀之内１～２式

23
縄文土器

蓋

口径
底径
器高

－
－
－

完形 橙 5YR6/6
橙 5YR6/6

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内・外面ともナデ。上端につまみあり。２個１対の凹文、
連繋渦巻状文。

後期前葉
堀之内１～２式

番

号
器 種

法　　　量

（残存値）
残 存 石材 特　　　徴

備 考

（出土層位等）

24 石鏃
長さ2.65㎝、幅1.82㎝、厚さ0.32㎝
重さ1.36g

完形 安山岩 剥片素材。凹基石鏃。表裏に磨耗痕が残る。基部側は矢柄
への着装痕か。

25 打製石斧
長さ9.85㎝、幅5.46㎝、厚さ2.03㎝
重さ122.77g

完形 安山岩 剥片素材。撥型の打製石斧である。

26 磨製石斧
長さ6.91㎝、幅4.30㎝、厚さ1.98㎝
重さ81.66g

刃部欠損 蛇紋岩 素材不明。全体が研磨された磨製石斧。

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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２. 土　坑

Ｄ -２号土坑（第 112・117 図、第 33 表、PL.15・66）

位置：Cy-31、Da-31 グリッド。平面形態：円形。重複：なし。規模：長軸 128 ㎝、短軸 <67> ㎝。深度：80 ㎝。覆土：

暗褐色土を主体とし、下層には焼土や炭化物が含まれる。出土遺物：縄文土器が少量出土した（1・2）。時期：

出土遺物から後期初頭称名寺Ⅰ～Ⅱ式期に比定される。備考：炉跡の可能性がある。

Ｄ -10 号土坑（第 112・117 図、第 34 表、PL.66）

位置：Db-35・36 グリッド。平面形態：楕円形か。重複：Ｄ -11 号土坑と重複し、本遺構が新しい。規模：長軸

<153> ㎝、短軸 106 ㎝。深度：63 ㎝。覆土：ロームブロックを含む褐色土ないし暗褐色土が堆積する。出土遺物：

縄文土器が少量出土した（1）。時期：出土遺物から後期前葉堀之内２式期に比定される。

Ｄ -11 号土坑（第 112・117 図、第 35 表、PL.66）

位置：Db-35・36 グリッド。平面形態：楕円形か。重複：Ｄ -10 号土坑と重複し、本遺構が古い。規模：長軸 <118> ㎝、

短軸 105 ㎝。深度：44 ㎝。覆土：-。出土遺物：縄文土器が少量出土した（1）。時期：出土遺物から後期前葉堀

之内２式期に比定される。

Ｄ -12 号土坑（第 112・117 図、第 36 表、PL.15・65）

位置：Cw-30・31、Cx30・31 グリッド。平面形態：円形。重複：Ｈ -２号住居跡と重複し、本遺構が古い。規模：

長軸 171 ㎝、短軸 <147> ㎝。深度：21 ㎝。覆土：黄橙色土が堆積する。出土遺物：縄文土器片 8 点、黒曜石剥

片 1 点が出土した。1 は割られた鉢が並べられた状態で出土した。時期：出土遺物から後期前葉堀之内２式期に

比定される。

第 32 表　Ｊ -３号住居跡出土遺物観察表②

番

号
器 種

法　　　量

（残存値）
残 存 石材 特　　　徴

備 考

（出土層位等）

27 石錘
長さ6.44㎝、幅2.19㎝、厚さ1.28㎝
重さ32.04g

完形 結晶片岩 礫素材。上下左右の端部に敲打あるいは剥離によって抉り
が形成され、対となる端部を結ぶように溝が掘られる。抉
り部分には部分的に磨耗痕が残る。

28 石錘
長さ5.11㎝、幅4.12㎝、厚さ1.23㎝
重さ43.55g

完形 輝石安山
岩

礫素材。両端に敲打あるいは剥離によって抉りが形成され
る。抉り部分には部分的に磨耗痕が残る。

29 石錘
長さ4.82㎝、幅3.65㎝、厚さ1.18㎝
重さ36.53g

完形 輝石安山
岩

礫素材。両端に敲打あるいは剥離によって抉りが形成され
る。抉り部分には部分的に磨耗痕が残る。

30 石錘
長さ4.23㎝、幅3.09㎝、厚さ1.15㎝
重さ24.36g

完形 結晶片岩 礫素材。両端に敲打あるいは剥離によって抉りが形成され
る。抉り部分には部分的に磨耗痕が残る。

31 凹石
長さ11.18㎝、幅9.25㎝、厚さ6.14㎝
重さ939.29g

一部欠損 輝石安山
岩

礫素材。扁平な礫を素材として、表裏の平坦面中央部に集
中して凹みが形成される。表裏面に磨り痕が残る。

床面出土

32 凹石
長さ12.15㎝、幅8.35㎝、厚さ6.36㎝
重さ1001.52g

完形 輝石安山
岩

礫素材。扁平な礫を素材として、表裏面・右側面・上面の
平坦面あるいは中央部に集中して凹みが形成される。

床面出土

33 凹石
長さ11.76㎝、幅6.98㎝、厚さ2.83㎝
重さ388.81g

完形 輝石安山
岩

礫素材。扁平な礫の表裏の平坦面に集中して凹みが形成さ
れる。上下両端に顕著な敲打痕がある。

床面出土

34 凹石
長さ14.62㎝、幅4.73㎝、厚さ2.73㎝
重さ304.52g

両端欠損 結晶片岩 礫素材。扁平な礫の表裏の平坦面に集中して凹みが形成さ
れる。左側面に敲打痕がある。

35 凹石
長さ15.46㎝、幅6.83㎝、厚さ4.51㎝
重さ668.99g

完形 輝石安山
岩

礫素材。扁平な礫の平坦面に散漫した凹みが形成される。
左側面・下面に敲打痕がある。

36 凹石
長さ17.03㎝、幅7.76㎝、厚さ4.45㎝
重さ860.06g

完形 輝石安山
岩

礫素材。扁平な礫の表裏の平坦面中央部付近に集中した凹
みが形成される。右側面に敲打痕がある。

床面出土

37 石皿
長さ13.78㎝、幅14.29㎝、厚さ6.56㎝
重さ1615.19g

約 1/4 残存 輝石安山
岩

礫素材。大きく欠損する。表裏平坦面に磨り痕が残る。目
立ての痕か、散漫に敲打痕が残る。被熱し、熱による変色
とヒビ割れがみられる。

床面出土

38 台石
長さ9.676㎝、幅16.01㎝、厚さ7.40㎝
重さ1500.18g

1/2 以上欠損 輝石安山
岩

礫素材。大きく欠損する。表裏の平坦部に磨面が形成され
る。目立ての痕か、平坦部全体に散漫な敲打痕が残る。

床面出土

39
敲打石製

品

長さ12.85㎝、幅7.43㎝、厚さ4.78㎝
重さ616.15g

完形 安山岩 礫素材。敲打によって整形される。目的とする石製品が不
明のため敲打石製品とした。大きく欠損しているため、石
製品製作途中で欠損し、廃棄されたか。

床面出土
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D-11

D-11

D-10

D-12

１

１

１

Ｄ-２土層注記

１  暗褐色土　　　　締りやや弱　粘性ややあり　ローム粒・砂粒φ0.5cm 微量

２　暗褐色土　　　　締りやや弱　粘性ややあり　ローム粒中量　

　　　　　　　　　　ロームブロックφ0.2cm 少量　焼土φ1.0cm 微量　

３　黄褐色土　　　　締り・粘性やや弱　ローム粒多量　焼土粒少量

４　にぶい黄褐色土　締りやや弱　粘性ややあり　ローム粒・ロームブロック

　　　　　　　　　　φ0.5〜2.0cm 中量　炭化物φ0.5cm 微量

５　暗褐色土　　　　締りやや弱　粘性ややあり　ローム粒・礫φ4.0cm 微量

６　暗褐色土　　　　締り・粘性やや弱　ローム粒・ロームブロックφ1.0cm・

　　　　　　　　　　焼土φ0.5〜1.0cm 少量

７　赤褐色土　　　　締りややあり　粘性弱　焼土φ0.5〜10.0cm・ローム粒多量

　　　　　　　　　　ロームブロックφ1.0〜10.0cm・As-YPφ0.3〜1.0cm 中量

　　　　　　　　　　炭化物φ0.5〜4.0cm 少量

Ｄ-10 土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 中量

２　褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 多量

３　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜4.0cm 中量

４　褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 多量

５　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜5.0cm 中量

６　褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜4.0cm 多量

Ｄ-12 土層注記

１　黄橙色土　締りあり　粘性あり　ローム主体

第 112 図　Ｄ -２・10・11・12 号土坑遺構図
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- 130 - - 131 -

カクラン

111.60ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

111.30ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

111.90ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

111.20ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

111.70ｍ

Ａ′Ａ

Ａ′Ａ

0

1/30

1m

１

２

１

３

D-15b
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D-21
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Ｄ-20 土層注記

１　黄橙色土　　締りあり　粘性あり　ローム主体

２　明黄褐色土　締りあり　粘性あり　ローム主体

３　明黄褐色土　締りあり　粘性あり　ローム主体

Ｄ-21 土層注記

１　黄褐色土　締りあり　粘性あり　ソフトローム粒子多量

２　黄褐色土　締りあり　粘性あり　ソフトローム粒子中量

３　黄褐色土　締りあり　粘性あり　ソフトローム粒多量

４　褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロックΦ1.0〜2.0cm 中量

５　褐色土　　締りあり　粘性弱　ソフトローム粒子少量

６　黄褐色土　締り強　粘性あり　ロームブロックΦ1.0〜2.0cm 多量

７　黄褐色土　締り強　粘性あり　ロームブロックΦ1.0〜2.0cm 多量

８　黄橙色土　締り強　粘性あり　ハードローム主体　上場の崩落土

Ｄ-13 土層注記

１　黄橙色土　　締りあり　粘性あり　ローム主体

２　明黄褐色土　締りあり　粘性あり　ローム主体

３　明黄褐色土　締り弱　粘性あり　ローム主体
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第 113 図　Ｄ -13・15b・16・20・21 号土坑遺構図
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Ｄ -13 号土坑（第 113 図）

位置：Cx-30 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 1.95 ｍ、短軸 1.34 ｍ。深度：38 ㎝。

主軸方位：Ｎ -57° - Ｅ。覆土：地山に近い土で埋め戻されている。出土遺物：なし。時期：縄文時代ヵ。

Ｄ -15b 号土坑（第 113 図、PL.15）

位置：Dc-38・39 グリッド。平面形態：円形。重複：Ｄ -15a 土坑と重複し、本遺構が古い。規模：長軸 112 ㎝、

短軸 109 ㎝。深度：72 ㎝。出土遺物：石器 1点。時期：縄文時代ヵ。備考：貯蔵穴に想定される。

Ｄ -16 号土坑（第 113 図、PL.15）

位置：Dd-42 グリッド。平面形態：楕円形。重複：なし。規模：長軸 100 ㎝、短軸 87 ㎝。深度：11 ㎝。出土遺物：

縄文土器片 5点。上層において多量の礫が出土。時期：縄文時代ヵ。備考：底面が被熱し、炉跡の可能性がある。

Ｄ -20 号土坑（第 113・118・120 図、第 37 表、PL.15・65・66・68）

位置：Dd-43・44 グリッド。平面形態：円形。重複：なし。規模：長軸 115 ㎝、短軸 110 ㎝。深度：34 ㎝。覆土：

ロームブロックを含む黄橙色土ないし明黄褐色土が堆積する。出土遺物：縄文土器片（1・2）、凹石（3）が出土。

時期：出土遺物から後期初頭称名寺Ⅰ～Ⅱ式期の土坑と考えられる。

Ｄ -21 号土坑（第 113・117 図、第 38 表、PL.15・66・69）

位置：Dc-42 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 163 ㎝、短軸 111 ㎝。深度：97 ㎝。主

軸方位：Ｎ -24˚- Ｗ。覆土：ロームブロックを含む黄橙色土を主体とする。出土遺物：縄文土器が少量出土した

（1・2）。時期：出土遺物から中期中葉勝坂式期～中期後葉加曽利ＥⅢ～Ⅳ式期の土坑と考えられる。

Ｄ -22 号土坑（第 114・118・120・121 図、第 39・40 表、PL.16・66・68）

位置 Dd-44、De-44 グリッド。平面形態：不整円形。重複：なし。規模：長軸 93 ㎝、短軸 90 ㎝。深度：30 ㎝。

出土遺物：縄文土器（1）、打製石斧（2）、凹石（3・4）、石皿（5）、台石（6）が出土した。時期：出土遺物から

後期初頭称名寺Ⅰ式期に比定される。

Ｄ -23 号土坑（第 114・118 図、第 41 表、PL.16・66）

位置：De-44 グリッド。平面形態：楕円形。重複：なし。規模：長軸 125 ㎝、短軸 87 ㎝。深度：23 ㎝。主軸方位：

Ｎ -67˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含む黄橙色土の単層である。出土遺物：縄文土器が少量出土した（1・2）。

時期：出土遺物から後期前葉堀之内２式期に比定される。

Ｄ -43 号土坑（第 114・118 図、第 42 表、PL.15・66）

位置：Di-57 グリッド。平面形態：円形。重複：なし。規模：長軸 102 ㎝、短軸 93 ㎝。深度：20 ㎝。覆土：不明。

出土遺物：縄文土器が少量出土した（1）。時期：出土遺物から中期後葉～後期初頭の土坑と考えられる。備考：

土坑底面が被熱し、炉跡の可能性がある。

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｄ-52 土層注記

１　褐色土　　締りあり　粘性あり　ロームブロックΦ2.0〜3.0cm 多量

２　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子中量

３　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒少量

４　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子中量

５　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子多量

６　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒中量

Ｄ-54 土層注記

１　褐色土　  締りあり　粘性弱　ローム粒子中量

２　褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム粒多量

３　黄褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子中量

Ｄ-23 土層注記

１　黄橙色土　締りあり　粘性あり　ローム主体
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第 114 図　Ｄ -22・23・43・52・54 号土坑遺構図
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Ｄ -52 号土坑（第 114 図、PL.16）

位置：Dk-59、Dl-59 グリッド。平面形態：不整楕円形。重複：なし。規模：長軸 176 ㎝、短軸 120 ㎝。深度：73 ㎝。

主軸方位：Ｎ -34˚- Ｗ。覆土：ローム粒を含む暗褐色土を主体とする。出土遺物：縄文土器片 4点、石器 2点が

出土した。時期：縄文時代ヵ。

Ｄ -54 号土坑（第 114 図、第 43 表、PL.16・69）

位置：De-46・47 グリッド。平面形態：不整円形。重複：なし。規模：長軸 108 ㎝、短軸 88 ㎝。深度：33 ㎝。覆土：

ローム粒を含む褐色土を主体とする。出土遺物：縄文土器片 7 点、礫 1 点が出土した。時期：出土遺物（1）か

ら後期前葉堀之内２式期に比定される。

Ｄ -56 号土坑（第 115 図、第 44 表、PL.16・69）

位置：De-46 グリッド。平面形態：不整円形。重複：なし。規模：長軸 150 ㎝、短軸 132 ㎝。深度：18 ㎝。覆土：

ローム粒を含む褐色土の単層である。出土遺物：縄文土器（1）、礫が出土した。時期：出土遺物から後期初頭称

名寺Ⅰ式期に比定される。

Ｄ -61 号土坑（第 115・118 図、第 45 表、PL.66）

位置：Dr-61 グリッド。平面形態：楕円形。重複：Ｄ -60 号土坑と重複し、本遺構が古い。Ｄ -69 号土坑との新

旧不明。規模：長軸 2.35 ｍ、短軸 <1.50> ｍ。深度：33 ㎝。主軸方位：Ｎ -65˚- Ｗ。覆土：ローム粒を含む褐

色土を主体とする。出土遺物：縄文土器が少量出土した（1・2）。時期：出土遺物から中期後葉加曽利ＥⅢ式期

～後期初頭の土坑と考えられる。

Ｄ -64 号土坑（第 115・118 図、第 46 表、PL.16・17・66・67）

位置：Dt-60 グリッド。平面形態：円形。重複：なし。規模：長軸 100 ㎝、短軸 88 ㎝。深度：43 ㎝。覆土：-。

出土遺物：縄文土器が少量出土した（1～ 4）。時期：出土遺物から前期末葉～中期初頭の土坑と考えられる。

Ｄ -69 号土坑（第 115・118・119 図、第 47 表、PL.17・66・67）

位置：Dr-61 グリッド。平面形態：円形。重複：Ｄ -60・61 号土坑との新旧不明。規模：長軸 130 ㎝、短軸 127 ㎝。

深度：77 ㎝。覆土：ロームブロック・ローム粒を含む黄褐色土ないし暗褐色土が堆積する。出土遺物：縄文土

器が少量出土した（1～ 5）。時期：出土遺物から中期後葉加曽利ＥⅣ式期（1・2）～後期初頭の土坑と考えられる。

Ｄ -86 号土坑（第 116・119・122 図、第 48 表、PL.17・67・68）

位置：De-49グリッド。平面形態：円形か。重複：Ｈ-５号住居跡と重複し、本遺構が古い。規模：長軸<121>㎝、短軸68

㎝。深度：114㎝。覆土：ロームブロックを含む褐色土ないし暗褐色土を主体とする。出土遺物：縄文土器（1）、石棒

（2）が出土した。時期：出土遺物から後期前葉堀之内１式期に比定される。備考：袋状を呈し、貯蔵穴に想定される。

Ｄ -87 号土坑（第 116 図）

位置：Cw-27 グリッド。平面形態：円形か。重複：なし。規模：推定径 80 ㎝。深度：22 ㎝。覆土：浅黄色土な

いし黄褐色土である。出土遺物：なし。時期：縄文時代ヵ。

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｄ-56 土層注記

１　褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子中量

Ｄ-61 土層注記

１　褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム粒子少量

２　褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム粒子中量

３　褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム粒子微量

４　褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム粒子中量

Ｄ-69 土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子少量

２　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子多量

３　黄褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子主体

４　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子中量

５　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒少量

６　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子中量

７　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 少量

８　黄褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子主体

９　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子多量

10　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローブロックφ1.0〜2.0cm 少量

11　黄褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子主体

12　黄褐色土　締りあり　粘性なし　ロームブロック粒主体
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第 115 図　Ｄ -56・61・64・69 号土坑遺構図
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D-86遺物出土状況

D-88
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Ｄ-86 土層注記

１  褐色土　　締り・粘性ややあり　白色軽石φ0.2cm 中量　ロームブロックφ0.5〜2.0cm・As-YPφ0.5cm・

　　　　　　　炭化物少量　焼土φ0.5cm 微量

２　褐色土　　締りややあり　粘性やや弱　ロームブロックφ0.5〜1.0cm・炭化物・白色軽石φ0.2cm 少量

　　　　　　　As-YPφ0.5cm 微量　

３　黄褐色土　締りやや弱　粘性あり　ロームブロックφ5.0cm 多量　白色軽石φ0.2cm・As-YPφ0.5cm・

　　　　　　　炭化物微量

４　暗褐色土　締りやや弱　粘性ややあり　ロームブロックφ0.5〜2.0cm 中量　As-YPφ0.5cm・炭化物・

　　　　　　　白色軽石φ0.2cm 少量

５　黄褐色土　締り・粘性やや弱　As-YPφ0.2〜0.8cm・白色軽石φ0.2cm 中量　炭化物微量

６　黄褐色土　締り・粘性ややあり　ロームブロックφ5.0〜10.0cm 多量　As-YPφ0.5cm・炭化物・

　　　　　　　白色軽石φ0.2cm 少量

７　褐色土　　締り・粘性ややあり　ローム粒中量　As-YPφ0.5cm・白色軽石φ0.2cm 少量

　　　　　　　焼土φ0.5cm 微量

Ｄ-88 土層注記

１  にぶい黄褐色土　締りややあり　粘性あり　ローム主体層　ローム粒φ0.2cm 中量　

　　　　　　　　　　白色軽石φ0.2cm・As-YPφ0.5cm 少量　

　　　　　　　　　　ロームブロックφ3.0cm・炭化物微量

Ｄ-87 土層注記

１  浅黄色土　締りややあり　粘性なし　灰黄褐色土ブロックφ5～ 10cm 多量

２　黄褐色土　締りややあり　粘性なし
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Ⅰ
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第 116 図　Ｄ -86・87・88 号土坑遺構図
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１

D-2

２
１ １

D-10
D-11

D-12

１

0

1/3

10cm

0

1/4

10cm（D-12_1）

Ｄ -88 号土坑（第 116・119・図、第 49 表、PL.17・67）

位置：Cy-32、Da-32 グリッド。平面形態：楕円形。重複：なし。規模：長軸 153 ㎝、短軸 76 ㎝。深度：40 ㎝。

主軸方位：Ｎ -44˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含むにぶい黄褐色土が堆積する。出土遺物：縄文土器が出土し

た（1）。1は割られた深鉢が並べられた状態で出土した。時期：出土遺物から後期前葉堀之内２式期に比定される。

第 117 図　Ｄ -２・10・11・12・21・54・56 号土坑遺物実測図

１

１

１

D-21

２

D-56

D-54

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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         第 118 図　Ｄ -20・22・23・43・61・64・69 号土坑遺物実測図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 119 図　Ｄ -69・86・88 号土坑、Ｐ -37 号ピット遺物実測図

P-37

３.ピット

　ピットは便宜的に第6節に一覧表を掲載した。遺物を掲載したＰ-37は Db-39グリッドにある単独のピットで、

57 × 48 ㎝の不整円形で、深さ 44 ㎝である（第 88 図、第 50 表、PL.66）。

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 120 図　Ｄ -20・22 号土坑遺物実測図
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第 121 図　Ｄ -22 号土坑遺物実測図
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第 122 図　Ｄ -86 号土坑遺物実測図
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番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい赤褐 2.5YR5/4
にぶい橙 7.5YR6/4

白色粒、チャ
ート

良好 内面ナデ。外面、連続爪形文を伴う隆帯、その脇に半裁竹
管による平行沈線および連続爪形文。

Ｄ -21
中期中葉
勝坂式

２
縄文土器

鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～胴
部破片

橙 7.5YR7/6
浅黄橙 7.5YR8/4

白色粒、チャ
ート

普通 内・外面とも横位ナデ。外面、把手が剥落。沈線文および
単節縄文ＬＲ。

中期後葉
加曽利ＥⅢ～Ⅳ式

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～胴
部破片

橙 5YR6/6
橙 5YR6/6

白色粒、褐色
粒

普通 内・外面とも横位ナデ。外面、沈線を用いてのＲ字状文、
単節 LR による充填縄文。

後期初頭
称名寺Ⅰ式

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～胴
部破片

橙 7.5YR7/6
浅黄橙 7.5YR8/4

白色粒、チャ
ート

普通 内・外面とも横位ナデ。沈線を用いてのＲ字状文、スペー
ド文、および長めの列点文

後期初頭
称名寺Ⅱ式

番

号
器 種

法　　　量

（残存値）
残 存 石材 特　　　徴

備 考

（出土層位等）

３ 凹石
長さ13.05㎝、幅6.38㎝、厚さ4.44㎝
重さ496.26g

完形 輝石安山
岩

礫素材。表裏の平坦面に凹みがある。その周囲に明瞭な研
磨痕がみられる。全体的に被熱する。

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器

鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい黄橙 10YR7/4
にぶい黄橙 10YR7/4

白色粒 普通 内・外面とも横位ナデ。外面、沈線を用いての幾何学文、
単節 LR による充填縄文。

後期前葉
堀之内２式

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい橙 7.5YR7/4
灰黄褐 10YR6/2

白色粒 普通 内面横位ナデ。外面、沈線文と単節縄文ＬＲ。 覆土一括
後期前葉
堀之内２式

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
注口土器

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい橙 7.5YR7/4
にぶい橙 7.5YR7/4

白色粒、褐色
粒

普通 内面横位ナデ。外面、横位隆帯１条と多条化した沈線文。
把手の剥落痕あり。

覆土一括
後期前葉
堀之内２式

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器

鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 橙 2.5YR6/6
橙 2.5YR6/6

白色粒、チャ
ート

良好 内・外面とも横位ナデ。横位沈線４条、中央に単節縄文ＬＲ。後期初頭
称名寺Ⅰ式

２
縄文土器
注口土器

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 5YR6/6
明褐灰 7.5YR7/2

白色粒、チャ
ート、片岩

良好 内・外面とも横位ナデ。外面、縦位および横位に２条１組
の微隆起線文。

覆土一括
後期初頭
称名寺Ⅰ～Ⅱ式

第 38 表　Ｄ -21 号土坑出土遺物観察表

第 37 表　Ｄ -20 号土坑出土遺物観察表

第 36 表　Ｄ -12 号土坑出土遺物観察表

第 35 表　Ｄ -11 号土坑出土遺物観察表

第 34 表　Ｄ -10 号土坑出土遺物観察表

第 33 表　Ｄ -２号土坑出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい黄橙 10YR7/4
にぶい橙 7.5YR7/4

白色粒、チャ
ート

普通 内面横位ナデ。外面、沈線文および単節縄文ＬＲ。 後期初頭
称名寺Ⅰ式

第 39 表　Ｄ -22 号土坑出土遺物観察表①

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい橙 7.5YR7/3
浅黄橙 7.5YR8/4

白色粒、チャ
ート

普通 内面ナデ。外面、縦位回転押捺による単節縄文ＲＬ。 覆土一括
中期後葉
加曽利ＥⅢ式

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 浅黄橙 5YR6/6
明赤褐 2.5YR5/6

白色粒、片岩 普通 内面ナデ。外面、櫛歯状工具による斜位条線。 覆土一括
中期後葉
～後期初頭

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 浅黄橙 7.5YR8/4
浅黄橙 10YR8/4

白色粒、片岩 普通 内面ナデ。外面、櫛歯状工具による縦位条線。 中期後葉
～後期初頭

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい黄橙 10YR ７/3
橙 5YR ７/4

白色粒、片岩 良好 内面横位ナデ、外面ナデ。外面、沈線による幾何学文、単
節ＬＲによる充填縄文。

覆土一括
後期前葉
堀之内２式

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
12.0
－

胴部破片 にぶい黄橙 10YR7/3
にぶい黄 2.5Y6/3

白色粒、チャ
ート、片岩

良好 内・外面とも横位ナデ。外面、沈線文、単節ＬＲによる充填
縄文。

覆土一括
後期初頭
称名寺Ⅰ式

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

（27.4）
－
－

口縁部破片 黒褐 7.5YR3/1
にぶい赤褐
7.5YR4/4

白色粒、褐色
粒

良好 内・外面とも横位ナデ。外面、縦位および横位の鎖状隆線、
交点に８字状および円形貼付文。横位隆線の直下に綾杉状
沈線文を伴う横位枠状区画。

後期前葉
堀之内２式

２
縄文土器
注口土器

口径
底径
器高

－
－
－

注口部破片 黄橙 10YR8/6
浅黄橙 10YR8/3

白色粒、チャ
ート

普通 外面横位ナデ。残存範囲において無文。 後期前葉

番

号
器 種

法　　　量

（残存値）
残 存 石材 特　　　徴

備 考

（出土層位等）

２ 打製石斧
長さ11.30㎝、幅6.33㎝、厚さ2.40㎝
重さ155.62g

完形 頁岩 剥片素材。分銅型の打製石斧である。

３ 凹石
長さ12.97㎝、幅6.74㎝、厚さ3.37㎝
重さ471.23g

完形 輝石安山
岩

礫素材。扁平な礫の表裏の平坦面中央部付近に凹みが形成
される。面面には磨り痕がある。左側面に敲打痕がある。

４ 凹石
長さ16.44㎝、幅14.34㎝、厚さ12.77㎝
重さ3873.36g

完形 輝石安山
岩

礫素材。全体が敲打によって球形に整形される。表裏に散
漫に凹みが形成される。

５ 石皿
長さ13.26㎝、幅14.15㎝、厚さ6.69㎝
重さ1567.00g

1/2 以上欠損 輝石安山
岩

礫素材。大きく欠損する。表面の平坦面に磨り痕が残る。
目立ての痕か、散漫に敲打痕が残る。

６ 台石
長さ31.80㎝、幅26.39㎝、厚さ7.10㎝
重さ8055.70g

両端部欠損 輝石安山
岩

礫素材。表裏面に散漫な敲打痕が残る。

第 45 表　Ｄ -61 号土坑出土遺物観察表

第 42 表　Ｄ -43 号土坑出土遺物観察表

第 43 表　Ｄ -54 号土坑出土遺物観察表

第 44 表　Ｄ -56 号土坑出土遺物観察表

第 41 表　Ｄ -23 号土坑出土遺物観察表

第 40 表　Ｄ -22 号土坑出土遺物観察表②

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
胴部破片

灰褐 7.5YR ５/2
橙 7.5YR ７/6

白色粒 普通 内・外面とも横位ナデ。外面、多条化した沈線による幾何
学文、単節ＬＲによる充填縄文。

後期前葉
堀之内２式

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
胴部破片

橙 5YR7/6
にぶい橙 7.5YR ７/4

白色粒、チャ
ート

普通 内面横位ナデ、外面ナデ。外面、円形貼付文の下に同心円
文と垂下文、および間を連繋する斜位の沈線文。

後期前葉
堀之内１式

番

号
器 種

法　　　量

（残存値）
残 存 石材 特　　　徴

備 考

（出土層位等）

２ 石棒
長さ30.99㎝、幅10.18㎝、厚さ9.19㎝
重さ2899.64g

下端欠損 輝石安山
岩

素材不明。全体的に敲打によって整形される。端部は磨か
れている。

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
胴部破片

橙 2.5YR6/6
橙 2.5YR6/6

多量の雲母、
白色粒、片岩

普通 内・外面とも横位ナデ。段状口縁。口縁部内面に稜あり。
無文。

中期初頭

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 明赤褐 2.5YR5/6
灰褐 5YR5/2

雲母、片岩 普通 内面ナデ。外面、渦巻状文。縁辺に細かな連続刺突文。 前期末葉～中期
初頭

３
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい赤褐 5YR5/4
にぶい橙 7.5YR6/4

白色粒、雲母 普通 内・外面とも横位ナデ。口縁部内面に稜あり。外面、斜位
回転押捺による撚糸文Ｒ。

前期末葉～中期
初頭

４
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 灰褐 5YR4/2
明赤褐 5YR5/6

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 摩耗により調整の詳細不明。外面、縦位の隆帯および押引
文。

中期初頭

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 明赤褐 2.5YR5/6
赤 10YR4/6

白色粒、雲母、
褐色粒

普通 内面ナデ。外面、微隆起線文、縦位回転押捺による単節縄
文ＬＲ。

中期後葉
加曽利ＥⅣ式

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 明赤褐 2.5YR5/6
赤 10YR4/6

白色粒、雲母、
褐色粒

普通 内面ナデ。外面、微隆起線文、縦位回転押捺による単節縄
文ＬＲ。

中期後葉
加曽利ＥⅣ式

３
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
胴部破片

にぶい褐 7.5YR6/3
にぶい赤褐 5YR5/3

白色粒、チャ
ート

普通 内面横位ナデ。外面、無数の畝をなす横位の調整痕。 後期初頭

４
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい橙 7.5YR6/4
にぶい橙 7.5YR6/4

白色粒、雲母、
褐色粒

普通 内面ナデ。外面、櫛歯状工具による縦位条線。 覆土一括
中期後葉
～後期初頭

５
縄文土器
瓢形土器

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
胴部破片

黄橙 7.5YR7/8
黄橙 7.5YR7/8

白色粒、褐色
粒

普通 内・外面ナデ。残存範囲において無文。 覆土一括
中期後葉
～後期初頭

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい黄橙 10YR7/3
にぶい黄橙 10YR7/3

白色粒、褐色
粒

良好 内・外面とも横位ナデ。外面、多条化した沈線による幾何
学文

覆土一括
後期前葉
堀之内２式

第 49 表　Ｄ -88 号土坑出土遺物観察表

第 48 表　Ｄ -86 号土坑出土遺物観察表

第 46 表　Ｄ -64 号土坑出土遺物観察表

第 47 表　Ｄ -69 号土坑出土遺物観察表

第 50 表　Ｐ -37 号ピット出土遺物観察表

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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４.遺構外出土遺物

古墳時代以降の遺構に混入したものを遺構外出土遺物として扱った（第 123 ～ 126 図、第 51・52 表、PL.66・

69・70・71）。

縄文時代の遺構は後期初頭～前葉のものが多く、遺構外出土土器が示す時期幅もおおむね同様ながら、少数

例に着目すると前期から晩期にまで広がる様子がみてとれる。

前期として後葉の諸磯 b・c 式、晩期では１点のみながら大洞系の土器破片が含まれている。また、ハート形

土偶の頭部破片がＭ -１号溝の覆土中より出土している。

石器・石製品では、石鏃、打製石斧、磨製石斧、凹石、磨石、切目石錘、小形の磨製石斧が出土した。

第 123 図　縄文時代遺構外遺物実測図①

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 124 図　縄文時代遺構外遺物実測図②
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第 125 図　縄文時代遺構外遺物実測図③
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第 126 図　縄文時代遺構外遺物実測図④

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

１
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 明赤褐 2.5YR5/6
明赤褐 2.5YR5/6

白色粒 普通 内面ナデ。外面、キザミを伴う浮線文、Ｃ字状爪形文。 Ｄ -77
前期後葉
諸磯ｂ式

２
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 7.5YR7/6
橙 7.5YR7/6

白色粒、チャ
ート

普通 内面横位ナデ。外面、集合沈線。地文として単節縄文ＲＬ。Ｈ -12
前期後葉
諸磯ｃ式

３
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 明赤褐 2.5YR5/6
にぶい橙 7.5YR6/4

白色粒、雲母、
チャート

普通 内面ナデ。外面、Ｙ字状に垂下する隆帯。隆帯に沿って沈
線文。

Ｉ -１区撹乱
中期前葉
五領ヶ台式

４
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい赤褐 2.5YR5/4
にぶい赤褐 5YR5/4

白色粒、チャ
ート

良好 内面ナデ。外面、連続爪形文を伴う隆帯、その脇に半裁竹
管による半円形刺突文、平行沈線および連続爪形文。

Ｄ -57
中期中葉
勝坂式

５
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい橙 5YR ７/4
にぶい橙 5YR ７/4

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内面ナデ。波状口縁の波頂部に円孔。外面列点文、沈線文、
単節縄文ＬＲ。

Ｈ -３
後期初頭
称名寺Ⅰ式

６
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい橙 7.5YR ７/4
にぶい橙 7.5YR ７/4

白色粒、褐色
粒

良好 内・外面とも横位ナデ。内屈する口唇部。外面、沈線文、
単節ＬＲによる充填縄文。

Ｉ -２区撹乱
後期初頭
称名寺Ⅰ式

７
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 7.5YR6/6
橙 7.5YR6/6

白色粒、チャ
ート

良好 内面ナデ。外面渦巻状文、単節縄文ＬＲ。 Ｄ -57
後期初頭
称名寺Ⅰ式

８
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

(37.4)
－

〔49.5〕

胴部破片 橙 2.5YR6/6
橙 2.5YR6/6

白色粒、チャ
ート

良好 内面ナデ。外面沈線文、列点文。 Ｄ -44
後期初頭
称名寺Ⅱ式

９
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい橙 7.5YR ７/4
橙 2.5Y6/6

白色粒、チャ
ート、片岩

良好 内面横位ナデ、外面ナデ。外面沈線文、正円に近い列点文。Ｈ -３
後期初頭
称名寺Ⅱ式

10
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい橙 7.5YR ７/4
橙 2.5Y7/6

白色粒、褐色
粒、片岩

良好 内面横位ナデ、外面ナデ。外面、櫛歯状工具による蛇行垂
下文。

Ｄ -65
後期初頭～前葉

第 51 表　縄文時代遺構外出土遺物観察表①
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番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

11
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 浅黄橙 10YR8/4
浅黄橙 10YR8/4

白色粒、褐色
粒

普通 内面ナデ。外面、キザミを伴う隆帯、内側に列点文。隆帯
の下、多条化した縦位および斜位の沈線文。

Ｈ -１
後期前葉
堀之内１式

12
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 浅黄橙 10YR8/3
浅黄橙 10YR8/3

白色粒、チャ
ート、片岩

良好 内面横位ナデ、外面ナデ。突起部分。外面、低めの円形貼
付文、縦位および斜位の隆帯。

Ｔ -１
後期前葉
堀之内１式

13
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 浅黄橙 7.5YR8/6
褐灰 10YR6/1

白色粒、褐色
粒

良好 内・外面とも横位ナデ。外面、多条化した沈線による幾何
学文、単節ＬＲによる充填縄文。

Ｐ -23
後期前葉
堀之内２式

14
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 黄灰 2.5Y6/1
黄灰 2.5Y6/1

白色粒 良好 内・外面とも横位ナデ。外面、口唇部直下に横位鎖状隆線。
沈線による幾何学文、単節ＬＲによる充填縄文。

Ｄ -５
後期前葉
堀之内２式

15
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

把手～
胴部破片

灰 5YR4/1
灰黄 2.5YR7/2

白色粒、チャ
ート

良好 内・外面ともナデ。内面口唇部、蓋受け用の低い段あり。
外面、沈線による幾何学文、単節ＬＲによる充填縄文。

Ｉ -２区
後期前葉
堀之内２式

16
縄文土器
小形深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい橙 7.5YR ７/4
灰黄褐 10YR5/2

白色粒、チャ
ート、片岩

良好 内・外面とも横位ナデ。口唇部断面、わずかに外へ張り出
す角頭状。残存範囲において無文。

Ｈ -15
後期前葉
堀之内２式

17
縄文土器
鉢または注口土器

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 浅黄橙 10YR8/4
黄灰 2.5Y6/1

白色粒、チャ
ート

良好 内・外面とも横位ナデ。外面、沈線による幾何学文、単節
ＬＲによる充填縄文。

Ｉ -２区
後期前葉
堀之内２式

18
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 浅黄橙 7.5YR8/4
浅黄橙 10YR8/4

白色粒 普通 内面横位ナデ。外面、沈線文および単節縄文ＬＲ。 Ｄ -42
後期前葉
堀之内２式

19
縄文土器
注口土器

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい黄橙 10YR7/4
灰黄褐 10YR6/2

白色粒 良好 内面横位ナデ。外面、工字文に類似する沈線文、単節ＲＬ
による充填縄文。

Ｄ -１
晩期後葉

20 土偶
口径
底径
器高

－
－
－

頭部破片 にぶい橙 7.5YR7/4
にぶい橙 7.5YR7/4

白色粒、チャ
ート

普通 外面ナデ。眉と鼻を隆帯で表現。眉尻と眉間、鼻孔に丸い
刺突文。眉にキザミ。内面、胴部と連結するためのブリッ
ジの剥落痕。

Ｍ -１
後期前葉
堀之内２式

番

号
器 種

法　　　量

（残存値）
残 存 石材 特　　　徴

備 考

（出土層位等）

21 石鏃
長さ2.20㎝、幅1.57㎝、厚さ0.29㎝
重さ0.51g

完形 チャート 剥片素材。凹基石鏃。 H-19 掘り方出

土

22 石鏃
長さ1.87㎝、幅1.79㎝、厚さ0.34㎝
重さ0.71g

基部欠損 チャート 剥片素材。凹基石鏃。 H-10 床面出土

23 石鏃
長さ2.08㎝、幅1.52㎝、厚さ0.35㎝
重さ0.76g

先端部欠損 黒曜石 剥片素材。凹基石鏃。 1区カクラン

24 石鏃
長さ2.81㎝、幅1.58㎝、厚さ0.56㎝
重さ1.79g

完形 チャート 剥片素材。凹基石鏃。 1区カクラン

25
小型磨製
石斧

長さ2.17㎝、幅1.12㎝、厚さ0.36㎝
重さ1.34g

完形 蛇紋岩 素材不明。全面研磨された両刃の小型磨製石斧。 H-16 出土

26 打製石斧
長さ17.34㎝、幅5.76㎝、厚さ3.19㎝
重さ320.99g

完形 黒色頁岩 剥片素材。棒状の打製石斧か。端部には刃部を作り出すよ

うな加工がみられない。

M-1 出土

27 打製石斧
長さ12.16㎝、幅7.28㎝、厚さ3.26㎝
重さ302.88g

完形 黒色安山

岩

剥片素材。分銅型の打製石斧である。 M-1 出土

28 打製石斧
長さ12.63㎝、幅7.26㎝、厚さ2.66㎝
重さ184.67g

上端部欠損 黒色頁岩 剥片素材。分銅型の打製石斧である。 H-12 出土

29 打製石斧
長さ11.11㎝、幅7.86㎝、厚さ2.52㎝
重さ240.26g

完形 安山岩 礫素材。分銅型の打製石斧である。 2区出土

30 打製石斧
長さ10.44㎝、幅6.02㎝、厚さ2.45㎝
重さ150.44g

完形 黒色頁岩 剥片素材。分銅型の打製石斧である。 カクラン出土

31 磨製石斧
長さ7.48㎝、幅3.12㎝、厚さ1.90㎝
重さ63.40g

完形 安山岩 素材不明。整形の敲打痕を大部分残す刃部部分だけが研磨
された蛤刃の磨製石斧である。

2区カクラン出土

32 磨製石斧
長さ5.97㎝、幅3.37㎝、厚さ1.35㎝
重さ42.37g

刃部欠損 蛇紋岩 素材不明。整形の敲打痕を部分的に残すほぼ全面研磨の磨
製石斧である。刃部が欠損しているが両刃であろう。

H-12 出土

33 凹石
長さ9.26㎝、幅10.19㎝、厚さ4.85㎝
重さ616.54g

完形 輝石安山

岩

礫素材。扁平な礫を素材として、表裏の平坦面中央部に集
中して凹みが形成される。表面には磨り痕が残る。

D-71 出土

34 磨石
長さ5.49㎝、幅5.18㎝、厚さ4.28㎝
重さ160.50g

完形 輝石安山

岩

礫素材。全体に磨り痕が残る。裏面に集中した凹みが形成
される。被熱で全体的にヒビ側れる。

D-79 出土

35 石錘
長さ5.33㎝、幅4.11㎝、厚さ1.35㎝
重さ52.62g

完形 輝石安山

岩

礫素材。両端に敲打あるいは剥離によって抉りが形成され
る。抉り部分には部分的に磨耗痕が残る。

2区出土

36 石錘
長さ5.73㎝、幅3.68㎝、厚さ1.02㎝
重さ39.39g

完形 結晶片岩 礫素材。両端に敲打あるいは剥離によって抉りが形成され
る。抉り部分には部分的に磨耗痕が残る。

H-19 出土

第 52 表　縄文時代遺構外出土遺物観察表②
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Ｈ-１　土層説明
１．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。
２．黄褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ロームブロックφ1～5㎝、黒色土ブロックφ3～5㎝多量。
３．暗褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子多量、ロームブロックφ5～8㎜中量。
４．黒褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子少量。
５．黄褐色土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子中量。。
６．黒褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。

Ｈ-１号住居跡・遺物出土状況図

第５節　古墳時代

１.竪穴住居跡

Ｈ -１号住居跡（第 127・128 図、第 53 表、PL.18・72・73・75）

位置：２区。Cx-28･29、Cy-29 グリッド。平面形態：方形。重複：Ｄ－１号土坑に西壁の一部、Ｄ－６号土坑に

住居北隅を切られる。規模：長軸 <3.9> ｍ、短軸 3.9 ｍ、面積 <9.16> ㎡。主軸方位：Ｎ－ 55°－Ｅ。深度：0.32 ｍ。

カマド：調査区外と推定される。柱穴：確認されていない。壁周溝：幅 0.25 ｍ、深さ 0.1 ｍ程度の溝が全周し

ている。貯蔵穴・土坑：確認されていない。床面の状態：概ね平坦である。埋没状況：覆土は６層に分層され、

第 127 図　Ｈ -１号住居跡遺構図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 128 図　Ｈ -１号住居跡遺物実測図

自然埋没と考えられる。出土遺物：遺物は住居東側に分布し、甕１は住居西隅で逆位に倒立していた。また、菰

編石は東隅周辺からまとまって出土している。遺物組成は土師器甕・坏、菰編石である。土師器甕（１）は長胴

化し口径に最大径がある。時期：出土遺物の特徴から６世紀末～７世紀初めに位置付けられる。備考：住居南側

は調査区外。

第 53 表　Ｈ -１号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

 19.7）
－

（27.8）

口縁部～

底部 4/5

外：にぶい赤褐 5YR5/4
内：にぶい赤褐 5YR5/4

大粒の片岩・
石英・チャー
ト

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

西隅床直

2
土師器
坏

口径
底径
器高

（13.0）
－

(3.9)

口縁部～

体部破片

外：にぶい黄橙 10Y6/3
内：にぶい黄橙 10Y6/3

チャート、石
英、絹雲母

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

覆土

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

3 菰編石
長さ15.0㎝、幅6.1㎝、厚さ5.0㎝
重さ667.59g

完形 安山岩 形態：楕円形 東壁際床直

4 菰編石
長さ14.2㎝、幅6.2㎝、厚さ2.5㎝
重さ373.87g

完形 片岩 形態：楕円形 中央付近床直

5 菰編石
長さ13.9㎝、幅5.6㎝、厚さ2.0㎝
重さ216.86g

完形 片岩 形態：楕円形 東壁床直

6 菰編石
長さ12.7㎝、幅6.1㎝、厚さ3.2㎝
重さ374.65g

完形 片岩 形態：長方形 覆土

7 菰編石
長さ13.1㎝、幅5.8㎝、厚さ2.0㎝
重さ207.88g

完形 片岩 形態：楕円形 北壁際床直

8 菰編石
長さ11.2㎝、幅5.6㎝、厚さ2.5㎝
重さ229.29g

完形 片岩 形態：楕円形 東壁際床直

9 菰編石
長さ(10.7㎝)、幅4.2㎝、厚さ2.8㎝
重さ196.12g

1/2 片岩 形態：棒状 北壁際床直

10 菰編石
長さ11.8㎝、幅4.5㎝、厚さ2.1㎝
重さ190.73g

完形 緑色片岩 形態：楕円形 東隅床直

11 菰編石
長さ（8.0）㎝、幅4.7㎝、厚さ2.0㎝
重さ100.59g

1/2 片岩 形態：棒状 東壁際床直

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ -３号住居跡（第 129 ～ 134 図、第 54・55 表、PL.18・19・72 ～ 76）

位置：２区。Cy-35、Da-34 ～ 36、Db-34･35 グリッド。平面形態：正方形。重複：カクランにカマド煙道部・北

壁の一部を切られる。規模：一辺 4.8 ｍ、面積 23.36 ㎡。主軸方位：Ｎ－ 90°－Ｅ。深度：0.56 ｍ。カマド：

北壁の中央に旧カマド、東壁の中央に新カマドが付設される。旧カマドは煙道部の残存で幅 0.3 ｍ、長さ 0.95

ｍ、深さ 0.13 ｍである。新カマドは、全長 2.1 ｍ、最大幅 1.12 ｍ、燃焼部長 0.92 ｍ、煙道部長 1.18 ｍ、焚口

部幅 0.4 ｍ、燃焼部幅 0.35 ｍ、煙道立ち上がり角 16°、主軸方位はＮ－ 79°－Ｗ。袖はローム堀り残しで、左

袖先端に土師器甕（１）を構築材として使用している。柱穴：主柱穴はＰ１～Ｐ４で、Ｐ３・Ｐ４では径 15 ㎝

程度の柱痕が確認された。Ｐ１は長軸 0.32 ｍ、短軸 0.29 ｍ、深さ 0.73 ｍ。Ｐ２は長軸 0.41 ｍ、短軸 0.35 ｍ、

第 129 図　Ｈ -３号住居跡遺構図①
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Ｈ-３　土層説明
１．褐 色 土　締まりあり、粘性弱い、ロームブロックφ3～4㎝・白色軽石中量。
２．褐 色 土　締まりあり、粘性弱い、ロームブロックφ1～2㎝中量。
３．褐 色 土　締まりややあり、粘性弱い、ローム粒子多量。
４．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子多量。
５．褐 色 土　締まりややあり、粘性弱い、ローム粒子・炭化物粒子少量。
６．黄褐色土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子中量。
７．黄橙色土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子主体。
８. 黄橙色土　締まりあり、粘性あり、ローム主体。

Ｐ１～Ｐ４　土層説明
１．褐 色 土　締まりあり、粘性あり、ロームブロックφ1～2㎝少量、黒褐色土ブロックφ1～2㎝中量。
２．褐 色 土　締まりあり、粘性あり、ロームブロックφ1～2㎝中量。
３. 黄褐色土　締まりややあり、粘性ややあり、ローム主体、柱痕。
４. 褐 色 土　締まり強い、粘性なし、ローム粒子多量。

Ｈ-３旧カマド　土層説明
１. 灰黄褐色土　締まり強い、粘性弱い、白色粒子・ローム粒子多量、焼土粒子微量
２. 褐 色 土　　締まりあり、粘性ややあり、炭化物粒子・焼土粒子中量、ロームブロックφ1～3㎝中量。

Ｈ-３カマド　土層説明
１．黄橙色土　　締まりあり、粘性弱い、ローム主体。
２．黄橙色土　　締まりあり、粘性弱い、焼土ブロックφ1～2㎝中量。
３．黄橙色土　　締まりあり、粘性弱い、焼土ブロックφ1～2㎝少量、ローム粒子中量。
４．黄橙色土　　締まりあり、粘性なし、焼土ブロックφ1～2㎝少量、ローム粒子少量。
５．黄橙色土　　締まりあり、粘性弱い、焼土粒子・ローム粒子中量。
６．灰黄褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子主体、焼土粒子微量、カマド構築材。
７．褐 色 土　　締まりあり、粘性あり、ローム粒子多量、カマド構築材。
８. 黄橙色土　　締まりあり、粘性ややあり、ローム土主体、カマド構築材。
９. 暗褐色土　　締まりあり、粘性ややあり、黒色土多量、焼土粒子少量、カマド構築材。
10. 黄橙色土　　締まりあり、粘性ややあり、ローム土主体、カマド構築材。

Ｈ-３号住居跡カマド

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 131 図　Ｈ -３号住居跡遺構図③
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第 132 図　Ｈ -３号住居跡遺物実測図①

深さ 0.42 ｍ。Ｐ３は長軸 0.45 ｍ、短軸 0.37 ｍ、深さ 0.58 ｍ。Ｐ４は長軸 0.5 ｍ、短軸 0.42 ｍ、深さ 0.68

ｍ。その他、Ｐ６・Ｐ７はカマドの右側に位置し壁柱穴として確認されたものである。Ｐ６は長軸 0.2 ｍ、短軸

0.14 ｍ、深さ 0.6 ｍ。Ｐ７は長軸 0.16 ｍ、短軸 0.12 ｍ、深さ 1.0 ｍ。床下からＰ８が確認されている。壁周

溝：幅 0.15 ｍ、深さ 0.1 ｍ程度の溝がほぼ全周する。貯蔵穴・土坑：貯蔵穴はＰ５で長軸 0.46 ｍ、短軸 0.35 ｍ、

深さ 0.53 ｍである。床下から楕円形や不整形を呈した土坑が６基確認されている。Ｄ－１は長軸 0.92 ｍ、短軸

0,6 ｍ、深さ 0.14 ｍ。Ｄ－２は長軸 0.65 ｍ、短軸 <0.43> ｍ、深さ 0.12 ｍ。Ｄ－３は長軸 0.64 ｍ、短軸 0.55 ｍ、

深さ 0.18 ｍ。Ｄ－４は長軸 0.67 ｍ、短軸 0.57 ｍ、深さ 0.17。Ｄ－５は長軸 0.78 ｍ、短軸 0.75 ｍ、深さ 0.2 ｍ、

Ｄ－６は長軸 0.8 ｍ、短軸 <0.83> ｍである。床面の状態：概ね平坦である。埋没状況：覆土は８層に分層され、

自然埋没と考えられる。出土遺物：遺物はカマドから貯蔵穴周辺に集中がみられる。菰編石はＰ４周辺に集中し

ている。遺物組成は土師器甕・台付甕・壺・坏、土錘、磨石、敲石、菰編石である。土師器甕は長胴化し、口径

に最大径がある大型品（１～８）と小形甕（９）がある。土師器坏は大きく外稜を持ち屈曲しながら外反する口

縁（13 ～ 18）と外稜がない内弯口縁（20）に分けられる。時期：出遺物から６世紀末から７世紀初めに位置付

けられる。
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第 54 表　Ｈ -３号住居跡出土遺物観察表①

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

21.3
－

(32.3)

口縁部～
胴部 5/6

外：にぶい橙 5YR6/4
内：橙 5YR6/6

大粒のチャー
ト、片岩

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ

カマド左袖構築
材

2
土師器
甕

口径
底径
器高

（21.0）
4.3
35.1

口縁部～
胴部 2/5

外：橙 5YR6/6
内：にぶい橙 5YR6/4

大粒の片岩、
砂岩、石英

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ、底部ヨ
　　コのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコナデ

カマド周辺

3
土師器
甕

口径
底径
器高

20.8
－

(15.3)

口縁部～
胴部 1/2

外：橙 7.5YR6/6
内：橙 7.5YR6/6

大粒の石英・
片岩・
チャート

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラケズリ

床直

4
土師器
甕

口径
底径
器高

21.1
－

（15.3）

口縁部～
胴部 1/3

外：にぶい赤褐 5YR5/4
内：にぶい赤褐 5YR5/4

大粒の石英・
片岩・チャー
ト

良好 外：口縁部指頭押圧後にヨコナデ、胴部タテのヘラケ
　　ズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

床直

5
土師器
甕

口径
底径
器高

18.5
－

（13.5）

口縁部～
胴部 1/3

外：にぶい赤褐 5YR5/3
内：にぶい赤褐 5YR5/3

大粒の片岩・
チャート

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコヘラナデ

カマド左袖周辺

6
土師器
甕

口径
底径
器高

19.0
8.8
26.9

口縁部～
底部 2/3

外：にぶい赤褐 5YR5/3
内：にぶい赤褐 5YR5/3

大粒の片岩・
石英、チャー
ト

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ

カマド内

7
土師器
小形甕

口径
底径
器高

（14.9）
7.6
12.6

口縁部～
底部 2/3

外：にぶい橙 7.5YR6/4
内：灰黄 2.5YR7/2

片岩・チャー
ト・石英・鉄
分粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部ナナメのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ

カマド左袖周辺

8
土師器
甕

口径
底径
器高

（20.2）
－

(11.0)

口縁部～
胴部 1/5

外：明赤褐 5YR5/6
内：明赤褐 5YR5/6

大粒のチャー
ト・片岩、鉄
分粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ナナメのヘラナデ

カマド右袖周辺

9
土師器
甕

口径
底径
器高

（18.5）
－

(11.0)

口縁部～
胴部 1/6

外：橙 7.5YR6/6
内：橙 7.5YR6/6

大粒の片岩、
石英

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

P3 周辺

10
土師器
台付甕

口径
底径
器高

－
10.3
(5.0)

脚部 外：にぶい赤褐 5YR3/4
内：にぶい赤褐 5YR3/4

大粒の石英・
片岩

普通 外：タテのヘラケズリ、裾部ヨコナデ
内：ヘラナデ

床直

11
土師器
台付甕

口径
底径
器高

－
11.4
8.0

底部～脚
部破片

外：赤褐 2.5YR4/6
内：赤褐 2.5YR4/6

大粒の凝灰岩、
片岩、チャー
ト

普通 外：タテのヘラケズリ
内：底部ヨコナデ・脚部ヨコナデ

北東隅床直

12
土師器
広口壺

口径
底径
器高

9.1
－
8.7

完形 外：橙 5YR7/6
内：橙 5YR7/6

精選されてい
る、チャート、
鉄分粒

普通 外：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ

カマド右側

13
土師器
坏

口径
底径
器高

14.0
－
4.7

完形 外：橙 5YR6/6
内：橙 5YR6/6

精選されてい
る、鉄分粒

普通 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヘラナデ

床直

14
土師器
坏

口径
底径
器高

11.7
－
4.2

2/3 外：橙 5YR7/6
内：橙 5YR7/6

精選されてい
る、チャート、
鉄分粒

普通 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

P3 北側

15
土師器
坏

口径
底径
器高

(13.4)
－
4.2

口縁部～
体部 2/3

外：橙 5YR6/6
内：橙 5YR6/6

精選されてい
る、鉄分粒

普通 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヘラナデ

カマド左側

16
土師器
坏

口径
底径
器高

11.2
－
3.6

完形 外：橙 2.5YR6/8
内：橙 2.5YR6/8

精選されてい
る、チャート、
凝灰岩、鉄分粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヘラナデ

床直

17
土師器
坏

口径
底径
器高

（13.0）
－
4.9

口縁部～
体部 1/2

外：橙 5YR6/6
内：にぶい黄橙　　
　　10YR7/4

石英、チャー
ト、鉄分粒、
絹雲母

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

旧カマド内

18
土師器
坏

口径
底径
器高

（11.3）
－
3.7

口縁部～
体部 1/3

外：橙 5YR6/6
内：橙 5YR6/6

石英、片岩、
鉄分粒

普通 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

覆土

19
土師器
坏

口径
底径
器高

（11.8）
－
3.2

口縁部～
体部破片

外：橙 5YR7/6
内：褐灰 10YR4/1

石英、片岩 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヨコナデ

覆土

20
土師器
坏

口径
底径
器高

（12.2）
－
4.2

口縁部～
体部破片

外：にぶい橙 7.5YR6/4
内：にぶい褐 7.5YR6/3

鉄分粒、凝灰
岩

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

P2 周辺

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

21
土製品
土錘

長さ㎝
径㎝
重さg

（5.4）
1.45☓ 1.1
7.37

ほぼ完形 色調：明黄褐 10YR6/6　　胎土：片岩、チャート、鉄分粒
焼成：良好　　成整形の特徴：手捏ね

南東隅床直

22
土製品
土錘

長さ㎝
径㎝
重さg

（4.3）
1.2× 1.1
5.28

ほぼ完形 色調：にぶい黄褐 10YR5/4　　胎土：石英、凝灰岩、鉄分粒
焼成：良好　　成整形の特徴：手捏ね、ヘラナデ

攪乱

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

23 磨石

長さ15.2㎝、幅14.2㎝、厚さ7.2㎝
重さ2411.07g

完形 安山岩 形態：円形　　特徴：片面磨石 南壁際中央床直

24
菰編石

長さ15.2㎝、幅6.5㎝、厚さ2.5㎝
重さ336.70g

完形 片岩 形態：楕円形 北東隅床直

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

25 菰編石

長さ14.5㎝、幅6.3㎝、厚さ2.9㎝
重さ499.67g

完形 片岩 形態：楕円形 P4 周辺

26 菰編石

長さ14.5㎝、幅5.9㎝、厚さ4.0㎝
重さ503.29g

完形 片岩 形態：棒状 南東隅床直

27 菰編石

長さ14.8㎝、幅6.5㎝、厚さ2.7㎝
重さ471.68g

完形 片岩 形態：楕円形 P4 南側床直

28 敲・砥石

長さ14.8㎝、幅6.2㎝、厚さ3.0㎝
重さ483.26g

完形

片岩

形態：楕円形　　特徴：両面に擦痕、片側面敲打痕 南壁際床直

29 敲石

長さ14.0㎝、幅7.2㎝、厚さ2.7㎝
重さ408.38g

完形 片岩 形態：楕円形　　特徴：両側面敲打痕 P4 南側床直

30 菰編石

長さ13.9㎝、幅7.5㎝、厚さ3.4㎝
重さ517.86g

完形 片岩 形態：不正形 P4 東側床直

31 菰編石

長さ14.5㎝、幅7.1㎝、厚さ3.9㎝
重さ686.71g

完形 片岩 形態：楕円形 P4 南側床直

32 菰編石

長さ15.3㎝、幅6.2㎝、厚さ4.1㎝
重さ682.32g

完形 片岩 形態：楕円形 P4 南側床直

33 菰編石

長さ12.9㎝、幅5.6㎝、厚さ3.3㎝
重さ457.36g

完形 片岩 形態：楕円形 北東隅床直

34 菰編石

長さ14.5㎝、幅6.3㎝、厚さ3.6㎝
重さ507.11g

完形 片岩 形態：楕円形 南東隅付近床直

35 菰編石

長さ13.8㎝、幅4.3㎝、厚さ3.6㎝
重さ398.70g

完形 片岩 形態：棒状 中央床直

36 菰編石

長さ15.2㎝、幅5.4㎝、厚さ4.3㎝
重さ573.83g

完形 片岩 形態：棒状 カマド南側床直

37 菰編石

長さ（12.0）㎝、幅7.3㎝、厚さ3.7㎝
重さ(505.45g)

端部欠損 4/5 片岩 形態：楕円形 P1 西側床直

38 菰編石

長さ14.1㎝、幅5.8㎝、厚さ3.7㎝
重さ451.12g

完形 片岩 形態：棒状 P4 西側床直

39 菰編石

長さ12.5㎝、幅5.2㎝、厚さ2.9㎝
重さ344.39g

完形 片岩 形態：棒状 P3 北側床直

40 菰編石

長さ15.1㎝、幅7.8㎝、厚さ3.3㎝
重さ517.67g

完形 片岩 形態：楕円形 P3 北側床直

41 菰編石

長さ13.0㎝、幅5.7㎝、厚さ3.1㎝
重さ384.86g

完形 片岩 形態：楕円形 P4 西側床直

42 菰編石

長さ（13.3）㎝、幅5.2㎝、厚さ3.4㎝
重さ(344.86g)

両端欠損 4/5 片岩 形態：楕円形 P2 北側床直

43 菰編石

長さ13.0㎝、幅4.8㎝、厚さ2.6㎝
重さ239.49g

完形 片岩 形態：楕円形 P1 北側床直

44 菰編石

長さ11.6㎝、幅6.4㎝、厚さ4.2㎝
重さ457.38g

完形 片岩 形態：楕円形　　特徴：片面砥石？　 中央床直

第 55 表　Ｈ -３号住居跡出土遺物観察表②
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Ｈ-５号住居跡・遺物出土状況図

Ｈ-５　土層説明
１．暗褐色土　締まり強い、粘性弱い、ロームブロックφ1～2㎝、小礫多量。
２．褐 色 土　締まり強い、粘性弱い、ローム粒子・ロームブロックφ1～3㎝中量。
３．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子多量。
４．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。
５．黄褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。
６．黄褐色土　締まり弱い、粘性ややあり、ロームブロックφ2～10㎝多量、黒褐色土少量、貼床。

Ｈ -５号住居跡（第 135・136 図、第 56 表、PL.20・73・76・77）

位置：２区。De-49･50、Df-49･50 グリッド。平面形態：方形。重複：Ｈ－４号住居に住居南・西壁の一部を切

られ、Ｄ－ 86 号土坑を切る。規模：長軸 <3.6> ｍ、短軸 <3.06> ｍ、面積（9.67）㎡。主軸方位：Ｎ－ 7°－Ｗ。

深度：0.56 ｍ。柱穴：南壁側から主柱穴２本が確認されている。Ｐ１は長軸 0.3 ｍ、短軸 0.28 ｍ、深さ 0.48 ｍ。

Ｐ２は長軸 0.3 ｍ、短軸 0.25 ｍ、深さ 0.43 ｍである。壁周溝：なし。貯蔵穴・土坑：確認されていない。床面

の状態：概ね平坦である。埋没状況：覆土は５層に分層され、自然埋没と考えられる。掘り方：住居中央を窪め

てロームブロックを主体に敷きこむ。出土遺物：遺物はＰ 1から南東隅にかけて分布している。遺物の組成は土

師器甕・坏、須恵器甕・羽釜・埦、菰編石である。実測できたのは土師器甕（１）のみである。時期：出土遺物

が少ないため時期不明。備考：住居北側は調査区外。

第 136 図　Ｈ -５号住居跡遺物実測図

第 135 図　Ｈ -５号住居跡遺構図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ -６号住居跡（第 137・138 図、第 57 表、PL.20・73・77 ～ 79）

位置：２区。Dg-49･50、Dh-49･50 グリッド。平面形態：不明。重複：Ｍ－１号溝に住居北壁の一部、Ｄ－ 29 号

土坑に東壁の一部を切られる。規模：長軸 <4.46> ｍ、短軸 <1.58> ｍ、面積 <4.9> ｍ。主軸方位：不明。深度：

0.7 ｍ。柱穴：Ｐ１が確認されている。規模は長軸 0.53 ｍ、短軸 <0.32> ｍ、深さ 0.74 ｍ。壁周溝：幅 0.1 ｍ、

深さ 0.1 ｍの溝が巡る。貯蔵穴・土坑：確認されていない。床面の状態：東方向に傾斜している。埋没状況：覆

土は７層に分層される。１～３層にＡ s- Ｂ軽石を含む。３層に特徴があり、ロームブロックや黒褐色土が東方

向から互層に入るため、人為的に埋め戻された可能性が高いとみられる。出土遺物：遺物はＰ１から北壁に集中

する。遺物組成は土師器甕・甑・坏、菰編石（敲石）である。長胴化した土師器甕（１～３）がある。時期：出

土遺物の特徴から７世紀前半に位置付けられる。備考：住居南側の大半が調査区外。

第 56 表　Ｈ -５号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

－
(7.0)
(3.0)

底部破片 外：にぶい黄橙 10YR6/4
内：灰黄 2.5Y6/2

チャート、石
英、凝灰岩

普通 外：タテのヘラケズリ、底部：ヘラケズリ
内：ヨコナデ

覆土

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

2 菰編石
長さ25.8㎝、幅8.7㎝、厚さ3.4㎝
重さ1222.63g

完形 片岩 形態：棒状 覆土

3 菰編石
長さ25.5㎝、幅6.7㎝、厚さ3.3㎝
重さ853.60g

完形 片岩 形態：棒状 覆土

4 菰編石
長さ18.0㎝、幅6.0㎝、厚さ3.5㎝
重さ603.31g

完形 片岩 形態：棒状 覆土

5 菰編石
長さ17.4㎝、幅5.9㎝、厚さ3.1㎝
重さ573.47g

完形 片岩 形態：棒状 南壁周辺床直

6 菰編石
長さ17.5㎝、幅6.6㎝、厚さ3.1㎝
重さ587.55g

完形 片岩 形態：棒状 南壁周辺床直

7 菰編石
長さ16.2㎝、幅6.5㎝、厚さ2.9㎝
重さ373.04g

完形 片岩 形態：棒状 南東隅床直

8 菰編石
長さ16.2㎝、幅5.9㎝、厚さ3.0㎝
重さ440.51g

完形 片岩 形態：棒状 掘り方

9 菰編石
長さ16.4㎝、幅6.4㎝、厚さ3.0㎝
重さ391.29g

完形 片岩 形態：棒状 掘り方

10 菰編石
長さ15.0㎝、幅5.8㎝、厚さ2.4㎝
重さ341.67g

完形 片岩 形態：棒状 掘り方

11 菰編石
長さ14.2㎝、幅6.6㎝、厚さ3.2㎝
重さ449.56g

完形 片岩 形態：棒状 P1 東側床直

12 菰編石
長さ14.6㎝、幅5.4㎝、厚さ3.0㎝
重さ376.22g

完形 緑色岩 形態：棒状 南東隅床直

13 菰編石
長さ14.6㎝、幅5.4㎝、厚さ3.0㎝
重さ376.22g

完形 片岩 形態：棒状 掘り方

14 菰編石
長さ14.0㎝、幅5.5㎝、厚さ4.2㎝
重さ551.73g

完形 片岩 形態：棒状 南東隅床直

15 菰編石
長さ8.2㎝、幅6.0㎝、厚さ2.1㎝
重さ248.50g

完形 片岩 形態：楕円形 南東隅床直

16 菰編石
長さ12.4㎝、幅5.5㎝、厚さ3.2㎝
重さ386.90g

完形 片岩 形態：楕円形 掘り方

17 菰編石
長さ（9.5）㎝、幅5.1㎝、厚さ2.3㎝
重さ(161.73g)

1/2 片岩 形態：棒状 南壁周辺床直

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-６号住居跡・遺物出土状況図

Ｐ１　土層説明
１．褐 色 土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子多量。
２．黄褐色土　締まり弱い、粘性弱い、ローム粒子中量。
３．黄褐色土　締まり弱い、粘性弱い、ローム粒子多量。
４．黄褐色土　締まり弱い、粘性弱い、ロームブロックφ1～2㎝中量。

Ｈ-６　土層説明
１．黄褐色土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子少量、Ａs-Ｂ軽石少量。
２．黄褐色土　締まりあり、粘性弱い、Ａs-Ｂ軽石微量、焼土粒子・ローム粒子中量量。
３．褐 色 土　締まりあり、粘性あり、ローム粒子・ロームブロックφ1～3㎝・Ａs-Ｂ軽石が互層。
４．褐 色 土　締まりあり、粘性あり、ローム粒子主体。
５．褐 色 土　締まりあり、粘性あり、ローム粒子多量、ロームブロックφ5～8㎝少量。
６．黒褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子少量。
７．黒褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。

第 137 図　Ｈ -６号住居跡遺構図

第 57 表　Ｈ -６号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

18.8
7.4
37.5

口縁部～
底部 2/3

外：灰黄褐 10YR5/2
内：にぶい黄橙 10YR7/3

凝灰岩、片岩、
鉄分粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ、底部ヨコの
　　ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラナデ、底部ヨコのヘラナデ

北壁周辺床直

2
土師器
甕

口径
底径
器高

（20.6）
－

(35.4)

口縁部～
胴下部2/3

外：にぶい橙 5YR6/4
内：にぶい橙 5YR6/4

大粒の片岩・
石英、鉄分粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

北壁周辺床直

3
土師器
甕

口径
底径
器高

（21.8）
－

(24.0)

口縁部～
胴部 2/5

外：にぶい褐 5YR5/4
内：にぶい橙 5YR6/4

石英、チャー
ト、凝灰岩、
鉄分粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ・指ナデ

北壁周辺床直

4
土師器
甑

口径
底径
器高

（24.6）
－

(26.0)

口縁部～
胴下部1/3

外：橙 5YR6/6
内：明赤褐 5YR5/6

大粒の片岩・
石英・チャー
ト・鉄分粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部上位ヨコのヘラナデ、下位
　　タテのヘラナデ

北壁周辺床直

５
土師器
坏

口径
底径
器高

（11.9）
－

(3.1)

口縁部～
体部破片

外：にぶい橙 7.5YR7/4
内：にぶい橙 7.5YR7/4

精選されてい
る

普通 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコヘラナデ後にヨコナデ、体部ヘラナデ

覆土

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

6 菰編石
長さ13.4㎝、幅5.6㎝、厚さ1.5㎝
重さ184.83g

完形 片岩 形態：楕円形 P12 東側床直

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-７号住居跡・遺物出土状況図

Ｈ-７　土層説明
１．暗褐色土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子少量。
２．暗褐色土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子中量。
３．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。
４．黄橙色土　締まりあり、粘性弱い、ローム土主体。　　　

第 140 図　Ｈ -７号住居跡遺物実測図

Ｈ -７号住居跡（第 139・140 図、第 58 表、PL.20・78・79）

位置：２区。Di-54･55、Dj-54･55 グリッド。平面形態：正方形。重複：カクラン・Ｄ－ 37 号土坑に住居南壁の一部、

Ｐ－ 87 に住居北西隅を切られる。規模：長軸 2.7 ｍ、短軸 2.64 ｍ、面積 6.45 ㎡。主軸方位：Ｎ－ 6°－Ｗ。深度：

0.17 ｍ。柱穴：北西隅からＰ１が確認されている。規模は長軸 0.42 ｍ、短軸 0.33 ｍ、深さ 0.47 ｍ。壁周溝：

なし。貯蔵穴・土坑：確認されていない。床面の状態：概ね平坦である。埋没状況：覆土は４層に分層され、自

然埋没と考えられる。出土遺物：遺物の中心は菰編石（２～ 13）で住居の北側に分布する。遺物組成は土師器甕、

菰編石（敲石）である。時期：出土遺物が少ないため時期不明。

第 139 図　Ｈ -７号住居跡遺構図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ -８号住居跡（第 141 ～ 143 図、第 59・60 表、PL.21・79・80）

掘り方の土層断面から２枚の貼床面が検出され、カマドを共有していることから住居の拡張と判断した。新し

い住居を a号住居、旧住居をｂ号住居とした。

a 号住居

位置：２区。Df-51･52、Dg-51･52 グリッド。平面形態：正方形。重複：カクランにカマド煙道部、Ｄ－ 50 号土

坑に住居北側、Ｄ－ 42 号土坑に住居東側の一部を切られる。規模：長軸 4.6 ｍ、短軸 4.4 ｍ、面積（17.75）㎡。

主軸方位：Ｎ－ 90°－Ｅ。深度：0.25 ｍ。カマド：東壁中央に付設、全長 <0.57> ｍ、最大幅 0.88 ｍ、焚口部

幅 0.75 ｍ、燃焼部幅 0.4 ｍ、主軸方位はＮ－ 87°－Ｗ。カマドは貼床の上にローム土を主体に構築されている。

柱穴：主柱穴はＰ４～７である。Ｐ４は長軸 0.33 ｍ、短軸 0.32 ｍ、深さ 0.53 ｍ。Ｐ５は長軸 0.38 ｍ、短軸

第 58 表　Ｈ -７号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

－
－

(11.5)

胴部 1/8 外：明赤褐 5Y5/6
内：にぶい赤褐 5YR5/4

大粒のチャー
ト・石英・凝
灰岩

普通 外：タテのヘラケズリ
内：ナナメのヘラナデ

中央北側床直

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

2
敲石

長さ15.6㎝、幅6.9㎝、厚さ3.4㎝
重さ521.95g

完形 片岩 形態：楕円形　　特徴　両側面に敲打痕 中央北側床直

3 菰編石

長さ15.1㎝、幅6.5㎝、厚さ2.6㎝
重さ416.20g

完形 片岩 形態：楕円形 中央北側床直

4 菰編石

長さ13.9㎝、幅6.0㎝、厚さ3.5㎝
重さ541.41g

完形 片岩 形態：棒状 中央東側床直

5 菰編石

長さ15.6㎝、幅5.8㎝、厚さ2.5㎝
重さ372.99g

完形 片岩 形態：楕円形 中央北側床直

6 菰編石

長さ15.3㎝、幅5.3㎝、厚さ3.5㎝
重さ464.39g

完形 片岩 形態：楕円形 中央北側床直

7 菰編石

長さ14.6㎝、幅4.8㎝、厚さ4.0㎝
重さ437.88g

完形 片岩 形態：楕円形 北東隅床直

8 菰編石

長さ14.3㎝、幅6.1㎝、厚さ3.4㎝
重さ445.93g

完形 片岩 形態：楕円形 中央西側床直

9 菰編石

長さ13.7㎝、幅6.5㎝、厚さ2.6㎝
重さ368.12g

完形 片岩 形態：楕円形 中央東側床直

10 菰編石

長さ13.6㎝、幅5.7㎝、厚さ2.7㎝
重さ355.01g

完形 片岩 形態：棒状 中央北側床直

11 菰編石

長さ13.6㎝、幅5.7㎝、厚さ2.6㎝
重さ354.35g

完形 片岩 形態：楕円形 中央西側床直

12 菰編石

長さ14.7㎝、幅5.8㎝、厚さ3.0㎝
重さ404.95g

完形 緑色岩 形態：楕円形 中央南側床直

13 菰編石

長さ14.4㎝、幅7.4㎝、厚さ1.5㎝
重さ288.25g

完形 片岩 形態：楕円形 中央西側床直

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-８a号住居跡カマド

Ｈ-８a・ｂ　土層説明
１．黒褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ロームブロックφ1～2㎝少量。
２．黄褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子多量。
３．褐 色 土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子少量。
４．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。
５．黄褐色土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子多量。
６．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ロームブロックφ1～2㎝多量、Ｈ－８a号住居の貼床。
７．暗褐色土　締まりやや弱い、粘性やや弱い、ロームブロックφ1～2㎝・黒褐色土中量。
８. 黄褐色土　締まり強く、粘性あり、ロームブロックφ3～10㎝・黒褐色土多量、Ｈ－８b号住居の貼床。
９. 黄褐色土　締まりややあり、粘性やや弱い、ロームブロックφ1～3㎝多量、黒褐色土少量。
10. 褐 色 土　締まりややあり、粘性やや弱い、ロームブロックφ1～4㎝多量、黒褐色土少量。
11. 黄褐色土　締まりやや弱い、粘性ややあり、ロームブロックφ2～10㎝・黒褐色中量。

Ｄ-１　土層説明
１．黒褐色土　締まり弱い、粘性ややあり、ローム粒子少量。

Ｐ９　土層説明
１．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ロームブロックφ0.5～5㎝・黒褐色土中量。
２．黄褐色土　締まりやや弱い、粘性ややあり、ロームブロックφ1～5㎝多量、黒褐色土少量。

カマド　土層説明
①．黄褐色土　締まりあり、粘性弱い、ロームブロックφ1～2㎝中量。
②．赤褐色土　締まりあり、粘性なし、ロームブロック、焼土多量。
③．黄橙色土　締まり強い、粘性あり、ローム土主体、カマド構築材。

第 142 図　Ｈ -８号住居跡遺構図②

0.28 ｍ、深さ 0.42 ｍ。Ｐ６は長軸 0.32 ｍ、短軸 0.28 ｍ、深さ 0.45 ｍ。Ｐ７は長軸 0.37 ｍ、短軸 0.3 ｍ、深

さ 0.6 ｍ。拡張に伴う補助柱穴としてＰ３・８があげられる。Ｐ３は長軸 0.4 ｍ、短軸 0.32 ｍ、深さ 0.38 ｍ。

Ｐ８は長軸 0.28 ｍ、短軸 0.28 ｍ、深さ 0.41 ｍ。壁周溝：なし。貯蔵穴・土坑：貯蔵穴はＰ１で、規模は長軸

0.4 ｍ、短軸 0.32 ｍ、深さ 0.87 ｍ。土坑は２基確認されている。Ｄ１は長軸 0.76 ｍ、短軸 0.7 ｍ、深さ 0.3 ｍ。

Ｄ２は長軸 0.4 ｍ、短軸 0.32 ｍ、深さ 0.87 ｍ。床面の状態：概ね平坦で全面に貼床。埋没状況 :覆土は５層に

分層され、自然埋没と考えられる。掘り方：ロームブロック主体の６層が貼床面となる。出土遺物：遺物は住居

東側に分布している。遺物組成は土師器甕・坏、菰編石である。土師器坏は外稜持つ口縁部（２～４）と外稜が

ない口縁部（５）に分けられる。時期：出土遺物の特徴から 6 世紀末から７世紀初めに位置付けられる。備考： 

住居北側は調査区外。Ｈ－８b号住居の北側を拡張する。

b 号住居

平面形態：正方形。規模：長軸 3.9 ｍ、短軸 3.8 ｍ、面積 <14.05> ㎡。柱穴：主柱穴は８a 号住居と同じＰ４～

７である。そのほかＰ９が確認された。Ｐ９は長軸 0.44 ｍ、短軸 0.28 ｍ、深さ 0.45 ｍ。壁周溝：なし。貯蔵

穴・土坑：楕円形または不正形の土坑が 4基確認されている。Ｄ３は長軸 1.38 ｍ、短軸 1.18 ｍ、深さ 0.44 ｍ。

Ｄ４は長軸 1.06 ｍ、短軸 <0.72> ｍ、深さ 0.35 ｍ。Ｄ５は長軸 0.6 ｍ、短軸 0.44 ｍ、深さ 0.27 ｍ。Ｄ６は長

軸 0.98 ｍ、短軸 0.58 ｍ、深さ 0.34 ｍ。床面の状態：概ね平坦で、西側は８層の貼床。掘り方：住居中央を深

く掘り下げローム土と黒褐色土を敷き込む（７～ 11 層）。出土遺物：なし。備考：住居北側は調査区外。

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 59 表　Ｈ -８a号住居跡出土遺物観察表①

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

（19.8）
－

(7.8)

口縁部 外：にぶい褐 7.5YR6/3
内：にぶい褐 7.5YR6/3

大粒の片岩・
石英・チャー
ト

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

南西隅周辺床直

2
土師器
坏

口径
底径
器高

（12.9）
－
5.4

口縁部～
体部 2/3

外：にぶい赤褐 5YR4/3
内：にぶい赤褐 5YR4/3

チャート、凝
灰岩、鉄分粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

中央西壁寄り床
直

3
土師器
坏

口径
底径
器高

（12.0）
－
4.4

口縁部～
体部 1/3

外：にぶい赤褐 5YR5/4
内：にぶい赤褐 5YR5/4

チャート、凝
灰岩

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

南西隅周辺床直

4
土師器
坏

口径
底径
器高

（13.0）
－
3.6

口縁部～
体部 1/4

外：にぶい褐 7.5YR6/3
内：にぶい褐 7.5YR6/3

凝灰岩、鉄分
粒

普通 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

中央西壁寄り床
直

5
土師器
坏

口径
底径
器高

（13.6）
－
4.5

口縁部～
体部 2/3

外：明赤褐 5YR5/6
内：明赤褐 5YR5/6

凝灰岩、骨針 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ後に放射状の暗文

P2 東側

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ -９号住居跡（第 144・145 図、第 61・62 表、PL.22・80）

位置：２区。Di-58･59、Dj-58･59 グリッド。平面形態：方形。重複：カクランに住居東壁の一部、Ｄ－ 44 号土

坑に住居内を切られる。規模：長軸 <4.2> ｍ、短軸 <2.9> ｍ、面積（8.54）㎡。主軸方位：Ｎ－ 14°－Ｅ。深

度：0.45 ｍ。柱穴：３基確認されている。Ｐ１は長軸 0.35 ｍ、短軸 0.3 ｍ、深さｍ。Ｐ２は長軸 0.44 ｍ、短

軸 0.38 ｍ、深さｍ。Ｐ３は長軸 <0.32> ｍ、短軸 0.43 ｍ、深さ 0.3 ｍで上層に焼土の堆積がみられた。壁周溝：

幅 0.13 ｍ、深さ 0.1 ｍの溝が巡る。貯蔵穴・土坑：床下から３基の土抗が確認されている。Ｄ１は長軸 <1.15>

ｍ、短軸 <0.52> ｍ、深さ 0.26 ｍ。Ｄ２は長軸 <1.32> ｍ、短軸 <0.82> ｍ、深さ 0.22 ｍ。Ｄ３は長軸 <1.2> ｍ、

短軸 <0.86> ｍ、深さ 0.26 ｍ。床面の状態：概ね平坦で貼床。埋没状況：覆土は８層に分層され、自然埋没と考

えられる。掘り方：ロームブロックと黒褐色土を敷きこむ。出土遺物：遺物は全体に分布している。遺物組成は

土師器甕・坏、菰編石である。胴部に最大径を持つ土師器甕（１）、口径に最大径を持つ長胴化した土師器甕（２・３）、

外反口縁の土師器坏（４）と住居掘り方から出土している坏（６）がある。時期：出土遺物の特徴から６世紀末

～７世紀初めに位置付けられる。備考：住居北側は調査区外。

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

6 菰編石

長さ19.2㎝、幅6.5㎝、厚さ2.9㎝
重さ569.57g

完形 片岩 形態：棒状 カマド内

7 菰編石

長さ（17.3）㎝、幅6.5㎝、厚さ2.3㎝
重さ397.33g

完形 片岩 形態：楕円形 北西隅床直

8 菰編石

長さ16.5㎝、幅6.0㎝、厚さ2.7㎝
重さ458.89g

完形 片岩 形態：棒状 D1 内

9 敲石

長さ15.7㎝、幅7.2㎝、厚さ2.4㎝
重さ470.77g

完形 緑色岩 形態：楕円形　　特徴：片側面に敲打痕 中央床直

10 菰編石

長さ（11.9）㎝、幅7.1㎝、厚さ2.6㎝
重さ(351.09g)

1/2 片岩 形態：楕円形 北壁周辺床直

11 菰編石

長さ12.5㎝、幅5.0㎝、厚さ1.9㎝
重さ200.43g

完形 片岩 形態：楕円形 北西隅

12 菰編石

長さ11.8㎝、幅5.0㎝、厚さ2.4㎝
重さ226.14g

完形 片岩 形態：楕円形 中央西壁周辺床
直

13 菰編石

長さ11.3㎝、幅4.4㎝、厚さ2.4㎝
重さ173.18g

完形 片岩 形態：棒状 南西隅周辺床直

14 菰編石

長さ9.8㎝、幅5.0㎝、厚さ2.6㎝
重さ195.34g

完形 片岩 形態：楕円形 南西隅周辺床直

15 菰編石

長さ（14.0）㎝、幅（6.0）㎝、厚さ2.0㎝
重さ279.31g

完形 片岩 形態：楕円形 中央西壁周辺床
直

第 60 表　Ｈ -８a号住居跡出土遺物観察表②

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-９号住居跡・遺物出土状況図

Ｄ-44

カクラン

Ｄ-44

カクラン

Ｄ-44

Ｈ-９号住居跡掘り方

Ｈ-９　土層説明
１．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子多量。
２．暗褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子少量。
３．黄褐色土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子中量。
４．褐 色 土　締まりあり、粘性弱い。
５．黄褐色土　締まり強い、粘性ややあり、ローム粒子・焼土粒子中量。
６．褐 色 土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子少量。
７．黄褐色土　締まり弱い、粘性弱い、ローム粒子中量。
８. 黄褐色土　締まり弱い、粘性あり、ローム粒子多量。

第 144 図　Ｈ -９号住居跡遺構図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 145 図　Ｈ -９号住居跡遺物実測図

第 61 表　Ｈ -９号住居跡出土遺物観察表①

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

（17.4）
－

(11.4)

口縁部～
胴部 1/6

外：にぶい赤褐 5YR4/4
内：明赤褐 5YR5/8

大粒の片岩、
チャート、石
英

普通 外：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコナデ

中央南側床直

2
土師器
甕

口径
底径
器高

（24.2）
－

(10.2)

口縁部～
胴部破片

外：にぶい褐 7.5YR6/3
内：にぶい褐 7.5YR6/3

大粒のチャー
ト・石英

普通 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

中央南側床直

3
土師器
甕

口径
底径
器高

（19.4）
－

(8.4)

口縁部～
胴部破片

外：にぶい黄橙 10YR6/4
内：にぶい黄橙 10YR6/4

大粒のチャー
ト・石英

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ

覆土

4
土師器
坏

口径
底径
器高

13.6
－
4.1

口縁部～
体部 2/3

外：にぶい黄褐 10YR5/3
内：にぶい橙 5YR6/4

精選されてい
る、石英

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヨコナデ

南壁際床直

5
土師器
坏

口径
底径
器高

（13.4）
－

(3.5)

口縁部～
体部破片

外：橙 7.5YR6/6
内：橙 7.5YR6/6

鉄分粒多量 普通 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部～体部ヨコナデ

南壁際床直

6
土師器
坏

口径
底径
器高

（11.7）
－

(4.0)

口縁部～
体部 1/6

外：橙 5YR7/6
内：橙 5YR6/6

精選されてい
る、鉄分粒

普通 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

掘り方

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

7 菰編石
長さ18.3㎝、幅6.8㎝、厚さ2.5㎝
重さ600.93g

完形 片岩 形態：楕円形 中央南側床直

8 菰編石
長さ18.1㎝、幅6.9㎝、厚さ2.1㎝
重さ433.89g

完形 片岩 形態：楕円形 南壁中央葺際床
直

9 菰編石
長さ16.7㎝、幅7.5㎝、厚さ3.9㎝
重さ718.11g

完形 片岩 形態：楕円形 中央南側床直

10 菰編石
長さ18.3㎝、幅7.1㎝、厚さ2.9㎝
重さ571.19g

完形 片岩 形態：楕円形 西壁際床直

11 菰編石
長さ16.5㎝、幅6.0㎝、厚さ2.5㎝
重さ357.14g

完形 片岩 形態：楕円形 中央南側床直

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ -10 号住居跡（第 146・147 図、第 63 表、PL.22・78・81）

位置：２区。Dm-59･60、Dn-60 グリッド。平面形態：正方形。重複：カクランに住居北壁及びカマド、南壁の一

部が切られる。規模：長軸 4.04 ｍ、短軸 <3.96> ｍ、面積（12.33）㎡。主軸方位：Ｎ－ 46°－Ｅ。深度：0.47

ｍ。カマド：カクランにより消失しているが、床面にカマドの燃焼部と考えられる赤化した箇所があることから、

北壁中央に付設されていたと考えられる。柱穴：カマド推定箇所の南からＰ１が確認されている。規模は長軸

0.24 ｍ、短軸 0.18 ｍ、深さ 0.44 ｍ。床下からＰ２が確認されている。規模は長軸 0.26 ｍ、短軸 0.2 ｍ、深さ

0.24 ｍ。壁周溝：なし。貯蔵穴・土坑：床下から３基の土坑が確認されている。Ｄ１は長軸 0.54 ｍ、短軸 0.48 ｍ、

深さ 0.32 ｍ。Ｄ２は長軸 0.73 ｍ、短軸 <0.62> ｍ、深さ 0.23 ｍ。Ｄ３は長軸 0.72 ｍ、短軸 0.55 ｍ、深さ 0.3 ｍ。

床面の状態：概ね平坦で貼床。埋没状況：覆土は４層に分層され、自然埋没と考えられる。掘り方：ロームブロ

ックと黒褐色土を敷き込んでいる。出土遺物：遺物組成は土師器甕・坏、菰編石である。長胴化した土師器甕（１・

２）がある。時期：出土遺物の特徴から６世紀末～７世紀初めに位置付けられる。備考：住居南側は調査区外。

第 146 図　Ｈ -10 号住居跡遺物実測図

第 62 表　Ｈ -９号住居跡出土遺物観察表②

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

12 菰編石
長さ16.6㎝、幅7.1㎝、厚さ3.7㎝
重さ612.56g

完形 片岩 形態：楕円形 中央南側床直

13 菰編石
長さ14.7㎝、幅6.5㎝、厚さ3.2㎝
重さ469.31g

完形 片岩 形態：楕円形 中央南側床直

14 菰編石
長さ（12.8）㎝、幅6.4㎝、厚さ3.0㎝
重さ(358.91g)

1/2 片岩 形態：棒状　 中央南側床直

15 菰編石
長さ14.7㎝、幅5.2㎝、厚さ3.4㎝
重さ437.75g

完形 片岩 形態：楕円形 西壁中央床直

16 菰編石
長さ（9.4）㎝、幅5.2㎝、厚さ3.2㎝
重さ(170.09g)

1/3 片岩 形態：楕円形 覆土

17 菰編石
長さ8.1㎝、幅4.1㎝、厚さ1.5㎝
重さ87.14g

完形 片岩 形態：楕円形 南西隅周辺床直

18 菰編石
長さ9.0㎝、幅3.5㎝、厚さ2.6㎝
重さ119.59g

完形 片岩 形態：楕円形 中央南側床直

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-10　土層説明
１．黒褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子微量。
２．黒褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。
３．褐 色 土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子中量。
４．褐 色 土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子多量。

第 147 図　Ｈ -10 号住居跡遺構図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-11　土層説明
１．暗褐色土　締まりあり、粘性あり、ローム粒子少量。
２．暗褐色土　締まりあり、粘性あり、ローム粒子微量。
３．黄褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ロームブロックφ1～3㎝中量。
４．暗褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子少量。
５．暗褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。
６．黄褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ロームブロックφ1～3㎝主体量。
７．褐 色 土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子中量。
８. 黄褐色土　締まりあり、粘性弱い、ローム土主体。

Ｈ-11号住居跡・遺物出土状況図

Ｈ -11 号住居跡（第 148・149 図、第 64 表、PL.22・78・81）

位置：２区。Dh-56･57、Di-56･57 グリッド。平面形態：方形。重複：カクランに住居北壁を切られる。規模：

長軸 <3.0> ｍ、短軸 <2.44> ｍ、面積（3.69）㎡。主軸方位：Ｎ－ 64°－Ｅ。深度：0.5 ｍ。柱穴：確認されて

いない。壁周溝：幅 0.2 ｍ、深さ 0.1 ｍの溝が巡る。貯蔵穴・土坑：確認されていない。床面の状態：概ね平坦

である。埋没状況：覆土は８層に分層され、自然埋没と考えられる。出土遺物：遺物は住居中央に分布する。遺

物組成は土師器甕・坏、菰編石である。口縁部がやや屈曲しながら外反する土師器坏（１）がある。時期：出土

遺物から６世紀後半に位置付けられる。備考：住居北側の大半は調査区外。

第 148 図　Ｈ -11 号住居跡遺構図

第 63 表　Ｈ -10 号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

（21.0）
－

(11.6)

口縁部～
胴部 1/6

外：にぶい橙 7.5YR6/4
内：にぶい褐 7.5YR5/4

大粒の片岩・
石英・チャー
ト、凝灰岩

良好 外：口縁部指頭押圧後にヨコナデ、胴部タテのヘラケ
　　ズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ナナメのヨコナデ

南西隅周辺

2
土師器
甕

口径
底径
器高

（18.8）
－

(15.0)

口縁部～
胴部 1/8

外：にぶい褐 7.5YR5/3
内：褐 7.5YR4/4

大粒の片岩・
石英

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部ナナメのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ナナメのヨコナデ輪積痕あ
り

覆土

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

3 菰編石
長さ15.4㎝、幅6.1㎝、厚さ2.9㎝
重さ453.38g

完形 緑色片岩 形態：楕円形 中央西側床直

4 菰編石
長さ12.0㎝、幅4.9㎝、厚さ2.9㎝
重さ273.14g

完形 緑色片岩 形態：楕円形 覆土

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 149 図　Ｈ -11 号住居跡遺物実測図

Ｈ -12 号住居跡（第 150 ～ 155 図、第 65・66 表、PL.22 ～ 24・81 ～ 83）

位置：１区、Ec･d･e-59･60 グリッド。平面形態：正方形。重複：Ｄ－ 70 号土坑に住居中央を切られる。規模：

長軸 6.69 ｍ、短軸 6.3 ｍ、面積（39.61）㎡。主軸方位：Ｎ－ 7°－Ｗ。深度：0.5 ｍ。カマド：北壁に付設、

全長 1.32 ｍ、最大幅 1.36 ｍ、燃焼部長 1.04 ｍ、煙道部長 0.28 ｍ、焚口部幅 0.52 ｍ、燃焼部幅 0.4 ｍ、煙道

立ち上がり角 40°、主軸方位Ｎ－ 14°－Ｗ。左袖の芯材に甕３・４、焚口の天井に甕１・２を連結して使用。

柱穴：主柱穴はＰ２～５である。Ｐ２は長軸 0.41 ｍ、短軸 0.38 ｍ、深さ 0.8 ｍ。Ｐ３は長軸 0.48 ｍ、短軸

0.46 ｍ、深さ 1.07 ｍ。Ｐ４は長軸 0.5 ｍ、短軸 0.42 ｍ、深さ 0.82 ｍ。Ｐ５は長軸 0.44 ｍ、短軸 0.32 ｍ、深

さ 0.76 ｍ。そのほか壁際から柱穴が２基確認されている。Ｐ１はカマドの西側に位置し、規模は長軸 0.38 ｍ、

短軸 0.37 ｍ、深さ 0.81 ｍ。Ｐ７は南壁中央に位置し、規模は長軸 0.46 ｍ、短軸 0.34 ｍ、深さ 0.63 ｍ。壁周溝：

幅 0.2 ｍ、深さ 0.1 ｍの溝が全周。貯蔵穴・土坑：貯蔵穴はＰ６で、規模は長軸 0.34 ｍ、短軸 0.32 ｍ、深さ

0.85 ｍ。床下から多数の柱穴、楕円形または不正形の土坑が確認されている。Ｄ１は長軸 1.05 ｍ、短軸 0.75 ｍ、

深さ 0.33 ｍ。Ｄ２は長軸 <0.58> ｍ、短軸 0.4 ｍ、深さ 0.15 ｍ。Ｄ３は長軸 0.73 ｍ、短軸 0.52 ｍ、深さ 0.33 ｍ。

Ｄ４は長軸 0.86 ｍ、短軸 0.72 ｍ、深さ 0.27 ｍ。Ｄ５は長軸 0.85 ｍ、短軸 0.82 ｍ、深さ 0.16 ｍ。Ｄ６は長軸

1.08 ｍ、短軸 0.85 ｍ、深さ 0.39 ｍ。Ｄ７は長軸 0.92 ｍ、短軸 0.85 ｍ、深さ 0.14 ｍ。Ｄ８は長軸 1.0 ｍ、短

軸 0.94 ｍ、深さ 0.36 ｍ。Ｄ９は長軸 0.94 ｍ、短軸 <0.6> ｍ、深さ 0.18 ｍ。Ｄ 10 は長軸 <0.56> ｍ、短軸 0.58 ｍ、

深さ 0.14 ｍ。Ｄ 11 は長軸 0.58 ｍ、短軸 <0.48> ｍ、深さ 0.11 ｍ。Ｄ 12 は長軸 0.64 ｍ、短軸 <0.58> ｍ、深さ

0.3 ｍ。床面の状態：概ね平坦で全体に貼床。埋没状況：覆土は 12 層に分層され１層にＡ s- Ｂ軽石を含む。自

然埋没と考えられる。掘り方：住居中央を残し、環状に土坑群を掘り下げ、ローム土・黒褐色土を敷きこむ。出

土遺物：遺物はカマド周辺・貯蔵穴Ｐ６、Ｐ５に集中している。高坏（11）は主柱穴であるＰ６内に転落した状

態で出土している。菰編石はＰ３から住居南東隅にまとまっていた。遺物組成は土師器甕・台付甕・坏・高坏、

須恵器甕・高坏・蓋・坏、菰編石である。口径に最大径を持つ長胴化した土師器甕（１～４）、台付甕（５）、小

型の甑（６）のほか、長脚の土師器高坏（11）、外稜を持つ土師器坏（７～ 10）、須恵器坏身（12）がある。時期：

第 64 表　Ｈ -11 号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
坏

口径
底径
器高

（12.0）
－

(4.4)

口縁部～
体部破片

外：橙 5YR6/6
内：黒褐 10YR3/1

精選されてい
る、チャート

普通 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部～体部ヨコナデ

南壁中央際床直

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

2 菰編石
長さ12.6㎝、幅5.5㎝、厚さ2.4㎝
重さ298.71g

完形 緑色岩 形態：長方形 覆土

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 150 図　Ｈ -12 号住居跡遺構図①

0

1/60

2m

108.00ｍ

Ｄ Ｄ′

108.00ｍ

Ｃ Ｃ′

Ｂ
Ｂ′

Ａ

Ａ
′

Ｄ

Ｄ
′

Ｃ

Ｃ
′

Ｅ

Ｅ
′

Ｉ Ｉ′

Ｆ

Ｆ′

Ｇ
Ｇ′

Ｈ Ｈ′

Ｊ

Ｊ′

Ａ

10
8
.
0
0
ｍ

Ａ
′

Ｂ

108.10ｍ

Ｂ′

2

Ⅰ 5

8
9

7

6

1
2

98
23

ⅠⅠ
3

911

1
0

3
3

カ
ク
ラ
ン

カクラン

1

Ⅰ

1
2
1
1

3

4

12 12

Ｐ３

Ｐ２ Ｐ４ Ｐ１

Ｐ５ Ｐ６

Ｐ
７

Ｐ４

Ｐ２

Ｐ７

Ｐ３

Ｐ６

Ｐ５

Ｐ１

Ｈ-12号住居跡

Ｄ-70

Ｄ-70
Ｄ
-
7
0

Ｆ

焼土範囲

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 178 -

第 151 図　Ｈ -12 号住居跡遺構図②

出土遺物の特徴から６世紀末に位置付けられる。備考：住居西壁の一部調査区外。掘り方の調査により、Ｐ２・

３に間仕切り溝が付設されることがわかった。
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Ｈ-12号住居跡カマド

Ｈ-12カマド　土層説明
１．暗褐色土　締まりやや弱い、粘性ややあり、ロームブロックφ0.5～3㎝・焼土φ0.5～2㎝中量。
２．黄褐色土　締まりややあり、粘性ややあり、ロームブロックφ0.5～3㎝多量、焼土φ0.5～3㎝・炭化物φ1㎝少量。
３．黄褐色土　締まりやや弱い、粘性やや弱い、ロームブロックφ0.5～3㎝多量、焼土φ1～2㎝少量。
４．赤褐色土　締まりやや弱い、粘性あり、焼土φ1～3㎝多量、ロームブロックφ0.5～2㎝・炭化物少量。
５．黒褐色土　締まりやや弱い、粘性やや弱い、灰・焼土φ0.5～1㎝多量。
６．赤褐色土　締まりやや弱い、粘性あり、焼土・炭化物多量、カマド構築材。
７．暗褐色土　締まり強い、粘性ややあり、ローム粒子少量、カマド構築材。
８. 黄橙色土　締まり強い、粘性ややあり、ローム土主体、カマド構築材。
９. 暗褐色土　締まり強い、粘性ややあり、ローム粒子少量、カマド構築材黄橙色土　締まり強い、粘性ややあり、ローム土主体、カマド構築材。
10. 黄橙色土　締まり強い、粘性ややあり、ローム土主体、カマド構築材 。
11. 黄橙色土　ローム土、カマド構築材。
12. 黄橙色土　締まり強い、粘性ややあり、ローム土主体、カマド構築材。
13. 暗褐色土　締まり強い、粘性あり、ロームブロック・黒褐色土主体。

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-12　土層説明
１．褐 色 土　締まり弱い、粘性やや弱い、Ａs-Ｂ軽石・ロームブロックφ0.5～1㎝少量。
２．暗褐色土　締まりややあり、粘性やや弱い、ロームブロックφ0.5～2㎝中量、焼土・炭化物微量。
３．黄褐色土　締まりあり、粘性弱い、ロームブロックφ0.5～4㎝多量、黒褐色土少量、焼土・炭化物微量。
４．褐 色 土　締まりやや弱い、粘性弱い、ローム粒子中量、ロームブロックφ0.5～1㎝・焼土φ0.5～1㎝少量、炭化物微量。
５．黄褐色土　締まり弱い、粘性弱い、ロームブロックφ0.5～10㎝・焼土φ0.5～5㎝多量、黒褐色土少量、炭化物微量。
６．褐 色 土　締まりややあり、粘性やや弱い、ロームブロックφ0.5～3㎝中量、焼土φ0.5～1㎝・炭化物φ0.5～1㎝少量。
７．褐 色 土　締まりやや弱い、粘性ややあり、ロームブロックφ0.5～5㎝多量、焼土φ0.5～1㎝中量、黒褐色土少量。
８. 褐 色 土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子多量、ロームブロックφ0.5～15㎝中量、焼土φ0.5～1㎝・炭化物φ1㎝少量。
９. 褐 色 土　締まりやや弱い、粘性あり、ロームブロックφ0.5～10㎝・ローム粒子・焼土φ0.5～1㎝中量、炭化物φ0.5㎝微量。 
10. 黄褐色土　締まりややあり、粘性ややあり、ロームブロックφ0.5～20㎝・黒褐色土多量、カマドの崩落土。
11. 暗褐色土　締まりやや弱い、粘性ややあり、ロームブロックφ0.5～5㎝、焼土・黒色土少量。
12. 黄褐色土　締まり弱い、粘性あり、ロームブロックφ0.5～10㎝中量、黒色土少量。

Ｐ１～Ｐ５　土層説明
１．褐色土　締まりやや弱い、粘性やや弱い、ロームブロックφ0.5～3㎝中量、焼土φ0.5～1㎝・灰少量。
２．黄褐色土　締まり弱い、粘性ややあり、ロームブロックφ0.5～3㎝・黒褐色土中量。
３．黄褐色土　締まり弱い、粘性あり、ロームブロックφ1～3㎝多量、黒褐色土微量、柱痕。
４．黄褐色土　締まりやや弱い、粘性ややあり、ロームブロックφ1～5㎝多量、黒褐色土微量。
５．黄褐色土　締まりやや弱い、粘性やや弱い、ローム土主体。

第 152 図　Ｈ -12 号住居跡遺構図③
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第 154 図　Ｈ -12 号住居跡遺物実測図①

第 65 表　Ｈ -12 号住居跡出土遺物観察表①

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

22.3
5.4
36.4

ほぼ完形 外：にぶい赤褐 5YR5/4
内：にぶい赤褐 5YR5/4

大粒の片岩・
チャート多量

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部上位タテのヘラケズリ・下
　　位ナナメのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコナデ

カマド天井焚口
構築材

2
土師器
甕

口径
底径
器高

21.6
4.1
40.0

ほぼ完形 外：明赤褐 2.5YR5/6
内：にぶい赤褐 2.5YR5/4

大粒の片岩・
石英・チャー
ト

普通 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ、底部ヨ
コのヘラケズリ、輪積痕あり
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコナデ

カマド天井焚口
構築材

3
土師器
甕

口径
底径
器高

21.0
4.4
36.5

口縁部～
底部 4/5

外：橙 7.5YR6/6
内：橙 5YR6/6

大粒の片岩・
石英・鉄分粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ、下位に
　　炭化物の付着
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコナデ

カマド左袖構築
材

4
土師器
甕

口径
底径
器高

17.2
－
30.0

口縁部～
胴部 4/5

外：にぶい黄褐 10YR6/3
内：黒褐 10YR3/1

大粒のチャー
ト・片岩

良好 外：口縁部指頭押圧後にヨコナデ、胴部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴上部ヘラナデ、胴中～下位ヨ
　　コナデ、輪積痕あり

カマド左袖構築
材

5
土師器
台付甕

口径
底径
器高

（14.5）
－
15.0

口縁部～
脚部 3/4

外：にぶい赤褐 5YR5/3
内：灰褐 7.5YR5/2

大粒のチャー
ト・石英・片
岩

普通 外：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ、脚部ヘラケズ
　　リ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラナデ

カマド東側床直

6
土師器
甑

口径
底径
器高

12.3
2.1
5.8

完形 外：にぶい橙 5YR6/4
内：にぶい橙 5YR6/4

精選されてい
る、鉄分粒、
絹雲母

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ
孔：径 1.8 ㎝

D6 内

7
土師器
坏

口径
底径
器高

（13.0）
－

(4.5)

口縁部～
体部 1/5

外：にぶい橙 7.5YR7/4
内：にぶい橙 7.5YR7/4

精選されてい
る、チャート

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヨコナデ

掘り方

8
土師器
坏

口径
底径
器高

（13.2）
－

(4.5)

口縁部～
体部 1/2

外：橙 5YR7/6
内：橙 5YR6/6

精選されてい
る、チャート、
鉄分粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ

覆土

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 66 表　Ｈ -12 号住居跡出土遺物観察表②

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

9
土師器
坏

口径
底径
器高

（12.4）
－
4.5

口縁部～
体部 3/5

外：にぶい橙 7.5YR7/4
内：橙 2.5YR6/6

チャート、凝
灰岩

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ、部分的にヘラ
　　ミガキ
内：口縁部ヨコナデ、体部指頭圧痕、ヨコナデ

中央床直

10
土師器
坏

口径
底径
器高

（11.8）
－
4.3

完形 外：橙 2.5YR7/8
内：橙 2.5YR7/8

精選されてい
る。鉄分粒

普通・酸
化焔

外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部指頭押圧後にヨコナデ

P6 西側床直

11
土師器
高杯

口径
底径
器高

17.8
17.6
19.4

完形 外：にぶい橙 7.5YR6/4
内：にぶい橙 7.5YR6/4

チャート、鉄
分粒、絹雲母

良好 外：坏口縁部ヨコナデ・体部ヘラケズリ、脚柱状部タ
テのヘラケズリ・裾部ヨコナデ
内：坏部ヨコナデ、脚柱状部タテのヨコナデ主体・裾部ヨコ
　　ナデ

P5 内

12
須恵器
坏身

口径
底径
器高

（11.4）
－

(2.8)

口縁部～
体部破片

外：灰 5YR4/1
内：灰 5YR4/1

精選されてい
る

良好 ロクロ成形
外：口縁部回転ヨコナデ、底部回転ヘラナデ
内：回転ヨコナデ

覆土

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

13 菰編石
長さ17.6㎝、幅6.9㎝、厚さ4.6㎝
重さ882.22g

完形 片岩 形態：楕円形 P6 脇床直

14 菰編石
長さ16.6㎝、幅7.0㎝、厚さ4.7㎝
重さ753.07g

完形 片岩 形態：楕円形 P6 脇床直

15 菰編石
長さ13.1㎝、幅4.5㎝、厚さ2.5㎝
重さ344.85g

完形 片岩 形態：棒状 西壁中央際床直

16 菰編石
長さ13.2㎝、幅6.4㎝、厚さ3.1㎝
重さ462.51g

完形 緑色岩 形態：楕円形 西壁中央際床直

17 菰編石
長さ12.7㎝、幅7.2㎝、厚さ3.3㎝
重さ481.63g

完形 片岩 形態：長方形 西壁中央際床直

18 菰編石
長さ13.1㎝、幅5.9㎝、厚さ2.8㎝
重さ408.38g

完形 片岩 形態：楕円形 中央床直

19 菰編石
長さ13.8㎝、幅4.6㎝、厚さ4.4㎝
重さ517.4g

完形 片岩 形態：棒状 カマド西側床直

20 菰編石
長さ12.1㎝、幅5.8㎝、厚さ2.6㎝
重さ272.36g

完形 片岩 形態：楕円形 P3 脇床直

21 菰編石
長さ11.7㎝、幅6.7㎝、厚さ2.1㎝
重さ249.32g

完形 片岩 形態：楕円形 P3 際床直

22 菰編石
長さ10.9㎝、幅6.7㎝、厚さ2.6㎝
重さ276.96g

完形 片岩 形態：楕円形 P3 際床直

23 菰編石
長さ11.2㎝、幅5.5㎝、厚さ2.5㎝
重さ237.01g

完形 片岩 形態：棒状 南東隅床直

24 菰編石
長さ11.7㎝、幅5.9㎝、厚さ2.6㎝
重さ268.36g

完形 片岩 形態：棒状 P3 際床直

25 菰編石
長さ12.0㎝、幅4.0㎝、厚さ3.4㎝
重さ231.66g

完形 片岩 形態：棒状 南東隅床直

26 菰編石
長さ11.8㎝、幅5.4㎝、厚さ2.0㎝
重さ223.91g

完形 片岩 形態：楕円形 P3 際床直

27 菰編石
長さ11.6㎝、幅4.9㎝、厚さ2.2㎝
重さ201.20g

完形 片岩 形態：楕円形 南東隅床直

28 菰編石
長さ11.5㎝、幅5.0㎝、厚さ3.4㎝
重さ301.28g

完形 片岩 形態：楕円形 南東隅床直

29 菰編石
長さ11.9㎝、幅4.8㎝、厚さ2.3㎝
重さ231.76g

完形 緑色岩 形態：棒状 P7 内

30 菰編石
長さ11.4㎝、幅5.7㎝、厚さ2.5㎝
重さ148.12g

完形 片岩 形態：楕円形 P3 脇床直

31 菰編石
長さ11.5㎝、幅4.6㎝、厚さ2.8㎝
重さ219.98g

完形 片岩 形態：棒状 南東隅床直

32 菰編石
長さ12.3㎝、幅4.8㎝、厚さ2.4㎝
重さ232.19g

完形 片岩 形態：棒状 南東隅床直

33 菰編石
長さ12.2㎝、幅4.3㎝、厚さ3.1㎝
重さ258.17g

完形 片岩 形態：棒状 P3 脇床直

34 菰編石
長さ11.0㎝、幅4.6㎝、厚さ3.8㎝
重さ319.45g

完形 片岩 形態：棒状 南東隅床直

35 菰編石
長さ10.8㎝、幅4.6㎝、厚さ3.0㎝
重さ273.94g

完形 片岩 形態：楕円形 南東隅床直

36 菰編石
長さ10.9㎝、幅5.6㎝、厚さ2.7㎝
重さ257.83g

完形 片岩 形態：楕円形 南東隅床直

37 菰編石
長さ9.7㎝、幅5.2㎝、厚さ2.5㎝
重さ194.58g

完形 片岩 形態：楕円形 カマド右袖

38 菰編石
長さ9.7㎝、幅4.5㎝、厚さ3.2㎝
重さ187.76g

完形 片岩 形態：長方形 P7 内

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-13　土層説明
１．褐色土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子多量。
２．褐色土　締まりあり、粘性弱い、ロームブロックφ1～2㎝中量。
３．褐色土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子少量。
４．黒褐色土　締まりあり、粘性弱い、ロームブロックφ3～5㎝中量。
５．褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。

Ｐ-132

１

２

0

1/3

10cm

Ｈ -13 号住居跡（第 156・157 図、第 67 表、PL.25・78・84）

位置：１区。Do-62・Dp-62グリッド。平面形態：方形。重複：Ｐ－132に西壁の一部を切られる。規模：長軸3.94ｍ、

短軸 <1.6> ｍ、面積（4.74) ㎡。深度：0.37 ｍ。柱穴：住居北西隅からＰ１が確認されている。規模は長軸 0.33 ｍ、

短軸 0.3 ｍ、深さ 0.6 ｍ。壁周溝：幅 0.15 ｍ、深さ 0.05 ｍほどの溝が巡り、部分的に溝内に柱痕がみられる。

貯蔵穴・土坑：確認されていない。床面の状態：概ね平坦である。埋没状況：覆土は５層に分層され、自然埋没

と考えられる。出土遺物：遺物組成は土師器甕・坏、菰編石である。長胴化した土師器甕（１）と外反口縁の土

師器坏（２）がある。時期：出土遺物の特徴から７世紀前半に位置付けられる。

第 156 図　Ｈ -13 号住居跡遺構図

第 157 図　Ｈ -13 号住居跡遺物実測図

第 67 表　Ｈ -13 号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

（20.3）
－

(7.0)

口縁部～
胴上部破
片

外：にぶい橙 7.5YR5/4
内：にぶい赤褐 5YR5/4

凝灰岩、チャ
ート

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコナデ

南西隅床直

2
土師器
坏

口径
底径
器高

12.0
－
4.5

完形 外：橙 7.5YR7/6
内：橙 5YR6/6

精選されてい
る、鉄分粒

普通 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部磨滅磨のため不明

P1 北側床直

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

3
片岩
菰編石

長さ(15.1㎝)、幅6.7㎝、厚さ2.6㎝
重さ(372.98g)

両端欠損 3/4 片岩 形態：楕円形 南西隅床直

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-14号住居跡カマド
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カ
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第 158 図　Ｈ -14 号住居跡遺構図①
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Ｈ-14　土層説明
１．灰黄褐色土　締まり強い、粘性弱い、焼土粒子・ローム粒子多量、Ａs-Ｂ軽石中量。
２．暗褐色土　　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子中量。
３．褐 色 土　　締まりあり、粘性あり、ロームブロック・焼土塊中量。
４．褐 色 土　　締まりあり、粘性ややあり、焼土粒子・ローム粒子中量。
５．暗褐色土　　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子中量。
６．暗褐色土　　締まりあり、粘性あり、ローム粒子少量。
７．褐 色 土　　締まりあり、粘性ややあり、焼土粒子少量、ローム粒子多量。
８．褐 色 土　　締まりあり、粘性あり、ローム粒子多量。
９．暗褐色土　　締まり強い、粘性あり、焼土粒子中量、ローム粒子多量、貼床。

Ｈ-14カマド　土層説明
１．黄橙色土　締まり強い、粘性弱い、ローム土主体、天井部。
２．赤褐色土　締まりあり、粘性ややあり、焼土粒子・ローム粒子・灰中量。

Ｄ-１　土層説明
１．黄褐色土　締まりあり、粘性あり、ローム粒子多量。
２．褐 色 土　締まりあり、粘性あり、ローム粒子中量。
３．黄褐色土　締まりあり、粘性あり、ロームブロックφ1～2㎝多量。

第 159 図　Ｈ -14 号住居跡遺構図②

Ｈ -14 号住居跡（第 158・159 図、第 68 表、PL.25・78）

位置：１区。Dt-60･61、Du-60･61 グリッド。平面形態：正方形。重複：Ｔ－１号竪穴状遺構、Ｄ－ 66・81 号土

坑に住居西側を切られる。規模：長軸 4.59 ｍ、短軸 <3.51>、面積（13.8）㎡。主軸方位：Ｎ－ 29°－Ｅ。深度：

0.26 ｍ。カマド：北壁中央に付設、全長 0.82 ｍ、最大幅 <1.0> ｍ、燃焼部長 0.56 ｍ、煙道部長 0.26 ｍ、焚

口部幅 0.42 ｍ、燃焼部幅 0.37 ｍ、煙道立ち上がり角 49°、主軸方位Ｎ－ 27°－Ｅ。袖はローム掘り残しによ

る。柱穴：主柱穴２本が確認されている。Ｐ１は長軸 0.26 ｍ、短軸 0.25 ｍ、深さ 0.2 ｍ。Ｐ２は長軸 0.36 ｍ、

短軸 0.34 ｍ、深さ 0.21 ｍ。床下からは３基の柱穴が確認されている。Ｐ３は長軸 0.3 ｍ、短軸 0.28 ｍ、深さ

0.15 ｍ。Ｐ４は長軸 0.32 ｍ、短軸 0.3 ｍ、深さ 0.73 ｍ。Ｐ５は長軸 0.32 ｍ、短軸 0.3 ｍ、深さ 0.63 ｍ。壁周溝：

なし。貯蔵穴・土坑：床下から楕円形を呈する２基の土坑が確認されている。Ｄ１は長軸 0.74 ｍ、短軸 0.7 ｍ、

深さ 0.34 ｍ。Ｄ２は長軸 0.8 ｍ、短軸 0.68 ｍ、深さ 0.33 ｍ。床面の状態：概ね平坦で、住居南側に貼床がみ

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 186 - - 187 -

１

２

３

４

0

1/3

10cm

第 160 図　Ｈ -15 号住居跡遺物実測図

られる。埋没状況：覆土は９層に分層され、１層にＡ s- Ｂ軽石を含む。自然埋没と考えられる。掘り方：ロー

ム土を主体に敷き込んでいる。出土遺物：遺物はＰ２周辺に分布している。遺物組成は土師器甕・坏、須恵器甕、

菰編石である。時期：出土遺物が少ないため時期不明。備考：住居東側は調査区外。

Ｈ -15 号住居跡（第 160・161 図、第 69 表、PL.25・78・84）

位置：１区。Dx59･60、Dy-59･60 グリッド。平面形態：方形。重複：Ｄ－ 74 号土坑にカマド、Ｈ－ 16 号住居・

Ｄ―73 号土坑・カクランに住居南側を切られる。規模：長軸 3.96 ｍ、短軸 <3.2> ｍ、面積（9.17）㎡。主軸方

位：Ｎ－ 4°－Ｅ。深度：0.4 ｍ。カマド：東壁中央に付設、最大幅 <1.57> ｍ、主軸方位はＮ－ 77°－Ｗ。カ

マドの袖はローム掘り残しによる。柱穴：主柱穴が４本確認されている。Ｐ１は長軸 0.47 ｍ、短軸 0.38 ｍ、深

さ 0.73 ｍ。Ｐ２は長軸 0.41 ｍ、短軸 <0.24> ｍ、深さ 0.3 ｍ。Ｐ３は長軸 0.32 ｍ、短軸 0.3 ｍ、深さ 0.73 ｍ。

Ｐ４は長軸 0.32 ｍ、短軸 0.3 ｍ、深さ 0.73 ｍ。なお、Ｐ１・２では上層から中層にかけて礫が出土している。

床下からは３基の柱穴が確認さている。Ｐ５は長軸 <0.36> ｍ、短軸 0.3 ｍ、深さ 0.73 ｍ。Ｐ６は長軸 0.32 ｍ、

短軸 0.3 ｍ、深さ 0.73 ｍ。Ｐ７は長軸 0.32 ｍ、短軸 0.3 ｍ、深さ 0.73 ｍ。壁周溝：なし。貯蔵穴・土坑：確

認されていない。床面の状態：概ね平坦で貼床。埋没状況：覆土は４層に分層され、自然埋没と考えられる。掘

り方：ローム土を主体に敷き込んでいる。出土遺物：遺物はカマドから南側に多く分布している。遺物組成は土

師器甕・甑・坏、菰編石である。実測できた遺物は全てカマド周辺から出土している。土師器坏は外反口縁（２）・

内傾口縁（３）・屈曲して立ち上がる口縁（４）の種類がある。時期：出土遺物の特徴から６世紀後半に位置付

けられる。備考：住居西側は調査区外。

第 68 表　Ｈ -14 号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

1 菰編石
長さ13.7㎝、幅7.4㎝、厚さ4.3㎝
重さ671.83g

完形 緑色岩 形態：長方形 P2 東側床直

2 菰編石
長さ13.6㎝、幅6.1㎝、厚さ2.6㎝
重さ340.51g

完形 片岩 形態：楕円形 P2 北側床直

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-15号住居跡掘り方
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Ｈ-15　土層説明
１．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。
２．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子多量。
３．暗褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。
４．黄褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。
５．暗褐色土　締まりあり、粘性あり、ロームブロック主体、貼床。

第 161 図　Ｈ -15 号住居跡遺構図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ -16 号住居跡（第 162 ～ 164 図、第 70・71 表、PL.26・84・85）

　掘り方の土層断面から２枚の貼床面が検出され、カマドを共有していることから住居の拡張と判断した。新し

い住居を a号住居、旧住居をｂ号住居とした。

a 号住居

位置：１区。Dy-59･60、Ea-59･60、Eb-59 グリッド。平面形態：方形。重複：本住居がＨ－ 15 号住居を切り、

Ｄ－ 75 号土坑に住居東壁及びカマド、カクランに北壁の一部を切られる。規模：長軸 5.8 ｍ、短軸 <1.92> ｍ、

面積（8.94）㎡。深度：0.33 ｍ。カマド：東壁中央に付設、全長 <0.61> ｍ、最大幅 <1.48> ｍ、焚口部幅 0.65 ｍ、

燃焼部幅 0.53 ｍ、主軸方位Ｎ－ 70°－Ｗ。袖はローム掘り残しによる。柱穴：主柱穴はＰ３・４である。Ｐ３

は長軸 0.37 ｍ、短軸 0.28 ｍ、深さ 0.75 ｍ。Ｐ４は長軸 <0.35> ｍ、短軸 0.26 ｍ、深さ 0.59 ｍ。そのほかカマ

ドの両脇からＰ１・２、住居南東隅からＰ５が確認されている。それぞれの規模は、Ｐ１が長軸 0.28 ｍ、短軸

0.27 ｍ、深さ 0.2 ｍ。Ｐ２が長軸 0.28 ｍ、短軸 0.27 ｍ、深さ 0.5 ｍ。Ｐ５が長軸 0.2 ｍ、短軸 0.16 ｍ、深さ

0.66 ｍ。壁周溝：なし。貯蔵穴・土坑：確認されていない。床面の状態：概ね平坦で貼床。埋没状況：覆土は

６層に分層され、１層にＡ s- Ｂ軽石を含む。自然埋没と考えられる。掘り方：黒色土・ロームブロックを主体

とした７層が貼床面となる。出土遺物：遺物は全体に分布しているが、菰編石はＰ３周辺にまとまっている。遺

物組成は土師器甕・坏・手捏土器である。時期：出土遺物の特徴から６世紀末～７世紀初めに位置付けられる。

備考：住居西側の大半が調査区外。Ｈ－ 16b 号住居の南側を拡張する。

b 号住居

平面形態：方形。規模：長軸 <4.9> ｍ、短軸 <1.65> ｍ、面積 <7.22> ㎡。柱穴：Ｐ６・７が主柱穴である。Ｐ６

は長軸 <0.3> ｍ、短軸 <0.24> ｍ、深さ 0.5 ｍ。Ｐ７は長軸 <0.28> ｍ、短軸 <0.4> ｍ、深さ 0.35 ｍ。壁周溝：なし。

床面の状態：概ね平坦で北側は８層の貼床。掘り方：住居中央が高まるように周囲を掘り下げ、ローム土と黒褐

色土を敷き込む（９層）。

第 69 表　Ｈ -15 号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甑

口径
底径
器高

－
(10.4)
(16.6)

胴部～底
部 1/6

外：にぶい褐 7.5YR5/4
内：にぶい赤褐 5YR5/4

大粒の石英・
チャート、片
岩

良好 外：胴部タテのヘラナデ、底部ヨコのヘラケズリ
内：胴部～底部ナナメのヘラナデ

カマド周辺

2
土師器
坏

口径
底径
器高

12.4
－
4.8

完形 外：橙 7.5YR6/6
内：橙 7.5YR6/6

鉄分粒、凝灰
岩

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

カマド周辺床直

3
土師器
坏

口径
底径
器高

（12.6）
－
5.0

口縁部～
体部 1/2

外：にぶい橙 5YR6/4
内：にぶい赤褐 5YR5/4

チャート、鉄
分粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

カマド周辺床直

4
土師器
坏

口径
底径
器高

13.4
－
4.2

完形 外：にぶい黄橙 10YR6/3
内：にぶい黄橙 10YR6/3

大粒の片岩・
チャート・凝
灰岩

普通 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヨコナデ

カマド周辺床直

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

5 菰編石
長さ16.0㎝、幅6.3㎝、厚さ3.9㎝
重さ671.84g

完形 片岩 形態：楕円形 覆土

6 菰編石
長さ14.8㎝、幅5.8㎝、厚さ3.9㎝
重さ451.73g

完形 片岩 形態：楕円形 覆土

7 菰編石
長さ11.3㎝、幅5.3㎝、厚さ2.5㎝
重さ236.77g

完形 片岩 形態：楕円形 覆土

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-16aカマド　土層説明
①．灰黄褐色土　締まりあり、粘性あり、ロームブロック中量。
②．黄褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ロームブロック・焼土少量。
③．暗褐色土　締まりあり、粘性なし、焼土多量、炭化物少量。
④．黄褐色土　ローム土、カマド構築材。

第 162 図　Ｈ -16 号住居跡遺構図①

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 190 - - 191 -

１

２

３

0

1/3

10cm

0

1/60

2m

Ｄ-75

Ｐ６ Ｐ４Ｐ７

Ｂ

Ｂ
′

Ａ

Ａ′

Ｅ
Ｅ′

Ｈ-16b号住居跡掘り方

Ｈ-16a・b　土層説明
１a．褐 色 土　　締まりあり、粘性弱い、Ａs-Ｂ軽石・焼土粒子中量。
１b．暗褐色土　　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子・焼土粒子中量。
２a．灰黄褐色土　締まりあり、粘性あり、ローム粒子中量。
２b．褐 色 土　　締まり強い、粘性ややあり、ローム粒子中量。
３． 褐 色 土　　締まり強い、粘性ややあり、ローム粒子多量。
４． 褐 色 土　　締まり強い、粘性ややあり、ローム粒子少量。
５a．褐灰色土　　締まり強い、粘性弱い、Ａs-Ｂ軽石中量。
５b．灰黄褐色土　締まり強い、粘性弱い、ロームブロック・焼土ブロックφ1～３㎝中量。
５c．暗褐色土　　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子多量。
５d．灰黄褐色土　締まり強い、粘性あり、ロームブロックを中量。
６． 暗褐色土　　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子多量。
７． 暗褐色土　　締まり強い、粘性ややあり、黒色土主体、ロームブロックφ0.5～３㎝中量、Ｈ－1６a号住居の貼床。
８． 黄褐色土　　締まり強い、粘性強い、ロームブロック多量、Ｈ－1６b号住居の貼床。
９． 黄褐色土　　締まりあり、粘性あり、黒色土中量、ロームブロックφ0.5～4㎝多量。

Ｈ-16a・bＰ４　土層説明
１．暗褐色土　締まり弱い、粘性ややあり、ロームブロックφ0.5～4㎝多量、黒色土・焼土少量。
２．褐 色 土　締まり弱い、粘性やや弱い、ロームブロックφ0.5～10㎝・黒色土多量、焼土少量。
３．暗褐色土　締まりやや弱い、粘性ややあり、ロームブロックφ0.5～3㎝・黒色土多量、焼土少量。
４．暗褐色土　締まり弱い、粘性あり、ロームブロックφ0.5～4㎝・黒色土中量。

第 163 図　Ｈ -16 号住居跡遺構図②

第 164 図　Ｈ -16 号住居跡遺物実測図

第 70 表　Ｈ -16 号住居跡出土遺物観察表①

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

18.5
－

(8.7)

口縁部～
肩部 1/10

外：にぶい赤褐 5YR5/4
内：にぶい赤褐 5YR5/4

精選されてい
る、大粒の石
英

良好 外：口縁部ヨコナデ、肩部ヨコのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、肩部ヨコ・タテのヘラナデ

南東隅床直

2
内黒土器

坏

口径
底径
器高

13.7
－
4.1

口縁部～
体部 5/6

外：にぶい橙 7.5YR6/4
内：黒 7.5YR2/1

チャート、凝
灰岩、鉄分粒、
絹雲母

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部のヘラナデ

覆土

3
土師器
手捏

口径
底径
器高

7.1
4.1
5.3

口縁部～
底部 1/2

外：にぶい赤褐 5YR5/4
内：にぶい赤褐 5YR5/4

チャート、凝
灰岩

普通 外：指ナデ、指紋残る
内：指ナデ、指紋残る

カマド左脇

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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２.遺構外出土遺物

　時期の異なる竪穴住居跡、土坑、ピットへの混入品を遺構外出土遺物として扱った（第 165 図、第 72 表、

PL.85）。土師器では甕（1・2）・鉢（3）・坏（4）などがあり、7 世紀代が主体となる。その他に円筒埴輪（5）、

滑石製の臼玉（6・7）がある。

第 165 図　古墳時代遺構外遺物実測図

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

4 菰編石
長さ15.9㎝、幅8.3㎝、厚さ3.1㎝
重さ627.85g

完形 片岩 形態：楕円形 P3 内

5 菰編石
長さ16.5㎝、幅7.5㎝、厚さ2.6㎝
重さ517.81g

完形 片岩 形態：楕円形 カマド左脇

6 菰編石
長さ（15.7）㎝、幅（7.3）㎝、厚さ2.9㎝
重さ462.31g

端部・側面欠
損 4/5

片岩 形態：楕円形 P6 南側床直

7 菰編石
長さ16.8㎝、幅6.5㎝、厚さ3.6㎝
重さ636.55g

完形 片岩 形態：楕円形 南東隅床直

8 菰編石
長さ15.2㎝、幅6.3㎝、厚さ4.1㎝
重さ537.79g

完形 片岩 形態：楕円形 カマド左脇

9 菰編石
長さ15.0㎝、幅7.0㎝、厚さ4.2㎝
重さ642.84g

完形 片岩 形態：長方形 P3 内

10 菰編石
長さ15.7㎝、幅（5.4）㎝、厚さ2.9㎝
重さ406.59g

完形 片岩 形態：長方形 P3 内

11 菰編石
長さ15.5㎝、幅6.8㎝、厚さ2.6㎝
重さ534.81g

完形 緑色岩 形態：長方形 P3 内

12 菰編石
長さ（10.5）㎝、幅5.0㎝、厚さ3.6㎝
重さ270.17g

端部欠損 1/2 片岩 形態：棒状 P3 内

13 菰編石
長さ（11.8）㎝、幅（4.5）㎝、厚さ2.5㎝
重さ204.25g

側面欠損 4/5 片岩 形態：楕円形 P4 北側床直

14 菰編石
長さ12.1㎝、幅4.6㎝、厚さ3.7㎝
重さ337.49g

完形 片岩 形態：不定形 P3 東側床直

15 菰編石
長さ11.4㎝、幅4.9㎝、厚さ2.6㎝
重さ221.92g

完形 片岩 形態：楕円形 P3 内

16 菰編石
長さ11.8㎝、幅5.0㎝、厚さ3.2㎝
重さ273.51g

完形 片岩 形態：楕円形 南東隅床直

第 71 表　Ｈ -16 号住居跡出土遺物観察表②

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-２号住居跡

Ｈ-２　土層説明
１．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子少量。

Ｐ１　土層説明
１．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ロームブロック少量。

Ｈ-２カマド　土層説明
１．灰黄褐色土　締まりあり、粘性弱い、焼土ブロックφ1～2㎝、ローム粒子中量。
２．褐 色 土　　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子中量、炭化物粒子少量。

第６節　奈良時代以降

１.竪穴住居跡

Ｈ -２号住居跡（第 166 図、第 73 表、PL.27・88）

位置：２区。Cw-30･31、Cx-30 グリッド。平面形態：正方形。重複：カクランに住居北・西壁を切られる。規模：

長軸 2.74 ｍ、短軸 2.7 ｍ、面積 <6.71> ㎡。主軸方位：Ｎ－ 18°－Ｗ。深度：<0.1> ｍ。カマド：東南隅に付設、

全長 <0.4> ｍ、最大幅 0.67 ｍ、燃焼部長 <0.4> ｍ、焚口部幅 0.38 ｍ、燃焼部幅 0.26 ｍ、煙道立ち上がり角 32

第 166 図　Ｈ -２号住居跡遺構図

°、主軸方位：Ｎ－ 35°－Ｗ。柱穴：住居

中央から東側にＰ１が確認された。規模は長

軸 0.4 ｍ、短軸 0.35 ｍ、深さ 0.78 ｍ。壁周

溝：確認されなかった。貯蔵穴・土坑：確認

されていない。床面の状態：概ね平坦である。

埋没状況：カクランにより覆土が著しく削平

されており不明。出土遺物：遺物組成は土師

器甕・坏、菰編石である。時期：出土遺物が

少ないため時期不明。備考：住居北側は調査

区外。

第 72 表　古墳時代遺構外出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

（21.6）
－
－

口縁部～
胴部 1/2

外：にぶい褐 7.5YR5/4
内：褐 7.5YR4/3

大粒のチャー
ト、石英

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

P-73 出土

2
土師器
甕

口径
底径
器高

（18.6）
－
－

口縁部～
胴部 1/4
残存

外：にぶい褐 7.5YR5/4
内：にぶい褐 7.5YR5/4

大粒の片岩、
チャート

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

P-138 出土

3
土師器
鉢

口径
底径
器高

（14.7）
－
－

口縁部～
胴部 1/4
残存

外：にぶい褐 7.5YR5/4
内：橙 7.5YR6/6

チャート 良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのナデとナナメのヘラ
ケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコとナナメのヘラナデ

P-24 出土

4
土師器
坏

口径
底径
器高

（13.0）
－
－

口縁部～
体部破片

外：橙 2.5YR6/8
内：橙 2.5YR6/8

精良、白色粒 良好 外：摩滅
内：摩滅

P-24 出土

5 円筒埴輪
口径
底径
器高

－
－
－

基部破片 外：にぶい赤褐 5YR4/4
内：にぶい赤褐 5YR5/4

片岩、チャー
ト

良好 外：タテのハケメ
内：ヨコとナナメのナデ

D-42 出土

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

6 臼玉
径1.30㎝、厚さ0.35㎝、孔径0.25㎝
重さ0.69g

一部欠け 滑石 側面に研磨痕 D-77 出土

7 臼玉
径1.50㎝、厚さ0.95㎝、孔径0.25㎝
重さ3.11g

一部欠け 滑石 側面に研磨痕 J-3 出土

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ-４号住居跡・遺物出土状況図

Ｈ-４号住居跡掘り方（床下土坑）

炉

炉

Ｈ-４　土層説明
１．暗褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。
２．暗褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ロームブロックφ1～2㎝・焼土
　　粒子中量。
３．暗褐色土　締まりあり、粘性ややあり、ロームブロックφ1～2㎝多量。
４．黄褐色土　締まりあり、粘性弱い、ローム粒子多量。

Ｐ１　土層説明
１．黒褐色土　締まりあり、粘性弱い、焼土ブロック中量。

Ｄ２・３　土層説明
１. 褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子中量。　
２．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ロームブロックφ1～2㎝少量。
３．褐 色 土　締まりあり、粘性ややあり、ローム粒子多量。

焼土範囲

第 167 図　Ｈ -４号住居跡遺構図

Ｈ -４号住居跡（第 167 ～ 169 図、第 74 表、PL.27・87・88）

位置：２区。Df-49 グリッド。平面形態：方形。重複：Ｈ－５号住居跡を切る。Ｄ -28 号土坑・Ｍ－ 1号溝に住居西・

南壁の一部を切られる。規模：長軸 3.6 ｍ、短軸 3.22 ｍ。面積 <9.74> ｍ。主軸方位：Ｎ－ 88°－Ｗ。深度：

0.3 ｍ。カマド：東壁中央に付設、全長 <0.52> ｍ、最大幅 <1.34> ｍ、燃焼部長 <0.52> ｍ、焚口部幅 <1.0> ｍ、

第 73 表　Ｈ -２号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

1 菰編石
長さ13.1㎝、幅5.6㎝、厚さ4.0㎝
重さ482.50g

完形 片岩 形態：棒状 覆土

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 194 - - 195 -

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

0

1/3

10cm

第 168 図　Ｈ -４号住居跡遺物実測図①
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第 169 図　Ｈ -４号住居跡遺物実測図②

燃焼部幅 0.5 ｍ、主軸方位Ｎ－ 87°－Ｅ。袖はローム堀り残しで、右袖先端に礫を構築材として使用している。

炉：住居中央から南側で確認されている。平面は楕円形を呈し、長軸 <0.5> ｍ、短軸 0.45 ｍ、深さ 0･05 ｍである。

柱穴：カマドの西側からＰ１が確認されている。規模は長軸 0.35 ｍ、短軸 0.3 ｍ、深さ 0.2 ｍ。壁周溝：確認

されなかった。貯蔵穴・土坑：床下から楕円形を呈した土坑が３基確認されている。Ｄ－１は長軸 0.62 ｍ、短

軸 <0.47> ｍ、深さ 0.14 ｍ。Ｄ－２は長軸 0.7 ｍ、短軸 <0.63> ｍ、深さ 0.38 ｍ。Ｄ－３は長軸 0.94 ｍ、短軸

0.67 ｍ、深さ 0.46 ｍ。床面の状態：概ね平坦である。埋没状況：覆土は４層に分層され、自然埋没と考えられる。

出土遺物：遺物はカマドから南壁にかけて分

布し、カマド内から須恵器羽釜（２・６）、炉

内からも須恵器羽釜（３・４）が出土している。

遺物組成は土師器甕・高台付埦（内黒）、須恵

器甕・羽釜・埦・高台付埦、灰釉陶器（高台

付埦）、粘土塊である。内傾口縁の羽釜（２～５）

が中心で、ロクロ成形の土師質土器と言える

内黒の高台付埦（８）がある。時期：出土遺

物の特徴から 10 世紀中頃に位置付けられる。

第 74 表　Ｈ -４号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
須恵器
甕

口径
底径
器高

（13.0）
－

(5.6)

口縁部～
破片

外：にぶい褐 7.5YR6/3
内：にぶい褐 7.5YR6/3

チャート、凝
灰岩

瓦器質 ロクロ整形
外：回転ヨコナデ
内：回転ヨコナデ

覆土

2
須恵器
羽釜

口径
底径
器高

（21.2）
－

(14.9)

口縁部～
体部 1/6

外：灰白 2.5Y7/1
内：灰白 2.5Y8/2

大粒のチャー
ト多い

瓦器質 ロクロ成形
外：回転ヨコナデ、下位にヘラケズリ
内：回転ヨコナデ

カマド焚口部

3
須恵器
羽釜

口径
底径
器高

（23.0）
－

(7.9)

口縁部～
体部破片

外：にぶい黄橙 10YR7/3
内：にぶい黄橙 10YR7/3

大粒の片岩・
チャート、鉄
分粒

瓦器質 ロクロ成形
外：回転ヨコナデ
内：回転ヨコナデ

炉内

4
須恵器
羽釜

口径
底径
器高

（23.0）
－

(8.1)

口縁部～
体部破片

外：灰白 10YR8/2
内：灰黄 2.5YR7/2

チャート、凝
灰岩

瓦器質 ロクロ成形
外：回転ヨコナデ
内：回転ヨコナデ

炉内

5
須恵器
羽釜

口径
底径
器高

（23.0）
－

(5.0)

口縁部～
体部破片

外：にぶい黄橙 10YR7/4
内：にぶい黄褐 10YR5/4

片岩、チャー
ト

瓦器質 ロクロ成形
外：回転ヨコナデ
内：回転ヨコナデ

P1 内

6
須恵器
羽釜

口径
底径
器高

（18.5）
－

(7.5)

口縁部～
体部破片

外：にぶい橙 7.5YR7/4
内：にぶい橙 10YR7/4

凝灰岩、片岩 瓦器質 ロクロ成形
外：回転ヨコナデ
内：回転ヨコナデ

カマド内

7
須恵器
羽釜

口径
底径
器高

－
(9.2)
－

体部破片 外：橙 5YR6/6
内：橙 5YR6/6

凝灰岩、チャ
ート

酸化焔気
味

ロクロ成形
外：回転ヨコナデ
内：回転ヨコナデ

D2 北側床直

8
内黒土器
高台付埦

口径
底径
器高

（14.0）
－
5.0

口縁部～
底部 1/3

外：にぶい橙 7.5YR6/4
内：黒 N2/

凝灰岩、鉄分
粒

酸化焔気
味

ロクロ成形
外：体部回転ヨコナデ、底部ヘラケズリ後に高台貼付
内：丁寧なヘラミガキ

炉内

9
須恵器
埦

口径
底径
器高

（13.4）
7.0
4.5

口縁部～
底部 4/5

外：黄灰 2.5Y6/1
内：黄灰 2.5Y6/1

凝灰岩多量 瓦器質 ロクロ成形
外：体部回転ヨコナデ、底部回転糸切り
内：回転ヨコナデ

カマド内

10
須恵器
高台付埦

口径
底径
器高

（12.5）
4.7
5.3

口縁部～
底部 1/5

外：黄灰 2.5Y6/1
内：黄灰 2.5Y6/1

凝灰岩 瓦器質気
味

ロクロ成形
外：体部回転ヨコナデ、底部回転糸切り後に高台貼付
内：回転ヨコナデ

カマド内

11
須恵器
埦

口径
底径
器高

（14.0）
－

(5.3)

口縁部～
体部破片

外：にぶい橙 7.5YR6/4
内：にぶい褐 7.5YR6/3

チャート、石
英、凝灰岩

酸化焔気
味

ロクロ成形
外：回転ヨコナデ
内：回転ヨコナデ

覆土

12
灰釉陶器
高台付埦

口径
底径
器高

（16.6）
(8.8)
5.3

口縁部～
底部 1/2

外：灰白 2.5Y7/1
内：黄灰 2.5Y6/1
釉：浅黄 2.5Y7/3

精選されてい
る

良好 ロクロ成形、施釉は　漬け掛け
外：回転ヨコナデ、底部回転ヘラケズリ後に高台貼付内：
回転ヨコナデ口縁部の内外に施釉

D3 内

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

13
石製品
砥石

長さ（15.8）㎝、幅(13.1)㎝、厚さ7.6㎝
重さ(2,094.03g)

破片 ひん岩 形態：不明　　特徴：両面に擦痕 カマド南側床直

14 菰編石
長さ（8.2）㎝、幅(4.7)㎝、厚さ(2.6)㎝
重さ(130.78g)

1/2 片岩 形態：楕円形 覆土

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｈ -19 号住居跡（第 170・171 図、第 75 表、PL.26・87・88）

位置：２区。Db-33･34 グリッド。平面形態：方形。規模：長軸 <2.68>、短軸 <1.55> ｍ、面積（2.45）㎡。主軸方位：

不明。深度：0.42 ｍ。カマド：東壁に付設、調査区域外のため不明。柱穴：確認されていない。壁周溝：なし。

貯蔵穴・土坑：確認されていない。床面の状態：概ね平坦である。埋没状況：覆土は５層に分層され、自然埋没

と考えられる。出土遺物：遺物組成は土師器甕・坏、須恵器甕・坏・高台付坏（埦）、菰編石である。須恵器坏（１）・

高台付坏（２）の底部は回転糸切りである。時期：出土遺物から９世紀代と考えられる。備考：住居南側の大半

が調査区外。

第 170 図　Ｈ -19 号住居跡遺構図

第 171 図　Ｈ -19 号住居跡遺物実測図
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Ｈ-19号住居跡・遺物出土状況図
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Ｈ-19　土層説明
１．黒褐色土　　締まりやや強い、粘性なし、褐色土ブロックφ2～4㎝多量、小石φ2㎜少量。
２．暗褐色土　　締まり弱い、粘性なし、褐色土ブロックφ2～3㎝多量、ローム粒子やや多量。
３．黒褐色土　　締まり弱い、粘性なし、褐色土ブロックφ2～3㎝多量、ローム粒子少量。
４．黒褐色土　　締まり弱い、粘性なし、褐色土ブロックφ2～3㎝多量、ローム粒子少量。
５．灰黄褐色土　締まり弱い、粘性なし、ローム粒子少量。

第 75 表　Ｈ -19 号住居跡出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
須恵器
坏

口径
底径
器高

－
(6.1)
(1.6)

底部破片 外：灰白 7.5YR7/1
内：灰白 7.5YR7/1

石英・片岩 普通 ロクロ成形
外：体部回転横ヨコナデ、底部回転の糸切り後に周縁に
　　ヘラナデ
内：体部回転ヨコナデ

覆土

2
須恵器
高台付坏

口径
底径
器高

（6.7）
(4.1)
(1.6)

底部破片 外：灰白 8/0
内：灰白 8/0

石英 普通 ロクロ成形
外：回転ヨコナデ、底部回転糸切後に高台貼付
内：体部回転ヨコナデ

覆土

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

3 菰編石
長さ16.8㎝、幅7.6㎝、厚さ2.6㎝
重さ6.45g

完形 片岩 形態：楕円形 北東隅床直

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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２.掘立柱建物跡

Ｂ -１号掘立柱建物跡（第 172 図）

位置：Db-38・39、Dc-38・39 グリッド。平面形態：2× 2間の総柱建物で、やや歪みがある。重複：なし。規模：

南北 3.44 ｍ、東西 3.87 ｍで、面積は 13.31 ㎡である。主軸方位：Ｎ -15° -Ｗ。柱穴：カクランにより 1基を欠き、

8 基を検出した（Ｐ -27・28・30・31・36・43・141・150）。柱穴の規模は第 76 ～ 79 表を参照。深さは 28 ～ 58

㎝を測る。柱間距離は 1.64 ～ 1.95 ｍである。遺物：なし。時期：出土遺物がなく時期を特定できないが、西に

位置する平安時代のＨ -19 号住居跡と方位が揃うため、平安時代の可能性を指摘できる。

第 172 図　Ｂ -１号掘立柱建物跡遺構図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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３.柵・ピット

１号柵（第 173 図）

位置：Ea-59、Eb-59、Ec-59 グリッド。平面形態：南北に 6 基の柱穴が並ぶ（Ｐ -121・124 ～ 128）。中央

部の柱間に距離があり、その部分で開口していたか、横にあるＰ -122 を伴って一続きになるかの可能性がある。

重複：なし。規模：総長 6.76 ｍ。主軸方位：Ｎ -17° - Ｅ。柱穴：柱穴の規模は第 78 表を参照。深さは 19 ～

23 ㎝を測る。柱間距離は 94 ～ 99 ㎝である。遺構埋没状態：遺構検出の際にＰ -121 が As-A を含むことが確認

されている。遺物：なし。時期：出土遺物はないが、As-A を含む柱穴があることから近世の可能性が高い。

２号柵（第 173 図）

位置：Ea-59、Eb-59 グリッド。平面形態：南北に 3 基の柱穴が並ぶ（Ｐ -120・129、Ｈ -16 のＰ１）。重複：

Ｈ -16 号住居跡を切る。Ｄ -75 号土坑との新旧不明。規模：総長 2.86 ｍ。主軸方位：Ｎ -17° - Ｅ。柱穴：柱

穴の規模は第 78 表を参照。深さは 14 ～ 29 ㎝を測る。柱間距離は 1.40 ｍである。遺構埋没状態：遺構検出の際

にＰ -120 が As-A を含むことが確認されている。遺物：なし。時期：出土遺物はないが、As-A を含む柱穴があ

ることから近世の可能性が高い。備考：１号柵と同時期の可能性がある。

第 173 図　１号柵・２号柵遺構図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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ピット（第 85 ～ 95 図、第76～79表）

　ピットは 171 基を検出したが、時期決定が難しいため、便宜的に一括して取り扱い、下記の一覧表に示した。

第 76 表　ピット一覧表①

ピット
番号

位置 
（グリッド）

形状
長径 
（㎝）

短径 
（㎝）

深さ 
（㎝）

切り合い 出土遺物 備考

P-1 Cx-27 楕円形 49 36 63

P-2 Cw-26 楕円形 39 32 38

P-3 Cw-26 楕円形 35 30 74

P-4 Cv-25 円形 28 25 89

P-5 Cw-26 楕円形 34 27 39

P-6 Cw-27 楕円形 35 29 31

P-7
Cw-26                   
Cw-27

楕円形 55 44 29

P-8 Cv-26 楕円形 45 37 78

P-9 Cv-27 不整形 40 34 68

P-10 Cx-28 楕円形 55 41 51

P-11 Cw-28 楕円形 27 20 38 P-142 と重複

P-12 Cw-27 楕円形 37 30 32

P-13 Cv-27 不整形 28 27 26

P-14 Cw-27 円形 37 34 34

P-15 Cw-27 楕円形 28 24 24

P-16 Cv-27 楕円形 30 24 51

P-17 Cw-31 楕円形 35 28 26

P-18 欠

P-19 Da-32 円形ヵ 53 <28> 30

P-20 Da-33 楕円形 54 45 30

P-21
Cx-32     
Cy-32

円形 75 70 82

P-22
Cx-31
Cy-31

円形 34 32 22

P-23
Cy-31   
Cy-32

楕円形 35 30 63

P-24
Da-35
Da-36

円形ヵ 61 <37> 7 H-3 と重複 土師器坏・甕

P-25 Cy-36 楕円形 40 33 31 土師器甕

P-26 Dc-39 円形 34 30 29 土師器甕

P-27 Dc-39 円形 45 44 29 B-1 号掘立

P-28 Dc-39 円形 37 35 32 B-1 号掘立

P-29 欠

P-30 Dc-38 円形ヵ 44 41 38 B-1 号掘立

P-31 Db-38 楕円形 78 52 41 B-1 号掘立

P-32 Dc-40 円形 42 39 21

P-33 Dc-40 楕円形 35 28 18

P-34 Db-40 楕円形 52 46 48

P-35
Dc-39
Dc-40

円形 50 45 42

P-36 Db-39 円形ヵ 64 57 58 B-1 号掘立

P-37 Db-39 不整形 57 48 44

P-38 Db-40 楕円形 38 32 43

P-39 Dc-40 円形 29 27 27

P-40 Dc-41 楕円形ヵ 34 <31> 29

P-41
Dc-41      
Dd-41

不整形 39 35 43

P-42 Dc-41 円形 34 31 42

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 77 表　ピット一覧表②

ピット
番号

位置 
（グリッド）

形状
長径 
（㎝）

短径 
（㎝）

深さ 
（㎝）

切り合い 出土遺物 備考

P-43
Db-38
Db-39

円形 32 28 28 B-1 号掘立

P-44 Dc-42 円形 36 35 34

P-45 Dd-43 不整形 32 19 34

P-46 Dh-52 楕円形 51 42 48

P-47 Dh-52 円形 23 21 32

P-48 Dg-53 楕円形 53 38 38

P-49
Dg-53
Dh-53

不整形 43 <34> 75 D-34、P-50 と重複

P-50 Dg-53 不整形 32 29 55 P-49 と重複

P-51 Dd-43 楕円形 21 18 31

P-52
Dc-42
Dd-42

楕円形 40 31 35

P-53 Dd-43 楕円形 30 27 42

P-54 Dc-42 不整形 42 38 78

P-55 Dd-43 楕円形 26 21 57

P-56 Db-40 楕円形 41 34 45

P-57
Dc-44
Dd-44

円形ヵ 52 <47> 58

P-58 Db-36 楕円形 43 33 68 P-59 を切る

P-59 Db-36 円形 37 34 30 P-58 に切られる

P-60
Da-37
Db-37

楕円形 31 26 53

P-61
Db-37
Db-38

楕円形 30 23 53

P-62 Dd-45 楕円形 56 51 22

P-63 Dd-44 楕円形 61 53 18

P-64
De-44
De-45

楕円形 50 40 21

P-65 欠

P-66 De-45 円形 36 34 43

P-67 De-45 楕円形 40 32 22

P-68
Dd-45
De-45

不整形 45 36 26

P-69
Dd-45
De-45

円形 47 45 14 土師器

P-70 Dh-51 円形ヵ 38 <18> 33 P-71 を切る

P-71 Dh-51 楕円形ヵ 33 <25> 61 D-17、P-70 に切られる

P-72 Dh-54 不整形ヵ <59> 48 18 D-36 と重複 土師器坏

P-73 Di-54 楕円形ヵ 59 <15> 19 土師器甕

P-74 Dg-53 円形 24 22 52

P-75 Dg-49 楕円形 48 36 29

P-76 Dg-50 円形 30 27 17

P-77 Df-50 円形 33 31 43

P-78 Df-50 楕円形 45 30 49

P-79
Df-49
Dg-49

楕円形 42 30 39

P-80 Dk-57 楕円形 53 39 63

P-81 Dj-56 楕円形 43 31 58 P-82 と重複

P-82 Dj-56 円形ヵ 34 <19> 42 P-81 と重複

P-83 Dj-56 円形 29 23 33 M-2 と重複

P-84 Dj-56 不整形 42 30 55 M-2 と重複

P-85
Dk-57   
Dk-58

不整形 52 45 57 P-86 に切られる

P-86
Dk-57   
Dk-58

円形ヵ 36 <20> 30 P-85 を切る
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第 78 表　ピット一覧表③

ピット
番号

位置 
（グリッド）

形状
長径 
（㎝）

短径 
（㎝）

深さ 
（㎝）

切り合い 出土遺物 備考

P-87 Di-54 楕円形 70 58 26 H-7 と重複

P-88 Di-54 円形 49 44 55

P-89 Dj-57 円形 31 30 34

P-90 Dj-56 円形 40 37 28

P-91
Dj-56
Dj-57

楕円形 60 38 72

P-92 Dj-57 楕円形 52 31 54

P-93 Dh-55 円形 44 40 47

P-94 Dd-50 楕円形 52 46 21

P-95 Dj-57 楕円形 40 34 42

P-96 Dc-37 円形 81 69 23 土師器坏・甕 覆土に As-B を含む

P-97 Di-57 楕円形 56 42 61

P-98 Di-56 楕円形 54 35 47

P-99 Di-55 円形 36 32 39

P-100 Di-57 楕円形 46 39 36

P-101 Dg-51 楕円形 23 20 40

P-102
Di-57
Di-58

楕円形 42 35 33 J-2 と重複

P-103 Dj-58 不整形 42 35 36 J-2 と重複

P-104 Di-55 楕円形 52 42 52 M-3 と重複

P-105
Dh-55
Dh-56

円形ヵ 32 <24> 38

P-106
Dk-59
Dk-60

円形ヵ 46 <29> 26

P-107 De-45 円形 35 34 38

P-108 Dk-60 楕円形ヵ <42> 37 33

P-109 Di-57 楕円形 35 28 34

P-110
Dr-60
Dr-61

楕円形 81 60 32

P-111 Dr-61 楕円形 49 39 -

P-112 Dq-62 楕円形ヵ <43> 30 41 P-113 と重複

P-113 Dq-62 不整形 60 31 41 P-112 と重複

P-114
Dq-61
Dq-62

楕円形 30 23 44

P-115 Dq-62 不整形 40 34 62

P-116
Dp-62
Dq-62

円形 41 38 43

P-117 Dp-62 不整形 33 26 43

P-118
Dp-62
Dq-62

楕円形 27 21 44

P-119 Dp-62 円形 34 31 61

P-120 Eb-59 円形 40 36 29
２号柵
覆土に As-A を含む

P-121 Eb-60 円形 47 41 23
１号柵
覆土に As-A を含む

P-122 Eb-59 楕円形 33 26 28
１号柵に関連
覆土に As-A を含む

P-123
Dp-61
Dp-62

楕円形 37 30 61

P-124 Ec-59 円形 41 40 23 １号柵

P-125 Ec-59 円形 34 33 20 １号柵

P-126
Ea-60
Eb-60

円形 36 32 19 １号柵

P-127 Eb-60 円形 35 35 19 １号柵

P-128 Ec-59 楕円形 48 41 23 １号柵

P-129 Eb-59 円形 33 31 14 ２号柵

P-130 Ef-59 円形 41 35 43

P-131 Ds-61 円形ヵ (32) 28 38 D-65 と重複
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第 79 表　ピット一覧表④

ピット
番号

位置 
（グリッド）

形状
長径 
（㎝）

短径 
（㎝）

深さ 
（㎝）

切り合い 出土遺物 備考

P-132
Do-61
Do-62

楕円形 40 34 53 H-13 と重複

P-133 欠

P-134 Dx-60 不整形 45 30 38 D-77 と重複

P-135 Dx-60 楕円形 102 70 139 D-77 を切る、D-78 に切られる 土師器甕

P-136 Dx-60 円形 33 30 19

P-137 欠

P-138 Dy-60 楕円形 47 40 41 P-139 と重複 土師器甕

P-139
Dx-60
Dy-60

円形ヵ 37 <23> 39 D-78、P-138 と重複

P-140 Cw-28 楕円形 55 39 19

P-141 Db-39 円形 40 36 36 B-1 号掘立

P-142 Cw-28 円形ヵ 26 <22> 36 P11 と重複 土師器甕

P-143 Db-39 円形 (28) (26) 16

P-144 De-46 円形 43 43 7

P-145 De-48 楕円形 50 42 8

P-146
Dd-47
De-47

円形ヵ 43 <36> 27

P-147 De-46 円形 40 38 11

P-148
Dd-46
Dd-47

楕円形 24 21 54

P-149 Cx-31 楕円形 41 28 58

P-150 Db-38 円形 42 35 29 B-1 号掘立

P-151～243 欠

P-244 Cu-20 楕円形 41 26 72

P-245 Cu-21 楕円形 57 36 29

P-246 Cu-21 円形 41 31 36

P-247 Cu-21 円形 30 28 11

P-248 Cu-21 楕円形 31 20 20

P-249 Cu-21 楕円形 52 26 28 P-250 に切られる

P-250 Cu-21 不整形 38 26 43 P-249 を切る

P-251 Cu-21 不整形 23 17 32

P-252 Cu-21 不整形 22 20 38

P-253 Cu-21 円形 41 31 33 P270 と重複

P-254 Cu-21 不整形 36 20 23

P-255 Cu-21 楕円形 29 23 40

P-256 Cu-21 不整形 36 34 50

P-257・258 欠

P-259 Cu-21 円形ヵ 33 32 26

P-260 Cu-21 楕円形 37 22 55

P-261 Cu-21 円形 28 25 54

P-262 Cu-21 円形 21 18 28

P-263
Cu-21
Cu-22

円形 23 21 38

P-264
Cu-21
Cu-22

円形ヵ 24 18 32 P265 と重複

P-265
Cu-21
Cu-22

不整形 31 26 42 P264 と重複

P-266 Cu-22 不整形 25 17 39 SU-1 と重複

P-267
Cu-22
Cu-23

楕円形 30 22 31 SU-1 を切る

P-268 Cu-23 円形 27 24 33 SU-1 を切る

P-269 Cu-23 円形 21 20 26 SU-1 を切る

P-270 Cu-21 円形 26 21 37 P253 と重複

P-271
Cu-23
Cv-23

円形 33 28 38 SU-1 を切る
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４. 土　坑

　土坑の出土遺物は細片が多く、形状による時期決定も難しいため、ここでは古墳時代の可能性もある土坑を含

め、平安時代や中近世及び時期不明の土坑を掲載する。なおＤ -６号土坑は井戸跡として掲載してある。

Ｄ -１号土坑（第 174 図）

位置：Cx-28 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｈ - １号住居跡との新旧不明。規模：長軸 1.45 ｍ以上、

短軸0.70ｍ。深度：24㎝。主軸方位：Ｎ-5˚-Ｗ。覆土：ロームブロックを含む黄褐色土などが堆積する。出土遺物：

縄文土器、土師器坏片 2点。時期：出土した土師器は 7世紀以降のものである。

Ｄ -３号土坑（第 174 図）

位置：Cx-30、Cy30 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 1.88 ｍ、短軸 0.86 ｍ。深度：

38 ㎝。主軸方位：Ｎ -1˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含む褐色土ないし暗褐色土が堆積する。出土遺物：縄文

土器、土師器杯・甕片 8点。時期：出土した土師器は 7世紀以降のものである。

Ｄ -４号土坑（第 174 図）

位置：Cy-31 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ -５号土坑に切られる。規模：長軸 1.48 ｍ、短軸 1.21 ｍ。

深度：47 ㎝。主軸方位：Ｎ -2˚- Ｗ。覆土：ロームブロックを含む褐色土ないし暗褐色土が堆積する。出土遺物：

縄文土器、石器、土師器坏・甕片 10 点。時期：出土した土師器は 7世紀代以降である。

Ｄ -５号土坑（第 174 図）

位置：Cy-31 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ -４号土坑を切る。規模：長軸 2.19 ｍ、短軸 0.75 ｍ。

深度：56 ㎝。主軸方位：Ｎ -5˚- Ｗ。覆土：ロームブロックを含む褐色土ないし暗褐色土が堆積する。出土遺物：

縄文土器、石器、土師器坏・甕片 16 点。時期：出土した土師器は 6～ 7世紀代のものである。

Ｄ -７号土坑（第 175 図）

位置：Cx-32、Cy-32 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 1.08 ｍ、短軸 0.51 ｍ。深度：

42 ㎝。主軸方位：Ｎ -7˚- Ｗ。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -８号土坑（第 175 図）

位置：Cx-31 グリッド。平面形態：隅丸長方形。規模：長軸 1.60 ｍ、短軸 0.63 ｍ。深度：35 ㎝。主軸方位：

Ｎ -1˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含む褐色土ないし黄褐色土が堆積する。出土遺物：なし。時期：不明

Ｄ -９号土坑（第 175 図）

位置：Cy-33 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 1.30 ｍ、短軸 0.63 ｍ。深度：44 ㎝。

主軸方位：Ｎ -66˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含む暗褐色土が主体である。出土遺物：土師器坏・甕片 2 点。

時期：出土した土師器は 7～ 8世紀代のものである。

Ｄ -13 号土坑（第 175 図）

位置：Cx-30 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 1.95 ｍ、短軸 1.34 ｍ。深度：38 ㎝。
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Ｈ-１

Ｈ-１

カクラン

111.40ｍ
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1
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1

2

1 2

3

4

4

0

1/30

1m

Ｄ-１
Ｄ-３

Ｄ-４

Ｄ-５

Ｄ-１土層注記

１　褐灰色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子少量

２　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 中量

３　褐色土　　締りあり　粘性あり　ローム粒子少量

Ｄ-４土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ3.0〜5.0cm 多量

２　褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 中量

Ｄ-５土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 中量

２　褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 多量

３　褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ2.0〜4.0cm 中量

　　　　　　　ローム粒子多量

４　褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 中量

Ｄ-３土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ0.5〜0.8cm 少量

２　褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 中量

Ｄ-５ Ｄ-４

Ｄ
-
５

第 174 図　Ｄ -１・３・４・５号土坑遺構図
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111.90ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

111.90ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

111.80ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

111.40ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

111.60ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

1

2

1

2 3

1

2

1

0

1/30
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D-7

D-8

D-9

D-14

D-15a

Ｄ-９土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 多量

２　黒褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ5.0〜10.0cm 少量

３　褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ0.5〜0.8cm 中量

Ｄ-８土層注記

１　黄褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ2.0〜5.0cm 少量

２　褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 中量

Ｄ-14 土層注記

１　黒褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子微量

２　褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム粒子少量

Ｄ-15a 土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 少量

第 175 図　Ｄ -７・８・９・14・15a 号土坑遺構図
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カクラン

カクラン

P-71

D-39

111.00ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

109.80ｍ

Ａ Ａ′

Ａ Ａ′

21

2

1
1

2
3

Ⅰ

11

0

1/30

1m

１
（D-17）

１

D-18

D-19

D-17

D-25 D-24

Ｄ-24 土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ2.0〜3.0cm 中量

Ｄ-17 土層注記

１　灰色土　　締り弱　粘性なし　As-A

２　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　

　　　　　　　ソフトローム粒中量

Ｄ-18 土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　

　　　　　　　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 少量

２　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　

　　　　　　　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 中量

３　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　

　　　　　　　ソフトローム粒子多量

Ｄ-19 土層注記

１　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　

　　　　　　　ロームブロックφ0.5〜0.8cm 多量

２　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　

　　　　　　　ロームブロックφ0.5〜0.8cm 中量

Ｄ-25 土層注記

２　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 多量

D-18
D-19

D-17

P-71

D-25 D-24

第 176 図　Ｄ -17・18・19・24・25 号土坑遺構図
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主軸方位：Ｎ -57˚- Ｅ。覆土：地山に近い土で埋め戻されている。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -14 号土坑（第 175 図）

位置：Db-39 グリッド。平面形態：円形。重複：なし。規模：径 0.58 ｍ。深度：37 ㎝。覆土：ローム粒を含む

褐色土ないし黒褐色土が堆積する。出土遺物：土師器甕片 1点。時期：不明。

Ｄ -15a 号土坑（第 175 図）

位置：Dc-38・39 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ -15b 号土坑を切る。規模：長軸 1.17 ｍ、短軸 0.86

ｍ。深度：28 ㎝。主軸方位：Ｎ -0˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含む暗褐色土の単層である。出土遺物：石器、

土師器甕片 1点。時期：出土した土師器は 8世紀代のものである。

Ｄ -17 号土坑（第 176・185 図、第 80 表、PL.89）

位置：Dh-51・52グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ-18・19号土坑、Ｐ-71号ピットを切る。規模：長軸1.23

ｍ以上、短軸 1.28 ｍ。深度：40 ㎝。主軸方位：Ｎ -11˚- Ｅ。覆土：As-A を含む灰色土が堆積する。出土遺物：

陶器の鍋（1）、薦編石 1点が出土した。時期：近代。

Ｄ -18 号土坑（第 176 図）

位置：Dh-52、Di-52 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：Ｄ -17・19 号土坑に切られる。規模：長軸 0.74

ｍ以上、短軸 0.49 ｍ以上。深度：42 ㎝。主軸方位：Ｎ -4˚- Ｗ。覆土：ロームブロックを含む暗褐色土が堆積する。

出土遺物：なし。時期：不明

Ｄ -19 号土坑（第 176 図）

位置：Dh-52、Di-52 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ -17 号土坑に切られ、Ｄ -18 号土坑を切る。規模：

長軸 1.05 ｍ以上、短軸 0.75 ｍ。深度：46 ㎝。主軸方位：Ｎ -14˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含む褐色土が

堆積する。出土遺物：なし。時期：不明

Ｄ -24 号土坑（第 176 図）

位置：Di-52・53 グリッド。平面形態：楕円形か。重複：Ｄ -25 号土坑を切る。Ｄ -39 号土坑との新旧不明。規模：

長軸 1.02 ｍ以上、短軸 0.71 ｍ。深度：23 ㎝。主軸方位：Ｎ -37˚- Ｗ。覆土：ロームブロックを含む暗褐色土

の単層である。出土遺物：土師器甕片 3点。時期：出土した土師器は 6世紀後半～ 7世紀のものである。

Ｄ -25 号土坑（第 176 図）

位置：Di-53 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：Ｄ -24 号土坑に切られる。Ｄ -39 号土坑との新旧不明。

規模：長軸 0.90 ｍ以上、短軸 0.75 ｍ以上。深度：27 ㎝。主軸方位：Ｎ -7˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含む

暗褐色土の単層である。出土遺物：土師器甕片 2点。時期：不明。

Ｄ -26 号土坑（第 177 図）

位置：Dg-53・54、Dh-53 グリッド。平面形態：楕円形だが、2基の土坑の重複の可能性がある。重複：Ｄ -36 号
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Ｄ-26 土層注記

１　褐色土　　締りあり　粘性弱　

　　　ソフトローム粒子中量

２　褐色土　　締りあり　粘性弱　

　　　ソフトローム粒子多量

３　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　

　　　ソフトローム粒子微量

４　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　

　　　ソフトローム粒少量

５　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　

　　　ソフトローム粒中量

６　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　

　　　ロームブロックφ3.0〜5.0cm 中量　

　　　ソフトローム粒子中量

７　黄褐色土　締り強　粘性ややあり　

　　　ロームブロックφ5.0〜8.0cm 少量

８　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　

　　　ロームブロックφ3.0〜5.0cm 中量

Ｄ-27 土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　As-A 少量　

　　　　　　　ソフトローム粒子中量

２　褐灰色土　締りなし　粘性ややなし　As-A 中量

３　褐灰色土　締りなし　粘性ややなし　As-A 多量

４　褐灰色土　締りなし　粘性ややなし　As-A 中量

５　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　As-A 多量　

　　　　　　　褐色土粒子中量

６　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　As-A 多量　

　　　　　　　ソフトローム粒子中量

７　黄褐色土　締りあり　粘性弱　As-B 中量

第 177 図　Ｄ -26・27・28 号土坑遺構図
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土坑との新旧不明。規模：長軸 2.71 ｍ、短軸 1.51 ｍ。深度：73 ㎝。主軸方位：Ｎ -20˚- Ｗ。覆土：暗褐色土

を主体とするが、北側の 1・2層の褐色土は別土坑の可能性がある。出土遺物：縄文土器、石器、須恵器壺片 1点。

時期：出土した須恵器は奈良平安時代のものである。

Ｄ -27 号土坑（第 177 図）

位置：Dh-54、Di-54グリッド。平面形態：不整円形。重複：Ｄ-38号土坑との新旧不明。規模：長軸2.44ｍ、短軸2.01

ｍ。深度：66 ㎝。主軸方位：Ｎ -26˚- Ｅ。覆土：As-A を含み、下層に一部に As-B が含まれる。出土遺物：縄文

土器、土師器甕片 2点。時期：出土した土師器は 7世紀代のものであるが、As-A の存在から近世以降である。

Ｄ -28 号土坑（第 177 図）

位置：Df-49 グリッド。平面形態：不整楕円形。重複：Ｈ -４号住居跡と重複し、本遺構が古い。規模：長軸 78

㎝、短軸 52 ㎝。深度：（33 ㎝）。主軸方位：Ｎ -13˚- Ｗ。出土遺物：縄文土器片 1点、礫。時期：不明。

Ｄ -29 号土坑（第 178 図）

位置：Dg-50、Dh-50 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｈ - ６号住居跡を切る。Ｄ -30 号土坑との新旧

不明。規模：長軸 2.04 ｍ以上、短軸 0.80 ｍ。深度：50 ㎝。主軸方位：Ｎ -13˚- Ｅ。覆土：黒褐色土を主体とし、

下層にはロームブロックが含まれる。出土遺物：縄文土器、土師器甕片 3点。時期：出土した土師器は 6～ 7世

紀のものである。

Ｄ -30 号土坑（第 178 図）

位置：Dg-50 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ -29・32 号土坑との新旧不明。規模：長軸 1.13 ｍ以上、

短軸 0.75 ｍ。深度：23 ㎝。主軸方位：Ｎ -22˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -31 号土坑（第 178 図）

位置：Df-50・51 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ -32 号土坑との新旧不明。規模：長軸 2.54 ｍ以

上、短軸 0.64 ｍ。深度：51 ㎝。主軸方位：Ｎ -14˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：縄文土器、土師器甕片 2点。時期：

出土した土師器は 7世紀代のものである。

Ｄ -32 号土坑（第 178 図）

位置：Df-50、Dg-50 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ -30・31 号土坑との新旧不明。規模：長軸 2.89

ｍ、短軸 0.91 ｍ。深度：49 ㎝。主軸方位：Ｎ -5˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -33 号土坑（第 179 図）

位置：Dg-52・53、Dh-52・53グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ-34号土坑との新旧不明。規模：長軸3.80ｍ、

短軸 0.93 ｍ。深度：34 ㎝。主軸方位：Ｎ -18˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：縄文土器、石器、土師器坏・甕片 10 点、

須恵器坏・甕片 4 点、羽釜片 1 点。時期：出土した土師器は 7 世紀後半のものだが、羽釜があることから 10 世

紀以降である。
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Ｄ-29 土層注記

１　黄褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒・粒子主体

２　黒褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子少量

３　黒褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子中量

４　黒褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 少量

５　黒褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ2.0〜4.0cm 少量

Ｄ-42 土層注記

１　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ〜1.0cm 少量

２　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロック粒中量

３　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ〜1.0cm 中量

Ｄ-50 土層注記

１　褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子中量

２　褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子少量

３　褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子微量

D-42

D-29

D-32

D-31

D-30

D-50

第 178 図　Ｄ -29・30・31・32・42・50 号土坑遺構図
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Ｄ -34 号土坑（第 179 図）

位置：Dg-53、Dh-52・53 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ -33 号土坑との新旧不明。規模：長軸 2.51

ｍ、短軸 0.81 ｍ。深度：43 ㎝。主軸方位：Ｎ -9˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：縄文土器、石器、土師器坏・甕 7点、

羽釜 1点。時期：出土した土師器は 7～ 8世紀代であるが、羽釜があることから 10 世紀以降である。

Ｄ -35 号土坑（第 179 図）

位置：Dh-53 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：なし。規模：長軸 1.92 ｍ以上、短軸 0.88 ｍ。深度：37 ㎝。

主軸方位：Ｎ -16˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -36 号土坑（第 179 図）

位置：Dg-53・54、Dh-53・54 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ -26 号土坑、Ｐ -72 号ピットとの新旧不明。

規模：長軸 3.89 ｍ、短軸 1.00 ｍ。深度：40 ㎝。主軸方位：Ｎ -8˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -37 号土坑（第 180・185 図、第 81 表、PL.89）

位置：Di-54、Dj-54 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｈ -7 号住居跡との新旧不明。規模：長軸 1.19 ｍ、

短軸 0.89 ｍ。深度：39 ㎝。主軸方位：Ｎ -65˚- Ｗ。覆土：-。出土遺物：縄文土器、土師器甕片 5点、焙烙片 3

点、陶器碗片 1点。時期：出土した土師器は 7世紀代であるが、焙烙（1）や陶器は近代のものである。

Ｄ -38 号土坑（第 179 図）

位置：Di-53・54 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：Ｄ -27 号土坑との新旧不明。規模：長軸 1.88 ｍ以上、

短軸 0.85 ｍ。深度：39 ㎝。主軸方位：Ｎ -15˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -39 号土坑（第 179 図）

位置：Di-53 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：Ｄ -24・25 号土坑との新旧不明。規模：長軸 1.68 ｍ以上、

短軸 0.72 ｍ。深度：42 ㎝。主軸方位：Ｎ -11˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -40 号土坑（第 180 図）

位置：Dk-58 グリッド。平面形態：楕円形。重複：なし。規模：長軸 1.16 ｍ、短軸 0.94 ｍ。深度：72 ㎝。主軸

方位：Ｎ -34˚- Ｗ。覆土：As-B を含む褐灰色土を主体とする。出土遺物：なし。時期：As-B を含むことから中

世の可能性が高い。

Ｄ -41 号土坑（第 180 図）

位置：Di-56、Dj-56 グリッド。平面形態：不整円形。重複：Ｍ -２号溝に切られる。規模：長軸 2.00 ｍ、短軸 1.76

ｍ。深度：45 ㎝。覆土：褐色土の単層である。出土遺物：土師器坏・甕片 2点。時期：出土した土師器は 7～ 8

世紀代のものである。
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第 179 図　Ｄ -33・34・35・36・38・39 号土坑遺構図
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Ｄ -42 号土坑（第 178 図）

位置：Dg-51、Dh-51 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｈ -８号住居跡との新旧不明。規模：長軸 4.14 ｍ、

短軸 0.93 ｍ。深度：52 ㎝。主軸方位：Ｎ -9˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含む褐色土を主体とする。出土遺物：

縄文土器、土師器坏・甕片 28 点、須恵器埦・甕片 4点、円筒埴輪片（遺構外 5）1点。時期：出土した土師器は

7～ 9世紀代、須恵器は 9世紀代のものである。

Ｄ -44 号土坑（第 181 図）

位置：Di-59、Dj-58・59 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｈ -９号住居跡を切る。規模：長軸 3.86 ｍ、

短軸 0.90 ｍ。深度：57 ㎝。主軸方位：Ｎ -21˚- Ｅ。覆土：暗褐色土を主体とし、下層にはロームブロックが含

まれる。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -45 号土坑（第 181 図）

位置：Dk-58、Dl-58 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：Ｄ -51 号土坑を切り、Ｄ -46 号土坑に切られる。

規模：長軸 3.53 ｍ以上、短軸 0.86 ｍ。深度：31 ㎝。主軸方位：Ｎ -14˚- Ｅ。覆土：As-B を大量に含む褐灰色

土が堆積する。出土遺物：土師器坏・甕片 2点、陶器鍋片 1点。時期：出土した土師器は 7世紀代、陶器鍋は近

代であるが、As-B の存在から、中世の可能性が高い。

Ｄ -46 号土坑（第 181 図）

位置：Dl-58・59グリッド。平面形態：楕円形。重複：Ｄ-45号を切り、Ｄ-47号土坑との新旧不明。規模：長軸1.87ｍ、

短軸 1.44 ｍ。深度：40 ㎝。主軸方位：Ｎ -74˚- Ｗ。覆土：As-B を多く含む褐灰色土が堆積する。出土遺物：縄

文土器、石器、土師器坏・甕片 27 点、須恵器坏片 1点、陶磁器片 4点。時期：出土した土師器は 7世紀代であるが、

陶磁器は近世～近代のものである。

Ｄ -47 号土坑（第 181 図）

位置：Dl-59 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ -46 号土坑、Ｍ -２号溝との新旧不明。規模：長軸 2.80

ｍ以上、短軸 0.93 ｍ。深度：35 ㎝。主軸方位：Ｎ -13˚- Ｅ。覆土：黒褐色土を主体とし、上層は As-B を多く

含む褐灰色土が堆積する。出土遺物：土師器坏・甕片 5点。時期：出土した土師器は 7～ 8世紀代のものである。

Ｄ -48 号土坑（第 180・185 図、第 82 表、PL.88）

位置：Dn-59・60、Do-59・60 グリッド。平面形態：不整円形。重複：なし。規模：長軸 1.37 ｍ、短軸 0.59 ｍ以上。

深度：45 ㎝。覆土：ローム粒を含む暗褐色土が堆積する。出土遺物：縄文土器、土師器甕片 9点、須恵器埦 3点、

ロクロ甕 1点、陶器鍋 1点。時期：出土した須恵器（1）は 9世紀代、ロクロ甕は 9世紀末から 10 世紀、陶器は

近世～近代のものである。

Ｄ -49 号土坑（第 182 図）

位置：Dn-59・60 グリッド。平面形態：楕円形。重複：なし。規模：長軸 1.38 ｍ、短軸 1.07 ｍ。深度：53 ㎝。

主軸方位：Ｎ -70˚- Ｅ。覆土：黄褐色土を主体とする。出土遺物：縄文土器、土師器坏・甕片 33 点、土師質鍋

片 1点、常滑甕片 1点。時期：土師器は 7世紀代だが、鍋は近世～近代のものである。
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Ｄ-40 土層注記

１　褐灰色土　締り強　粘性ややあり　As-B 主体

２　褐灰色土　締り強　粘性ややあり　As-B 多量

３　褐灰色土　締り強　粘性ややあり　As-B 多量　ソフトローム粒子微量

４　褐灰色土　締り強　粘性ややあり　As-B 主体　ソフトローム粒子少量

５　黄褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ3.0〜5.0cm 主体

Ｄ-41 土層注記

１　褐色土　　締りあり　粘性弱　ソフトローム粒子多量

Ｄ-48 土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子中量

２　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子多量

３　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子少量

第 180 図　Ｄ -37・40・41・48 号土坑遺構図
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Ｄ -50 号土坑（第 178 図）

位置：Df-52、Dg-51・52 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：Ｈ -８号住居跡を切る。規模：長軸 1.54 ｍ以上、

短軸 0.73 ｍ。深度：42 ㎝。主軸方位：Ｎ -12˚- Ｅ。覆土：褐色土を主体とする。出土遺物：縄文土器、土師器坏・

甕片 5点。時期：土師器は 7世紀代のものである。

Ｄ -51 号土坑（第 181 図）

位置：Dl-58 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ -45 号土坑に切られる。規模：長軸 1.02 ｍ、短軸 0.73

ｍ。深度：83 ㎝。主軸方位：Ｎ -87˚- Ｗ。覆土：下層は暗褐色土、上層は As-B を含む褐色土である。出土遺物：

なし。時期：As-B を含むことから中世の可能性が高い。

Ｄ -53 号土坑（第 181 図）

位置：Dj-59・60、Dk-60 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：なし。規模：長軸 1.09 ｍ以上、短軸 0.92 ｍ。

深度：42 ㎝。主軸方位：Ｎ -20˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：縄文土器、土師器甕片 2点、須恵器甕片 1点。時期：

出土した土師器は 6～ 7世紀代のものである。

Ｄ -55 号土坑（第 181 図）

位置：Dl-59・60、Dm-59・60 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 5.42 ｍ、短軸 0.91 ｍ。

深度：32 ㎝。主軸方位：Ｎ -12˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -70 号土坑（第 182 図）

位置：Ed-60、Ee-60 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｈ -12 号住居跡を切る。D-71 号土坑との新旧不明。

規模：長軸 3.69 ｍ、短軸 0.82 ｍ。深度：53 ㎝。主軸方位：Ｎ -25˚- Ｅ。覆土：As-B を含む褐色土ないし暗褐色土。

出土遺物：土師器坏・甕片、須恵器坏・甕片。時期：出土した土師器・須恵器は 7世紀代のものである。

Ｄ -71 号土坑（第 116・122 図、第 47 表、PL.70）

位置：Ed-60 グリッド。平面形態：楕円形。重複：Ｈ -12 号住居跡を切り、Ｄ -70 号土坑との新旧不明。規模：

長軸 69 ㎝、短軸 58 ㎝。深度：22 ㎝。主軸方位：Ｎ -71˚- Ｅ。覆土：礫を含む。出土遺物：縄文土器片、凹石

が出土した。時期：古墳時代以降。

Ｄ -72 号土坑（第 182 図）

位置：Dx-59・60 グリッド。平面形態：楕円形。重複：なし。規模：長軸 1.47 ｍ以上、短軸 1.27 ｍ。深度：71 ㎝。

主軸方位：Ｎ -54˚- Ｅ。覆土：暗褐色土を主体とする。出土遺物：土師器甕片 1点。時期：土師器は 8世紀代。

Ｄ -76 号土坑（第 182 図）

位置：Eg-59 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：なし。規模：長軸 2.68 ｍ以上、短軸 0.71 ｍ。深度：72 ㎝。

主軸方位：Ｎ -17˚- Ｅ。覆土：上層にはロームブロックが含まれる。出土遺物：土師器甕片、須恵器甕片。時期：

土師器は 7～ 8世紀代のものである。
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Ｄ-45 土層注記

１　褐灰色土　締りあり　粘性弱　As-B 主体

Ｄ-46 土層注記

１　褐灰色土　締りあり　粘性弱　As-B 主体

Ｄ-51 土層注記

１　褐色土　　締りあり　粘性弱　As-B 主体　白色軽石少量

２　褐色土　　締りあり　粘性弱　As-B 主体　白色軽石中量

３　褐色土　　締りあり　粘性弱　As-B 主体　白色軽石多量

４　褐色土　　締りあり　粘性弱　As-B 主体　

　　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 少量

５　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子中量

６　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子多量

Ｄ-44 土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり

　　　　　　　ローム粒中量

２　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり

　　　　　　　ロームブロック中量

Ｄ-47 土層注記

１　褐灰色土　締り弱　粘性なし　As-B 主体

２　黒褐色土　締り弱　粘性ややあり　ローム粒少量

３　黒褐色土　締り弱　粘性ややあり　

　　ロームブロックφ2.0〜5.0cm 中量

４　黒褐色土　締り弱　粘性ややあり　

　　ロームブロックφ3.0〜5.0cm 少量

第 181 図　Ｄ -44・45・46・47・51・53・55 号土坑遺構図
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Ｄ-49 土層注記

１　褐色土　　締りあり　粘性弱　ソフトローム粒子少量

２　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ソフトローム粒子多量

３　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ5.0〜10.0cm 少量

Ｄ-70 土層注記

１　暗褐色土　締りやや弱　粘性弱　As-Bφ0.2cm 中量　ロームブロックφ0.5cm 少量

２　褐色土　　締り・粘性弱　ロームブロックφ0.5〜2.0cm 中量　As-Bφ0.2cm 少量　焼土φ0.5cm 微量

３　褐色土　　締りややあり　粘性やや弱　As-Bφ0.2cm・ロームブロックφ0.5〜3.0cm・焼土φ0.5〜2.0cm 少量

Ｄ-72 土層注記

１　暗褐色土　締りあり　

　　粘性弱　ローム粒子中量

２　暗褐色土　締りあり　

　　粘性弱　ローム粒中量

３　暗褐色土　締りあり　

　　粘性弱　

　　ロームブロック主体

４　暗褐色土　締りあり　

　　粘性弱　ロームブロック

　　φ1.0〜2.0cm 多量

５　暗褐色土　締りあり　

　　粘性弱　

　　ロームブロック粒子主体

６　暗褐色土　締りあり　

　　粘性弱　

　　ロームブロック粒子多量

７　暗褐色土　締りあり　

　　粘性弱　ロームブロック

　　φ1.0〜2.0cm 少量

Ｄ-76 土層注記

１　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 多量

２　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 少量

３　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ2.0〜5.0cm 多量

４　黒褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 少量

５　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ2.0〜5.0cm 少量

６　黒褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ5.0〜8.0cm 少量

７　黒褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒少量

８　黒褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒微量

９　黒褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒少量

10　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 少量

第 182 図　Ｄ -49・70・72・76 号土坑遺構図
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Ｄ-77 土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 多量

２　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 中量

３　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ3.0〜5.0cm 少量

第 183 図　Ｄ -71・77・78・79・80 号土坑遺構図
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Ｄ-89 土層注記

１  にぶい黄褐色土　締りややあり　粘性やや弱　ロームブロックφ1.0〜5.0cm・黒褐色土中量

　　　　　　　　　　白色軽石φ0.2cm・As-YPφ0.5cm 少量　As-Aφ0.5cm 微量

２　褐色土　　　　　締り・粘性やや弱　ロームブロックφ0.5〜3.0cm 多量　

　　　　　　　　　　黒褐色土中量　As-YPφ0.5cm 少量　As-Bφ0.2cm 微量

Ｄ -77 号土坑（第 183 図）

位置：Dx-60グリッド。平面形態：不整楕円形。重複：Ｐ-135号ピットに切られる。規模：長軸1.13ｍ以上、短軸0.51

ｍ以上。深度：45 ㎝。主軸方位：Ｎ -76˚- Ｗ。覆土：ロームブロックを含む暗褐色土。出土遺物：土師器坏・甕片、

薦編石 2点。時期：出土した土師器は 7世紀代のものである。

Ｄ -78 号土坑（第 183 図）

位置：Dx-60、Dy-60 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：重複するピットとの新旧は不明。規模：長軸 2.59

ｍ、短軸 0.45 ｍ。深度：22 ㎝。主軸方位：Ｎ -10˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：土師器片。時期：不明。

第 184 図　Ｄ -81・82・89 号土坑遺構図
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Ｄ -79 号土坑（第 183 図）

位置：Eb-60 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：なし。規模：長軸 1.97 ｍ、短軸 0.51 ｍ以上。深度：23 ㎝。

主軸方位：Ｎ -7˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：土師器坏・甕片。時期：出土した土師器は 7～ 8世紀代のものである。

Ｄ -80 号土坑（第 183 図）

位置：Eb-60、Ec-60 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：なし。規模：長軸 2.25 ｍ以上、短軸 0.37 ｍ以上。

深度：42 ㎝。主軸方位：Ｎ -15˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：土師器甕片。時期：土師器は 8世紀代のものである。

Ｄ -81 号土坑（第 184 図）

位置：Ds-61、Dt-61 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：Ｈ -14 号住居跡、Ｔ -１号竪穴状土坑、Ｄ -66

号土坑との新旧不明。規模：長軸 1.21 ｍ、短軸 0.92 ｍ以上。深度：42 ㎝。主軸方位：Ｎ -6˚- Ｗ。覆土：-。

出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -82 号土坑（第 184 図）

位置：Dy-60、Ea-60 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：Ｄ -73 号土坑との新旧不明。規模：長軸 68 ㎝、

短軸 25 ㎝以上。深度：10 ㎝。主軸方位：Ｎ -13˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -89 号土坑（第 184 図）

位置：Da-37 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：なし。規模：長軸 3.12 ｍ以上、短軸 0.66 ｍ。深度：46 ㎝。

主軸方位：Ｎ -7˚- Ｗ。覆土：As-B を含む褐色土が主体である。出土遺物：土師器坏・甕片、須恵器甕片。時期：

出土した土師器は 7～ 8世紀代のものであるが、覆土に As-B を含むため、中世の可能性が高い。

５.土坑列

　1 区を南北に縦断する規格的な土坑群があり、土坑列として取り扱った（第186～188図、PL.28・29）。Ｄ -57

～ 60・63・65 ～ 68・73 ～ 75 号土坑の 12 基である。さらにＤ -79・80 号土坑も関連する可能性がある。各土坑

は長軸 1.21 ～ 2.28 ｍ、短軸 0.82 ～ 1.49 ｍの隅丸長方形を呈する。土坑同士は概ね 1.0 ～ 2.2 ｍの距離をおき、

南北軸を揃えるように並ぶ。軸線は直線ではなく、緩やかな弧を描いている。Ｄ -67 号土坑以南ではやや形状や

配列が乱れ、東西に長軸をもつ土坑もあるが、調査区外の南北ともに列が延びる可能性が高い。土坑の深さは

22 ～ 69 ㎝あり、覆土はロームブロックを大量に含むものが多い。遺物は古墳時代の混入品が多いが、ロクロ甕

や灰釉陶器など、10世紀に下るものがある。覆土にAs-Bが含まれないことから、平安時代の土坑列と判断される。

Ｄ -57 号土坑（第 186 図）

位置：Do-61、Dp-61 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 1.82 ｍ、短軸 1.35 ｍ以上。深度：

53 ㎝。主軸方位：Ｎ -13˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：縄文土器、土師器甕片 4点、須恵器甕片 1点、ロクロ甕片 1点。

時期：出土した土師器・須恵器は 8～ 10 世紀代のものである。

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 185 図　Ｄ -17・37・48 号土坑遺物実測図

第 80 表　Ｄ -17 号土坑出土遺物観察表

第 81 表　Ｄ -37 号土坑出土遺物観察表

第 82 表　Ｄ -48 号土坑出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
陶器
鍋

口径
底径
器高

37.4
14.7
11.5

口縁部～
体部 1/3
欠損

外：黒褐 2.5Y3/1
内：黒褐 2.5Y3/1

白色粒 良好 ロクロ成形、外面焦げ、底部内面に刻印
外：ロクロナデ、体部下端回転ヘラケズリ、底部ナデ
内：ロクロナデ

底面から逆位で
出土

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1 焙烙
口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
体部破片

外：にぶい黄褐 10YR5/3
内：橙 5YR6/6

石英、白色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部下端ヘラケズリ
内：口縁部～体部ヨコナデ、内耳周辺ユビナデ

覆土出土

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
須恵器
埦

口径
底径
器高

（13.2）
（6.6）
5.3

口縁部～
体部 1/4
欠損

外：にぶい黄橙 10YR6/4
内：にぶい黄橙 10YR6/4

チャート、白
色粒

未還元 ロクロ成形、底部回転糸切り
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

覆土出土
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Ｄ -58 号土坑（第 186 図、第 83 表、PL.28・88）

位置：Dp-61 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 1.81 ｍ、短軸 1.05 ｍ。深度：69 ㎝。

主軸方位：Ｎ -3˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含む褐色土が主体となる。出土遺物：土師器甕片、須恵器甕片、

羽釜片などが比較的多く出土した。時期：土師器・須恵器は 6～ 7世紀代が多く、羽釜は 10 世紀代のものである。

Ｄ -59 号土坑（第 186 図、PL.28）

位置：Dq-61 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 2.17 ｍ、短軸 1.19 ｍ。深度：49 ㎝。

主軸方位：Ｎ -5˚- Ｅ。覆土：黒褐色土ないし黄褐色土が堆積する。出土遺物：土師器坏・甕片、須恵器坏・甕片。

時期：土師器は 7～ 9世紀代、須恵器は 9～ 10 世紀代のものである。

Ｄ -60 号土坑（第 186 図、第 84 表、PL.29・88）

位置：Dr-31 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ -61・69 号土坑を切る。規模：長軸 1.87 ｍ、短軸 1.46

ｍ。深度：44 ㎝。主軸方位：Ｎ -7˚- Ｅ。覆土：黒褐色土ないし褐色土が主体となる。出土遺物：土師器坏・甕片、

須恵器坏・甕片。須恵器甕（1）を掲載した。時期：土師器は 6～ 7世紀、須恵器は 6～ 8世紀代のものである。

Ｄ -63 号土坑（第 186 図、PL.29）

位置：Dm-61、Dm-62、Do-61 グリッド。平面形態：隅丸長方形か。重複：なし。規模：長軸 1.59 ｍ、短軸 0.46 ｍ以上。

深度：53 ㎝。主軸方位：Ｎ -17˚- Ｅ。覆土：黒褐色土ないし黄褐色土を主体とする。出土遺物：土師器坏・甕片、

須恵器甕片。時期：出土した土師器は 6～ 7世紀代のものである。

Ｄ -65 号土坑（第 186 図、第 85 表、PL.28・88）

位置：Ds-61 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｐ -131 との新旧不明。規模：長軸 2.28 ｍ、短軸 1.49 ｍ。

深度：41 ㎝。主軸方位：Ｎ -18˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含む黒褐色土ないし褐色土が主体である。出土遺物：

土師器甕片、須恵器甕（2）・𤭯片、灰釉陶器碗（1）。土坑北側からまとまって出土。時期：土師器は 7～ 8世紀

代、須恵器は 6～ 8世紀代、灰釉陶器は 10 世紀代のものである。

Ｄ -66 号土坑（第 186 図）

位置：Dt-61 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｈ -14 号住居跡を切る。Ｄ -81 号土坑との新旧不明。規

模：長軸 2.07 ｍ、短軸 1.49 ｍ。深度：45 ㎝。主軸方位：Ｎ -8˚- Ｗ。覆土：黒褐色土ないし褐色土が堆積する。

出土遺物：土師器坏・甕片、須恵器坏・甕片、羽釜片。時期：土師器は 7～ 8世紀、須恵器は 8～ 9世紀、羽釜

は 10 世紀代のものである。

Ｄ -67 号土坑（第 186 図、PL.28・29）

位置：Du-60・61 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 1.78 ｍ、短軸 1.23 ｍ。深度：50 ㎝。

主軸方位：Ｎ -17˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含む暗褐色土を主体とする。出土遺物：土師器甕片、須恵器甕

片、灰釉陶器皿片。時期：出土した土師器は 7～ 9世紀、灰釉陶器は 10 世紀代のものである。
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第 186 図　Ｄ -57・58・59・60・63・65・66・67 号土坑遺構図
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Ｄ-58 土層注記

１　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子少量

２　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子少量

３　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロック

　　　　　　　φ3.0〜5.0cm 中量　ローム粒子多量

４　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロック

　　　　　　　φ1.0〜2.0cm 多量

５　黒褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子微量

Ｄ-60 土層注記

１　黒褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子少量

２　褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム粒多量

３　黒褐色土　締りあり　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 少量

　　　　　　　ローム粒子多量

４　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子中量

５　黒褐色土　締りややあり　粘性弱　ローム粒子微量

Ｄ-66 土層注記

１　黒褐色土　締り弱　粘性なし　ロームブロック粒子少量

２　褐色土　　締り弱　粘性なし　ロームブロックφ2.0〜3.0cm 中量

Ｄ-67 土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 少量

２　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 多量　ローム粒中量

３　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ5.0〜10.0cm 少量

４　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 少量

５　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子多量

Ｄ-68 土層注記

１　褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子少量

Ｄ-59 土層注記

１　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒多量

２　黒褐色土　締りやや弱　粘性なし　ローム粒子微量

３　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒多量

４　黒褐色土　締りやや弱　粘性なし　ローム粒子微量

５　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒多量

Ｄ-63 土層注記

１　黒褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子少量

２　黒褐色土　締りやや弱　粘性なし　ローム粒子微量

３　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒多量

４　黒褐色土　締りやや弱　粘性なし　ローム粒子微量

５　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロック粒子多量

Ｄ-65 土層注記

１　黒褐色土　締り弱　粘性なし　ロームブロック粒子少量

２　褐色土　　締り弱　粘性なし　ロームブロックφ2.0〜3.0cm 中量

３　黒褐色土　締り弱　粘性なし　ロームブロック粒子少量

４　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ2.0〜4.0cm 多量

５　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロック粒子多量

Ｄ-73 土層注記

１　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒中量

２　黄褐色土　締り強　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 中量　ロームブロック粒少量

３　黒褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒中量

Ｄ-74 土層注記

１　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 多量

２　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒少量

３　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒・焼土粒中量

４　黄褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒主体

Ｄ-75 土層注記

１　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 多量

２　黒褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 少量

３　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ2.0〜5.0cm 多量

４　黒褐色土　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 少量

５　暗褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒少量

第 187 図　Ｄ -68・73・74・75 号土坑遺構図
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第 188 図　Ｄ -58・60・65 号土坑遺物実測図

Ｄ -68 号土坑（第 187 図）

位置：Dw-60、Dx-60 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：なし。規模：長軸 1.55 ｍ、短軸 1.36 ｍ。深度：

22 ㎝。主軸方位：Ｎ -69˚- Ｗ。覆土：褐色土の単層である。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -73 号土坑（第 187 図、PL.29）

位置：Dy-60、Ea60グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｄ-82号土坑に切られる。規模：長軸1.60ｍ、短軸0.82ｍ。

深度：47 ㎝。主軸方位：Ｎ -15˚- Ｅ。覆土：暗褐色土・黒褐色土・黄褐色土が堆積する。出土遺物：土師器甕片。

時期：不明。

Ｄ -74 号土坑（第 187 図）

位置：Dy-60 グリッド。平面形態：隅丸長方形。重複：Ｈ -15 号住居跡を切る。規模：長軸 1.21 ｍ、短軸 0.83 ｍ。

深度：41 ㎝。主軸方位：Ｎ -75˚- Ｗ。覆土：褐色土を主体とする。出土遺物：なし。時期：不明。

Ｄ -75 号土坑（第 187 図）

位置：Ea-59・60、Eb-59 グリッド。平面形態：円形か。重複：Ｈ -16 号住居跡を切る。規模：長軸 2.20 ｍ、短

軸 1.05 ｍ。深度：47 ㎝。主軸方位：Ｎ -20˚- Ｅ。覆土：ロームブロックを含む黒褐色土ないし暗褐色土が主体

である。出土遺物：土師器坏・鉢・甕片、須恵器坏片、ロクロ甕片。時期：土師器は 7～ 8世紀、須恵器は 9世

紀、ロクロ甕は 10 世紀代のものである。
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６.井戸跡

　Ｄ -６号土坑は報告書作成段階で井戸跡と判断したが、混乱を避けるため、発掘調査時の土坑番号を踏襲した。

Ｄ -６号土坑（第 189・190 図、第 86・87 表、PL.26・86）

位置：Cw-29、Cx-29 グリッド。平面形態：円形。重複：Ｈ - １号住居跡を切る。規模：径 3.47 ｍ。深度：1.98

ｍ。覆土：ロームブロックを含む暗褐色土ないし黒褐色土を主体とする。出土遺物：縄文土器片が 21 点、土師

器片 66 点、須恵器甕片 4点、薦編石（4～ 19）が出土した。土師器杯（2）は土坑底面付近で出土している。時

期：出土した土師器は坏（2）は 6 世紀後半のもので、Ｈ - １号住居跡からの混入品である。土師器坏・甕の破

片には 7～ 8世紀代のものがあり、奈良時代の遺構と判断される。備考：Ｈ -１号住居跡の埋没後に掘削された

もので、規模の大きさから井戸跡になる可能性がある。

第 189 図　Ｄ -６号土坑遺物実測図

第 83 表　Ｄ -58 号土坑出土遺物観察表

第 84 表　Ｄ -60 号土坑出土遺物観察表

第 85 表　Ｄ -65 号土坑出土遺物観察表

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

1
鉄製品
釘

長さ（2.0）㎝、幅0.5㎝、厚さ0.4㎝
重さ1.98g

下端欠損 角釘 覆土出土

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
須恵器
甕

口径
底径
器高

（22.0）
－
－

口頸部 1/4
残存

外：灰白 2.5Y8/1
内：灰白 2.5Y8/2

石英 良好 外：口縁部ヨコナデ、頸部沈線の上下に櫛描波状文
内：口縁部ヨコナデ、頸部ユビナデ

覆土出土

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
灰釉陶器

碗

口径
底径
器高

－
（7.6）

－

体部～底
部 1/3

外：灰白 2.5Y8/2
内：灰白 2.5Y8/2

精良、石英 良好 ロクロ成形、釉は漬け掛け
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

覆土出土

2
須恵器
甕

口径
底径
器高

－
－
－

同部破片 外：灰白 2.5Y7/1
内：黄灰 2.5Y6/1

白色粒 良好 外：胴部平行タタキ後にカキメ
内：胴部同心円文当て具

覆土出土

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｄ-６土層注記

１　暗褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子・白色粒中量

２　暗褐色土　　締りあり　粘性やや弱　ローム粒子中量　

３　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム粒中量　

４　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム粒多量

５　褐色土　　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子多量　白色粒少量

６　褐色土　　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子少量

７　褐色土　　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子中量

８　褐色土　　　締り強　　粘性弱　ローム粒子微量

９　黄褐色土　　締り強　　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 少量　ローム粒子多量

10　黄褐色土　　締り強　粘性弱　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 少量　ローム粒子中量

11　黄褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 中量

12　暗褐色土　　締り強　粘性弱　ローム粒子少量　白色粒中量　細砂多量

13　黒褐色土　　締りあり　粘性あり　ローム粒子中量

14　黒褐色土　　締り強　粘性強　ローム粒子少量

15　灰白色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

16　暗褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロック粒子少量

17　黒褐色土　　締りあり　粘性弱　白色粘質土ブロックφ3.0〜5.0cm 少量

　　　　　　　　白色粘質土粒中量

18　黄橙色土　　締りやや弱　粘性なし　ローム主体

19　灰黄褐色土　締りあり　粘性弱

20　黒褐色土　　締り強　粘性あり　ロームブロックφ0.5〜0.8cm 少量

21　暗褐色土　　締りあり　粘性弱　ロームブロック粒子少量

第 190 図　Ｄ -６号土坑遺構図

第 86 表　Ｄ -６号土坑出土遺物観察表①

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

（22.6）
－
－

口縁部～
胴部 1/4
残存

外：橙 7.5YR6/6
内：橙 5YR6/6

チャート、石
英

良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部ナナメのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

覆土

2
土師器
坏

口径
底径
器高

（12.8）
－
4.1

完形 外：橙 5YR6/8
内：橙 5YR6/8

精良、チャー
ト、赤色粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ
内：口縁部～体部ヨコナデ、底部摩滅

底面付近

3
須恵器
甕

口径
底径
器高

－
－
－

頸部～肩
部 1/4 残
存

外：灰白 N7/0
内：黄灰 2.5Y6/1

石英 良好 ロクロ成形、外面に自然釉
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

覆土

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

4 菰編石
長さ（12.29）㎝、幅4.05㎝、厚さ2.55㎝
重さ181.71g

端部欠損 片岩 形態：棒状
端部敲打痕

覆土

5 菰編石
長さ13.79㎝、幅3.60㎝、厚さ2.71㎝
重さ207.97g

完形 片岩 形態：棒状
端部敲打痕

覆土

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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第 191 図　Ｔ -１号竪穴状遺構遺構図

７.竪穴状遺構

Ｔ -１号竪穴状遺構（第 191 図）

位置：Ds-60・61、Dt-60・61 グリッド。平面形態：方形か。重複：Ｈ -14 号住居跡、Ｄ -66・81 号土坑との新旧不明。

規模：長軸 3.70 ｍ、短軸 2.31 ｍ以上。深度：23 ㎝。主軸方位：Ｎ -33˚- Ｅ。覆土：-。出土遺物：縄文土器片。

時期：竪穴住居跡の確証がなく、目立った遺物も出土しないことから、時期不明の竪穴状遺構として扱った。

第 87 表　Ｄ -６号土坑出土遺物観察表②

番

号
器 種

法　　　量
（残存値）

残 存 石材 特　　　徴
備 考

（出土層位等）

6 菰編石
長さ14.26㎝、幅3.75㎝、厚さ3.40㎝
重さ267.71g

完形 片岩 形態：棒状
端部敲打痕

覆土

7 菰編石
長さ（13.88）㎝、幅5.94㎝、厚さ3.03㎝
重さ342.63g

端部欠損 片岩 形態：短冊形
端部擦痕

覆土

8 菰編石
長さ14.11㎝、幅5.22㎝、厚さ3.03㎝
重さ265.94g

完形 片岩 形態：短冊形 覆土

9 菰編石
長さ12.59㎝、幅5.21㎝、厚さ3.89㎝
重さ384.83g

完形 片岩 形態：楕円形 覆土

10 菰編石
長さ15.00㎝、幅5.61㎝、厚さ3.91㎝
重さ494.86g

完形 片岩 形態：楕円形 覆土

11 菰編石
長さ15.50㎝、幅5.99㎝、厚さ3.47㎝
重さ479.05g

完形 片岩 形態：短冊形
端部敲打痕

覆土

12 菰編石
長さ16.90㎝、幅5.54㎝、厚さ3.64㎝
重さ529.47g

完形 片岩 形態：楕円形 覆土

13 菰編石
長さ17.19㎝、幅6.10㎝、厚さ2.71㎝
重さ425.34g

完形 片岩 形態：短冊形 覆土

14 菰編石
長さ（16.98）㎝、幅6.66㎝、厚さ2.76㎝
重さ463.47g

端部欠損 片岩 形態：楕円形
両側面に剥離痕

覆土

15 菰編石
長さ（16.90）㎝、幅（5.85）㎝、厚さ3.42㎝
重さ424.49g

端部欠損 片岩 形態：楕円形 覆土

16 菰編石
長さ20.35㎝、幅5.80㎝、厚さ2.49㎝
重さ517.18g

完形 緑色岩類 形態：楕円形
両側面に擦痕

覆土

17 菰編石
長さ11.90㎝、幅6.58㎝、厚さ3.22㎝
重さ418.83g

完形 片岩 形態：短冊形 覆土

18 菰編石
長さ11.01㎝、幅7.95㎝、厚さ2.51㎝
重さ398.37g

完形 片岩 形態：短冊形 覆土

19 菰編石
長さ15.06㎝、幅8.27㎝、厚さ2.38㎝
重さ480.59g

完形 片岩 形態：短冊形
両側面に剥離痕

覆土

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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８.溝

Ｍ -１号溝（第 192・193・195 図、第 88 表、PL.32・88・89）

位置：De-44～46、Df-44～49、Dg-47～49 グリッド。平面形態：Ｌ字に曲がるコーナー部分を検出。北辺では

22.0 ｍにわたって直線的に延びる。重複：Ｈ -４・６号住居跡を切る。規模：溝の上端幅は調査区南壁で 5.47 ｍ、

下端幅は 0.36 ｍである。。深度：薬研堀状を呈し、深さは調査区南壁で 1.66 ｍである。北辺の底面は東へ向かっ

て緩やかに下る。主軸方位：Ｎ -12˚- Ｅ。覆土：下層には As-B を含む暗褐色土が部分的に堆積し、中層はロー

ムブロックを多く含む埋め戻し土、上層には As-A の一次堆積が確認される。出土遺物：縄文土器、土師器鉢・甕片、

須恵器埦（1）・甕片、羽釜（2）、肥前大皿（3）が出土。時期：土師器・須恵器・羽釜は 7～ 10 世紀、肥前大皿

は 17 世紀代のものである。中世遺物が乏しいが、As-B・As-A の堆積状況から、中世に掘削され、近世まで存続

したと判断され、中世の館跡が想定される。

第 192 図　Ｍ -１号溝遺構図①

Ｍ -２・３号溝（第 194 図）

位置：Dh-55、Di-55、Dj-55・56、DK-56～58、Dl-58・59グリッド。平面形態：東西のＭ-２号溝と南北のＭ-３号溝は同

一の溝と考えられる。Ｍ-２東端は途切れる。重複：Ｍ -２号溝がＤ -41 号土坑を切る。規模：上端幅 52～103 ㎝、

下端幅 10～45 ㎝。深度：27 ㎝。主軸方位：Ｍ-３号溝がＮ -9˚- Ｅ。覆土：褐灰色土。出土遺物：なし。時期：不明。

９.埋没谷・隧道状遺構

埋没谷（第 196 図、PL.31）

位置：2区西端、３区東端。Cu-19 ～ 26、Cv-22 ～ 27、Cw-24 ～ 26 グリッド。平面形態：北北東 -南南西方向に

走行する。谷頭は南南西側に位置すると推測され、北北東側は段丘崖につながる。横断面は緩い弧状を呈する（確

認面：As-YP 層上面）。重複：中央から東斜面でＳＵ -1、西斜面で灰黄褐色土を覆土とするピット群と重複する。

規模：幅 25 ｍ、比高差 1.8 ｍ。主軸方位：Ｎ -19˚- Ｅ。覆土：表土下には、谷の西半にまとまった As-A 一次堆

積層（Ⅱ層）、中央に As-B 混入土層（Ⅲ層）が見られる。その下には黒色土（Ⅳ a 層）、暗褐色～黒褐色土（Ⅳ

b）、明るい暗褐色土（Ⅳ c層）、締りのある暗褐色土（Ⅴ層）が凹状に埋没する。以下には As-YP 漸移層（Ⅵ層）、

As-Yp 一次堆積層（Ⅶ層）、明褐色ローム層（Ⅷ層）の堆積が確認された。出土遺物：Ⅳ層で土師器片が、Ⅴ層

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｍ-１ Ａ断面土層注記

１　白色土　　　締り弱　粘性なし　As-A 純層　二次堆積　下位に灰（ピンク）層あり

２　白色土　　　締り弱　粘性なし　As-A 純層　一次堆積　下位に灰（ピンク）層あり

３　灰黄褐色土　締りあり　粘性あり　ローム粒子多量　褐色粘質土主体

４　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

５　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

６　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

７　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

８　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

９　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

10  黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

11　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

12　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

13　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

14　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

15　黄褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム主体

16　暗褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒φ1.0〜5.0cm 少量

17　暗褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒主体

18　暗褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ3.0〜5.0cm 中量

19　暗褐色土　　締りあり　粘性ややあり　黒色土粒多中量

20　黒褐色土　　締りややあり　粘性ややあり　ローム粒子多量

21　黒褐色土　　締りややあり　粘性ややあり　ローム粒子少量

22　暗褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜3.0cm 多量

23　黒褐色土　　締りあり　粘性強　ローム粒少量

24　黄褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒多量

25　黄褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ロームブロックφ1.0〜2.0cm 中量

26　黒褐色土　　締りあり　粘性強　ローム粒中量

27　灰黄褐色土　締りあり　粘性強　細砂・ローム粒子多量

Ｍ-１ Ｂ断面土層注記

１　灰白色土　締りなし　粘性なし　As-A

２　黄橙色土　締りあり　粘性弱　ソフトローム主体

３　黄橙色土　締り強　粘性弱　ソフトローム主体

４　黄橙色土　締りあり　粘性弱　ソフトローム主体

５　黄橙色土　締りややあり　粘性弱　ソフトローム主体

６　黄橙色土　締りあり　粘性弱　ソフトローム主体

７　褐色土　　締りあり　粘性弱　ソフトローム主体

８　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子多量

９　暗褐色土　締りあり　粘性弱　ローム粒子中量

10　褐色土　　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子中量

11　暗褐色土　締り弱　粘性弱　ローム粒子少量

12　褐色土　　締りあり　粘性弱　ローム粒子多量

13　褐色土　　締り弱　粘性弱　ローム粒子中量

14　黄褐色土　締り弱　粘性弱　ローム粒子多量

15　褐色土　　締りやや弱　粘性弱　ローム粒・As-B 少量

16　黄褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子多量

17　黒褐色土　締りあり　粘性ややあり　ローム粒子中量

18　褐色土　　締り強　粘性弱　ローム粒子少量

19　暗褐色土　締り強　粘性ややあり　ローム粒中量

20　暗褐色土　締り非常に強　粘性ややあり　As-B 主体　ローム粒中量

21　暗褐色土　締り非常に強　粘性ややあり　As-B 主体　白色粘質土粒中量

第 193 図　Ｍ -１号溝遺構図②

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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Ｍ-２土層注記

１　褐灰色土　締りあり　粘性弱　ソフトローム粒子中量

Ｍ-３土層注記

１　褐灰色土　締りややあり　粘性弱　ソフトローム粒子中量

２　褐灰色土　締りややあり　粘性弱　ソフトローム粒子少量

第 194 図　Ｍ -２・３号溝遺構図

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 232 - - 233 -

1

3

2

0

1/3

10cm

（2・3）0

1/4

10cm

第 195 図　Ｍ -１号溝遺物実測図

で縄文土器片（縄文時代中期～後期）がわずかに出土した。時期：出土遺物からⅤ層が縄文時代、Ⅳ層が古墳時

代～平安時代に埋没したことが予想される。中世以降のⅢ層下でも谷は若干窪んでいたようである。

ＳＵ -１号隧道状遺構（第 197・198 図、PL.30・31）

位置：２区西端。Cu-22 ～ 24、Cv-22 ～ 26、Cw-24・25 グリッド。埋没谷の中央から東斜面を占める。平面形態：

湾曲する隧道が網目状に入組み、一部の交点で浅い掘り込みが見受けられる。残存する隧道の天井は断ち割りな

がら調査を進めた（図破線部分）。工程との兼ね合いで東斜面部分の掘削調査は叶なわず、調査区南壁際のトレ

ンチと確認状況の記録（図一点鎖線部分）に留めた。隧道の掘削は、締りの弱い As-YP 一次堆積層下位の粗い軽

石層が狙われていたようで、掘削深度が谷地形の傾斜に沿う。出入口に想定される小穴（長軸 56 × 32 ㎝）が散

見された。隧道群北西側や調査区南壁の一部では隧道が崩落した状態が窺われる。重複：Ｐ -266 ～ 269・271 と

重複し、本遺構が古い。規模：隧道の幅 32 ～ 65cm、高さ 31 ～ 65 ㎝を計る。覆土：As-YP 軽石を多く含む締り

第 88 表　Ｍ -１号溝出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
須恵器
埦

口径
底径
器高

－
（6.6）

－

体部～底
部残存

外：浅黄 2.5Y7/3
内：浅黄 2.5Y7/3

片岩、チャー
ト

未還元 ロクロ成形、底部回転糸切り摩滅
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

覆土出土

2 羽釜
口径
底径
器高

（35.5）
－
－

口縁部～
胴部破片

外：灰黄 2.5Y7/2
内：灰黄 2.5Y7/2

石英、白色粒 普通 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

覆土出土

3
肥前
大皿

口径
底径
器高

（34.4）
12.0
11.4

口縁部～
体部 3/4
欠損

胎土：にぶい赤褐 5YR5/3
化粧土：灰白 5Y7/2

緻密、石英 良好 外：体部下半錆釉
内：象嵌で唐草文を施す（三島手）

覆土出土

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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ＳＵ-１土層注記

１　灰黄褐色土　　　締り弱　粘性なし　ローム粒多量　炭化物微量

２　黄褐色土　　　　締り弱　粘性なし　ローム粒多量　ロームブロックφ5.0〜10.0cm 大量

３　暗褐色土　　　　締り弱　粘性なし　ローム粒多量

４　黄褐色土　　　　締り弱　粘性なし　ローム粒微量　黒褐色土ブロックφ2.0〜4.0cm 多量

５　灰黄褐色土　　　締り弱　粘性なし　ローム粒多量

６　黄褐色土　　　　締り弱　粘性なし　ロームブロック主体

７　灰黄褐色土　　　締り弱　粘性なし　ローム粒少量

８　黒褐色土　　　　締り弱　粘性なし　ローム粒多量

９　暗褐色土　　　　締り弱　粘性なし　ローム粒多量　黒褐色土ブロックφ2.0〜4.0cm 少量

10　黄褐色土　　　　締り弱　粘性なし　ロームブロック主体

11　灰黄褐色土　　　締り弱　粘性なし　ローム粒多量　ロームブロックφ4.0〜5.0cm 多量

12　灰黄褐色土　　　締り弱　粘性なし　ローム粒多量　黒褐色土ブロックφ2.0〜4.0cm 多量

13　灰黄褐色土　　　締りややあり　粘性なし　ローム粒多量

14　黒色土　　　　　締り弱　粘性なし　ローム粒多量

15　明褐色土  　　　締りややあり　粘性なし　ローム粒少量

16　灰黄褐色土　　　締りややあり　粘性なし　ローム粒多量　褐色土ブロックφ2.0〜3.0cm 多量

17　明褐色土  　　　締りややあり　粘性なし　ローム粒少量

18　黒褐色土　　　　締り弱　粘性なし　ローム粒少量

19　灰黄褐色土　　　締り弱　粘性なし　ローム粒少量

20　黒褐色土　　　　締り弱　粘性なし　ローム粒微量

21　黒褐色土　　　　締りややあり　粘性なし　ローム粒多量

22  暗褐色土　　　　締り弱　粘性なし　

23　灰黄褐色土　　　締りなし　粘性なし　ローム粒多量

24　暗褐色土　　　　締りややあり　粘性なし　ローム粒多量　褐色土ブロックφ2.0〜3.0cm 多量

25　黒褐色土　　　　締りややあり　粘性なし　ローム粒大量

26　灰黄褐色土　　　締りややあり　粘性なし　ローム粒多量

27　黒色土　　　　　締り弱　粘性なし　ローム粒大量

28　明黄褐色土　　　締りややあり　粘性なし　ローム粒多量

トレンチ

出入口

出入口

出入口

第 198 図　ＳＵ -１号隧道状遺構遺構図②
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第 199 図　奈良時代以降遺構外遺物実測図

の弱い黒色土ないしⅧ層由来の明褐色土で埋没する。出土遺物：出土量はわずかで、縄文土器や土師器の細片が

検出された程度である。時期：埋没谷との層準から古墳時代～平安時代に想定される。備考：遺構の形状からア

ナグマの巣跡に比定される。

10. 遺構外出土遺物

　2 区のカクランからは、須恵器埦（1）のほか、近世の資料が得られた（第 199 図、第 89 表、PL88・90）。肥

前磁器碗（2）、瀬戸錆釉擂鉢（3）、焙烙（4 ～ 6）などがある。As-A が介在するＤ -17・27 号土坑、Ｍ -1 号溝

上層との関連が窺われる。

第 89 表　奈良時代以降遺構外出土遺物観察表

番

号
器 種

法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
須恵器
埦

口径
底径
器高

（14.9）
（8.6）
5.8

口縁部～
体部 1/2
欠損

外：にぶい黄 2.5Y6/4
内：にぶい黄 2.5Y6/4

チャート、白
色粒

未還元 ロクロ成形、底部回転糸切り
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

2区カクラン出
土

2
肥前
磁器碗

口径
底径
器高

（10.8）
（4.2）
5.0

口縁部～
底部 1/2

外：灰白 N8/0
内：灰白 N8/0

緻密 良好 透明釉
外：縞文の染付
内：

2区カクラン出
土

3
瀬戸
擂鉢

口径
底径
器高

（25.0）
（10.9）

7.5

口縁部～
底部 1/2

外：暗褐 7.5YR3/4
内：暗褐 7.5YR3/4

白色粒 良好 底部回転糸切り、内外面錆釉
外：体部回転ヘラケズリ
内：櫛歯 14 本

2 区カクラン出
土

4 焙烙
口径
底径
器高

－
－
－

口縁部～
体部破片

外：黒褐 5YR2/1
内：にぶい赤褐 5YR5/4

石英、白色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部ヨコナデ
外面煤付着

2区カクラン出
土

5 焙烙
口径
底径
器高

（34.2）
－
－

口縁部～
体部 2/3
残存

外：黒褐 7.5YR3/2
内：にぶい褐 7.5YR5/4

石英、白色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部～体部ヨコナデ
外面煤付着

2区カクラン出
土

6 焙烙
口径
底径
器高

（28.3）
（24.0）

3.4

口縁部～
体部 1/4
残存

外：にぶい褐 7.5YR5/4
内：にぶい褐 7.5YR5/4

石英 良好 外：口縁部ヨコナデ
内：口縁部～体部ヨコナデ

2区カクラン出
土
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第７節　自然科学分析

１.テフラ分析

早田　勉（㈱火山灰考古学研究所）

１．はじめに

  関東地方北西部に位置する群馬県域には、赤城、榛名、浅間など北関東地方とその周辺に分布する火山のほか、

中部地方や中国地方、さらには九州地方など遠方に位置する火山から噴出したテフラ（火山砕屑物，いわゆる火

山灰）が数多く降灰している。とくに、後期更新世後半以降に降灰したそれらの多くについては、層相や年代さ

らに岩石記載的特徴がテフラ・カタログ（町田・新井，1992，2003，2011，早田，1996）などに収録されており、

わが国の第四紀研究を特徴づける火山灰編年学の手法によって、考古遺跡においても遺物包含層や遺構の詳しい

層位解明や年代推定ができるようになっている。

　そこで、層位や年代が不明な石器が検出された藤岡市三ツ木東原Ｃ遺跡の発掘調査区においても、地質調査を

行ってテフラ層を含む土層の層序を記載するとともに、高純度で採取した試料を対象に、実験室内でテフラ分析

（テフラ検出分析・火山ガラス比分析・火山ガラスの屈折率測定）を実施して、すでに年代が明らかにされてい

る指標テフラの検出同定を行い、土層の層序や石器検出層準の層位や年代を明らかにすることになった。

２．調査地点の土層層序

　土層断面観察の対象となった地点は、7 トレンチ北壁、1 トレンチ拡張部南壁、4 トレンチ南方壁、2b トレン

チ北壁の４地点である。各地点における層序を次に記す。

（１）7トレンチ北壁

　東部深掘トレンチでは、下位より緑灰色粘土層（層厚 21cm 以上）、灰色粘土層（層厚 16cm）、やや緑色がかっ

た灰色粘土層（層厚 12cm）、灰色粘土層（層厚 36cm）、上部に灰色粘質土で充填されたクラックが発達する暗褐

色粘質土（層厚 35cm）、やや褐色がかった灰色粘質土（層厚４cm）、成層したテフラ層（層厚 15cm）が認められ

る（第 200 図）。

　このうち、成層したテフラ層は、下部の白色細粒軽石混じりで風化がやや進んだ灰黄色粗粒火山灰層（層厚

５cm，軽石の最大径２mm）と、上部の橙色粗粒軽石層（層厚 10cm，軽石の最大径８mm，石質岩片の最大径２mm）

からなる。このテフラ層は、層相から、浅間火山から約 2.9 ～ 2.4 万年前の間に噴出した浅間板鼻褐色軽石群

（As-BP Group，新井，1962，町田・新井，1992，2003，2011，早田，2016）のうち、最下部の室田軽石（As-MP，

森山，1971，早田，1990，関口ほか，2011 など）に由来する可能性が高い。

（２）1トレンチ拡張部南壁

  1 トレンチ拡張部南壁では、下位より上部に灰色粘質土で充填されたクラックが発達する暗褐色粘質土（層厚

22cm 以上）、灰色粘質土（層厚２cm）、やや風化した黄白色細粒火山灰層（レンズ状，最大層厚１cm）、褐色がか

った灰色粘質土（層厚３cm）、成層したテフラ層（層厚 12cm 以上）が認められる（第 200 図）。このうち、成層

したテフラ層は、下部の風化が進んだ灰色粗粒火山灰層（層厚４cm）と、上部の橙色粗粒軽石層（層厚８cm 以上，

軽石の最大径７mm，石質岩片の最大径２mm）からなる。このテフラ層も層相から As-MP に同定される。

（３）4トレンチ南壁

 4 トレンチ南方では、7トレンチ北壁や 1トレンチ拡張部南壁で認められた As-MP の上位に、下位より暗灰褐色

土（層厚 25cm）、粒径が揃った黄灰色粗粒火山灰層（ブロック状，最大層厚３cm）、褐色土（層厚３cm）、黒灰色

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡
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粗粒火山灰を多く含む橙色細粒軽石層（層厚６cm，軽石の最大径３mm）、炭化物混じり暗灰色土（層厚４cm）、軽

石に富む黄橙色軽石層（ブロック状，最大層厚６cm，軽石の最大径４mm，石質岩片の最大径２mm）、褐色土（層

厚 10cm 以上）が認められる（第200図）。これらのうち、黄灰色粗粒火山灰層、黒灰色粗粒火山灰を多く含む橙色細

粒軽石層、軽石に富む黄橙色軽石層の３層は、層位や層相から、As-MPより上位のAs-BP Group構成層と考えられる。

（４）2b トレンチ北壁

  2b トレンチ北壁では、下位より暗灰褐色粘質土（層厚 13cm 以上）、褐色がかった灰色粘質土（層厚４cm）、成

層したテフラ層（層厚 18cm）、暗灰褐色土（層厚 16cm）、橙色軽石に富む灰色褐色土（ブロック状，最大層厚

10cm，軽石の最大径４mm）、褐色砂質土（層厚４cm）、炭化物混じり暗灰褐色土（層厚３cm）、黄橙色軽石にロム

褐色土（ブロック状，最大層厚13cm，軽石の最大径４mm）、砂混じり黄褐色土（層厚 12cm）、やや灰色がかった褐色

土（層厚 13cm）、黄白色粗粒火山灰を多く含むやや灰色がかった褐色土（層厚 12cm）、黄白色粗粒火山灰を多く

含むやや黄色がかった褐色土（層厚７cm）、粗粒の黄色軽石に富むやや黄色がかった黄色土（ブロック状，最大層

厚３cm，軽石の最大径９mm）、やや黄色がかった褐色土（層厚 10cm）、表土（層厚 22cm）が認められる（第200図）。

　このうち、成層したテフラ層は、下位より風化がやや進んだ黄色粗粒火山灰層（層厚４cm）、風化がやや進ん

だ黄白色粗粒火山灰層（層厚３cm）、逆級化構造をもつ黄橙色粗粒軽石層（層厚 11cm，軽石の最大径 12mm，石質

岩片の最大径２mm）からなる。このテフラ層も、その層相から As-MP に同定される。

　今回の発掘調査では、最上部付近の粗粒の黄色軽石に富むやや黄色がかった黄色土ブロックの直下の、黄白色

粗粒火山灰を多く含むやや黄色がかった褐色土から石器が検出されている。

３．テフラ検出分析

（１）分析試料と分析方法

　7トレンチ北壁、1トレンチ拡張部南壁、2b トレンチ北壁の３地点において採取された試料のうち、18 点を対

象に、テフラ粒子の量や特徴を定性的に把握するテフラ検出分析を実施した。分析の手順は次の通りである。

１）試料 10g ずつを電子天秤で秤量。

２）超音波洗浄により泥分を除去。

３）恒温乾燥器を用いて 80℃で乾燥。

４）実体顕微鏡下でテフラ粒子の量や特徴を観察。

（２）分析結果

　テフラ検出分析の結果を第 90 表に示す。7 トレンチ北壁では、試料７以上の試料から無色透明のバブル型ガ

ラスが検出された。試料７および試料５での検出量はごくわずかであるが、試料３ではやや多い傾向にある。磁

鉄鉱など不透明鉱物以外の重鉱物（以下、重鉱物とする）には、試料９以上で斜方輝石、単斜輝石、角閃石が認

められた。一方、試料９より下位から火山ガラスは検出されず、試料 11 以下の重鉱物も、角閃石や斜方輝石が

わずかずつ認められる程度で、とくに特徴的なテフラの降灰層準が認められない。この地点で認められた無色透

明のバブル型ガラスは、1 トレンチ拡張部南壁の試料１に多く含まれている。この試料には、ほかに無色透明の

繊維束状軽石型ガラスも認められる。重鉱物は、角閃石や斜方輝石がわずかに認められる程度である。

　2b トレンチ北壁では、いずれの試料でも火山ガラスを認めることができた。その多くは、淡灰色や無色透明

の中間型である。この火山ガラスは試料３や試料２でやや多い。試料７には、ほかに、灰白色や白色のスポンジ

状軽石型も認められる。いずれにおいても、重鉱物には斜方輝石や単斜輝石が認められる。
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４．火山ガラス比分析

（１）分析試料と分析方法

　テフラ検出分析対象試料のうち、石器の層位がわかる 2b トレンチ北壁と、1 トレンチ拡張部南壁の試料を対

象に、火山ガラスの形態別（一部色調別）含有率、さらに軽鉱物および重鉱物の含有率を求める火山ガラス比分

析を行った。分析の手順は次の通りである。

１）テフラ検出分析済みの対象試料について、分析篩により 1/4mm-1/8mm と 1/8-1/16mm の粒子を篩別。

２）1/4mm-1/8mm の 250 粒子を偏光顕微鏡で観察して、火山ガラス（形態色調別）、軽鉱物、重鉱物の含有率　　

を求める。

３）偏光顕微鏡下で 1/4-1/8mm の 250 粒子を観察し、火山ガラスの形態別（一部色調別）の含有率、また　　　

軽鉱物や重鉱物の含有率を求める。

（２）分析結果

  火山ガラス比分析の結果を、ダイヤグラムにして第 201 図に、また分析結果の内訳を第 91 表に示す。1 トレ

ンチ拡張部南壁の試料１には、火山ガラスが 48.0％と高率で含まれている。火山ガラスには、含有率が高い順

に無色透明バブル型（43.6％）、繊維束状軽石型（3.2％）、中間型（1.2％）が認められる。軽鉱物と重鉱物の含

有率はそれぞれ 29.2％と 6.0％である。

  2b トレンチ北壁では、試料３や試料２で火山ガラスの含有率が高い傾向にある（10.0％，10.4％）。含有率が

高い順に、前者には中間型（7.2％）、繊維束状軽石型（1.6％）、スポンジ状軽石型（1.2％）、後者にも中間型（6.0

％）、繊維束状軽石型（2.4％）、スポンジ状軽石型（2.0％）が含まれている。軽鉱物と重鉱物の含有率もそれぞ

れ 59.6％と 23.2％、60.4％と 21.6％で。よく似た傾向にある。

　これらより上位の試料１における火山ガラスの含有率はさほど高くない（4.4％）。ただ、認められる火山ガラ

スは、やはり中間型（3.2％）、繊維束状軽石型（1.2％）、スポンジ状軽石型（0.4％）である。軽鉱物と重鉱物

の含有率は 74.8％と 14.0％で、軽鉱物の含有率が高い。

５．屈折率測定

（１）測定試料と測定方法

　石器包含層から採取された 2b トレンチ北壁の試料２に含まれる火山ガラスについて、温度変化型屈折率測定

法（壇原，1993）によって火山ガラスの屈折率測定を実施した。測定対象は、篩別により得られた 1/8-1/16mm

粒子中の火山ガラスである。

（２）測定結果

  屈折率測定の結果を第 92 表に示す。2b トレンチ北壁の試料２に含まれる火山ガラス（32 粒子）の屈折率（n）

は、1.500-1.504 である。

６．考察

　1トレンチ拡張部南壁において、As-MP の下位に認められたやや風化した黄白色細粒火山灰層は、層位や岩相、

さらに無色透明のバブル型ガラスを多く含むことから、約 3～ 2.8 万年前に南九州地方の姶良カルデラから噴出

した姶良 Tn 火山灰（AT，町田・新井，1976，1992，2003，2011）に同定される。したがって、7 トレンチ北壁

におけるテフラ検出分析で検出された無色透明のバブル型ガラスも、ATに由来すると考えられる。この地点では、

比較的下位からも AT 由来の火山ガラスが検出されているが、これは、AT 降灰後にもクラックの形成が継続され
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たことなどによる攪乱の影響と考えられる。

　また、As-MP の上位に認められた軽石質の３層のテフラ層は、As-MP より上位の As-BP Group 構成層と考えら

れる。早田（2016）は、安中市松井田町横川の露頭の調査分析の結果をもとに、As-MP より上位に松井田 1～ 11

（Mt1 ～ 11）の 11 層のテフラが存在していることを明らかにして、As-MP を含め渋川方面に追跡した結果を報告

している。これらのテフラと、本遺跡で認められたテフラとの詳細な対応関係に関しては、今後の横川－藤岡間

でのテフラ層序学的調査に期待したい。

  2b トレンチ北壁における試料３で採取された、やや灰色がかった褐色土に多く含まれる黄白色粗粒火山灰は、

その層位や中間型ガラスを比較的多く含むことから、約２万年前前後に浅間火山から噴出した浅間大窪沢第軽石

群（As-Ok Group，中沢ほか，1984，町田・新井，1992，2003，2011 早田，1996，2016）に由来すると考えられる。

また、その上位の土層中に濃集した粗粒の黄色軽石は、その層位や岩相などから、約 1.5 ～ 1.65 年前に浅間火

山から噴出した浅間板鼻黄色軽石（As-YP，新井，1962，町田・新井，1992，2003，2011 など）に由来すると考

えられる。

　テフラ検出分析、火山ガラス比分析、そして火山ガラスの屈折率測定の対象になった 2b トレンチ北壁の試

料２に含まれる火山ガラスは、その層位、形態、色調、屈折率特性、さらに前後のテフラの産状を合わせる

と、As-Ok Group に由来するものが多いと推定される。ただし、一見、遺物包含層より上位にあるように見える

As-YP は軽石の濃集ブロックで、明確な As-YP の一次堆積層ではないことを考慮すると、発掘調査で検出された

石器は、As-YP の濃集ブロック混じりの土層、つまりより上位の土層中から検出された可能性が十分に考えられ

る。

７．まとめ

  藤岡市三ツ木東原Ｃ遺跡において地質調査を行って土層やテフラを観察するとともに、高純度で採取した試料

を対象にテフラ分析（テフラ検出分析・火山ガラス比分析・火山ガラスの屈折率測定）を実施した。その結果、

下位より姶良 Tn 火山灰（AT，約 3 ～ 2.8 万年前）、室田軽石（As-MP）など浅間板鼻褐色軽石群（As-BP Group，

約 2.9 ～ 2.4 万年前）のうちの４層、浅間大窪沢軽石群（As-Ok Group，約２万年前前後）、浅間板鼻黄色軽石

（As-YP，約 1.5 ～ 1.65 万年前）などを検出できた。今回の発掘調査によってローム層中から検出された石器に

ついては、少なくともAs-Ok Groupより上位で、さらにAs-YPより上位の土層から検出された可能性が十分にある。
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第 90 表　テフラ検出分析結果
表１　テフラ検出分析結果

地点 　試料 　　　　軽石・スコリア 　　　　火山ガラス 重鉱物

量 色調 最大径 量 形態 色調 (不透明鉱物以外）

7トレンチ北壁 3 * bw 無色透明 opx，cpx，am

5 （*） bw 無色透明 opx，cpx，am

7 （*） bw 無色透明 opx，cpx，am

9 opx，cpx，am

11 （am，opx）

13 （am，opx）

15 （am，opx）

17 （am，opx）

19 （am，opx）

21 （am，opx）

23 （am，opx）

25 （am，opx）

1トレンチ拡張部南壁 1 *** bw>pm（ｆｂ） 無色透明 （am，opx）

2bトレンチ北壁 1 （*） md 淡灰 opx,，cpx

2 * md 淡灰，無色透明 opx，cpx

3 * md 淡灰，無色透明 opx，cpx

5 （*） md 淡灰 opx，cpx

7 * pm(sp），md 灰白，白，無色透明 opx，cpx

****：とくに多い，***：多い，**：中程度，*：少ない，（*）：とくに少ない．最大径の単位：mm．

bw：バブル型，md：中間型，pm：軽石型，sc：スコリア型，opx：斜方輝石，cpx：単斜輝石，am：角閃石．重鉱物の（）：量が少ないことを示す．

第 91 表　火山ガラス比分析結果
表２　火山ガラス比分析結果

地点  試料 　　火山ガラス 　軽鉱物 　　重鉱物 　　その他 　　　合計

　　bw（cl） 　　bw（pb） 　　bw（br） 　　　　md 　　pm（sp） 　　pm（fb）

2bトレンチ北壁 1 0 0 0 8 1 3 187 35 16 250

2 0 0 0 15 5 6 151 54 19 250

3 0 0 0 18 3 4 149 58 18 250

5 1 0 0 2 6 2 84 131 24 250

7 0 0 0 6 9 1 106 119 9 250

1トレンチ拡張部南壁 1 109 0 0 3 0 8 73 15 42 250

bw：バブル型，md：中間型，pm：軽石型，sc：スコリア型，cl：無色透明，pb：淡褐色，br：褐色，sp：スポンジ状，fb：繊維束状．数字は粒子数．

第 92 表　屈折率測定結果
表３　屈折率測定結果

地点・試料・テフラ 　 　 　　 　火山ガラス 文献

屈折率（n）  測定点数

三ツ木東原Ｃ遺跡・2bトレンチ北壁・試料２ 1.500-1.504 　　　　32 本報告

関東平野北西部の後期更新世後半以降の代表的ガラス質指標テフラ

浅間Ａ（As-A，1783年） 1.507-1.512 1)

浅間Ｂ（As-B，1108年） 1.524-1.532 1)

榛名二ツ岳伊香保（Hr-FP，６世紀中葉） 1.501-1.504 1)

榛名二ツ岳渋川（Hr-FA，６世紀初頭） 1.500-1.502 1)

1.498-1.505 2)

浅間Ｃ（As-C，３世紀後半） 1.514-1.520 1)

浅間Ｄ軽石（As-D，約4,500年前*1） 1.513-1.516 1)

鬼界アカホヤ（K-Ah，約7,300年前） 1.506-1.513 1)

浅間藤岡軽石（As-Fo，約8,200年前*1） 1.508-1.516 3)，4）

浅間総社（As-Sj，約1.0～1.1万年前*1） 1.501-1.518 4)

浅間板鼻黄色（As-YP，約1.5～1.65万年前） 1.501-1.505 1)

浅間大窪沢２（As-Ok2，約２万年前） 1.502-1.504 1)

浅間大窪沢１（As-Ok1，約２万年前） 1.500-1.502 1)

浅間板鼻褐色（群）（As-BP Group，約2.4～2.9万年前） 上部： 1.515-1.520 1)

中部： 1.508-1.511 1)

下部： 1.505-1.515 1)

姶良Tn（AT，約３万年前） 1.499-1.500 1)

*1：放射性炭素年代．1)：町田・新井（1992，2011），2）：早田（2014），3)：早田（1996），4）：早田（未公表資料）．

本報告・2)：温度変化型屈折率法（壇原，1993）．1）・3）・4）：温度一定型屈折率測定法（新井，1972，1993）．
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図１　東部深堀トレンチの土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：分析試料の番号．

図２　トレンチ１拡張部南壁の土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：分析試料の番号．
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図１　東部深堀トレンチの土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：分析試料の番号．

図２　トレンチ１拡張部南壁の土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：分析試料の番号．
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図１　東部深堀トレンチの土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：分析試料の番号．

図２　トレンチ１拡張部南壁の土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：分析試料の番号．
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図４　西部トレンチ2Aの土層柱状図
　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：分析試料の番号．
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　　　●：テフラ分析試料の層位．数字：分析試料の番号．

0

50

cm

●
●

●

V   V   V   V   V

V   V   V   V 

V      V      V      V 

As-BP Group （MP）

As-BP Group 

As-BP Group 

As-BP Group 1

2

3

早田　勉（1990）群馬の自然と風土 .群馬県史編さん室編「群馬県史通史編１　原始古代１」，p.37-129.
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第 200 図　土層柱状図

１トレンチ拡張部南壁

７トレンチ北壁

４トレンチ南壁

２bトレンチ北壁

F49 三ツ木東原Ｃ遺跡



- 244 -

三ツ木東原Ｃ遺跡テフラ分析写真図版

写真１ 2bトレンチ北壁・試料２（透過光）

中央右下：繊維束状軽石型ガラス．

写真２ 2bトレンチ北壁・試料３（透過光）

中央右上・中央左下など：中間型ガラス．

写真３ 1トレンチ拡張部南壁・試料１（透過光）

中央など多数：無色透明バブル型ガラス.

第 201 図　テフラ分析写真
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第Ⅴ章　上落合七輿遺跡

第１節　調査の概要

　上落合七輿遺跡は鏑川右岸の河岸段丘上に位置する。この河岸段丘は上位段丘面（藤岡Ⅰ面）、中位段丘面（藤

岡Ⅱ面）、下位段丘面（藤岡Ⅲ面）に分類され本遺跡は中位段丘面に立地する。今回の調査では縄文時代・古墳時代・

平安時代・中世に帰属する遺構（竪穴住居跡４軒・柵列４条・溝２条・土坑８基・ピット 143 基）、遺物が確認

された。遺構の多くは１区南端および２区における微高地上に占地する。水田は１区北側から２区南端部にかか

る谷地において確認された。縄文時代については遺物の出土が認められたものの遺構の確認には至らなかった。

第２節　基本層序

　11 箇所で基本層序の確認を行った。１区北半から２区南端部にかけて確認された谷地では As-B（1108 年降下）

の一次堆積層が確認された。各層位における内容は以下のとおりである。

Ⅰ層は黒褐色土で現代の耕作土である。Ⅱ層は褐灰色土で As-A（1783 年降下）を多量に含む。Ⅲ層は As-B を大

量に含む黒褐色土である。Ⅳ層は As-B 一次堆積層である。Ⅴ層は粘性の強い黒褐色土で水田耕作土である。自

然化学分析の結果プラントオパールが検出されている（第 6 節）。Ⅵ層は褐灰色粘質土である。Ⅶ層は黒褐色粘

質土で黄橙色土ブロックを多量に含む。Ⅴ～Ⅶ層は谷地部のみで認められた層位である。Ⅷ層は黒褐色土で撹拌

された As-YP を小量含む。Ⅸ層はにぶい黄褐色土で As-YP を多量に含む。Ⅹ層は砂礫層で大きさが 10 ㎝以上の

河原石を含む。Ⅺ層は灰黄褐色粘質土で鉄分の沈着が認められた。Ⅻ層はにぶい黄橙色砂質土である。ⅩⅢ層は

白色粘質土で黒褐色土ブロックを少量含む。ⅩⅣ層は白色粘質土である。

第 202 図　基本層序
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１．遺構外出土遺物

第３節　縄文時代

　遺構の検出には至らなかったものの、縄文時代の土器・石器が他の時期の遺構埋没土中から出土している（第

215・216 図、第 93・94 表、PL.91・92）。帰属時期は縄文時代後期初頭～前葉を主体としている。１は前期前葉

の関山Ⅰ式の深鉢である。２は前期中葉に帰属すると考えられる深鉢である。３・４は前期後葉の諸磯ｂ式の深

第 215 図　縄文時代遺構外遺物実測図①
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鉢である。５～ 10 は中期後葉の加曽利ＥⅢ式の深鉢片である。出土点数は後期初頭～前葉に次いで多い。11 ～

14 は称名寺Ⅰ式、15 ～ 26 は称名寺Ⅱ式、27 ～ 29 は堀之内１式、30 は堀之内２式の深鉢である。11・16・17・

22・25・26 は倒木痕－３（第 211 図）からの出土である。31 は晩期中葉に帰属する深鉢の口縁部片である。32

は中期～後期に帰属すると考えられる小型の深鉢底部片である。33 ～ 35・37 は打製石斧で、33・35 は分銅型で

ある。36 は削器、38 は二次加工のある剥片である。石材は 33・35 が安山岩、その他は黒色頁岩である。
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番号 器 種
法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 橙 7.5YR6/6
にぶい褐 7.5YR5/4

繊維、褐色粒 普通 内面ナデ。外面円形貼付文、沈線文。 Ｈ -４
前期前葉
関山Ⅰ式

2
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい褐 7.5YR5/4
にぶい褐 7.5YR5/4

繊維、白色粒、
褐色粒

普通 内面横位ナデ。外面残存範囲において無文。 Ｐ -19
前期中葉

3
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい黄橙 10YR6/4
にぶい黄橙 10YR6/4

白色粒、褐色
粒

普通 内面横位ナデ。外面キザミを伴う浮線文、Ｃ字状爪形文。Ｄ -４
前期後葉
諸磯ｂ式

4
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 灰黄褐 10YR4/2
灰褐 7.5YR5/2

白色粒、褐色
粒

普通 内面ナデ。外面半裁竹管状工具による平行沈線。 Ｍ -１
前期後葉
諸磯ｂ式

5
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい黄橙 10YR6/4
にぶい黄橙 10YR6/3

白色粒、チャ
ート、褐色粒

普通 内面横位ナデ。外面弧状の沈線を伴う磨消縄文。単節縄
文ＲＬ、口唇部のみ横位回転、他の部位は縦位回転押捺。

Ｄ -４
中期後葉
加曽利ＥⅢ式

6
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 7.5YR6/6
橙 7.5YR6/6

白色粒、チャ
ート

普通 内面ナデ。外面縦位沈線文を伴う磨消縄文。縦位回転押
捺による単節縄文ＲＬ。

２区南
中期後葉
加曽利ＥⅢ式

7
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 灰褐 7.5YR5/2
にぶい橙 7.5YR6/4

白色粒、褐色
粒

普通 内面ナデ。外面縦位沈線文を伴う磨消縄文。縦位回転押
捺による単節縄文ＲＬ。

TR11
中期後葉
加曽利ＥⅢ式

8
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 褐灰 7.5YR5/1
灰褐 7.5YR5/3

白色粒、チャ
ート

普通 内面ナデ。外面縦位沈線文を伴う磨消縄文。縦位回転押
捺による単節縄文ＬＲ。

TR10
中期後葉
加曽利ＥⅢ式

9
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい黄橙 10YR7/4
明黄褐 10YR6/6

白色粒、チャ
ート、褐色粒

普通 内面ナデ。外面縦位回転押捺による単節縄文ＲＬ。 TR10
中期後葉
加曽利ＥⅢ式

10
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 明赤褐 5YR5/6
明赤褐 5YR5/6

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内面ナデ。外面擦痕、縦位隆帯。 ２区
中期後葉
加曽利ＥⅢ式

11
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 赤褐 5YR4/6
赤褐 5YR4/6

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内・外面ナデ。平口縁。外面口縁部下位、横位および斜
位の鎖状隆帯。

後期初頭
称名寺Ⅰ式

12
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 橙 7.5YR6/6
にぶい黄褐 10YR5/3

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内面ナデ。平口縁。外面口縁部下位、押捺を伴う横位隆帯。覆土一括
後期初頭
称名寺Ⅰ式

13
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 明赤褐 5Y Ｒ 5/6
明赤褐 5Y Ｒ 5/6

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内・外面ナデ。外面沈線文、単節縄文ＬＲ。 覆土一括
後期初頭
称名寺Ⅰ式

14
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 5YR6/6
灰褐 5YR4/2

白色粒、チャ
ート

普通 内・外面ともナデ。外面沈線文、および単節ＬＲによる
充填縄文。

TR10
後期初頭
称名寺Ⅰ式

15
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい褐 7.5YR5/4
にぶい褐 7.5YR5/4

白色粒 普通 内・外面とも横位ナデ。外面口縁部、横位沈線文。 ２区
後期初頭
称名寺Ⅱ式

16
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 褐灰 10YR5/1
灰黄褐 10YR6/2

白色粒、褐色
粒

普通 内・外面ともに横位ナデ。やや肥厚し内・外面に稜をも
つ口唇部。口唇部直下に横位沈線１条。

２区
後期初頭
称名寺Ⅱ式

17
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 橙 7.5YR6/6
にぶい橙 7.5YR6/4

白色粒、褐色
粒

普通 内・外面ともに横位ナデ。やや肥厚し内・外面に弱い稜
をもつ口唇部。口唇部直下に横位沈線１条、正円に近い
列点文。

２区南
後期初頭
称名寺Ⅱ式

18
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 明赤褐 5YR5/6
明赤褐 5YR5/6

白色粒、褐色
粒

普通 内・外面とも横位ナデ。平口縁。外面口縁部下位、押捺
を伴う横位隆帯。

２区
後期初頭
称名寺Ⅱ式

19
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 明赤褐 5YR5/6
明赤褐 5YR5/6

白色粒、褐色
粒、片岩

普通 内・外面とも横位ナデ。外面口縁部下位、押捺を伴う横
位隆帯。

２区南
後期初頭
称名寺Ⅱ式

20
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 明赤褐 5YR5/6
明赤褐 5YR5/6

白色粒、チャ
ート

普通 内面横位ナデ。外面微隆起線による渦巻状文。 TR ７
後期初頭
称名寺Ⅱ式

21
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 7.5YR6/6
橙 7.5YR6/6

白色粒 普通 内面ナデ。外面沈線文、列点文。 Ｈ -４
後期初頭
称名寺Ⅱ式

22
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 明赤褐 2.5YR5/6
明赤褐 2.5YR5/6

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内面ナデ。沈線文。外面沈線文および充填列点文。 覆土一括
後期初頭
称名寺Ⅱ式

23
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 5YR6/6
明赤褐 5YR5/6

白色粒、片岩 普通 内面横位ナデ。外面縦位ナデ、縦位沈線文。 ２区南表採
後期初頭
称名寺Ⅱ式

24
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい褐 7.5YR5/3
にぶい橙 7.5YR6/4

白色粒、片岩 普通 内面ナデ。外面縦位ナデ、縦位沈線文。 ２区南
後期初頭
称名寺Ⅱ式

25
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 7.5YR6/6
橙 5YR

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内・外面ナデ。外面沈線文。 覆土一括
後期初頭
称名寺Ⅱ式

26
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい赤褐 5YR5/4
明赤褐 5YR5/6

白色粒、チャ
ート、片岩

普通 内・外面ナデ。外面畝状をなす無数の横位調整痕。 覆土一括
後期初頭
称名寺Ⅱ式

27
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい橙 7.5YR7/3
にぶい橙 7.5YR7/3

白色粒、チャ
ート

普通 内・外面とも横位ナデ。内屈する口縁。外面口縁部、凹文、
重弧文、および間に円形刺突文を伴う横位沈線２条。

TR10
後期前葉
堀之内Ⅰ式

第 93 表　縄文時代遺構外出土遺物観察表①

D57 上落合七輿遺跡



- 260 - - 261 -

0

1/3

10cm

１２

第 217 図　Ｈ－１号住居跡遺物実測図

番号 器 種
法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

28
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい橙 7.5YR7/4
にぶい橙 7.5YR7/4

白色粒、チャ
ート、褐色粒

普通 内・外面とも横位ナデ。内屈する口縁。外面口縁部、横
位沈線１条。

TR ９
後期前葉
堀之内１式

29
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 橙 5YR6/6
にぶい橙 7.5YR6/4

白色粒、褐色
粒

普通 内面ナデ。外面隆帯による円形貼付文を伴う渦巻状文。 ２区南表採
後期前葉
堀之内１式

30
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 にぶい褐 7.5YR6/3
にぶい橙 7.5YR7/4

白色粒、褐色
粒

良好 内・外面とも横位ナデ。外面沈線による幾何学文、単節
ＬＲによる充填縄文。

１区
後期前葉
堀之内２式

31
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

口縁部破片 にぶい橙 7.5YR6/4
にぶい橙 7.5YR6/4

白色粒 普通 内・外面とも横位ナデ。外面横位浮線文。 Ｈ -４
晩期中葉

32
縄文土器
深鉢

口径
底径
器高

－
－
－

底部破片 灰褐 7.5YR6/2
褐灰 7.5YR4/1

白色粒、褐色
粒

普通 内・外面ともナデ。外面残存範囲において無文。 TR ９
中期～後期

番

号
器 種

法　　　量

（残存値）
残 存 石材 特　　　徴

備 考

（出土層位等）

33 打製石斧
長さ 13.46 ㎝、幅 8.53 ㎝、厚さ 2.23 ㎝
重さ 264.99g

完形 安山岩 剥片素材。分銅形の打製石斧。未成品の可能性がある。 D-49 出土

34 打製石斧
長さ 8.59 ㎝、幅 5.03 ㎝、厚さ 1.72 ㎝
重さ 80.96g

一部欠損 黒色頁岩 剥片素材。撥形の打製石斧。基部側が欠損している。全
体的に磨耗している。

P-115 出土

35 打製石斧
長さ 10.89 ㎝、幅 9.3 ㎝、厚さ 3.11 ㎝
重さ 323.93g

完形 安山岩 剥片素材。分銅形の打製石斧。

36 削器
長さ 4.8 ㎝、幅 8.83 ㎝、厚さ 2.14 ㎝
重さ 84.52g

完形 黒色頁岩 剥片素材。表裏側縁に急角度の連続的な二次加工が施さ
れる。

37 打製石斧
長さ 6.83 ㎝、幅 6.94 ㎝、厚さ 1.73 ㎝
重さ 91.46g

上部欠損 黒色頁岩 剥片素材。表裏側縁に急角度の連続的な二次加工が施される。
平面形状が弧状に加工されているため石斧の未成品とした。

38
二次加工の
ある剥片

長さ 9.71 ㎝、幅 6.2 ㎝、厚さ 1.33 ㎝
重さ 76.46g

完形 黒色頁岩 剥片素材。素材腹面側の末端部に急角度の連続的な二次
加工が施される。

第 94 表　縄文時代遺構外出土遺物観察表②

１．竪穴住居跡

第４節　古墳時代

Ｈ -１号住居跡（第 217・218 図、第 95 表、PL.39・93）

位置：１区。Cl-5・Cm-5 グリッド。平面形態：方形基調。

重複：Ｐ 23・24 と重複するが、切り合い関係は不詳であ

る。規模：〈3.90〉ｍ×〈2.45〉ｍ。深度：0.36 ｍ。主軸方

位：Ｎ-70˚-Ｅ。カマド：東壁やや南寄りに付設されていた。

白色軽石粒・黒褐色土の混じる灰黄褐色土を構築材として

用いていた。規模は最大長 1.00 ｍ、カマド内側における

最大幅は 0.41 ｍである。柱穴：確認されなかった。壁周

溝：確認されなかった。貯蔵穴・土坑：南東コーナーで貯

蔵穴と考えられる浅い土坑を確認した。平面形状は不整形、

断面形状はレンズ状を呈する。規模は 0.31 × 0.30 ｍ、深

さ 0.07 ｍである。床面の状態：概ね平坦である。黄褐色

土と黒褐色土による貼り床

が確認された。遺構埋没状

態：自然埋没と考えられる。

出土遺物：出土量は少ない

が埋没土中から土師器（坏・

甕）、須恵器（甕）、粘土塊

D57 上落合七輿遺跡
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0
ｍ

Ｃ
′

Ｃ

Ａ－Ａ′

１　暗褐色土　締り・粘性ややあり。ローム粒中量、

　　焼土・As-YP 少量、炭化物微量。

２　暗褐色土　締り・粘性ややあり。As-YP 少量、ロー

　　ム粒微量。　

３　暗褐色土　締り・粘性やや弱い。ローム粒・ロー

　　ムブロックφ 1.0 〜 5.0cm 中量、白色軽石

　　φ 0.2cm 少量、As-YP φ 0.5cm 微量。

４　黄褐色土　締りやや弱く粘性ややあり。ローム

　　粒・ロームブロックφ 5.0 〜 10.0cm 多量、黒褐

　　色土・As-YPφ0.5cm少量、白色軽石φ0.2cm微量。

５　暗褐色土　締り弱く粘性やや弱い。黒褐色土多

　　量、ローム粒・ロームブロックφ 1.0 〜 4.0cm・

　　As-YP φ 0.5 〜 2.0cm 中量、白色軽石φ 0.2cm

　　微量。

Ｄ－Ｄ′（貯蔵穴）

１　暗褐色土　しまりややあり粘性ややある。ロー

　　ム粒・ロームブロックφ 0.5 ～ 2.0cm 中量。
0

1/60

2m

0

1/30

1m

Ｂ－Ｂ′・Ｃ－Ｃ′（カマド）

１　暗褐色土　　締り・粘性ややあり。ローム粒・白

　　色粒少量。

２　暗褐色土　　締り・粘性ややあり。ローム粒・焼

　　土少量。　

３　黄褐色土　　締りやや弱く粘性ややあり。ローム

　　粒・ロームブロック主体。焼土少量。

４　黄褐色土　　締り弱く粘性弱い。ロームと暗褐色

　　土の混土層。焼土少量。

５　暗褐色土　　締り・粘性やや弱い。ローム粒・焼

　　土中量、炭化物微量。

６　暗褐色土　　締りややあり粘性やや弱い。ローム

　　粒・ロームブロックφ 1.0 〜 3.0cm・焼土粒中量。

７　暗褐色土　　締りやや弱く粘性あり。ローム粒・

　　ロームブロックφ 1.0 〜 3.0cm 多量、焼土粒少量。

　　暗褐色土とロームの混土層。

８　灰黄褐色土　締りややあり粘性あり。ローム粒・

　　ロームブロックφ 1.0cm・焼土粒中量、炭化物少量。

９　暗褐色土　　締り・粘性ややあり。ローム粒・ロー

　　ムブロックφ 0.5cm 少量、礫φ 1.0 〜 3.0cm 微量。

10　灰黄褐色土　締りややあり粘性やや弱い。ローム

　　粒・焼土粒中量、ロームブロックφ 0.5 〜 2.0cm

　　少量、炭化物微量。

11　暗褐色土　　締り・粘性やや弱い。ローム粒・ロー

　　ムブロックφ 0.5 〜 1.0cm 中量、白色軽石φ 0.5cm・

　　焼土・黒褐色土少量。

12　黄褐色土　　締り・粘性ややあり。ローム粒・ロー

　　ムブロック主体。焼土粒微量。

が出土した。時期：出土遺物から古墳時代後期（６世紀後半）と考えられる。

第 218 図　Ｈ－１号住居跡遺構図

番号 器 種
法量（cm）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

(出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

（21.0）
－
－

口縁部～
胴 部 1/2
残存

外：にぶい褐 7.5YR5/4
内：灰黄褐 10YR4/2

チャート、石英 良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部ナナメのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ナナメのヘラナデ

床面・カマド・
貯蔵穴

2
土師器
坏

口径
底径
器高

（12.0）
－
－

口縁部～
体 部 1/4
残存

外：橙 5YR6/6
内：橙 5YR6/6

石英、白色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ（摩滅）
内：口縁部～体部ヨコナデ

床面

第 95 表　Ｈ－１号住居跡出土遺物観察表

D57 上落合七輿遺跡
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１
２

P-118
P-115

Ａ Ａ′Ａ Ａ′

95.20ｍ

Ａ Ａ′

2
1 4

3

Ⅰ

Ⅱ

SS
D-8

１ ２

0

1/60

2m

0

1/3

10cm

１

使用痕・磨面・砥面

２

Ｈ -２号住居跡（第 219 図、第 96 表、PL.40・93）

位置：２区。Ax・Ay-19グリッド。平面形態：方形基調。

重複：Ｐ 115・118 と重複し、切り合い関係は本遺

構の方が旧い。規模：〈2.63〉ｍ×〈0.81〉ｍ。深度：0.26

ｍ。主軸方位：Ｎ -31˚- Ｅ。カマド：調査区外と想

定される。柱穴：確認されなかった。壁周溝：確認

されなかった。貯蔵穴・土坑：確認されなかった。

床面の状態：概ね平坦である。褐灰色土を主体とす

る貼り床が確認された。遺構埋没状態：自然埋没と

考えられる。出土遺物：全体の出土量は少ないが、

覆土中から磨石（２）の他、床面直上から土師器の

坏（１）が出土した。時期：出土遺物から古墳時代

後期（６世紀後半）と考えられる。

第 219 図　Ｈ－２号住居跡遺構図・遺物実測図

番号 器 種
法量（cm）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
坏

口径
底径
器高

11.4
－
4.0

完形 外：橙 7.5YR6/6
内：明赤褐 5YR5/8

チャート、石
英、赤色粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ
内：口縁部～体部ヨコナデ、底部ヘラナデ
底部外面に黒斑

床面

番

号
器 種

法　　　量

（残存値）
残 存 石材 特　　　徴

備 考

（出土層位等）

２ 磨石
長さ15.2㎝、幅8.19㎝、厚さ3.71
重さ847.41g

完形 閃緑岩 礫素材。表裏に磨痕がみられる。 覆土

第 96 表　Ｈ－２号住居跡出土遺物観察表

１　褐灰色土　締り・粘性ややあり。灰黄色土φ 0.5 〜 2.0cm・白色粒中量。

２　褐灰色土　締り・粘性ややあり。褐灰色土φ 0.5 〜 2.0cm・灰白粒中量、焼土・黄橙色粒微量。

３　褐灰色土　締りあり粘性ややあり。褐灰色土φ 0.5 〜 1.0c 多量、灰白粒・橙色粒微量。

４　褐灰色土　締り・粘性あり。灰黄色土φ 0.5 〜 3.0cm 多量、褐灰色土少量、黄橙色粒微量。

D57 上落合七輿遺跡
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１　褐灰色土　締り非常に強く粘性強い。黄色粒少量。

２　暗褐色土　締り非常に強く粘性強い。黄色土ブロックφ 2.0 〜 4.0cm 多量。　

３　褐灰色土　締り非常に強く粘性強い。灰色粘質土主体　地山（白色粘質土）粒中量、黄色粒少量。

４　灰黄褐色土　締りあり粘性弱い。粗砂・シルト・小礫がラミナ状に堆積する。

５　褐灰色土　締り非常に強く粘性強い。灰色粘質土主体。地山（白色粘質土）ブロックφ 1.0 〜 2.0cm 少量

６　褐灰色土　締り非常に強く粘性強い。灰色粘質土主体。地山（白色粘質土）を粒子状に中量。

７　灰色土　　締り非常に強く粘性強い。灰色粘質土主体。地山（白色粘質土）を粒子状に中量。

２．溝

Ｍ－１号溝（第 220・221 図、第 97 表、PL.40・41・93）

位置：１区。Cd6・7、Ce4 ～ 7、Cf4 グリッド。検出状態：１区北側から２区南端部の谷地にて確認された水田

跡により被覆されていた。東西方向に弧状に走行し、東側および西側は調査区外に範囲が及ぶ。断面形態：弧状

を呈する。規模：上端幅 1.76 ～ 2.48 ｍ、下端幅 0.52 ～ 0.80 ｍ、深さ 0.48 ～ 0.64 ｍ。底面の標高：94.20 ｍ。

おおむね平坦である。走行方向：Ｎ－ 72˚ －Ｅの方向に走行し、調査区南西部で南西方向に緩やかに弧状に湾曲

する。遺構埋没状態：自然埋没と考えられる。埋没土の上位には As-B 一次堆積層に被覆された水田土が堆積し

ていた。遺物：小量であるが埋没土中より土師器坏、須恵器甕が出土した。また、底面付近からは 15 ～ 20 ㎝ほ

どの礫が数点出土している。時期：6世紀前半。

第 220 図　Ｍ－１号溝遺構図

D57 上落合七輿遺跡
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第 221 図　Ｍ－１号溝遺物実測図
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１

２

３．遺構外出土遺物

　遺構外より出土した土師器７点、須恵器１点、円筒埴輪４点を図示した（第 222・223 図、第 98 表、PL.93・

95）。出土した土器の多くは１区北側から２区南端部に位置する谷地からの出土である。出土した土器の帰属時

期は今回の調査で確認された竪穴住居跡と一致しており当該集落に伴う土器であったことが推測される。

第 222 図　古墳時代遺構外遺物実測図①

番号 器 種
法量（cm）
（指定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴 備 考

1
須恵器
壷

口径
底径
器高

－
－
－

頸部～肩
部 1/5 残
存

外：灰Ｎ 5/0
内：灰Ｎ 4/0

大 粒 の 石 英、
片岩

良好 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

覆土一括

2
土師器
坏

口径
底径
器高

（14.4）
－
－

口縁部～
体 部 1/5
残存

外：橙 7.5YR6/6
内：橙 7.5YR6/6

石英、角閃石、
白色粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ（摩滅）
内：口縁部～体部ヨコナデ

覆土一括

第 97 表　Ｍ－１号溝出土遺物観察表

D57 上落合七輿遺跡
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第 223 図　古墳時代遺構外遺物実測図②

番号 器 種
法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴 備 考

1
土師器
甕

口径
底径
器高

（20.0）
－
－

口縁部～
頸部 1/4
残存

外：にぶい橙 10YR7/4
内：にぶい橙 10YR7/4

石英、赤色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、胴部タテのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

2区南表採

2
土師器
甕

口径
底径
器高

－
（9.2）

－

頸部～底
部 1/2 残
存

外：橙 7.5YR7/6
内：橙 7.5YR7/6

片岩、石英、
赤色粒

良好 外：胴部ナナメ・タテのヘラケズリ
内：頸部指頭痕、胴部ヨコのヘラナデ

1区 11 トレン
チ

3
土師器
坏

口径
底径
器高

（14.0）
－
3.5

口縁部～
底部 1/4
残存

外：橙 5YR7/6
内：橙 5YR7/6

チャート、褐
色粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部～底部ヘラケズリ（摩滅）
内：口縁部ヨコナデ、体部～底部摩滅

1区 7トレンチ

4
土師器
坏

口径
底径
器高

（13.6）
－
－

口縁部～
体部 1/5
残存

外：褐灰 10YR4/1
内：黒褐 10YR3/1

褐色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、体部ヘラナデ

1区 7トレンチ

5
土師器
坏

口径
底径
器高

（13.8）
－
－

口縁部～
体部 1/5

外：褐灰 10YR4/1
内：にぶい黄褐 10YR4/3

角閃石、白色
粒

良好 外：口縁部ヨコナデ、体部ヘラケズリ
内：口縁部～体部ヨコナデ

1区 8トレンチ

6
土師器
坏

口径
底径
器高

（11.7）
－
4.1

口縁部～
体部 1/2
欠損

外：橙 2.5YR6/8
内：橙 5YR6/8

石英、白色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部摩滅
内：摩滅

2区南表採

7
土師器
高坏

口径
底径
器高

（23.2）
－
－

坏部口縁
部～体部
破片

外：にぶい橙 7.5YR6/4
内：灰褐 7.5YR4/2

石英、赤色粒 良好 外：口縁部ヨコナデ、体部摩滅
内：口縁部～体部ヨコナデ

1区 11 トレン
チ

8
須恵器
壺

口径
底径
器高

－
（14.6）

－

口縁部 1/3
残存

外：にぶい黄橙 10YR6/4
内：にぶい黄褐 10YR5/5

片岩、チャー
ト、石英

良好 外：ロクロ整形
内：ロクロ整形

2区

9 円筒埴輪
口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 外：明赤褐 2.5YR5/6
内：明赤褐 2.5YR5/6

片岩、チャー
ト、石英

良好 外：タテのハケメ、凸帯部ヨコナデ
内：タテのナデ

1区

10 円筒埴輪
口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 外：明赤褐 2.5YR5/6
内：明赤褐 2.5YR5/6

大粒の片岩、
チャート、石
英

良好 外：タテのハケメ
内：ナナメのハケメ後にタテのナデ

2区北

11 円筒埴輪
口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 外：明赤褐 5YR5/6
内：明赤褐 2.5YR5/6

大粒の片岩、
チャート、石
英

良好 外：タテのハケメ、凸帯部ヨコナデ
内：ヨコのナデ

2区南表採

12 円筒埴輪
口径
底径
器高

－
－
－

胴部破片 外：明赤褐 5YR5/6
内：明赤褐 5YR5/6

大粒の片岩、
チャート、石
英

良好 外：タテのハケメ
内：タテのハケメ後にヨコの弱いナデ

2区南表採

第 98 表　古墳時代遺構外出土遺物観察表
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１

２

Ａ′Ａ Ａ′Ａ

No
.1

No
.2

H-
3

95.50ｍ

Ａ′Ａ

4
4 5

S

Ⅱ

Ⅰ

1

2
3

１ ２

１　黒褐色土　締り・粘性ややあり。灰白粒・黄橙粒少量、礫φ 0.5 〜

　　3.0cm 微量。

２　暗褐色土　締り・粘性ややあり。灰白色土φ 0.5 〜 2.0cm 中量、黄

　　橙色粒少量、炭化物・礫φ 0.5 〜 3.0cm 微量。　

３　暗褐色土　締り・粘性あり。灰白色土・褐灰色砂多量、黄橙色粒微量。

４　暗褐色土　締り・粘性ややあり。灰白色土φ 0.5cm 少量、黄橙色粒

　　微量。

５　暗褐色土　締り・粘性あり。灰白色土φ 0.5 〜 3.0cm と暗褐色土の

　　混土。貼床。炭化物微量。
0

1/60

2m

0

1/3

10cm

１

２

１．竪穴住居跡

第５節　平安時代以降

Ｈ -３号住居跡（第 224 図、第 99 表、PL.42・93）

位置：２区。Ba-18・19 グリッド。平面形態：方形基調。重複：倒木痕－３と重複するが、切り合い関係は本遺

構の方が新しい。規模：〈2.09〉ｍ×〈0.76〉ｍ。深度：0.47 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 7˚ －Ｅ。カマド：調査区外と

想定される。柱穴：確認されなかった。壁周溝：調査範囲においては全周していた。貯蔵穴・土坑：確認されな

かった。床面の状態：概ね平坦である。灰白色土と暗褐色土による貼り床が確認された。遺構埋没状態：自然埋

没と考えられる。出土遺物：出土量は少ないが埋没土中から土師器（坏・甕）、須恵器（坏）が出土した。時期：

出土遺物から、平安時代（９世紀後半）と考えられる。

第 224 図　Ｈ－３号住居跡遺構図・遺物実測図

Ｈ -４号住居跡（第 225・226 図、第 100 表、PL.42・43・94）

位置：２区。Aq-21・22、Ar21・22 グリッド。平面形態：隅丸長方形を呈する。重複：認められなかった。規模：〈3.09〉

ｍ×〈2.66〉ｍ。深度：0.26 ｍ。主軸方位：Ｎ－ 88˚ －Ｗ。カマド：東壁やや南寄りに付設されていた。構築材

として黄褐色土を主体に用いていた。規模は最大長 0.92 ｍ、カマド内側における最大幅は 0.48 ｍである。左袖

脇から須恵器の高台付碗が出土した。柱穴：確認されなかった。壁周溝：確認されなかった。貯蔵穴・土坑：貯

蔵穴が南東コーナーで貯蔵穴と考えられる浅い土坑状の掘込みを確認した。平面形状は不整形、断面形状は逆台

番号 器 種
法量（㎝）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

－
（10.2）

－

底部 1/4
残存

外：にぶい黄褐 10YR5/3
内：橙 5YR6/6

片岩、チャー
ト

良好 外：胴部タテのヘラケズリ、底部ヘラケズリ後にナデ
内：胴部から底部ヘラナデ

覆土

2
須恵器
坏

口径
底径
器高

（15.0）
－
－

口縁部破
片

外：灰黄 2.5YR6/2
内：灰黄 2.5YR6/2

石英、白色粒 未還元 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

覆土

第 99 表　Ｈ－３号住居跡出土遺物観察表
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９

Ｃ Ｃ′

Ｂ
′

Ｂ

Ａ Ａ′
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′

Ｂ

Ｃ Ｃ′

94.20ｍ

Ａ Ａ′
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1
5

4 3

5

2
S

9
4
.
2
0
ｍ

Ｂ
′

Ｂ

6
1

5

93.90ｍ

Ｃ Ｃ′

1

４１３ ６５ ７２ ９

ＳＫ１ ＳＫ２

0

1/60

2m

Ｅ′Ｅ Ｅ′Ｅ

Ｄ
Ｄ

′

94.00ｍ

Ｅ′Ｅ

6

7
6

75

9
4
.
0
0
ｍ

Ｄ
Ｄ

′

1
2

3
5

4

Ｄ－Ｄ′・Ｅ－Ｅ′（カマド）
１　暗褐色土　締り・粘性ややあり。ローム粒・焼土・炭化物微量。
２　暗褐色土　締りややあり粘性やや弱い。焼土多量、炭化物中量、
　　ローム粒少量。
３　暗褐色土　締り・粘性ややあり。焼土中量、ローム粒・炭化物少量。
４　暗褐色土　締り・粘性ややあり。ローム粒・焼土少量、炭化物微量。
５　暗褐色土　締り・粘性ややあり。ローム粒・ロームブロック
　　φ 0.5 〜 1.0cm・焼土中量、炭化物微量。
６　黄褐色土　締りあり粘性ややあり。ローム多量、焼土・白色粒微量。
７　暗褐色土　締りあり粘性ややあり。ローム中量、焼土少量、白色
　　粒微量。

Ａ－Ａ′・Ｂ－Ｂ′
１　褐灰色土　締り・粘性ややあり。灰白粒中量、焼土・ロームφ 0.5cm 少量、
　　炭化物微量。
２　黒褐色土　締り・粘性ややあり。焼土少量、ローム粒・白色粒微量。
３　褐灰色土　締りやや弱　粘性ややあり。焼土多量、炭化物・白色粒少量。
４　褐色土　　締りやや弱　粘性ややあり。ローム多量。焼土　白色粒少量。
５　褐灰色土　締り・粘性あり。ローム粒・ロームブロックφ 0.5 〜 1.0cm・
　　白色粒多量、焼土・炭化物微量。貼床。
６　黒褐色土　締り・粘性あり。ローム粒・ロームブロックφ 0.5 〜 2.0cm 中量、
　　焼土・白色粒少量。

Ｃ－Ｃ′（貯蔵穴）
１　暗褐色土　締り・粘性ややあり。ローム粒・
　　白色粒少量、焼土・炭化物微量。

カマド

0

1/30

1m

ホリカタ

形である。規模は 0.48 ｍ× 0.1 ｍ、深さ 0.18 ｍである。中央やや北寄りの床下から土坑２基が検出された。Ｓ

Ｋ１の平面形状は不整形、断面形状は逆台形である。規模は 0.85 ｍ× 0.70 ｍ、深さ 0.19 ｍである。ＳＫ２は

平面形状・断面形状ともに不整形である。規模は 0.90 ｍ× 0.82 ｍ、深さ 0.10 ｍである。床面の状態：概ね平

坦である。黄褐色土を含む褐灰色土による貼り床が確認された。遺構埋没状態：自然埋没と考えられる。出土遺

物：覆土中から土師器（坏・甕）、須恵器（坏・高台付埦・甕）、羽釜が出土した。時期：出土遺物から平安時代

（９世紀後半）と考えられる。

第 225 図　Ｈ－４号住居跡遺構図

D57 上落合七輿遺跡
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第 226 図　Ｈ－４号住居跡遺物実測図

D57 上落合七輿遺跡
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第 227 図　１号柵列遺構図

２．柵列

１号柵列（第 227 図）

位置：１区。Cg-6 グリッド。重複：２号柵列と重複し、切

り合い関係および本遺構は覆土中に As-B を含むのに対して

２号柵列は含まないことから本遺構が新しい。規模・柱間距

離：３基の柱穴から構成される。全長 2.22 ｍ。柱間距離は

P1 － P2 が 1.14 ｍ、P2 － P3 が 1.08 ｍである。各ピットの

規模は P1 が 0.27 × 0.26・深さ 0.54 ｍ、P2 が 0.26 × 0.21・

深さ 0.33 ｍ、P3 が 0.29 × 0.22・深さ 0.21 ｍである。主軸

方位：Ｎ－ 22˚ －Ｗ。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。

柱穴の形状：平面形は円形基調であるがやや不整形。断面形

は逆台形を基調とする。P1 は北側に中段を有する。遺物：

出土しなかった。時期：覆土中から遺物が出土しなかったた

め詳細な帰属時期は不明であるが、埋没土に As-B を含むこ

とから As-B 降下以降に帰属するものと考えられる。

２号柵列（第 228 図）

位置：１区。Cg-6・Cg-7・Ch-7 グリッド。重複：１号柵列と重複し、切り合い関係および本遺構は覆土中に

As-B を含まないのに対して１号柵列は含むことから本遺構が新しい。３号柵列および他のピットに関しては直

接切り合い関係にないので新旧関係は不明である。規模・柱間距離：４基の柱穴から構成される。全長 3.78 ｍ。

柱間距離はP1－P2が1.44ｍ、P2－P3が1.20ｍ、P3－P4が1.14ｍである。各ピットの規模はP1が0.34×0.29・

深さ 0.58 ｍ、P2 が 0.30 × 0.26・深さ 0.42 ｍ、P3 が 0.31 × 0.31・深さ 0.44 ｍ、P4 が〈0.30〉× 0.24・深さ 0.30

番号 器 種
法量（cm）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

（20.0）
－
－

口縁部～
胴部 1/3
残存

外：にぶい赤褐 5YR4/4
内：赤褐 5YR4/6

チャート、白
色粒、赤色粒

良好 外：口頸部ヨコナデ・指頭痕、胴部ヨコのヘラケズリ
内：口頸部ヨコナデ・指頭痕、胴部ヨコのヘラナデ

2
須恵器
甕

口径
底径
器高

（44.4）
－
－

口頸部 1/8
残存

外：灰黄褐 10YR5/2
内：灰白 5Y7/1

石英、白色粒 普通 ロクロ成形
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

3 羽釜
口径
底径
器高

（33.0）
－
－

口縁部～
胴部 1/6
残存

外：浅黄 2.5Y7/3
内：にぶい黄橙 10YR6/4

チャート、白
色粒

良好 ロクロ成形
外：ロクロナデ、口縁部指頭痕
内：ロクロナデ

4
須恵器
坏

口径
底径
器高

（13.0）
6.0
4.0

口縁部～
体部 1/3
欠損

外：灰黄 2.5Y7/2
内：黄灰 2.5Y5/1

チャート、石
英

未還元 ロクロ成形、底部回転糸切り
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

5
須恵器
坏

口径
底径
器高

（13.2）
6.4
3.6

口縁部～
底部 1/2
残存

外：灰 N6/0
内：黄灰 2.5Y6/1

チャート、白
色粒

普通 ロクロ成形、底部回転糸切り
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

6
須恵器
坏

口径
底径
器高

（13.0）
6.6
3.8

口縁部～
体部 1/3
欠損

外：灰 5Y6/1
内：灰 5Y6/1

チャート、白
色粒

良好 ロクロ成形、底部回転糸切り
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

7
須恵器
埦

口径
底径
器高

（17.4）
7.9
6.6

口縁部～
体部 2/3
欠損

外：にぶい黄橙 10YR6/4
内：にぶい黄橙 10YR6/3

片岩、チャー
ト、赤色粒

未還元 ロクロ成形、底部回転糸切り
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

8
須恵器
埦

口径
底径
器高

（14.7）
6.1
3.8

口縁部～
体部 3/4
欠損

外：灰黄 2.5YR6/2
内：灰黄 2.5YR6/2

大 粒 の 片 岩、
チャート、白
色粒

未還元 ロクロ成形、底部回転糸切り
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

番号 器 種 法 量（㎝・ｇ）／特 徴 
備 考

（出土層位等）

9
鉄製品
釘

長さ（5.20）㎝、幅 0.85 ㎝、厚さ 0.70 ㎝、重さ（16.38）ｇ／下端欠損。角釘。

第 100 表　Ｈ－４号住居跡出土遺物観察表
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3柵P4

P-44
P-62

P-72

P-15
3柵P5

1柵P2

Ａ Ａ′

Ａ

96.10ｍ

Ａ′

P-44・62・3柵P4 P-72

P1 P2 P3
P4

Ａ′Ａ

2柵P2P1 P2 P3 P4 P5

96.50ｍ

Ａ′Ａ

2柵P2

0

1/60

2m

0

1/60

2m

ｍである。主軸方位：Ｎ－ 40˚ －Ｗ。遺構埋没

状態：自然埋没と想定される。柱穴の形状：平

面形は P1 ～ P3 がやや不整形な隅丸長方形、P4

が不整形である。断面形は逆台形を基調とする。

遺物：P3 の覆土中より土師器甕片が出土した。

時期：遺物の出土量が少ないため詳細な帰属時

期は不明であるが、埋没土に As-B を含まない

ことから As-B 降下以前に帰属するものと考え

られる。

第 228 図　２号柵列遺構図

３号柵列（第 229 図）

位置：１区。Cg-7・Ch-7・Ci-7 グリッド。重複：

２号柵列と重複するが、直接的な切り合い関係に

なく新旧関係は不明である。規模・柱間距離：５

基の柱穴から構成される。全長 6.24 ｍ。柱間距離は P1 － P2 が 1.38 ｍ、P2 － P3 が 1.56 ｍ、P3 － P4 が 1.50 ｍ、

P4 － P5 が 1.80 ｍである。各ピットの規模は P1 が 0.28 × 0.27・深さ 0.36 ｍ、P2 が 0.34 × 0.21・深さ 0.30

ｍ、P3 が 0.32 × 0.29・深さ 0.45 ｍ、P4 が 0.32 × 0.29・深さ 0.48 ｍ、P5 が 0.37 × 0.35・深さ 0.65 ｍである。

主軸方位：Ｎ－ 40˚ －Ｗ。遺構埋没状態：自然埋没と想定される。柱穴の形状：平面形は円形基調であるがやや

不整形である。断面形は逆台形を基調とする。遺物：P1から土師器坏片が出土した。時期：遺物の出土が少なかっ

たため詳細な帰属時期は不明であるが、埋没土に As-B を含まないことから As-B 降下前に帰属するものと考えら

れる。

第 229 図　３号柵列遺構図

４号柵列（第 230 図）

位置：１区。Cg-7 グリッド。重複：重複は認められなかった。検出された箇所が調査区際であったことから調

査区外に範囲が延びる可能性も想定される。規模・柱間距離：検出した範囲では３基の柱穴から構成される。全

長 2.04 ｍ。柱間距離は P1 － P2 が 1.02 ｍ、P2 － P3 が 1.02 ｍである。各ピットの規模は P1 が 0.24 × 0.23・

深さ 0.18 ｍ、P2 が 0.21 × 0.20・深さ 0.20 ｍ、P3 が 0.29 × 0.20・深さ 0.24 ｍである。主軸方位：Ｎ－１˚－Ｅ。
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Ａ′Ａ

96.00ｍ

Ａ′Ａ

P1 P2 P3

0

1/60

2m

Ａ′Ａ

95.80ｍ

Ａ′Ａ

1
2

0

1/60

2m

１　暗褐色土　締り・粘性ややあり。As-B 軽石粒少量。
２　暗褐色土　締り・粘性ややあり。ローム粒・
　　灰黄色粘土少量、白色粒微量。　

Ａ′Ａ

96.60ｍ

Ａ′Ａ

1

0

1/60

2m

遺構埋没状態：自然埋没と想定される。柱穴の形状：平面形は P1・

P2が隅丸方形、P3が楕円形を呈する。断面形は逆台形を基調とする。

P2 は東壁に段を有する。遺物：出土しなかった。時期：覆土中か

ら遺物が出土しなかったため詳細な帰属時期は不明であるが、埋没

土に As-B を含むことから As-B 降下以降に帰属するものと考えられ

る。

第 230 図　４号柵列遺構図

３．土坑

Ｄ－１号土坑（第 231 図）

位置：１区。Cf-6 グリッド。平面形態：楕円形を呈する。断

面形態：逆台形状を呈する。重複：認められなかった。規模：1.23

× 1.08 ｍ、深さ 0.38 ｍ。長軸方位：Ｎ－ 45˚ －Ｅ。遺構埋没

状態：自然埋没と考えられる。遺物：出土しなかった。時期：

覆土中から遺物が出土しなかったため詳細な帰属時期は不明で

あるが、埋没土に As-B を含むことから As-B 降下以降に帰属す

るものと考えられる。

第 231 図　Ｄ－１号土坑遺構図

Ｄ－２号土坑（第 232 図、PL.44）

位置：１区。Ck-6 グリッド。平面形態：隅丸方形状を呈する。

断面形態：逆台形状を呈する。重複：認められなかった。規模：

0.80 × 0.80 ｍ、深さ 0.20 ｍ。長軸方位：―。遺構埋没状態：

人為埋没と考えられる。遺物：出土しなかった。時期：遺物が

出土しなかったため詳細な帰属時期は不明であるが、埋没土に

As-B を含むことから As-B 降下以降に帰属するものと考えられ

る。

１　黒褐色土　締り・粘性ややあり。ローム粒・ローム
　　ブロックφ0.5〜1.0cm多量、As-B中量、As-YP微量。

第 232 図　Ｄ－２号土坑遺構図

Ｄ－３号土坑（第 233 図）

位置：１区。Cj-7 グリッド。平面形態：長楕円形を呈する。

断面形態：レンズ状を呈する。重複：認められなかった。規模：

1.52 × 0.90 ｍ、深さ 0.20 ｍ。長軸方位：Ｎ－ 22˚ －Ｗ。遺

構埋没状態：人為的と考えられる。遺物：出土しなかった。時

期：遺物が出土しなかったため詳細な帰属時期は不明であるが、

埋没土に As-B を含むことから As-B 降下以降に帰属するものと

考えられる。

Ｄ－４号土坑：倒木痕－３に変更。

Ｄ－１

Ｄ－２
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Ａ′Ａ

96.80ｍ

Ａ′Ａ

1

Ｄ -３
１　暗褐色土　締り・粘性ややあり。ローム粒
　　多量、ロームブロックφ 0.5 〜 2.0cm・As-
　　YP 中量、As-B 少量、礫φ 1.0 〜 2.0cm 微量。

Ａ Ａ′

94.00ｍ

Ａ Ａ′

S12
3

Ｄ -５
１　黒褐色土　締り・粘性ややあり。黄橙粒・
　　炭化物微量。
２　黒褐色土　締り・粘性ややあり。灰黄色土・
　　黄橙色粒微量。　
３　褐灰色土　締り・粘性ややあり。灰黄色土
　　φ 0.5cm 中量、黄橙色粒微量。　

Ａ Ａ′

94.10ｍ

Ａ Ａ′

1

Ｄ -６
１　黒褐色土　締り・粘性ややあり。灰黄色土
　　φ 0.5cm 中量、黄橙色粒微量。　

0

1/60

2m

Ｄ－３

Ｄ－５

Ｄ－６

Ａ Ａ′

94.20ｍ

Ａ Ａ′

1

2

１　褐灰色土　締りやや
　　あり粘性やや弱い。
　　灰黄色土φ〜 1.0cm
　　少量、黄橙色粒微量。
２　暗褐色土　締りあり
　　粘性ややあり。灰黄
　　色土φ〜 5.0cm 多量。

Ｄ－７

0

1/60

2m

Ｄ－５号土坑（第 233 図）

位置：２区。Aw-19・20 グリッド。平面形態：不整形を呈する。断面形態：不整形を呈する。重複：認められな

かった。規模：1.22 × 0.99 ｍ、深さ 0.40 ｍ。長軸方位：Ｎ－ 24˚ －Ｅ。遺構埋没状態：自然埋没と考えられる。

遺物：僅少ながら覆土中から縄文土器片（深鉢）、土師器片（甕）が出土した。時期：出土遺物が乏しいため詳

細な帰属時期は不明であるが、埋没土に As-B を含まないことから As-B 降下以前に帰属するものと考えられる。

第 233 図　Ｄ－３・５・６号土坑遺構図

Ｄ－６号土坑（第 233 図、PL.44）

位置：２区。Av-20 グリッド。平面形態：楕円形を呈する。断面形態：レンズ状を呈する。重複：認められなかった。

規模：0.80 × 0.74 ｍ、深さ 0.25 ｍ。長軸方位：Ｎ－ 46˚ －Ｅ。遺構埋没状態：自然埋没と考えられる。遺物：

僅少ながら覆土中から土師器片（甕）が出土した。時期：出土遺物が乏しいため詳細な帰属時期は不明であるが、

埋没土に As-B を含まないことから As-B 降下以前に帰属するものと考えられる。

Ｄ－７号土坑（第 234 図、PL.44）

位置：２区。Aw-19グリッド。平面形態：隅丸長方形を呈する。

断面形態：不整形を呈する。重複：認められなかった。規

模：2.25 × 0.69 ｍ、深さ 0.18 ｍ。長軸方位：Ｎ－ 22˚ －Ｅ。

遺構埋没状態：自然埋没と考えられる。遺物：出土しなかっ

た。時期：遺物が出土しなかったため詳細な帰属時期は不明

であるが、埋没土に As-B を含まないことから As-B 降下以前

に帰属するものと考えられる。-

第 234 図　Ｄ－７号土坑遺構図

Ｄ－８号土坑（第 235 図）

位置：２区。Ax-19 グリッド。平面形態：円形を基調として

いるものと考えられる。断面形態：逆台形を呈する。重複：

Ｈ－２号住居跡と重複し、切り合い関係から本遺構が新し
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Ａ′Ａ

95.20ｍ

Ａ′Ａ

1
2

Ⅰ

Ⅱ

１　褐灰色土　締り・粘性ややあり。褐灰色土
　　φ 0.5cm・白色粒微量。
２　褐灰色土　締り・粘性ややあり。灰黄色土
　　φ 0.5cm 少量、白色粒・橙色粒微量。

0

1/60

2m

Ａ

Ａ
′

Ｂ
Ｂ

′

97.20ｍ

Ｂ Ｂ′

1

2

97.20ｍ

Ａ Ａ′

1

2

0

1/60

2m

１　暗褐色土　締りやや弱く粘性弱い。ローム粒・白色粒中量、As-B 微量。
２　暗褐色土　締りややあり粘性ややある。ローム粒・ロームブロックφ 0.5 〜 1.0cm 中量、白色粒微量。

い。。規模：0.93 ×〈0.27〉ｍ、深さ 0.30 ｍ。

長軸方位：－。遺構埋没状態：自然埋没と

考えられる。遺物：出土しなかった。時期：

遺物が出土しなかったため詳細な帰属時期

は不明であるが、埋没土に As-B を含まな

いことから As-B 降下以前に帰属するもの

と考えられる。

第 235 図　Ｄ－８号土坑遺構図

Ｍ－２号溝（第 236 図）

位置：１区。Cl-7・8、Cm-6・7 グリッド。検出状態：北東～南西方向にやや蛇行しながら走行し、両端部は調

査区外へ延びる。遺構の重複は認められなかった。断面形態：逆台形を呈する。規模：上端幅 0.25 ～ 0.37 ｍ、

下端幅 0.16 ～ 0.19 ｍ、深さ 0.41 ｍ。底面の標高：96.490 ～ 96.707 ｍ。走行方向：Ｎ－ 58˚ －Ｅ。遺構埋没

状態：自然埋没と考えられる。遺物：出土しなかった。時期：遺物が出土しなかったため詳細な帰属時期は不明

であるが、埋没土に As-B を含むことから As-B 降下以降に帰属するものと考えられる。

第 236 図　Ｍ－２号溝遺構図

４．溝
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　今回の調査において 143 基のピット（１～４号柵列を含む）が確認された。ピットは埋没土の含有物に差が認

められ、As-A を含むもの、As-B を含むもの、両者を含まないものに分類される。これらのピットは帰属時期を

問わず１区・２区の微高地上に集中する傾向が看取される。掘立柱建物跡の確認には至らなかったが、１区北側

において４条の柵列（１～４号柵列）が検出された（第Ⅵ章第５節２）。遺物の出土は乏しかったものの、P65

からは鉄滓が１点出土している（第 237 図、第 104 表）。各ピットの計測値については第101～103表に示した。

５．ピット

第 101 表　ピット一覧表①

ピット
番号

位置 形状
規模（㎝）

切り合い 出土遺物 備考
長径 短径 深さ

P-1 Cg5・6 円形 28 25 19

P-2 Cf6 隅丸方形 33 30 38

P-3 Cf6 不整形 23 19 39 覆土に As-B を含む

P-4 Cg7 楕円形 27 18 19

P-5 ４号柵列 P3 に変更。

P-6 １号柵列 P2 に変更。

P-7 Cg6 隅丸方形 29 25 37

P-8 ４号柵列 P2 に変更。

P-9 １号柵列 P3 に変更。

P-10 Cf・Cg6 不整形 37 34 27

P-11 Cg7 不整形 47 33 73 覆土に As-A を含む

P-12 Ch6 円形 29 23 27 覆土に As-B を含む

P-13 １号柵列 P1 に変更。

P-14 ２号柵列 P3 に変更。

P-15 Cg6・7 円形 29 22 28 P-38・72 と重複し新旧不明。

P-16 Cg6 不整形 26 17 15

P-17 Cg6 円形 22 22 12

P-18 Cg6 隅丸方形 25 25 25

P-19 Cg7 不整形 37 29 30 縄文土器

P-20 ３号柵列 P2 に変更。

P-21 ３号柵列 P1 に変更。

P-22 Ci7 隅丸方形 24 <23> 35 覆土に As-A を含む

P-23 Cm5 円形 31 <21> 11 H-1 と重複。

P-24 Cm5 円形 26 25 50 H-1 と重複。

P-25 Ch7 楕円形 27 22 36

P-26 Ch7 楕円形 32 27 59 P-27・50と重複しP-27より古くP-50とは新旧不明。

P-27 Ch7 楕円形 27 21 28 P-26 と重複し新しい。

P-28 Ch7 楕円形 <38> 27 45

P-29 ２号柵列 P2 に変更。

P-30 Ch6 円形 29 27 18

P-31 ４号柵列 P1 に変更。

P-32 Cg5・6 不整形 46 27 27

P-33 ３号柵列 P3 に変更。

P-34 Ch4 楕円形 24 19 21

P-35 Ch5 楕円形 30 22 47

P-36 Cg5 不整形 29 23 30

P-37 Cg5 楕円形 37 23 34

P-38 ３号柵列 P5 に変更。

P-39 Cg7 不整形 26 <21> 53

P-40 Ch7 不整形 24 <18> 31

P-41 Ci7 楕円形 30 19 31 覆土に As-B を含む

P-42 Ch7 楕円形 32 21 23

P-43 Ch7 楕円形 34 26 44 P-44 と重複し新旧は不明。

P-44 Ch7 円形 23 20 24 P-43 と重複し新旧は不明。

P-45 Ci7 不整形 32 29 33

P-46 Ci6 楕円形 28 14 20

P-47 Ci6 楕円形 22 18 11

P-48 Ci7 隅丸方形 22 22 23

P-49 Ci7 不整形 25 22 37

P-50 Ch7 隅丸方形 22 <7> 31 P-26 と重複し新旧は不明。

P-51
Ch6・7
Cg6・7

楕円形 41 31 42

P-52 Cg・Ch7 楕円形 41 24 30
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ピット
番号

位置 形状
規模（㎝）

切り合い 出土遺物 備考
長径 短径 深さ

P-53 Ch7 不整形 31 16 21

P-54 Cg5 隅丸方形 26 25 30

P-55 Cj6 不整形 47 25 45

P-56 Cj4・5 隅丸方形 25 20 30 覆土に As-A を含む

P-57 Cj4 不整形 49 28 55 P-90・91 と重複し最も新しい。

P-58 Ci4 円形 25 22 27 縄文土器

P-59 Ch5 楕円形 32 19 20 覆土に As-B を含む

P-60 Cg4 円形 25 23 15 覆土に As-B を含む

P-61 ３号柵列 P4 に変更。

P-62 Ch7 不整形 44 29 44 P-43 と重複し古い。 羽口

P-63 Ch7 円形 40 <37> 39 P-61・62と重複しP-62より新しくP-61は不明。

P-64 ２号柵列 P1 に変更。

P-65 Ch7 不整形 28 <23> 34 ２柵 P1 と重複し古い。 鉄滓

P-66 Ch7 円形 23 19 43 ２柵 P1 と重複し古い。

P-67 Ch7 円形 <34> (31) 51 P-68 と重複し古い。

P-68 Ch7 円形 40 <14> 30 P-67 と重複し新しい。

P-69 Cj5・6 不整形 23 16 12

P-70 Ci7 楕円形 24 19 32

P-71 Ci7 不整形 15 <11> 28 覆土に As-B を含む

P-72 Cg6 隅丸方形 27 <19> 22 P-15 と重複し新旧不明。

P-73 Ch4 楕円形 31 20 31

P-74 Ci4 楕円形 22 18 8 覆土に As-B を含む

P-75 Cj7 楕円形 33 26 27

P-76 Cl7 隅丸方形 33 30 20 覆土に As-B を含む

P-77 Cj6 楕円形 20 13 14

P-78 Ck7 不整形 20 17 18 覆土に As-B を含む

P-79 Ck7 円形 25 25 58 縄文土器 覆土に As-B を含む

P-80 Cj7 円形 29 25 54

P-81 Cj7・8 円形ヵ 38 <19> 52 P-82 と重複し古い。 覆土に As-B を含む

P-82 Cj7 円形ヵ 27 <27> 55 P-81 と重複し新しい。

P-83 Ci7 不整形 25 17 28

P-84 Cj7 楕円形 42 30 31

P-85 Ck・Cj7 円形 30 28 55

P-86 Cl7 楕円形 36 27 47 覆土に As-B を含む

P-87 Cj・Ck6 楕円形 61 31 24

P-88 Ck5 楕円形 32 21 17

P-89 Cj5 円形 21 20 30

P-90 Cj4 隅丸方形 26 <16> 19 P-57 と重複し古い。

P-91 Cj4 隅丸方形 25 <8> 27 P-57 と重複し古い。

P-92 Ch5 隅丸方形 34 16 18

P-93 Cl8 不整形 56 35 17 覆土に As-B を含む

P-94 Bx8 円形 80 78 32 土師器甕 覆土に As-B を含む

P-95 Bt9 円形 44 <9> 16

P-96 Bn・Bo12 円形 42 <29> 18 土師器坏・甕

P-97 Be16 不整形 26 26 25

P-98 Be16 不整形 43 27 19

P-99 Be16 不整形 34 27 29

P-100 Be16 楕円形 20 11 15

P-101 Bc17 円形 42 <28> 28

P-102 Bb17 円形 33 28 40

P-103 Ba18 円形 41 40 49

P-104 Ay18 円形 22 18 20

P-105 Ax18 楕円形 26 18 25

P-106 Ba・Bb17 不整形 31 26 31

P-107 Ay18 不整形 26 20 32 縄文土器

P-108 Ay18 楕円形 27 22 32 土師器小片

P-109 Ay19 円形 20 17 16

P-110 Ay19 不整形 21 17 25

P-111 Ax・Ay18 円形 23 20 24

P-112 Ay18 円形ヵ 18 <10> 12

P-113 Bb18 円形 28 24 26

P-114 Ba17・18 楕円形 21 16 19

P-115 Ax・Ay19 不整形 43 34 27 H- ２と重複し新しい。 打製石斧、土師器小片

P-116 Ay18・19 不整形 53 34 23

P-117 Ay18 不整形 35 25 30

P-118 Ax19 円形 37 35 33 H- ２と重複し新しい。

第 102 表　ピット一覧表②
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第 237 図　Ｐ -65 号ピット遺物実測図

ピット
番号

位置 形状
規模（㎝）

切り合い 出土遺物 備考
長径 短径 深さ

P-119 Ax18・19 円形 27 24 13

P-120 Ax19 円形 28 25 35

P-121 Ax19 楕円形 22 16 30

P-122 Ax19 楕円形 30 23 26

P-123 Ax19 楕円形 23 18 19

P-124 Ba18 楕円形 27 19 38

P-125 Ay19 円形 44 40 41 縄文土器・土師器小片

P-126 Aw19 不整形 29 25 28

P-127 Ax19 楕円形 26 17 21

P-128 Aw19 円形 25 25 24

P-129 Av19 楕円形 23 21 19

P-130 Au20 楕円形 22 19 14

P-131 Av20 楕円形 38 26 19

P-132 Au20 円形 17 17 16

P-133 At20 円形 24 23 30

P-134 Au・Av20 楕円形 31 24 16 P-135 と重複し新しい。

P-135 Au20 円形 26 24 22 P-134 と重複し古い。

P-136 At20 円形 20 18 23

P-137 Av20 円形 34 30 35

P-138 Av20 不整形 32 24 19

P-139 Au20 不整形 30 24 36

P-140 Au20 不整形 18 16 21

P-141 Au20 円形 19 18 23 土師器甕

P-142 Au20 楕円形 28 20 24

P-143 Aq22 楕円形 34 26 38

第 103 表　ピット一覧表③

番号 器 種 法量（cm・ｇ）／特徴
備考

（出土層位等）

1 鉄滓 長さ 7.0、幅 5.8、厚さ 3.4、重さ 135.05 ／磁着あり。 覆土一括

第 104 表　Ｐ－ 65 号ピット出土遺物観察表
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６．水田跡

　１区北側から２区南端部に位置する谷地部においては水田跡

の可能性が想定された（第 238 図、PL.44）。そこで、15 号トレ

ンチにおいて植物珪酸体分析を行った結果、基本層序Ⅴ層より

6,000 個 / ｇの植物珪酸体が検出された。通常、１g 当り 5,000

個以上の密度で植物珪酸体が検出された場合に稲作が行われてい

た可能性が高いとされている（第Ⅴ章第６節）。今回の調査では

畦畔などの遺構は検出されていないが、当地において稲作が行わ

れていた可能性は極めて高いと考えられる。水田跡の帰属時期に

ついてはⅤ層を被覆するⅣ層が As-B 一次堆積層であることから

平安時代と考えられる。なお、調査区周辺は現在も谷地状の地形

を呈しており水田として利用されている。

７．遺構外出土遺物

　遺構外より出土した土師器１点、須恵器２点、羽釜１点を図示

した（第 239 図、第 105 表、PL.95）。１～３は表採資料、４は

11 号トレンチから出土したものである。

第 239 図　平安時代遺構外遺物実測図

第 238 図　水田範囲想定図

番号 器 種
法 量（cm）
（推定値）

残 存 色 調 胎 土 焼 成 成 整 形 の 特 徴
備 考

（出土層位等）

1
土師器
甕

口径
底径
器高

（20.4）
－
－

口縁部～
肩部 1/4
残存

外：にぶい赤褐 5YR5/4
内：にぶい赤褐 5YR5/4

チャート、石
英

良好 外：口縁部ヨコナデ・輪積み痕、胴部ヨコのヘラケズリ
内：口縁部ヨコナデ、胴部ヨコのヘラナデ

2区南表採

２ 羽釜
口径
底径
器高

（27.6）
－
－

口縁部～
胴部 1/8
残存

外：灰黄 2.5Y7/2
内：にぶい黄 2.5Y6/3

片岩、チャー
ト

良好 ロクロ成形、外面煤付着
外：ロクロナデ、口縁部指頭痕
内：ロクロナデ

2区南表採

3
須恵器
埦

口径
底径
器高

－
（7.0）

－

体部～底
部 1/2 残
存

外：灰黄褐 10YR5/2
内：にぶい黄橙 10YR6/3

チャート、石
英

未還元 ロクロ成形、底部回転糸切り
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

2区南表採

4
須恵器
埦

口径
底径
器高

－
（6.0）

－

体部～底
部 1/4 残
存

外：灰白 7.5Y7/1
内：灰白 7.5Y7/1

白色粒 やや未還
元

ロクロ成形、底部切り離し不明（摩滅）
外：ロクロナデ
内：ロクロナデ

1区 11 トレン
チ

第 105 表　平安時代遺構外出土遺物観察表
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第６節　自然科学分析

１.テフラ・重軽鉱物・珪藻・植物珪酸体分析

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　藤岡市上落合に所在する上落合七輿遺跡は、藤岡台地の西縁を北に向かって流下する鮎川と関東山地北部から

蛇行しながら流下する鏑川とに西側と東側を区切られた低位段丘 ( 群馬県 ,1993) の分布する地域に位置する。

詳細にみれば調査地では砂礫層とその上位に堆積する低地堆積物が確認されていることから低位段丘下の狭小な

沖積低地に位置するとみることができる。今回の発掘調査では、溝状遺構（Ｍ -1 号溝、以下同）が確認され、

また水田跡と考えられる土層も複数の層位にわたって検出されている。

本分析調査では、土層中に堆積するテフラを確認することにより、層序対比を行い、珪藻分析によって堆積

環境を推定し、植物珪酸体分析により水田跡の可能性を検討する。また、遺構下に認められた粘土層の鉱物組成

を明らかにすることにより、土器や埴輪の原材料となった可能性のある藤岡粘土層に係る資料を作成する。

1. 試料

　分析の対象とした試料は、当社技師 2名が発掘調査現場に伺い、調査区内で作成された溝状遺構西面と同東面

およびトレンチ 15 の 3 箇所の断面から採取した。以下に各地点について述べる。

(1) 溝状遺構西面

　溝状遺構の検出された調査区では、調査区西面と東面の 2箇所で遺構の覆土層断面が確認されている。これら

のうち、西面では、覆土層の上位に 2枚の降下軽石層と判断される堆積層が比較的明瞭に確認された。この降下

軽石層は、現地調査時に観察した層相から、上方が浅間火山の江戸時代のテフラである浅間 A テフラ (As-A: 新

井 ,1979)、下方が浅間火山の平安時代のテフラである浅間 B テフラ (As-B: 新井 ,1979) に対比される可能性が

あると判断した。試料は、上方のテフラから T1 ～ T3、下方のテフラから T4 ～ T6、テフラ層の下位で T7 の 7 点

を採取した。採取層位を第 240 図に示す。

T1 は厚さ 5cm ほどの軽石のやや濃集する土層であり、降下軽石層が堆積後に若干の土壌化を受けた層位と考

えられる。T2 は、検出された畝を埋積する土層であり、軽石の散在が認められる。T3 は畝間に堆積した軽石の

濃集するブロックであり、T4 は軽石の散在する降下軽石層直上の土層である。T6 は、厚さ 5cm ほどの降下軽石

層であり、下部は径 1.5 ～ 1.0cm を主体とする粗粒軽石層、上部は径 0.5 ～ 1.0cm を主体とする細粒軽石層から

なる。なお、T5 は軽石層の最上部に厚さ 2cm 程度でブロック状に堆積する細粒火山灰である。T7 は降下軽石層

の基底から 30cm ほど下位に認められた厚さ 5cm 前後のシルト塊である。

　本地点では、軽石の含有が認められた T1、T4、降下軽石層である T6、細粒火山灰の可能性があると考えられ

た T7 の計 4点を対象にテフラの検出同定を行う。

(2) 溝状遺構東面

　現地表面下 20cm ほどの層位に、As-A の降下堆積層が確認されている。また、西面で確認された As-B の降下

堆積層は、東面では不明瞭であるが、覆土層最上位よりも上位の土層中に認められている。

試料は、発掘調査所見により分層された遺構覆土層各層につき 1 点ずつ、試料番号 1 ～ 15 までの計 15 点を

採取した。覆土層断面と各試料採取位置を第 240 図に示す。なお、試料番号 15 は溝状遺構の覆土層ではなく、

遺構基底直下の粘土層から採取している。
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T1 ～ T7: 試料番号　T: テフラ分析　スケールは 1m

1 ～ 15: 試料番号　D: 珪藻分析　スケールは 1m

　本地点では、溝状遺構覆土最下部の試料番号13と、覆土中部の試料番号6の2点を対象として、珪藻分析を行う。

さらに、試料番号 15 を対象として重軽鉱物分析を行う。

第 240 図　溝状遺構の試料採取位置（上：西面、下：東面）
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1 ～ 10: 試料番号　T: テフラ分析　D: 珪藻分析　
PO: 植物珪酸体分析　スケールは 1m

(3) トレンチ 15

　砂礫層の上位に形成された土層断面が確認されており、発掘調査所見により、水田跡である可能性のある土層

が指摘されている。

　試料は、発掘調査所見により分層された各層から 1点ずつ、上位より試料番号 1～ 10 までの計 10 点が採取さ

れている。これらのうち、試料番号 1 は軽石がやや多く含まれる土層であり、試料番号 3 は As-B と考えられる

降下軽石層である。また、試料番号 10 は砂礫層直上の土層から採取している。なお、発掘調査所見では、試料

番号 2と試料番号 4、5の層位は水田跡と想定されている。

　本地点では、試料番号 1、3、6、7、9の 5点を対象としてテフラの検出同定を行い、層序対比の指標を得ると

ともに、試料番号 2、4、6、9 の 4 点を対象として珪藻分析および植物珪酸体分析を行うことにより、土層の形

成環境を推定し、水田跡の可能性の検討を行う。

2. 分析方法

(1) テフラの検出同定

　試料約 20 ｇを蒸発皿に取り、水を加え泥水にした状態で超音波洗浄装置により粒子を分散し、上澄みを流し

去る。この操作を繰り返すことにより得られた砂分を乾燥させた後、実体顕微鏡下にて観察する。観察は、テフ

ラの本質物質であるスコリア・火山ガラス・軽石を対象とし、その特徴や含有量の多少を定性的に調べる。火山

ガラスについては、その形態によりバブル型と中間型、軽石型に分類する。各型の形態は、バブル型は薄手平板

第 241 図　トレンチ 15 の試料採取位置
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状あるいは泡のつぎ目をなす部分であるＹ字状の高まりを持つもの、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あ

るいは塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多く持つ塊状および気泡の長く延びた繊維束状のものとする。

(2) 重軽鉱物分析

試料約 40g に水を加え超音波洗浄装置により分散、250 メッシュの分析篩を用いて水洗し、粒径 1/16mm 以下

の粒子を除去する。乾燥の後、篩別し、得られた粒径 1/4mm-1/8mm の砂分をポリタングステン酸ナトリウム (比

重約 2.96 に調整 )により重液分離、重鉱物と軽鉱物を偏光顕微鏡下にてそれぞれ 250 粒に達するまで同定する。

重鉱物同定の際、不透明な粒については、斜め上方からの落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを「不透明

鉱物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒および変質等で同定の不可能な粒子は「その他」とする。軽鉱物は、

火山ガラスと石英と長石および「その他」に分類する。火山ガラスは、上述したテフラの検出同定と同様の形態

分類を行う。「その他」は、変質等で同定の不可能な粒子や未分解粘土粒などを含む。

(3) 珪藻分析

湿重約 5g をビーカーに計り取り、過酸化水素水と塩酸を加えて試料の泥化と有機物の分解・漂白を行う。次

に、分散剤を加えた後、蒸留水を満たし放置する。その後、上澄み液中に浮遊した粘土分を除去し、珪藻殻の濃

縮を行う。この操作を 4～ 5回繰り返す。次に、自然沈降法による砂質分の除去を行い、検鏡し易い濃度に希釈

し、カバ－ガラス上に滴下して乾燥させる。乾燥した試料上に封入剤のプリュウラックスを滴下し、スライドガ

ラスに貼り付け永久プレパラ－トを作製する。

検鏡は、油浸 600 倍または 1000 倍で行い、メカニカルステ－ジを用い任意に出現する珪藻化石が 200 個体以

上になるまで同定・計数した。なお、原則として、珪藻殻が半分以上破損したものについては、誤同定を避ける

ため同定・計数は行わない。200 個体が産出した後は、示準種等の重要な種類の見落としがないように、全体を

精査し、含まれる種群すべてが把握できるように努める。

珪藻の同定と種の生態性については、Horst Lange-Bertalot(2000)、Hustedt(1930-1966)、Krammer and 

Lange-Bertalot(1985 ～ 1991)、Desikachiary(1987) などを参考にする。群集解析にあたり個々の産出化石は、

まず塩分濃度に対する適応性により、海水生、海水～汽水生、汽水生、淡水生に生態分類し、さらにその中の淡

水生種は、塩分、pH、水の流動性の 3適応性についても生態分類し表に示した。

堆積環境の変遷を考察するために珪藻化石が 100 個体以上産出した試料について珪藻化石群集変遷図を作成

した。出現率は化石総数を基数とした百分率で表し、基本的に 1% 以上 ( 産出種数により変更 ) の産出率を示す

分類群についてのみ表示した ( 図中の●印は、総数が 100 個体以上産出した試料のうち 1% 未満の種を示し、+

印は総数 100 個体未満の場合の産出を示す )。表示する分類群は、分析試料全体で産出率の合計が 1% 以上の分

類群である。また、図中には、海水生・汽水生・淡水生種の相対頻度と淡水生種を基数とした塩分・pH・流水の

相対頻度について図示した。

塩分に対する適応性とは、淡水中の塩類濃度の違いにより区分したもので、ある程度の塩分が含まれた方が

よく生育する種類は好塩性種とし、少量の塩分が含まれていても生育できるものを不定性種、塩分が存在する水

中では生育できないものを嫌塩性種として区分している。これは、主に水域の化学的な特性を知る手がかりとな

るが、単に塩類濃度が高いか低いかといったことが分かるだけでなく、塩類濃度が高い水域というのは概して閉

鎖水域である場合が多いことから、景観を推定する上でも重要な要素である。

pH に対する適応性とは、アルカリ性の水域に特徴的に認められる種群を好アルカリ性種、逆に酸性水域に生

育する種群を好酸性種、中性の水域に生育する種を不定性種としている。これも、単に水の酸性・アルカリ性の

いずれかがわかるだけでなく、酸性の場合は湿地であることが多いなど、間接的には水域の状況を考察する上で
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必要不可欠である。

流水に対する適応性とは、流れのある水域の基物 ( 岩石・大型の藻類・水生植物など ) に付着生育する種群

であり、特に常時、流れのあるような水域でなければ生育出来ない種群を好流水性種、逆に流れのない水域に生

育する種群を好止水性種として区分している。流水不定は、どちらにでも生育できる可能性もあるが、それらの

大半は止水域に多い種群である。なお、好流水性種と流水不定性種の多くは付着性種であるが、好止水性種には

水塊中を浮遊生活する浮遊性種も存在する。浮遊性種は、池沼あるいは湖沼の環境を指標する。

なお、淡水生種の中には、水中から出て陸域の乾いた環境下でも生育する種群が存在し、これらを陸生珪藻

と呼んで、水中で生育する種群と区分している。陸生珪藻は、陸域の乾いた環境を指標することから、古環境を

推定する上で極めて重要な種群である。

(4) 植物珪酸体分析

各試料について過酸化水素水・塩酸処理、沈定法、重液分離法 ( ポリタングステン酸ナトリウム，比重 2.5)

の順に物理・化学処理を行い、植物珪酸体を分離・濃集する。これをカバーガラス上に滴下・乾燥させる。乾燥後、

プリュウラックスで封入してプレパラートを作製する。400 倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その間に出現す

るイネ科葉部 (葉身と葉鞘 )の葉部短細胞に由来した植物珪酸体 (以下、短細胞珪酸体と呼ぶ )および葉身機動

細胞に由来した植物珪酸体 (以下、機動細胞珪酸体と呼ぶ )を、近藤 (2010) の分類を参考に同定し、計数する。

分析の際には、分析試料の乾燥重量、プレパラート作成に用いた分析残渣量を正確に計量し、乾土 1g あたりの

植物珪酸体含量 (同定した数を乾土 1g あたりの個数に換算 )を求める。

結果は、植物珪酸体含量の一覧表で示す。その際、100 個 /g 未満は「<100」で表示する。各分類群の含量は

10 の位で丸め (100 単位にする )、合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている。また、各分類群

の植物珪酸体含量とその層位的変化を図示する。

3. 結果

(1) テフラの検出同定

　結果を第 106 表に示す。以下に地点ごとに述べる。

1) 溝状遺構西面

　軽石が、試料番号 T1、T4、T6 に多量含まれる。軽石の最大径は、試料番号 T1 では 6.0mm、試料番号 T4 では

4.5mm、試料番号 T6 では 8.0mm である。軽石の特徴は、試料番号 T1 では灰白色で発泡やや良好のものが多く、

次いで灰白色で発泡良好なものが多く、極めて微量の灰褐色で発泡やや不良の軽石も含まれる。試料番号 T4 と

T6 の軽石は、同様の特徴を示し、灰褐色で発泡やや不良のものと同色で発泡やや良好のものが多く、極めて微

量の灰白色で発泡やや不良のものも含まれる。以上 3点の試料の軽石には、いずれも斜方輝石や単斜輝石の斑晶

が包有されている。スコリアは、試料番号 T4 と T6 に極めて微量含まれる。最大径は 2mm 前後であり、暗褐色を

呈し、発泡は不良である。火山ガラスはいずれの試料にも認められない。なお、軽石を多量に含む 3点の試料の

砂分には、新鮮な斜長石の鉱物片や斜方輝石の鉱物片が多量に含まれ、さらに試料番号 T4 と T6 には、暗灰色を

呈する角礫状の火山岩片も中量程度含まれる。

　試料番号 T7 には、スコリア、火山ガラス、軽石のいずれも認められない。砂分を構成する砕屑物は、斜長石

や石英および輝石類などの鉱物片である。

2) トレンチ 15

　軽石が、試料番号 3に多量、試料番号 1に中量、試料番号 6と 7に極めて微量含まれる。試料番号 1と 3の軽
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石は同様の特徴を示し、最大径は 5 ～ 6mm、色調や発泡度は上述した溝状遺構西面の試料番号 T4 や T6 の軽石と

同様である。一方、試料番号 6と 7の軽石は、最大径 2mm 前後、白色を呈し発泡は不良である。スコリアは、試

料番号 1と 3に極めて微量認められ、最大径は 1.6 ～ 1.7mm 程度、色調や発泡度は上述した溝状遺構西面の試料

番号 T4 や T6 と同様である。火山ガラスは、いずれの試料にも認められない。

　なお、試料番号 1と 3には軽石やスコリア以外に、溝状遺構西面試料番号 T4 と T6 の砂分と同様の鉱物片およ

び岩石片が多く含まれる。また、試料番号 6には、極めて微量ではあるが、角閃石の鉱物片も認められた。

 (2) 重軽鉱物分析

　結果を第 107 表、第 242 図に示す。重鉱物組成は、斜方輝石が多く、約 70% を占め、他に 10 数 % 程度の単斜

輝石と角閃石および不透明鉱物を伴い、極めて微量の緑レン石も含む。軽鉱物組成は、風化変質粒や未分解粘土

粒とされる「その他」を除けば、斜長石が多く、少量の石英を伴う組成である。火山ガラスは、軽石型が極めて

微量認められた。

火山ガラス

量 色調・発泡度
最大
粒径

量 量 色調・発泡度
最大
粒径

T1 － － ＋＋＋＋ GW･sg>GW･g>>GBr･sb 6.0

T4 (+) DBr･b 1.7 － ＋＋＋＋ GBr･sb,GBr･sg>>GW･sb 4.5

T6 (+) DBr･b 2.8 － ＋＋＋＋ GBr･sb,GBr･sg>>GW･sb 8.0

T7 － － －

1 (+) DBr･b 1.6 － ＋＋＋ GBr･sb,GBr･sg>>GW･sb 5.0

3 (+) DBr･b 1.7 － ＋＋＋＋ GBr･sb,GBr･sg>>GW･sb 6.0

6 － － (+) W･b 2.5

7 － － (+) W･b 1.7

9 － － －

凡例　－:含まれない．(+):きわめて微量．＋:微量．＋＋:少量．＋＋＋:中量．＋＋＋＋:多量．
　  　DBr:暗褐色．GBr:灰褐色．GW:灰白色．W:白色．
　　  g:良好．sg:やや良好．sb:やや不良．b:不良．最大粒径はmm．

スコリア 軽石
地点名

試料
番号

溝状遺構
西面

トレンチ15

第 106 表　テフラ分析結果
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溝状遺構東面
試料番号15

0 148 21 36 2 2 38 3 250 0 0 1 17 74 158 250

第 107 表　溝状遺構直下粘土層の重軽鉱物分析結果 
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(3) 珪藻分析

結果を第 108 表、第 243 図に示す。分析した 6 試料のうち、溝状遺構東面の試料番号 6、13 およびトレンチ

15 の試料番号 2、4、6 の 5 試料からは 100 個体以上産出したが、トレンチ 15 の試料番号 9 からの産出数は非常

に少なかった。以下、地点ごとに結果を記す。

1) 溝状遺構東面

試料番号 5 からは 200 個体以上産出した。完形の殻が多いが、一部の殻は破損しているため、保存状態は、

普通～不良である。産出した分類群は、淡水生種のみで構成される。本試料の淡水生の群集の特徴について、

生態性 ( 珪藻の 3 つの適応性 : 水中の塩分・pH・流水に対する適応性 ) を整理してみた場合、以下のような傾

向が認められる。まず、塩分に対する適応性は、貧塩不定性種が優占する。次に、pH に対する適応性は、ア

ルカリ性種が優占する。流水に対する適応性は、流水性種が優占する。また、本試料は水生珪藻が優占し、陸

生珪藻は極低率にしか産出しない。特徴的に産出した種は、淡水性種で流水性種のMeridion circulare var. 

constrictum、Planothidium lanceolatum、流水性不定性種のFragilaria ulna、Gomphonema parvulum 等である。

試料番号 6からは 162 個体産出した。保存状態は、壊れた殻が多く、一部の殻に溶解の痕跡が認められるため、

不良～極不良である。産出した分類群は、淡水生種を主にして、淡水～汽水生種を伴う種群で構成される。本試

料の淡水生の群集の特徴について、生態性を整理してみた場合、以下のような傾向が認められる。まず、塩分に

対する適応性は、貧塩不定性種が優占する。次に、pH に対する適応性は、アルカリ性種が優占する。流水に対

する適応性は、流水不定性種が優占するが、流水性種も低率に産出する。また、本試料は水生珪藻が優占し、陸

生珪藻は低率にしか産出しない。特徴的に産出した種は、淡水～汽水生種のRhopalodia gibberula、流水性不

定性種のGomphonema parvulum、Rhopalodia gibba 等である。

2) トレンチ 15

試料番号 2 からは 200 個体以上産出した。保存状態は、壊れた殻が多く、一部の殻に溶解の痕跡が認められ

るため、不良～極不良である。産出した分類群は、淡水生種を主にして、淡水～汽水生種を伴う種群で構成され

る。本試料の淡水生の群集の特徴について、生態性を整理してみた場合、以下のような傾向が認められる。まず、

塩分に対する適応性は、貧塩不定性種が優占する。次に、pH に対する適応性は、アルカリ性種が優占する。流

水に対する適応性は、流水不定性種が優占するが、流水性種も低率に産出する。また、本試料は水生珪藻が優占

し、陸生珪藻は低率にしか産出しない。特徴的に産出した種は、淡水～汽水生種のRhopalodia gibberula、淡

水生種で流水性種のNavicula elginensis var. neglecta、流水性不定性種のEncyonema silesiacum、Eunotia 

第 242 図　溝状遺構直下粘土層重軽鉱物組成
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第 108 表　珪藻分析結果 

種　　　　　類 環境
塩分 pH 流水 指標種 6 13 2 4 6 9

Rhopalodia gibberula  (Ehr.) Mueller Ogh-Meh al-il ind U - 13 7 3 3 -
Achnanthes  spp. Ogh-unk unk unk 8 - - - - -
Amphora montana  Krasske Ogh-ind ind ind RA - 1 - - - -
Amphora ovalis var. affinis  (Kuetz.) Van Heurck Ogh-ind al-il ind T - 2 - - - -
Amphora  spp. Ogh-unk unk unk - 1 - - - -
Caloneis bacillum  (Grun.) Cleve Ogh-ind al-il r-ph U 3 - - - - -
Caloneis silicula (Ehr.) Cleve Ogh-ind al-il ind O 1 - - - - -
Caloneis spp. Ogh-unk unk unk 1 - - - - -
Cymbella cistula (Ehr.) Kirchner Ogh-ind al-il l-ph O,T - - - - 1 -
Cymbella tumida  (Breb. ex Kuetz.) Van Heurck Ogh-ind al-il ind T - 1 - - - -
Cymbella  spp. Ogh-unk unk unk - 8 3 - - -
Diploneis parma  Cleve Ogh-ind ind ind O - 1 - - - -
Diploneis yatukaensis Horikawa et Okuno Ogh-ind ind l-ph RI - 1 - - 1 1
Diploneis  spp. Ogh-unk unk unk - 2 - - 3 1
Encyonema silesiacum  (Bleisch in Rabenh.) D.G.Mann Ogh-ind ind ind T - 1 17 - 3 -
Eunotia implicata Noepel & Lange-Bertalot Ogh-hob ac-il ind O - 1 - - - -
Eunotia lunaris (Ehr.) Grunow Ogh-hob ac-il l-ph O 1 - 8 - - -
Eunotia pectinalis  (Dillwyn) Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O,T - 2 - - 1 -
Eunotia pectinalis  var. minor  (Kuetz.) Rabenhorst Ogh-hob ac-il ind O 2 4 18 3 3 -
Eunotia spp. Ogh-unk unk unk 5 - 10 8 - -

Fragilaria ulna  (Nitzsch) Lange-Bertalot Ogh-ind al-il ind O,U 30 8 - 3 5 -
Fragilaria spp. Ogh-unk unk unk 4 10 - 10 8 -
Frustulia vulgaris  (Thwaites) De Toni Ogh-ind al-il ind U - - 8 - - -
Frustulia  spp. Ogh-unk unk unk - - 3 - - -
Gomphonema acuminatum  Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph O 1 - - - - -
Gomphonema parvulum (Kuetz.) Kuetzing Ogh-ind ind ind U 26 21 45 27 29 4
Gomphonema  spp. Ogh-unk unk unk - 5 - 8 - -
Hantzschia amphioxys  (Ehr.) Grunow Ogh-ind al-il ind RA,U 2 3 3 12 - -
Luticola mutica  (Kuetz.)D.G.Mann Ogh-ind al-il ind RA,S - - 2 - - -
Melosira varians  C.Agardh Ogh-hil al-bi r-ph K,U 9 - 2 - - -
Meridion circulare var. constrictum  (Ralfs) Van Heurck Ogh-ind al-il r-bi K,T 61 - - 4 2 -
Meridion spp. Ogh-unk unk unk - - - 4 - -
Navicula confervacea  (Kuetz.) Grunow Ogh-ind al-bi ind RB,S - - 3 - - -
Navicula elginensis  var. neglecta  (Krass.) Patrick Ogh-ind al-il r-ph U - 3 8 9 1 -
Navicula spp. Ogh-unk unk unk - - 2 - - -
Neidium ampliatum (Ehr.) Krammer Ogh-ind ind l-ph O - - 1 - - -
Neidium  spp. Ogh-unk unk unk - - - - - 1
Nitzschia amphibia  Grunow Ogh-ind al-bi ind S - 7 2 - 1 -
Nitzschia brevissima  Grunow Ogh-ind al-il ind RB,U - - 3 - - -
Nitzschia  spp. Ogh-unk unk unk - 3 - - - -
Pinnularia acrosphaeria W.Smith Ogh-ind al-il l-ph N,O,U 1 3 8 5 7 -
Pinnularia borealis Ehrenberg Ogh-ind ind ind RA 1 2 - - - -
Pinnularia brebissonii  (Kuetz.) Rabenhorst Ogh-ind ind ind U - - - - - 1
Pinnularia brevicostata  Cleve Ogh-ind ac-il ind O 1 3 - - 2 -
Pinnularia gibba Ehrenberg Ogh-ind ac-il ind O - - 3 - - -
Pinnularia microstauron  (Ehr.) Cleve Ogh-ind ac-il ind S 4 2 - - - -
Pinnularia subcapitata  Gregory Ogh-ind ac-il ind RB,S - 2 - - - -
Pinnularia viridis  (Nitz.) Ehrenberg Ogh-ind ind ind O - 8 7 - 3 -
Pinnularia spp. Ogh-unk unk unk 4 13 8 4 11 2
Placoneis elginensis  (Greg.) Cox Ogh-ind al-il ind O,U - 1 - - - -
Planothidium lanceolatum (Breb. ex Kuetz.) Lange-Bertalot Ogh-ind ind r-ph K,T 29 2 - - - 1
Rhopalodia gibba (Ehr.) Mueller Ogh-ind al-il ind O,U 2 21 28 3 15 -
Rhopalodia  spp. Ogh-unk unk unk - 3 - - - -
Sellaphora pupula (Kuetz.) Mereschkowsky Ogh-ind ind ind S,U 2 - 3 - 3 4
Sellaphora  spp. Ogh-unk unk unk - - - - 3 -
Stauroneis acuta W.Smith Ogh-ind al-il l-ph O - - 1 - 2 -
Stauroneis phoenicenteron (Nitz.) Ehrenberg Ogh-ind ind l-ph N,O,U - 3 3 - - -
Stauroneis spp. Ogh-unk unk unk 3 1 7 - 4 2
海水生種 0 0 0 0 0 0
海水～汽水生種 0 0 0 0 0 0
汽水生種 0 0 0 0 0 0
淡水～汽水生種 0 13 7 3 3 0
淡水生種 201 149 206 100 108 17
珪藻化石総数 201 162 213 103 111 17
凡例
塩分:塩分濃度に対する適応性    pH:水素イオン濃度に対する適応性  　流水:流水に対する適応性
  Euh　　:海水生種              al-bi:真アルカリ性種 　　          l-bi:真止水性種
  Euh-Meh:海水生種-汽水生種     al-il:好アルカリ性種　　           l-ph:好止水性種
  Meh　　:汽水生種              ind　:pH不定性種 　                ind :流水不定性種
  Ogh-Meh:淡水生種-汽水生種     ac-il:好酸性種                     r-ph:好流水性種
  Ogh-hil:貧塩好塩性種          ac-bi:真酸性種                     r-bi:真流水性種
  Ogh-ind:貧塩不定性種          unk　:pH不明種   　                unk :流水不明種
  Ogh-hob:貧塩嫌塩性種
  Ogh-unk:貧塩不明種
環境指標種　
　 A:外洋指標種　B:内湾指標種　C1:海水藻場指標種　C2:汽水藻場指標種　
　 D1:海水砂質干潟指標種　D2:汽水砂質干潟指標種
　 E1:海水泥質干潟指標種　E2:汽水泥質干潟指標種　F:淡水底生種群(以上は小杉,1988)
　 G:淡水浮遊生種群　H:河口浮遊性種群　J:上流性河川指標種　K:中～下流性河川指標種　
　 L:最下流性河川指標種群　M:湖沼浮遊性種　N:湖沼沼沢湿地指標種　O:沼沢湿地付着生種
 　P:高層湿原指標種群　Q:陸域指標種群(以上は安藤,1990)
　 S:好汚濁性種　U:広適応性種　T:好清水性種(以上はAsai and Watanabe,1995)
　 R:陸生珪藻(RA:A群，RB:B群，RI:未区分、伊藤・堀内,1991)

生態性 東面 トレンチ15
溝状遺構
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Melosira varians [K;U]
Meridion circulare var. constrictum [K;T]

Navicula elginensis var. neglecta [U]
Planothidium lanceolatum [K;T]

Amphora ovalis var. affinis [T]
Encyonema silesiacum [T]
Eunotia pectinalis [O;T]
Eunotia pectinalis var. minor [O]
Fragilaria ulna [O;U]
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Gomphonema parvulum [U]

Nitzschia amphibia [S]
Pinnularia brevicostata [O]
Pinnularia gibba [O]
Pinnularia microstauron [S]
Pinnularia viridis [O]
Rhopalodia gibba [O;U]

Sellaphora pupula [S;U]
Eunotia lunaris [O]
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Stauroneis acuta [O]
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pectinalis var. minor、Gomphonema parvulum、Rhopalodia gibba、止水性種のPinnularia acrosphaeria 等で

ある。

試料番号 4からは 100 個体産出した。保存状態は、壊れた殻が多く、一部の殻に溶解の痕跡が認められるため、

不良～極不良である。産出した分類群は、淡水生種を主にして、淡水～汽水生種を伴う種群で構成される。本試

料の淡水生の群集の特徴について、生態性を整理してみた場合、以下のような傾向が認められる。まず、塩分に

対する適応性は、貧塩不定性種が優占する。次に、pH に対する適応性は、アルカリ性種が優占する。流水に対

する適応性は、流水不定性種が優占するが、流水性種も産出する。また、本試料は水生珪藻が優占する。特徴的

に産出した種は、淡水～汽水生種のRhopalodia gibberula、淡水生種で流水性種のNavicula elginensis var. 

neglecta、流水性不定性種のGomphonema parvulum、Rhopalodia gibba、止水性種のPinnularia acrosphaeria、

流水不明種のEunotia spp.、Fragilaria spp.、Gomphonema spp.、Fragilaria spp.、陸生珪藻のHantzschia 

amphioxys 等である。

試料番号 5 からは 111 個体産出した。保存状態は、壊れた殻が多く、一部の殻に溶解の痕跡が認められる

ため、不良～極不良である。産出した分類群は、淡水生種を主にして、淡水～汽水生種を伴う種群で構成され

る。本試料の淡水生の群集の特徴について、生態性を整理してみた場合、以下のような傾向が認められる。ま

ず、塩分に対する適応性は、貧塩不定性種が優占する。次に、pH に対する適応性は、アルカリ性種が優占す

る。次に、流水に対する適応性は、流水不定性種が優占するが、流水性種も低率に産出する。また、本試料は水

生珪藻が優占する。特徴的に産出した種は、淡水～汽水生種のRhopalodia gibberula、淡水生種で流水性種の

Navicula elginensis var. neglecta、流水性不定性種のGomphonema parvulum、Rhopalodia gibba、流水不明

種のFragilaria spp.、Pinnularia spp. 等である。

試料番号 9 からは 17 個体産出した。保存状態は、壊れた殻が多く、一部の殻に溶解の痕跡が認められるた

め、不良～極不良である。産出した分類群は、淡水生種のみで構成される。産出した種は、流水性不定性種の

Gomphonema parvulum、Sellaphora pupula 等である。

(4) 植物珪酸体分析

結果を第 109 表、第 244 図に示す。各試料からは植物珪酸体が検出されるものの、保存状態が悪く、表面に

多数の小孔 (溶食痕 )が認められる。

トレンチ 15 の試料のうち、試料番号 9は植物珪酸体含量が 33,800 個 /g であり、試料番号 2に次いで少ない。

検出される分類群はクマザサ属やメダケ属を含むタケ亜科、ヨシ属、ススキ属、イチゴツナギ亜科などであり、

この中ではヨシ属の産出が目立つ。

試料番号 6 と 4 は、植物珪酸体含量が 69,100 個 /g および 64,300 個 /g であり、共に多い。試料番号 9 で見

られた分類群と共に、栽培植物であるイネ属も産出する。イネ属の含量は、短細胞珪酸体が共に 1,500 個 /g、

機動細胞珪酸体が 6,900 個 /g および 6,500 個 /g である。特に機動細胞珪酸体は他の分類群と比較しても産出が

目立つ。また葉部の短細胞列も検出される。また栽培種を含む分類群であるキビ連やコムギ連も産出する。他の

分類群では、いずれもタケ亜科の産出が目立つが、試料番号 4ではヨシ属の含量も多い。

試料番号 2 の植物珪酸体含量は 29,700 個 /g であり、4 点の中で最も少ない。試料番号 6 や 4 と同様な分類群が

検出されるものの、含量は概して少ない。イネ属は機動細胞珪酸体のみが産出し、その含量は500個/g程度である。

キビ連やコムギ連も産出するが、いずれも 300 個 /g 程度である。また検出された分類群の中では、タケ亜科や

ヨシ属の産出が目立つ。

なお、各試料からはイネ科起源 (棒状珪酸体 ,長細胞起源 ,毛細胞起源 )も検出される。
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第 244 図　トレンチ 15 における植物珪酸体含量の層位的変化

第 109 表　植物珪酸体含量

トレンチ15
分　類　群

2 4 6 9
イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ属 - 1,500 1,500 -
クマザサ属 300 300 500 200
メダケ属 500 900 700 300
タケ亜科 300 5,600 7,900 700
ヨシ属 2,400 4,700 1,700 5,000
ススキ属 1,400 300 1,000 1,400
コムギ連 300 900 500 -
イチゴツナギ亜科 300 600 700 200
不明 5,400 11,200 13,300 3,100

イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ属 500 6,500 6,900 -
キビ連 300 300 200 200
クマザサ属 1,400 600 1,500 700
メダケ属 800 2,400 2,700 1,900
タケ亜科 1,100 5,900 6,100 1,600
ヨシ属 800 5,000 2,700 6,000
ススキ属 500 300 700 1,000
不明 13,500 17,400 20,400 11,500

合　計

イネ科葉部短細胞珪酸体 10,800 26,000 27,800 10,900

イネ科葉身機動細胞珪酸体 18,900 38,300 41,300 22,900

植物珪酸体含量 29,700 64,300 69,100 33,800

珪化組織片

イネ属短細胞列 - ＊ ＊ -
イネ科起源(その他)

棒状珪酸体 ＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊
長細胞起源 ＊ ＊ ＊ ＊
毛細胞起源 ＊ ＊＊ ＊＊ ＊

含量は、10の位で丸めている(100単位にする)

合計は各分類群の丸めない数字を合計した後に丸めている

<100：100個/g未満

－：未検出,＊：含有,＊＊：多い,＊＊＊：非常に多い
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4. 考察

(1) テフラの同定と層序対比

1) 溝状遺構の年代

溝状遺構西面で認められた降下軽石層である試料番号T6は、軽石の色調や発泡度、微量のスコリアを含むこと、

包有する斑晶鉱物そして角礫状の岩石片を伴うことなどから、As-B の降下軽石層に同定される。試料番号 T4 の

軽石は、T6 の軽石と同様の特徴であることと As-B 降下軽石層の直上であることから、As-B の軽石が撹乱再堆積

して土壌中に混在したものと考えられる。

　試料番号 T1 の軽石は、その色調や発泡度および As-B より上位であることから、As-A に由来すると考えられる。

前述したように、試料番号 T1 の採取された土層は、降下軽石層が若干の土壌化を受けたのみであり、As-A の降

下堆積層準をほぼ示していると考えられる。一方、試料番号 T7 を採取したシルト層は、テフラ層ではないと判

断されることから、特に層序対比の指標とはならない。

　以上に述べたテフラの産状から、溝状遺構の年代については、As-B の噴出した天仁元年 (AD1108 年 ) より確

実に古いことは確認できた。しかし、今回の分析では、溝状遺構との層位関係のわかる土層から、古墳時代に噴

出した榛名火山のテフラである榛名二ツ岳渋川テフラや榛名二ツ岳伊香保テフラ (Hr-FA・Hr-FP: 新井 ,1979; 早

田 ,1989) に由来する砕屑物を認めることができなかったことにより、溝状遺構とこれら古墳時代のテフラとの

前後関係は不明である。

2) トレンチ 15 の層序対比

　トレンチ 15 では、試料番号 1 と 3 から軽石が検出されたが、両試料の軽石は特徴が同様であり、かつその特

徴は溝状遺構西面で確認された As-B の軽石と同様であることから、試料番号 1 の軽石は試料番号 3 の撹乱再堆

積によるものであり、試料番号 3 は As-B の降下堆積層準にほぼ近いと考えられる。また、このことから、トレ

ンチ 15 における As-A の降下堆積層準は、試料番号 1よりもさらに上位にあることが推定される。

　試料番号 3 より下位の土層については、As-B 降下以前の土層に対比される。試料番号 6 と 7 からは、As-B と

は異なる特徴の軽石が検出されたが、その色調や発泡度および試料番号 6では角閃石の鉱物片も伴うことなどか

ら、この軽石は上述した古墳時代の榛名火山のテフラに由来すると考えられる。ただし、軽石の産状は撹乱再堆

積して土壌中に混在する状態であり、検出された層位がテフラの降灰層準であるとは判断できない。

(2) 粘土層について

　溝状遺構直下の粘土層は、鮎川および鏑川の氾濫堆積物に由来し、それを構成する砕屑物の供給源は調査地背

後の低位段丘や鮎川右岸の藤岡台地などであろう。重鉱物組成で多くを占める斜方輝石や角閃石および軽鉱物組

成で多くを占める斜長石などは、調査地の地質学的背景を考慮すれば、周辺の台地表層を覆ういわゆるローム層

の主要な母材となっている火山噴出物に由来すると考えられる。さらに、重鉱物組成において極めて微量検出さ

れた緑レン石は、河川上流域の関東山地に分布する三波川変成岩に由来する可能性が高いと考えられる。

　今後、藤岡市域で出土する土器や埴輪の原材料を検討する際には、今回の分析で得られた重鉱物組成および軽

鉱物組成も参考資料になり得ると考えられる。

(3) 溝状遺構内の環境

試料番号 13 から特徴的に産出した珪藻化石の種は、淡水～汽水生種のRhopalodia gibberula、流水性不

定性種のGomphonema parvulum、Rhopalodia gibba 等である。これらのうち、淡水～汽水生種のRhopalodia 

gibberula は群馬県で発掘された古代水田から多産し、本種の多産は、当時の水田の水に塩類が豊富に含まれて

いたことを示していると考えられている (田中 ,1978)。また、Cholnoky(1968) によれば、本種は高 pH の水域を
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好むとしている。本種は、基本的には淡水生種と考えられるため、海域には生育できないと思われるが、塩分に

対しては他の種群にくらべて耐性が高いため、沿岸部の海水の影響がおよんで塩分濃度が高くなる後背湿地をは

じめとして湿地や河岸などで水が停滞することの比較的多い場所 (淀み )などの水中の塩類濃度が高い水域に特

徴的に認められる。一方、流水不定性種のGomphonema parvulum は、流水に対して不定なだけでなく、塩分濃度

や pH に対しても不定であり、極めて高い適応能力を持つ種であり、さまざまな水域に認められる。そのため、

Asai and Watanabe(1995) は、広域適応種としている。ただし、経験的には、流水域に多産することが多いこと

から、以前は流水性種に含められていた種である。流水不定性種のRhopalodia gibba は、貧塩不定、好アルカ

リ性、流水不定種であり、沼沢地から湿地等に比較的広範に認められる種である。

以上、溝状遺構基底直上の試料番号 13 では、湿地～沼沢地で生育する種が複数種産出し、やや塩濃度の高い

水域でも生育できる種も産出するため、溝底は基本的に湿地性の閉鎖的水域であったと考えられる。ただ、流水

性種も低率に産出することから、流水の影響も多少受けていた可能性が考えられる。

溝状遺構覆土中部の試料番号 6から特徴的に産出した種は、淡水生種で流水性種のMeridion circulare var. 

constrictum、Planothidium lanceolatum、流水性不定性種のFragilaria ulna、Gomphonema parvulum 等であ

る。淡水生種で流水性種のMeridion circulare var. constrictum、Planothidium lanceolatum は、河川等の流

水域に生育する種であり、中～下流河川指標種群と呼ばれる(安藤 ,1990)。流水不定性種のFragilaria ulna は、

貧塩不定性、好アルカリ性および流水不定であり、広域頒布種の一種で広範のさまざまな水域から比較的高率に

見出される。

以上、試料番号 6 からは、流水性種が特徴的に産出することから、覆土層中部の堆積時には、溝状遺構内は

流水域であったと考えられる。

上述したように、溝状遺構の機能時（溝底が見えるような状況）の溝内は閉鎖的な湿地状態にあったと考え

られ、溝が埋没する段階では流水環境下で埋積が進んだものと考えられる。

(4) 土層の形成環境と水田跡の検討

砂礫層に近い土層下部の試料番号 9 から産出した珪藻化石の分類群は、淡水生種のみで構成される。産出し

た種は、流水性不定性種のGomphonema parvulum、Sellaphora pupula 等である。流水不定性種のSellaphora 

pupula は、塩分に対する適応性、pH に対する適応性、流水に対する適応性はいずれも不定性であり、かなり広

範な水域に認められることから広域頒布種と呼ばれる。また、汚濁した水域に特徴的に認められることから好汚

濁性種にも位置付けられている (Asai and Watanabe,1995)。ただ、本層からは珪藻化石は産出数が非常に少な

かったため、珪藻化石の生態性や群集の生育特性による、直接的な堆積環境の推定は困難である。経験的には、

堆積後に好気的環境下で大気に曝されると、短期間に分解消失することがわかっている。また、珪藻化石を構成

するシリカ鉱物は、温度が高いほど、流速が早いほど、水素イオン濃度指数が高いほど溶解度が大きくなり溶け

やすいことが実験により推定されている。本試料の場合も、もともと珪藻化石が取り込まれにくい環境であった

か、取り込まれたほとんどの珪藻化石は堆積後に分解・消失した可能性が高い。

一方、試料番号 9 から検出された植物珪酸体の分類群からは、この層位が形成された頃にはクマザサ属やメ

ダケ属を含むタケ亜科、ヨシ属、ススキ属、イチゴツナギ亜科などのイネ科が生育していたと考えられる。特に、

湿潤な場所に生育するヨシ属の産出が目立つことを考慮すれば、湿地のような場所であった可能性が想定される。

ただし、珪藻化石の産状を考慮すれば、乾くようなことも有り、好気的な環境にもなっていた可能性も否定でき

ない。

水田跡の土層である可能性が指摘されている試料番号 2、4、6 は産出種に多少の差異はあるものの、珪藻
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化石の産状はほぼ同様の傾向を示す。試料番号 2 から特徴的に産出した種は、淡水～汽水生種のRhopalodia 

gibberula、淡水生種で流水性種の Navicula elginensis var. neglecta、流水性不定性種の Encyonema 

silesiacum、Eunotia pectinalis var. minor、Gomphonema parvulum、Rhopalodia gibba、 止 水 性 種 の

Pinnularia acrosphaeria 等である。試料番号 4 からは、淡水～汽水生種のRhopalodia gibberula、淡水生

種で流水性種のNavicula elginensis var. neglecta、流水性不定性種のGomphonema parvulum、Rhopalodia 

gibba、止水性種のPinnularia acrosphaeria、流水不明種のEunotia spp.、Fragilaria spp.、Gomphonema 

spp.、Fragilaria spp.、陸生珪藻のHantzschia amphioxys 等が産出した。試料番号 6 からは、淡水～汽水生

種のRhopalodia gibberula、淡水生種で流水性種のNavicula elginensis var. neglecta、流水性不定性種の

Gomphonema parvulum、Rhopalodia gibba、流水不明種のFragilaria spp.、Pinnularia spp. 等が産出した。

特徴的に産出した種の生態性について述べると、流水性種のNavicula elginensis var.neglecta は、河

川や溝等の定常的な水の流れがある水域の基物 ( 礫、水草、大型の藻類 ) に付着生育する種である。流水

不定性種のEncyonema silesiacum は、沼沢地から湿地等の水域に広く生育する種である。流水不定性種の

Eunotia pectinalis var.minor は、普通の水域にも認められるが湿地に多産する種とされる (埼玉県教育委員

会 ,1962)。止水性種のPinnularia acrosphaeria は、湿地や池沼、湖の沿岸部に見られるとされる (Patrick 

and Reimer,1966) が、通常、湿地に爆発的に発生することが多い種である。流水不明種のEunotia spp.、

Fragilaria spp.、Gomphonema spp.、Fragilaria spp. はそれぞれ数種類で構成されるが、いずれの属も湿地に

最も特徴的に認められ、主要な構成種になる属である。また、Hantzschia amphioxys 等の陸生珪藻は、水中や

水底の環境以外のたとえばコケを含めた陸上植物の表面や岩石の表面、土壌の表層部など大気に接触した環境に

生活する一群 ( 小杉 ,1986) である。特に、本試料から産出した陸生珪藻は、離水した場所の中で乾燥に耐えう

ることのできる群集とされる (伊藤・堀内 ,1989;1991)。

以上、試料番号 2、4、6 の各層からは、湿地～沼沢地に生育する種が複数種産出したこと、流水性種が低率

に産出したことおよびやや塩濃度の高い水域でも生育できる種も産出したことから、試料番号 2、4、6各層堆積

時の環境は、流水の影響のある湿地～沼沢地で、水質的にはやや塩濃度の高まる水域であったと考えられる。

植物珪酸体分析では、試料番号 6 と試料番号 4 からは栽培植物であるイネ属の植物珪酸体が産出した。安定

した稲作が行われた水田跡の土壌では、栽培されていたイネ属の植物珪酸体が土壌中に蓄積され、植物珪酸体含

量 (植物珪酸体密度 )が高くなる。水田跡 (稲作跡 )の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体 (機動

細胞由来 ) が試料 1g 当り 5,000 個以上の密度で検出された場合に、そこで稲作が行われた可能性が高いと判断

されている ( 杉山 ,2000)。これらの土層での機動細胞珪酸体の含量は 6,000 個 /g を超えており、前述した事例

よりも多い。また試料番号4では湿潤な場所に生育するヨシ属の産出も多い。また珪藻化石の産状を考慮すれば、

いずれの土層にも流水の影響が示唆される。この産状を見る限り、As-B の降灰以前から湿潤な場所で稲作が行

われ、As-B 降灰直前にも引き続き水田耕作が営まれていたと考えられる。当該期の調査区内や周辺の稲作につ

いては、今後さらに調査区内の遺構や微地形の分布を含めて検討する必要があろう。

試料番号 2 は、As-B 降灰後に形成された土層であり、As-B が混在する。検出された植物珪酸体の含量は他の

試料と比較して最も少ない。珪藻化石の産状を考慮すれば、下位と同様な堆積環境であったことが想定される。

また試料番号 6 や 4 と同様な分類群が検出されており、タケ亜科やヨシ属の産出が目立つ。そのため、As-B 降

灰後も同様なイネ科が生育し、ヨシ属が生育する湿地も存在したと思われる。なお、イネ属も産出したものの、

機動細胞珪酸体のみが僅かに産出したに過ぎない。この産状を見る限り、As-B 降灰後は調査地点で稲作が行わ

れていたとしても、耕作期間が短いことや収穫後のイネ属の植物体が土層へ還元されなかったことなどにより、
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土層にイネ属の植物珪酸体が蓄積しにくかったと考えられる。

試料番号 9 は、砂礫層に近い土層であり、湿潤な場所に生育するヨシ属の産出が目立ち、イネ属は認められ

なかった。このことから稲作の痕跡は認められない。

なお As-B 下の土層および As-B 降灰後に形成された土層からは、栽培種を含む分類群であるキビ連やコムギ連も

産出した。これらが栽培種に由来するものであれば、周辺での栽培がうかがえる。
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1.As-Aの軽石(溝状遺構西面;T1) 2.As-Bの軽石(溝状遺構西面;T6)

3.As-Bの軽石(トレンチ15;3) 4.Hr-FPの軽石(トレンチ15;6)
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第 245 図　テフラ
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1.重鉱物(溝状遺構東面;15)　 2.軽鉱物(溝状遺構東面;15)　
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Opx:斜方輝石．Cpx:単斜輝石．Ho:角閃石．Op:不透明鉱物．Qz:石英．Pl:斜長石．

Opx

Opx

 1. イネ属短細胞珪酸体(トレンチ15;4)  2. イネ属短細胞列(トレンチ15;6)
 3. コムギ連短細胞珪酸体(トレンチ15;4)  4. クマザサ属短細胞珪酸体(トレンチ15;6)
 5. ヨシ属短細胞珪酸体(トレンチ15;9)  6. ススキ属短細胞珪酸体(トレンチ15;6)
 7. イネ属機動細胞珪酸体(トレンチ15;2)  8. イネ属機動細胞珪酸体(トレンチ15;4)
 9. キビ連機動細胞珪酸体(トレンチ15;4) 10. メダケ属機動細胞珪酸体(トレンチ15;9)
11. ヨシ属機動細胞珪酸体(トレンチ15;9) 12. ススキ属機動細胞珪酸体(トレンチ15;6)

50μm
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第 246 図　重軽鉱物　　　　　　　　　

第 247 図　植物珪酸体　　　　　　　　　　
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 1. Fragilaria ulna (Nitzsch) Lange-Bertalot (溝状遺構東面;6)
 2. Gomphonema parvulum (Kuetz.) Kuetzing (トレンチ15;2)
 3. Hantzschia amphioxys (Ehr.) Grunow (トレンチ15;4)
 4. Meridion circulare var. constrictum (Ralfs) Van Heurck (溝状遺構東面;6)
 5. Navicula confervacea (Kuetz.) Grunow (トレンチ15;2)
 6. Navicula elginensis var. neglecta (Krass.) Patrick (トレンチ15;4)
 7. Pinnularia acrosphaeria W.Smith (トレンチ15;2)
 8. Planothidium lanceolatum (Breb. ex Kuetz.) Lange-Bertalot (トレンチ15;9)
 9. Rhopalodia gibba (Ehr.) Mueller (トレンチ15;2)
10. Rhopalodia gibberula (Ehr.) Mueller (溝状遺構東面;13)
11. Sellaphora pupula (Kuetz.) Mereschkowsky (トレンチ15;9)

第 248 図　珪藻化石
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第Ⅵ章　総　括

1. 旧石器時代

　2 区～ 3 区において、AT 層下位暗色帯（ⅩⅢ層）から 4 箇所の石器集中地点（SC-1 ～ 4）が確認され、9 つの

ブロックに細分された（第 249 図）。ブロック間での石器の接合関係は 2・3 ブロック間、6・7・8 ブロック間で

確認されたが、異なる石器集中地点間の接合はみられなかった。これら 4箇所の石器集中地点は、位置関係や石

材組成の違いから、個別に形成されたものと考えられる。そのなかでも、SC-2 は石器の出土点数が多く、ブロッ

クが連結する配置がみられ、まとまったブロック群を形成している。出土位置を記録した石器は計 652 点あり、

内訳はナイフ形石器が 3点、石斧 1点、石刃 2点、二次加工のある剥片 2点、使用痕のある剥片 5点、石核 7点、

敲石 5点、台石 8点、剥片・チップ 614 点などがある。ナイフ形石器及び台石はいずれも SC-2 の 4・6・7 ブロッ

クからの出土である。

　石材の組成は大きく四分され、石器集中地点ごとに異なる。1 ～ 3 ブロックは黒色安山岩が大部分を占め、黒

曜石を保有しない。硬質頁岩がわずかにみられ、2 ブロックではチャートが混じる。1 ブロック（SC-4）は、石

材の 83％を黒色安山岩が占め、石斧刃部や石核が出土した。敲石が 2 点ある。同様の石材組成を示す 2・3 ブ

ロックより剥片の大きさが 1㎝以上大きい特徴がある。2・3ブロック（SC-1）は、それぞれ黒色安山岩が 72％、

95％を占める。2・3 ブロック間での接合があり、同一時期のものである。石核・敲石・台石は出土していない。

3ブロック内での接合が多く、チップの比率も高いことから、3ブロックが主たる作業の場であったと考えられる。

　4～ 6ブロック（SC-2）は黒曜石が主体で、とくに母岩 OB1 ～ 3 を多く消費する。4・6ブロックはナイフ形石

器と台石を保有する。5ブロックでは安山岩が混じる。7・8ブロック（SC-2）は安山岩・黒色安山岩・黒色頁岩

第 249 図　ブロックの配置



- 298 -

が約 28％ずつあり、黒曜石が混じる。黒曜石は母岩 Ob4 を多く消費する。4・5・7ブロックでは少量だが瑪瑙も

みられる。SC-2（4 ～ 8 ブロック）は、石材組成の違いにより 4・5・6 ブロックと 7・8 ブロックに二分される

ものの、6・7 ブロック間で接合関係（BAn1、Ob2）があるほか、多くの母岩（An6・7、BAn1、BSh1・3・4、Ob1

～ 4）を共同消費していることから、同時期に形成されたブロック群と判断される。総体的には 4・6・7・8ブロッ

クが環状となる配置がみられ、直径 21 ｍ規模の環状ブロック群を想定することができる。7ブロックは安山岩・

黒色安山岩・黒色頁岩・黒曜石の全ての母岩を消費しており、SC-2 の石器出土点数の 63％を占める。接合資料

の多くも 7 ブロックが基点となっている。長さ 5 ㎝以上の大型の剥片は SC-2 の 25 点中の 14 点が 7 ブロックに

あり、石核・敲石・台石も保有する。7 ブロックが SC-2 における石器製作の中核的な場であったと考えられる。

SC-1・3・4 で少量出土する硬質頁岩は SC-2 では確認されず、SC-2 だけに瑪瑙が出土するなど、SC-2 の石材は

SC-1・3・4 と大きく異なっている。

　9 ブロック（SC-3）は黒曜石を主体とする。黒曜石の剥片のサイズは 4 ～ 8 ブロックの平均値より 5 ㎜ほど大

きく、石核 2点も出土した。全ブロック中で唯一の赤チャートが出土し、硬質頁岩もわずかにみられる。

　以上のように、石器集中地点 SC-1 ～ 4 は、各地点ごとに石材組成が異なり、地点間の接合関係もみられない

ことから、個別に形成されたブロック群と考えられた。SC-2 には環状ブロック群が想定され、SC-1・3 も南側へ

ブロックが広がる可能性があり、複数のブロック群が近接しながらも重複せずに形成された状況が窺われる。本

遺跡の東に隣接する三ツ木東原Ｂ遺跡では直径 16 ｍ程度の環状ブロック群が、南東側に位置する白石北原遺跡

では推定径 28 ｍの環状ブロック群が検出されている。鏑川の上位段丘面東端に位置する本遺跡周辺は、眺望の

良さや鏑川流域を経路とする広域移動における中継地としての利便性から、旧石器時代に盛んに利用されたと考

えられる。SC-2 に想定された環状ブロック群は、黒曜石を主体的に消費する 4・6 ブロックと、安山岩・黒色安

山岩・黒色頁岩・黒曜石の四種を消費する 7・8 ブロックとで環状部が構成される。特に安山岩・黒色安山岩・

黒色頁岩は 7ブロックで集中消費される。環状ブロック群が石材組成の異なるブロックから構成される状況は三

ツ木東原Ｂ遺跡でもみられ、SC-2 においても複数の単位集団が存在した可能性が指摘される。中央広場が想定

される中心部は石器の分布が散漫であるが、4 ブロックに内接する 5 ブロックでは炭化物が検出され、中心部寄

りに火を使用する場があった可能性も想定される。

　本遺跡の石器集中地点は、本遺跡に隣接する三ツ木東原Ｂ遺跡や白石北原遺跡と同様の黒色安山岩を主体とす

る SC-1・4 がある一方で、黒曜石を主体とする SC-3、黒色安山岩と黒曜石を利用する SC-2 など、異なる石材組

成のブロック群がみられた。ブロック群間の母岩の非共通性や接合関係の無さから、各ブロック群は同時併存で

はなく、時期を前後して形成されたものと考えられる。同じ鏑川流域に属する甘楽町の白倉・天引地区の環状ブ

ロック群においても、黒色安山岩あるいは黒曜石を主体とするブロック群に大別される状況が認められる。この

ように、鏑川流域の環状ブロック群は、遠隔地石材である信州産黒曜石の有無が顕著であり、鏑川流域を移動経

路とする集団の方向性の違いが、その石材組成に表れていると想定される。

2. 縄文時代

　縄文時代の遺構は、河岸段丘上位面にあたる三ツ木東原Ｃ遺跡の１・２区で中期初頭の土坑１基や中期後葉～

後期前葉の住居跡３軒および土坑 19 基を調査した。また、河岸段丘中位面に位置する上落合七輿遺跡では、遺

構こそ検出されなかったものの、中期後葉～後期前葉を主体とする縄文土器片が出土している。これらには中期

後葉～後期初頭と後期前葉の間に主な画期がみられるようであり、周辺の事例を踏まえ（第４図）、時期ごとの

状況を整理していきたい（第 250 図）。
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　中期初頭は三ツ木東原Ｃ遺跡東側の１区において土坑 (Ｄ -64 号土坑）が単独で確認された。周辺では僅かな

遺物が検出される程度であり、小規模な活動痕跡とみなされる。本土坑には北信系の土器が共伴しており注目さ

れる。なお、前期後葉や中期前葉～中葉の土坑が東約 80 ｍの三ツ木東原Ｂ遺跡や南東約 100 ｍの三ツ木東原遺

跡および南南東約 150 ｍの白石北原遺跡に散見され、河岸段丘上位面でも東側において拡散的で小規模な営みが

なされたようである。

　中期後葉～後期初頭の遺構は、指標となる出土遺物が少ないことから検討の余地を残すものの、三ツ木東原Ｃ

遺跡のＤ - ２・16・43 が挙げられる。これらは被熱痕を有することから削平された住居に伴う炉跡に想定され、

上位面北辺の広い範囲において住居が継起的に点在していたと想定される。他の土坑は各細別時期のものが東半

に散在し、上位面北東側の三ツ木東原Ｂ遺跡でも同様の状況が調査されている。なお、白石北原遺跡では中期中

葉勝坂式末期～後期初頭称名寺Ⅱ式期の拠点的な集落が形成されており、本事例はその縁辺的な位置づけがなさ

れる。また、河岸段丘中位面の上落合七輿遺跡で出土した遺物は、西側約 100 ｍに位置する上落合上野遺跡の集

落跡に関連すると考えられる。上落合上野遺跡では中位面の縁辺に中期後葉加曽利ＥⅢ式～後期初頭称名寺Ⅱ式

期の住居跡が検出されており、比高差約 20 ｍを擁する上位面・中位面それぞれに同時期の集落が展開していた

状況が見い出される。

　後期前葉には、柄鏡形敷石住居跡のＪ -１・３号住居跡が、標高が最も高くなる三ツ木東原Ｃ遺跡２区の中央

やや北西側で検出されている。また、Ｊ -２号住居跡が２区南東側にあるものの、詳細は不明である。住居跡に

は時期差が認められ（Ｊ - １号住居跡：堀之内２式期、Ｊ - ３号住居跡：堀之内１式期）、後期前葉をとおした

持続性が窺われる。土坑は２区の中央と北西側にまとまる。２区中央は平面円形・楕円形の土坑が目立ち、袋状

第 250 図　縄文時代の主要遺構（三ツ木東原Ｃ遺跡）
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を呈するＤ -15b・86 が貯蔵穴に比定されることから、貯蔵施設域としての使用が想定される。くわえて、堀之

内１式期のＤ -86 号土坑から石棒が検出され、中世の堀からではあるが後期前葉に比定される土偶の頭部が出土

するなど、石棒を包蔵する住居跡（Ｊ -１号住居跡）と同様に呪術的な性格が垣間見られる。一方、谷を背とす

る２区北西側では、平面が長楕円形・楕円形の土坑が目立ち、そのうちのＤ -12・88 が 1 個体の土器を割ってそ

の破片を遺体の上に敷き並べる土器片被葬の土坑墓に想定される。両土坑とも堀之内 2式期に帰属し、該期には

墓域を形成していたことが予想される。居住域の外側にあたる狭い傾斜地に墓域が分離する状況が捉えられ、後・

晩期に通有な墓域の分化が本遺跡でも顕在している。さらに、前出の白石北原遺跡は後期初頭称名寺Ⅱ式期に収

束しており、集落が上位面北縁へ移行する動向が見て取れる。崖下の中位面における該期の遺構は貯蔵穴のみで

あり（上落合上野遺跡Ｄ -17 ～ 19 号土坑）、眼下に広がる中位面の用益をも見据えた居住域の選地が推察される。

ともすれば、三ツ木東原Ｃ遺跡Ｊ -１・３号住居跡で多出した漁網用の石錘は中位面や隣接する下位面での使用

を反映している可能性がある。

3. 古墳時代

　古墳時代の遺構は、三ツ木東原Ｃ遺跡で竪穴住居跡 14 軒、上落合七輿遺跡で竪穴住居跡 2 軒と溝 1 条を検出

した。竪穴住居跡の時期は 6 世紀後半～

7 世紀前半で、重複せずに散在して分布

する。円筒埴輪の破片が点在するものの、

古墳は検出されていない。皇子塚古墳や

平井地区 1 号古墳からなる古墳群と時期

を同じくする集落と考えられる。

　Ｈ－ 12 号住居跡の空間利用について

　今回の調査で間仕切り溝を有する住居

跡が確認された。住居の掘り方を精査し

た結果、当初確認されなかった間仕切り

溝や補助柱を検出することができた。間

仕切り溝は、住居内の仕切り壁を設置す

る際に掘られた溝で、出入口が確認でき

る例が多いことが指摘されている。この

ため、住居内の土間や寝室を区分けする

ことが可能とされている。ここでは出土

遺物の分布とからめて住居内の空間利用
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を検討してみる。

　住居の構造を詳しくみると、住居は６世紀後半に作られたもので、平面は正方形を呈し、長軸 6.69 ｍ、短軸

6.3 ｍの大きさで、北壁中央にカマドが付設されている。主柱穴は４本（Ｐ２～Ｐ５）で、Ｐ２・３に間仕切り

溝が付設される。また、Ｐ２東側に長さ 0.75 ｍの単独の溝が確認されている。補助的な柱穴は、住居西側の壁

に沿って３本の柱穴が確認されている。また、Ｐ４からカマド左側にかけて２本の柱穴、Ｐ５の東壁沿いに柱穴

１本が確認されている。入口に想定される場所は、カマドの反対にあるＰ７付近である。次に、出土遺物の分布

をみると、Ｐ６の貯蔵穴周辺に土器類が分布し、Ｐ３から住居南東隅の一角に菰網石が集中している。

　これらの状況から住居内の空間利用を復元すると、住居の入口は南壁の中央にある。寝室空間は住居西側では

南壁からＰ４までの幅１ｍ、長さ５ｍ程、住居東側ではＰ３からＰ５までの幅１ｍ、長さ 3.8 ｍ程と推定される。

Ｐ３から住居南東隅の１ｍ四方の空間は菰網石の集中等から道具置き場の可能性が推定される。また、住居の中

央部分、幅約 2.5 ｍ、長さ約 3.5 ｍ程が土間空間と推定される。

　このような形態は、筆者の分類（志村 2018）によればⅠ類１Ａに分類され、間仕切り溝のある住居では一般

的な形態と言える。参考として、管見によれば藤岡市内で間仕切り溝を有する住居は４例あり、このうち３例が

本遺跡の北側に占地する上落合岡遺跡である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　七輿山古墳外堤等の再検討について

七輿山古墳は６世紀代の古墳としては、東日本最大の規模を有する前方後円墳である。この古墳は、藤岡市教

育委員会により、1989 年から 1991 年にわたり３回の範囲確認調査が実施された。また、並行して古墳の測量図

及び地籍図の作成も実施されている。調査の結果、測量図から全長 145 ｍ、墳丘は３段築成の前方後円墳で、内

堀・内堤・外堀・外堤を備える二重周溝で、前方部の外堤では三重目の区画溝が確認されている。中でも中堤に

ついては、古墳主軸線状の前方部で南北 14 ｍ、東西９ｍの方形状の造り出し、古墳南西隅でも南北 14 ｍ、東西

16 ｍの方形状の造り出しが付設されている特徴がある。特に、外堤南西隅は複雑な構造を有し、２段築成の可

能性が指摘されている。その後、2018 年に実施された早稲田大学による地中レーダー探査により、範囲確認調

査による古墳主軸線上の前方部中堤の造り出し、中堤南西隅の造り出しが再確認されている。また、後円部に羨

道部が長い初期横穴式石室、後円部後方の中堤の造り出し、前方部中堤の北西隅に突出する造り出し（？）が新

たに確認されている。以上が、これまでに判明している調査の概略である。

　今回の調査で、七輿山古墳の外堤に関係すると思われる自然地形や遺構が確認されたため、上述した調査結果

を参考にしながら再検討を行うものである。なお、ここに掲載する図面は『七輿山古墳　範囲確認調査報告書Ⅶ』

の第 14 図七輿山古墳全体図をもとに一部改変したものである。

最初に、三ツ木東原Ｃ遺跡で確認された埋没谷（２区西端。Cu-21 ～ 26、Cv-22 ～ 28、Cw-24 ～ 28 グリッド）は、

鏑川と鮎川に形成された河岸段丘の上位面にあたり、北方向に小規模な開折谷を形成している。この部分が七輿

山古墳の外堤南西隅にあたる。なお、谷最下部のⅤ層は出土遺物から縄文時代中期～後期、Ⅳ層は古墳時代～平

安時代の年代が与えられている。このことは七輿山古墳造営時、古墳南西部の斜面は谷地状に開折されていたこ

とになり、中堤・外堀・外堤は馬蹄形を描くことができず、自然地形に沿った形で中堤南西隅を段丘傾斜面に並

行した形に屈曲せざるを得なかったと推定される。また、谷筋からの流水を処理することも含めて造り出しを設

けたと推定される。

次に、藤岡市教育委員会による範囲確認調査のトレンチ土層断面（第 252 図）をみてみよう。前方部に設定さ

れた３Ａトレンチでは、前方部外堀の底面が標高 95.3 ｍ、前方部南西に設定された４Ａトレンチでは、前方部

外堀の底面が標高 95.9 ｍと極端な比高はなく概ね平坦であるが、４Ｂトレンチの北側の外堀底面は標高 98 ｍと
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第 252 図　七輿山古墳・上落合遺跡 土層断面図
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第 254 図　七輿山古墳 外堤拡大図

第 253 図　七輿山古墳 兆域模式図
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約２ｍ高くなっている。ところが、南側の外堀底面は標高96.35ｍと前方部外堀の底面より1.65ｍほど低いため、

外堀南側の水や開折谷からの水を一時的に溜める構造にしたと推定される。６Ａ・７Ａ・15 トレンチでは、外

堤の中に南北に延びる葺石が 12 ｍほど確認されている。葺石は 15 トレンチ内で収束していることから、外堤の

一部が開いていたことが窺える（第 254 図）。また、この葺石から西側は幅５ｍ、長さ 12 ｍほどの長方形を呈し

たくぼ地となり、底面の標高は 97 ｍを測る。この部分は、『七輿山古墳範囲確認調査報告書Ⅶ』の中で「七輿山

古墳前方部南西隅の外堤帯は二段築成の可能性が高い。」と述べられているところである。しかしながら、今回

の上落合七輿遺跡の調査から検出されたＭ－ 1号溝の覆土の在り方をみると、七輿山古墳のトレンチ土層と類似

性があることから、この溝が七輿山古墳の外堤の一部を開けていることに関連すると推定される。Ｍ－ 1号溝は、

鏑川と鮎川に形成された河岸段丘の中位面にあたり、七輿山古墳西側の開折谷に沿って走行すると推定され、枝

分かれして七輿山古墳の外堤南西隅方向に延びて、６Ａ・７Ａ・15トレンチで確認されている葺石が切れた部分に

繋がると推定される。このことが外堀及び外堤内にある長方形のくぼ地からの水処理を担っていたと推定される。

　以上のことから、七輿山古墳の中堤南西隅の造り出しは、大きくは自然地形を利用した結果と言える。また、

この造り出しにより外堀・外堤が相似形に造られる。特に、外堤内には、南北に走行する葺石があり、葺石が終

息する場所は外堤の一部が開いていた個所と想定される。この部分の用途は通路及び外堀の排水機能と推定され

る。排水面を考慮すると上落合七輿遺跡のＭ－ 1号溝が接続している可能性があるが、外堤の区画溝が確認され

ていることから、直接の接続は三重目の溝までとしたい。これらをまとめたのが、第 253 図の七輿山古墳兆域模

式図である。

4. 奈良・平安時代

　三ツ木東原Ｃ遺跡・上落合七輿遺跡の奈良時代の様相は判然としないが、三ツ木東原Ｃ遺跡に隣接する東原Ⅱ

遺跡で 8 世紀後半の竪穴住居跡があるほか、三ツ木東原Ｃ遺跡の 2 区では、径 3.47 ｍ、深さ 1.98 ｍを測るＤ -

６号土坑があり、規模の大きさから井戸跡と考えられる。出土遺物に 8世紀代のものがある。この時期、段丘崖

下に広がる上落合岡遺跡では、竪穴住居跡のほかに、布掘を含む掘立柱建物が複数存在するなど集落形成が活発

になることから、2区の大型井戸跡は、これに連動した遺構である可能性がある。

　平安時代の 9世紀後半になると、三ツ木東原Ｃ遺跡・上落合七輿遺跡ともに遺構・遺物の広がりが確認される。

この時期の主な遺構は、三ツ木東原Ｃ遺跡 2 区の竪穴住居跡 3 軒と 1 区の土坑列、上落合七輿遺跡の 1・2 区で

竪穴住居跡 2 軒が確認された。三ツ木東原Ｃ遺跡の竪穴住居跡はＨ - ４号住居跡で唯一全容が分かるが、9 世紀

後半の小規模な住居跡で、中央南寄りに炉跡がある。東隣りの三ツ木東原Ｂ遺跡では、同時期で規模・方位が一

致する竪穴住居跡から鍛冶遺構が検出されているが、Ｈ - ４号住居跡では鍛冶に関わる遺物は出土していない。

2区西側の埋没谷までの間に住居跡が散在しながら、10 世紀にかけて存続するようである。上落合七輿遺跡では、

水田跡の検出された低地に面して 2軒の竪穴住居跡があり、存続時期は三ツ木東原Ｃ遺跡と同じである。

　一方で、三ツ木東原Ｃ遺跡の 1区には調査区を南北に縦断する土坑列がある。規格的な土坑が軸を揃えて並ん

でおり、土坑の規模は長軸 2.1 ｍ×短軸 1.2 ｍが標準である。土坑の覆土はブロック土を大量に含む人為的な埋

没土である。Ｄ -58・60・65 号土坑の断面をみると、土坑の南側から北側へ規則的に埋め戻されており、北方位

を意識していたことが分かる。覆土に As-B の混入がなく、少量ではあるが 10 世紀代のロクロ甕、羽釜、灰釉陶

器が出土することから、10 世紀を主体とした遺構と判断される。この土坑列は、皇子塚古墳や平井地区１号古

墳を含む群集墳の西側外縁部にあたり、列の北側延長線上には七輿山古墳の後円部がある。このような古墳を意

識した配列や土坑の形状から、土坑について現時点では土坑墓となる可能性を考えておきたい。血縁などで結び
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第 255 図　平安時代～中世の主要遺構（三ツ木東原Ｃ遺跡）

ついた家族墓のような墓が、繰り返し営まれた結果として土坑列が形成されたと捉えられる。平安時代の竪穴住

居跡は土坑列の西側に分布し、東側は墓域や三ツ木東原Ｂ遺跡Ｈ - ２a 号住居跡のような鍛冶遺構が存在する非

居住的空間であったと考えられる。土坑列は、隣接する土坑同士が概ね 2.0 ｍの距離をあけており、前代の墓を

認識するためにも、土坑上に封土があった可能性が高い。2 区で多数みられる中世の長方形土坑が、この土坑列

に重複してこないことも、封土が存在したことを示している。想定される封土は最大で径 3.8 ｍほどである。七

輿山古墳を意識した配列が正しければ、土坑は北側から順次造られたと考えられ、それは南側の土坑ほど規格が

崩れ、軸が不揃いになる傾向に表れている。後代になるほど当初の造墓意識が薄れてきたためであろう。副葬品

と思しき遺物は出土していないが、Ｄ -65 号土坑では土坑北端の上層から灰釉陶器の破片が出土している。この

灰釉陶器片は故意に打ち欠いた痕跡があり、鏡や白磁の破砕片を副葬する事例と同様に、魔除けとして置かれた

可能性がある（狭川 2001）。Ｄ -58 号土坑からは鉄釘が出土し、木棺の存在が想定される。被葬者像についてこ
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こでは明らかにできないが、周辺集落の動態や墓制のあり方を通じて検討すべき課題である。　　　　　

5．中世以降

　As-B の降下後、中世になると三ツ木東原Ｃ遺跡の 2区に幅 5.5 ｍ、深さ 1.6 ｍの薬研堀のＭ -１号溝が出現し、

方形区画が想定される。この区画は現在の地割りや中世の土坑群との位置関係を参考にすると一辺 50 ｍ程度の

規模が想定されるが、断定はできない。現状では中世館跡の堀を想定している。2 区は段丘崖が大きく曲がる地

点に近いため眺望が良い立地にあり、また 2区～ 3区にかけて存在した埋没谷の地形を外周に取り込む形で館跡

を構築したと考えられる。堀は覆土最下層の一部に As-B が含まれ、As-A で最終埋没することから中世～近世ま

で存続したことが分かる。遺物は 17 世紀代の肥前大皿が出土したものの、中世遺物に乏しく堀の掘削時期は明

らかではない。方形区画の北側は中世の遺構がない空閑地であるが、北東側には 2群、北西側には 1群の長方形

土坑群が存在する。北東側の長方形土坑は概ね幅 70 ～ 90 ㎝、長さはおよそ 2.8 ｍ、4.0 ｍ、5.4 ｍに三分され

る。深さは最も深いもので 69 ㎝である。東西の 2 群に分かれており、それぞれの東西幅は東側が 7.0 ｍ、西側

が 16.0 ｍで、区画性をもって土坑が並んでいる。長軸方位は堀Ｍ - １の方位と揃っている。これに対し北西側

の長方形土坑は東西幅 8.5 ｍの区画の中に散在する。幅は 80 ㎝以下が多く、長さが 2.0 ｍと短く、深さは最大

で 56 ㎝である。長軸方位は堀の方位と若干異なり、ほぼ真北を向いている。時期を示す明確な遺物に欠けるが、

いずれの土坑群も覆土に As-B を含むものが存在することから、中世の土坑群と考えられる。土坑群は、遺跡周

辺が古墳～平安時代にかけて墓域が継続したこと、推定される館跡の南東にあたる東原Ⅱ遺跡で天目茶碗を出土

した中世墓が検出されていることを重視すれば、土坑墓群になる可能性がある。また堀の区画内の調査が進み、

瓦や仏具など仏教的な遺物が出土すれば、館跡ではなく中世の寺院となる可能性も残しておきたい。なお上落合

七輿遺跡は、自然科学分析によれば、As-B の降下後も引き続き水田が耕作されていたことが指摘されている。

　近世の遺構は三ツ木東原Ｃ遺跡で土坑が検出されたほか、中世の堀Ｍ -１も存続していた。近世～近代の土坑

（Ｄ -17・27・37 など）はＭ -１の東側に分布している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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写　真　図　版

三ツ木東原Ｃ遺跡　遺構写真（PL.１～32）

　　　　　　　　　遺物写真（PL.45～90）

上落合七輿遺跡　　遺構写真（PL.33～44）

　　　　　　　　　遺物写真（PL.91～95）





調査区遠景（西から、縄文時代以降の調査）

PL.1

調査区全景（西から、旧石器時代の調査）

七輿山古墳

七輿山古墳

三ツ木東原Ｃ遺跡



PL.2

旧石器時代調査区南壁断面及び石器出土状況（北から、SC-3）

旧石器時代調査区近景（西から、SC-1・2・3）

三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）



PL.3

出土石器
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三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）
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30

28

29

5

22

23

2720

19

4

52



PL.4

石器接合資料

三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

出土石器

34

36 35 45

40

42
50

16

10

6

21

15
18 17



PL.5

Ｊ -１号住居跡炉跡全景（東から）

Ｊ -１号住居跡全景（南東から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）



PL.6

Ｊ -３号住居跡全景（東から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）



PL.7

ＳＣ -１石器出土状況（北から）

ＳＣ -１石器出土状況（北西から）ＳＣ -１石器出土状況（北西から）

ＳＣ -１石器出土状況（北西から、３ブロック）ＳＣ -１北壁断面（南から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）



PL.8

ＳＣ -２石器出土状況（北から、７ブロック）ＳＣ -２石器出土状況（北から、７・８ブロック）

ＳＣ -２石器出土状況（北から、６ブロック）ＳＣ -２石器出土状況（北から、４ブロック）

ＳＣ -２石器出土状況（西から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）



PL.9

ＳＣ-２台石出土状況（南東から、６ブロック、№354・355） ＳＣ -２台石出土状況（東から、７ブロック№ 360）

ＳＣ -２炭化物出土状況（東から、５ブロック）

ＳＣ -２台石出土状況（南から、№ 357）

ＳＣ -２石器出土状況（北西から、５ブロック№ 051）ＳＣ -２台石出土状況（西から、７ブロック№ 359）

ＳＣ -２台石出土状況（東から、４ブロック、№ 356）

ＳＣ -２石器出土状況（南から、４・５ブロック）

三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）



PL.10

ＳＣ -３石器出土状況（北から）ＳＣ -３石器出土状況（北から）

ＳＣ -３石器出土状況（北から）ＳＣ -３石器出土状況（北西から、９ブロック）

ＳＣ -３石器出土状況（北から、９ブロック）

三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）



PL.11

ＳＣ -４石器出土状況（北から、１ブロック）

２aトレンチ石器出土状況（南から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）



PL.12

Ｊ -１号住居跡掘り方全景（北から）

Ｊ -１号住居跡全景（西から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）



PL.13

Ｊ -２号住居跡全景（北東から）

Ｊ -２号住居跡炉跡検出状況（西から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）



PL.14 三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｊ -３号住居跡全景（北東から）

Ｊ -３号住居跡掘り方全景（東から）Ｊ -３号住居跡下層遺物出土状況（東から）

Ｊ -３号住居跡中層遺物出土状況（東から）Ｊ -３号住居跡上層遺物出土状況（北から）



PL.15三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｄ－１２号土坑全景（北東から）

Ｄ－１６号土坑全景（東から）

Ｄ－１５ｂ号土坑全景（北西から）

Ｄ－４３号土坑全景（南から）

Ｄ－１２号土坑遺物出土状況（北西から）

Ｄ－２１号土坑遺物出土状況（東から）

Ｄ－２号土坑全景（北から）

Ｄ－２０号土坑遺物出土状況（西から）



PL.16

Ｄ－２３号土坑全景（北西から）

Ｄ－５４号土坑全景（東から）Ｄ－５２号土坑全景（西から）

Ｄ－２３号土坑遺物出土状況（北西から）

Ｄ－２２号土坑遺物出土状況（東から）Ｄ－２２号土坑全景（南から）

Ｄ－６４号土坑全景（北から）Ｄ－５６号土坑遺物出土状況（西から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）



PL.17

Ｄ－６９号土坑遺物出土状況（東から）Ｄ－６４号土坑遺物出土状況（北から）

Ｄ－８６号土坑全景（南から） Ｄ－８８号土坑全景（南東から）

Ｄ－８６号土坑遺物出土状況（南から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）



Ｈ－３号住居跡全景（西から）

PL.18

Ｈ－１号住居跡全景（北西から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）



PL.19

Ｈ－３号住居跡遺物出土状況（西から）

Ｈ－３号住居跡貯蔵穴全景（西から） Ｈ－３号住居跡掘り方全景（西から）

Ｈ－３号住居跡カマド遺物出土状況（西から） Ｈ－３号住居跡旧カマド遺物出土状況（東から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）



PL.20

Ｈ－７号住居跡遺物出土状況（北から）

Ｈ－６号住居跡全景（北から）Ｈ－５号住居跡全景（北から）

Ｈ－６号住居跡遺物出土状況（北西から） Ｈ－７号住居跡遺物出土状況（南東から）

Ｈｰ５号住居跡 Ｈｰ４号住居跡

三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）



PL.21

Ｈ－８号住居跡Ｄ－２・３全景（南から）

Ｈ－８号住居跡全景（西から）

Ｈ－８号住居跡カマド全景（西から） Ｈ－８ｂ号住居跡全景（西から）

Ｈ－８号住居跡掘り方全景（西から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）



PL.22

Ｈ－１２号住居跡全景（南東から）

Ｈ－１０号住居跡遺物出土状況（北西から）

Ｈ－９号住居跡掘り方全景（西から）Ｈ－９号住居跡遺物出土状況（北から）

Ｈ－１１号住居跡全景（南東から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）



PL.23

Ｈ－１２号住居跡カマド遺物出土状況（南から）

Ｈ－１２号住居跡遺物出土状況（南から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）



Ｈ－１４号住居跡全景（東から）Ｈ－１２号住居跡Ｐ－５遺物出土状況（南から）

PL.24

Ｈ－１２号住居跡遺物出土状況（北西から） Ｈ－１２号住居跡カマド全景（南から）

Ｈｰ１４号住居跡

Ｔｰ１号竪穴

三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ－１２号住居跡掘り方全景（南から）



PL.25

Ｈ－１３号住居跡全景（東から）

Ｈ－１５号住居跡遺物出土状況（東から）

Ｈ－１５号住居跡Ｐ－２根石出土状況（北から） Ｈ－１５号住居跡掘り方全景（北から）

Ｈ－１４号住居跡遺物出土状況（南から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）



PL.26

Ｄ－６号土坑全景（北から）

Ｈ－１９号住居跡全景（北から）Ｈ－１６号住居跡掘り方遺物出土状況（南東から）

Ｈ－１６号住居跡掘り方全景（西から）

Ｄ－６号土坑土層断面（南から）

Ｈ－１６号住居跡全景（西から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代～平安時代）



PL.27

Ｈ－４号住居跡全景（北から） Ｈ－４号住居跡炉跡全景（北から）

Ｈ－２号住居跡全景（北から）

Ｈ－４号住居跡遺物出土状況（西から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（平安時代）



PL.28

土坑列全景（空撮、上が北） 土坑列Ｄ－６７号土坑全景（東から）

土坑列Ｄ－６５号土坑全景（東から）

土坑列Ｄ－５８号土坑全景（東から）

土坑列Ｄ－５９号土坑全景（東から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（平安時代）



PL.29

土坑列全景（北から）

土坑列Ｄ－６０号土坑土層断面（東から）

土坑列Ｄ－６７号土坑土層断面（南から）

土坑列Ｄ－７３号土坑土層断面（南から）

土坑列Ｄ－６３号土坑土層断面（東から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（平安時代）



PL.30

ＳＵ－１号隧道状遺構全景（北から）

ＳＵ－１号隧道状遺構全景（東から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（平安時代～中世）



PL.31

埋没谷及びＳＵ－１号隧道状遺構全景（北東から）

ＳＵ－１号隧道状遺構近景（西から）

ＳＵ－１号隧道状遺構土層断面（北から） ＳＵ－１号隧道状遺構土層断面（北から）

ＳＵ－１号隧道状遺構出入り口（北から）

三ツ木東原Ｃ遺跡（平安時代～中世）



PL.32 三ツ木東原Ｃ遺跡（中世）

Ｍ－１号溝土層断面（東から）

Ｍ－１号溝土層断面（北から）

Ｍ－１号溝全景（東から）

Ｍ－１号溝全景（西から）



PL.33上落合七輿遺跡

１・２区全景（北から）

調査区全景（南西から）



PL.34 上落合七輿遺跡

１・２区遠景（南から）

１区南側全景（北から）



PL.35上落合七輿遺跡

１区南側遠景（北東から）

１区南側遠景（西から）



PL.36 上落合七輿遺跡

１区北側水田跡全景（東から）

２区全景（東から）

２区南側全景（東から）

１区北側～２区南側全景（東から）



PL.37上落合七輿遺跡

２区北側～３区全景（南東から）

２・３区遠景（西から）



PL.38 上落合七輿遺跡

２区１８号トレンチ断面（東から）

１区１０号トレンチ全景（南西から）

１区５号トレンチ断面（東から）

１区６号トレンチ全景（南西から）３区北側全景（西から）

１区１１号トレンチ遺物出土状況（北から）



PL.39上落合七輿遺跡（古墳時代）

Ｈ－１号住居跡掘り方全景（西から） Ｈ－１号住居跡カマド掘り方全景（西から）

Ｈ－１号住居跡カマド遺物出土状況（西から）

Ｈ－１号住居跡全景（西から）



PL.40 上落合七輿遺跡（古墳時代）

Ｍ－１号溝全景（南西から）

Ｈ－２号住居跡掘り方全景（西から）

Ｈ－２号住居跡遺物出土状況（西から）



Ｍ－１号溝断面（西から）

Ｍ－１号溝断面（東から）

Ｍ－１号溝全景（北西から）

PL.41上落合七輿遺跡（古墳時代）



PL.42 上落合七輿遺跡（平安時代）

Ｈ－３号住居跡断面（北西から）

Ｈ－４号住居跡遺物出土状況（西から）

Ｈ－３号住居跡全景（東から）

Ｈ－３号住居跡掘り方全景（西から）



PL.43上落合七輿遺跡（平安時代）

Ｈ－４号住居跡全景（西から）

Ｈ－４号住居跡カマド掘り方全景（西から） Ｈ－４号住居跡掘り方全景（西から）

Ｈ－４号住居跡カマド全景（西から） Ｈ－４号住居跡貯蔵穴全景（西から）



PL.44 上落合七輿遺跡（平安時代以降）

Ｄ－２号土坑全景（西から）

Ｄ－７号土坑全景（東から）

１区水田跡全景（南東から）

Ｄ－６号土坑全景（南から）

１区ピット列全景（北西から）

１区水田跡断面（南から）



PL.45三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

１・３・４・５ブロック出土石器

１ブロック

1
（SC4-5）

2
（SC4-31）

3
（SC4-32）

4
（SC1-58）

5
（SC1-96）

6
（SC2-6）

３ブロック

４ブロック

7
（SC2-356）

５ブロック

8
（SC2-51）



PL.46 三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

６・７ブロック出土石器

６ブロック

9
（SC2-76）

10
（SC2-91）

11
（SC2-353）

12
（SC2-354）

13
（SC2-355）

14
（SC2-262）

７ブロック

15
（SC2-150）

16
（SC2-165）

17
（SC2-189）



PL.47三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

７ブロック出土石器

18
（SC2-233）

19
（SC2-252）

20
（SC2-256）

21
（SC2-260）

22
（SC2-267）

23
（SC2-332）

24
（SC2-358）

25
（SC2-359）

26
（SC2-360）



PL.48 三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

８・９ブロック出土石器、接合資料 1・2

27
（SC2-296）

８ブロック

28
（SC3-46）

29
（SC3-38）

30
（SC3-71）

９ブロック

31
（接合資料 1）

32
（接合資料 2）

SC1-14

SC1-43



PL.49三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

接合資料 3・4・12

33
（接合資料 3）

SC1-42

SC1-74

SC1-87

34
（接合資料 4）

SC1-2

SC1-6

SC1-26

SC1-101

SC1-37

SC2-127

SC2-133

38
（接合資料 12）



PL.50 三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

接合資料 5

3
5

（
接
合
資
料

5
）

S
C
1
-
8
4

S
C
1
-
9
2

S
C
1
-
3
9

S
C
1
-
3
8

S
C
1
-
8



PL.51三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

接合資料 10・11

36
（接合資料 10）

SC2-242

SC2-300

SC2-322 SC2-330

SC2-94

37
（接合資料 11）



PL.52 三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

接合資料 13・19

39
（接合資料 13）

SC2-167

SC2-177

41
（接合資料 19）

SC4-17

SC4-10



PL.53三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

接合資料 17

4
0

（
接
合
資
料

1
7
）



PL.54 三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

接合資料 17

SC2-351

SC2-107
SC2-161

SC2-169

SC2-187

SC2-200

SC2-362

SC2-204

SC2-209

SC2-214

SC2-222

SC2-232

SC2-235

SC2-288

SC2-276

SC2-261



PL.55三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

接合資料 14・20

SC4-20SC4-24

SC4-25

SC4-28

42
（接合資料 20）

SC2-315

SC2-341

44
（接合資料 14）



接合資料 15・21

PL.56 三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

43
（接合資料 21）

SC4-22

45
（接合資料 15）

SC2-228

SC2-307

SC2-289



接合資料 6・16、ブロック外出土石器

PL.57三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

SC2-122

SC2-293

46
（接合資料 16）

51
（接合資料 6）

52
（SC3-110）

53
（SC3-84）

54
（SC2-357）



接合資料 7・8・9

PL.58 三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

47
（接合資料 7）

48
（接合資料 8）

49
（接合資料 9）



接合資料 18

PL.59三ツ木東原Ｃ遺跡（旧石器時代）

50
（接合資料 18）

SC3-77

SC3-101

SC3-43
SC3-99

SC3-76

SC3-79

SC3-78
SC3-75

SC3-42
SC3-36



PL.60 三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｊ -１号住居跡出土遺物

5

32

1

6

1211

10

8

7

9

4



PL.61三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｊ -２・３号住居跡出土遺物

1

2

3

6

5

4

1

7

6

5

4

3

2

23

20

18
17

16

15

J-2

J-3

J-3

J-3

J-3

J-3

19

10



PL.62 三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｊ -３号住居跡出土遺物

13

12

11

8

22

21

14

9



PL.63三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｊ -１・２号住居跡出土遺物

15

14

16

J-1

17

J-1 J-2

7

18

J-1



PL.64 三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｊ -３号住居跡出土遺物

31

38
37

32

25

39

34

33

35

36

27

28
30

29

26



PL.65三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｄ -12・20 号土坑出土遺物

1

2

D-12

D-20

D-20

2 の同一個体片



PL.66 三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｄ -２・10・11・20・21・22・23・43・61・64・69 号土坑、Ｐ -37 号ピット、遺構外出土遺物
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PL.67三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｄ -64・69・86・88 号土坑出土遺物
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PL.68 三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｄ -20・22・86 号土坑出土遺物
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PL.69三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｄ -21・54・56 号土坑出土遺物、遺構外出土遺物
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PL.70 三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）
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PL.71三ツ木東原Ｃ遺跡（縄文時代）

Ｊ -１・３号住居跡出土遺物、遺構外出土遺物
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PL.72 三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -１・３号住居跡出土遺物
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PL.73三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -１・３・５・６号住居跡出土遺物
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PL.74 三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -３号住居跡出土遺物
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PL.75三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -１・３号住居跡出土遺物
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PL.76 三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -３・５号住居跡出土遺物
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PL.77三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -５・６号住居跡出土遺物
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PL.78 三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -６・７・10・11・13・14・15 号住居跡出土遺物
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PL.79三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -６・７・８号住居跡出土遺物
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PL.80 三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -８・９号住居跡出土遺物
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PL.81三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -10・11・12 号住居跡出土遺物
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PL.82 三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -12 号住居跡出土遺物
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PL.83三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -12 号住居跡出土遺物
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PL.84 三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -13・15・16 号住居跡出土遺物
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PL.85三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代）

Ｈ -16 号住居跡出土遺物、遺構外出土遺物
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PL.86 三ツ木東原Ｃ遺跡（古墳時代～奈良時代）

Ｄ -６号土坑出土遺物
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PL.87三ツ木東原Ｃ遺跡（平安時代）

Ｈ -４・19 号住居跡出土遺物
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PL.88 三ツ木東原Ｃ遺跡（平安時代）

Ｈ -２・４・19 号住居跡出土遺物、Ｄ -48・58・60・65 号土坑出土遺物、Ｍ -１号溝出土遺物、遺構外出土遺物

D-65
1

H-4
8

M-1
1

H-4
12

M-1
2

D-65
2

D-60
1

D-48
1

遺構外
1

D-58
1

H-19
3

H-4
13

H-2
1

H-4
14



PL.89三ツ木東原Ｃ遺跡（中世以降）

Ｄ -17・37 号土坑出土遺物、Ｍ -１号溝出土遺物
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PL.90 三ツ木東原Ｃ遺跡（中世以降）
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PL.91上落合七輿遺跡（縄文時代）

遺構外出土遺物
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PL.92 上落合七輿遺跡（縄文時代）
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PL.93上落合七輿遺跡（古墳時代～平安時代）

Ｈ -１・２・３号住居跡出土遺物、Ｍ -１号溝出土遺物、遺構外出土遺物
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PL.94 上落合七輿遺跡（奈良・平安時代）

Ｈ -４号住居跡出土遺物、Ｐ -65 号ピット出土遺物
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PL.95上落合七輿遺跡（古墳時代～平安時代）
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ふ

収
り

遺
が

跡
な

所
ふ り が な

在地
コード 位置

調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡 北緯 東経

三
みつぎひがしはらしーいせき

ツ木東原Ｃ遺跡
群
ぐんまけん

馬県藤
ふじおかし

岡市

白
し ろ い し ・ み つ ぎ

石・三ツ木 10209 Ｆ 49 36°15′38″ 139° 02′ 23″
20180619

～ 20190228
2,331 ㎡

公園外周
道路建設

上
かみおちあいななこしいせき

落合七輿遺跡
群
ぐんまけん

馬県藤
ふじおかし

岡市

上
かみおちあい

落合 10209 Ｄ 57 36°15′40″ 139° 02′ 16″
20180619

～ 20190228
1.820 ㎡

公園外周
道路建設

所収遺跡 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

三ツ木東原Ｃ遺跡 集　落

集　落

集　落

集　落

集　落

旧石器時代

縄文時代

古墳時代

奈良平安時代

中近世

時期不明

石器集中地点

竪穴住居跡

土坑

竪穴住居跡

竪穴住居跡

掘立柱建物跡

土坑（土坑列含む）

井戸跡

隧道状遺構

柵

溝

竪穴状遺構

溝

ピット

４基

３軒

21 基

14 軒

３軒

１棟

３条

64 基

１基

１基

２条

１条

１基

２条

171 基

石器（ナイフ形

石器・石核・敲

石・台石）

縄文土器・土偶・

石棒・石鏃・石

斧・凹石・石皿・

石錘

土師器・須恵器・

円筒埴輪・土錘・

臼玉・菰編石

土師器・須恵器・

灰釉陶器・羽釜・

薦編石・鉄釘

肥前、瀬戸、焙

烙

　AT 層下の暗色帯から後期

旧石器時代前半の石器集中

地点 4 箇所を検出し、うち

1 箇所では環状ブロック群

が想定された。

　ほかに、縄文時代後期の

敷石住居跡、古墳時代後期

6 世紀後半以降の竪穴住居

跡や土坑、平安時代の竪穴

住居跡や土坑列、中世の溝

を検出した。

上落合七輿遺跡 集　落

集　落

集　落

生　産

縄文時代

古墳時代

平安時代以降

竪穴住居跡

溝

竪穴住居跡

土坑

ピット

水田跡

２軒

１条

２軒

７基

143 基

１面

縄文土器・石斧・

削器

土師器・須恵器・

円筒埴輪・磨石

土師器・須恵器・

羽釜・鉄釘・鉄

滓

縄文時代の遺物散布。古墳

時代後期 6 世紀前半の溝が

検出され、七輿山古墳と関

連が想定された。ほかに古

墳時代後期や平安時代の竪

穴住居跡、平安時代末の水

田跡を検出した。
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